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c 区第 140号住居跡金銅製飾金具％

B 区第 1 号住居跡印章型％

灰釉陶枕½

c 区第 4 号井戸跡
文字瓦％



J区第 14号住居跡出土畿内産土師器

J区第34号住居跡出土須恵器 J区第 10号住居跡出土須恵器



序

関越自動車道新潟線は、太平洋側の首都東京と日本海側の新潟市を結ぶ高速

自動車道として、昭和60年10月 1 日に開通いたしました。本道路の開通に際し

ては、数多くの埋蔵文化財が、道路建設工事に先立って調査されました。本県

でも 58箇所の埋蔵文化財包蔵地が発掘調査され、記録保存されています。

本報告による上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡は、群馬郡群馬町東国分、前

橋市元総社町に所在する埋蔵文化財包蔵地であり、昭和55年 4 月から昭和59年

3 月にかけて、当事業団が調査しました。

ご承知のように本遺跡は、上野国分寺の僧寺・尼寺跡、上野国府跡、山王廃

寺跡に隣接する遺跡として早くから識者の注目をあびていました。発掘調査に

よって奈良時代・平安時代の国分寺僧寺・尼寺中間地域の歴史が明らかにされ、

数々の貴重な資料が得られました。これら資料は、昭和59年 4 月から 8 年計画

で報告書作成のための整理作業が行われており、「上野国分僧寺・尼寺中間地域」

として既に 3 分冊の調査報告書が刊行されています。

今回、遺跡の B 区、 C 区・J区についての整理が完了し、 4 分冊目の報告書

を作成することができました。法花寺と記された墨書土器、銅印の鋳型、畿内

産の土師器等貴重な資料が報告されていますので、県民各位、研究者、教育機

関等において、本県の歴史を解明するための資料として、活用していただけれ

ば幸甚であります。

平成 2 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 百
おみ

1.本書は関越自動車道（新潟線）建設工事に伴い、記録保存のため事前調査された前橋市元総社町字小見・
ひがしこくぶ むらまえ やくしみちみなみなかみちみなみうえのみちみなみ うえのみちみなみ をどいみちひがし

群馬郡群馬町大字東国分小字村前・薬師道南・中道南・上野道南（植野道南）・局井道東地区に所在
する'‘上野国分僧寺・国分尼寺中間地域”（小見・村前・薬師道南・中道南・上野道南（植野道南）・高

井道東地区）の埋蔵文化財発掘調査報告書 8 冊の内の第 4 冊である。

2. 委 託 者日本道路公団東京第二建設局

群馬県教育委員会

3. 発掘調査主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

4. 調査期間昭和55年 4 月～昭和59年 3 月 31 日

5. 発掘担当者 佐藤明人・石井克己・石北直樹・徳江秀夫・木津博明・桜岡正信・麻生敏隆•関根慎二

※調査担当年度については、上野国分僧寺・尼寺中間地域報告書第 3 冊を参照。

6. 調査嘱託員黒沢はるみ・間庭稔

7. 事務担当者 邊見長雄・松本浩ー・田口紀雄・神保侑史・住谷 進・真下高幸・笠原秀樹・小林昌嗣・

須田朋子・吉田有光・柳岡良宏

8. 整理事業は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が昭和59年 4 月～平成 4 年 3 月までの 8 ヵ年にわた

り実施するもので、本報告書は、昭和63年11月～平成 1 年10月までの 1 年間に整理実施した報告書であ

る。また、本報告書にはB•C• J区の古墳時代（後期） ～奈良•平安時代の検出された遺構・遺物を

掲載した。

9. 整理担当者木津博明・桜岡正信

10. 整理補助員黒沢はるみ（嘱託員）

安藤三枝子・今井サチ子・飯塚妙子・川原嘉久治・金子ミツ子・小池洋子・嶋崎しづ子・

須田育美・鈴木紀子・関口貴子・高橋順子・高橋優子・田村栄子・武永いち・中野秀子・

中野和子・生巣由美子・蜂巣滋美・萩原鈴代・原島弘子・茂木順子・渡辺フサ枝 (50音

順）を中心に以下の方々の協力を得た。長沼久美子（嘱託員） •佐藤美代子・高梨房江・

尾田正子・千代谷和子・八峠美津子・吉田恵子・吉田笑子・野島のぶ江・並木綾子・今

井もと子・今井あや子・松井美智子・角田みづほ

11. 遺物保存処理関邦一

北爪健二（嘱託員）・小材浩一

12. 写真撮影遺構発掘調査担当者

遺物佐藤元彦・木津博明

一部の遺物についてはシン航空写真株式会社による。

13. 現場コンサルタント 並木秀行（三洋測量株式会社）

14. 出土遺物の化学分析・鑑定について以下の方々に依頼した。（敬称略）

獣骨鑑定大江正直（前群馬県家畜登録協会常任理事）

石材鑑定飯島静男（群馬地質研究会）

15. 発掘調査及び本書を作製するにあたっては、群馬県教育委員会・前橋市教育委員会・群馬町教育委員会・

同町都市計画課及び以下の方々の御指導・御教示を頂いた。記して感謝の意を表したい。（敬称略）



上原真人（国立奈良文化財研究所）・須田 勉（文化庁）・大川 清（國士舘大学）・大塚初重（明治大学）．

新井房夫（群馬大学）・池上 悟（立正大学）・斎藤孝正（名古屋大学） •吉岡康暢•平川 南（国立歴史

民俗博物館）・矢部良明（東京国立博物館）・林辺 均（奈良県教育委員会） •前園実知男（奈良県立橿原

考古学研究所） •本沢慎輔（岩手県平泉町教育委員会）・大金宣亮（栃木県教育委員会）・橋本澄朗（栃木

県立博物館） •田熊清彦・田代 隆（財団法人栃木県文化振興事業団）・柳沼賢治（財団法人郡山市埋蔵

文化財発掘調査事業団）・梁木 誠（宇都宮市教育委員会） •阿久津 久（茨城県立歴史館）・瀬谷昌良（茨

城県協和町教育委員会）・堤 隆（御代田町教育委員会） •安田 稔（福島県文化センター） •井口 嵩

（君津郡袖ヶ浦町郷土博物館）・光江 章（財団法人君津郡市文化財センター）・高橋一夫（埼玉県教育

委員会） •井上尚明（埼玉県立歴史博物館）・有吉重蔵（東京都国分寺市教育委員会）・遠藤政孝・田崎通

雄（尾鷲市教育委員会）・種定淳助•岡崎正雄（兵庫県教育委員会） •松尾宣方（鎌倉市教育委員会）・斉

木秀雄・原 廣志・小林康幸（鎌倉市文化財研究所） •井澤洋一（福岡県教育委員会）・増田 修（桐生

市教育委員会） •前原 豊（前橋市教育委員会）・大塚昌彦（渋川市教育委員会）・羽鳥政彦（富士見村教

育委員会） •宮崎重雄（大間々高校教諭）・望月公子（日本大学農獣医学部獣医学科） •西田隆雄・伊東信

夫（東京大学農学部畜産獣医学科家畜解剖学教室）・茂原信夫（獨協医科大学第一解剖学教室） •西中川

駿（鹿児島大学農学部獣医学科家畜解剖学教室） •吉川瑞子（国立科学博物館分館動物研究部動物第一研

究室） •石川春律・藤巻 昇（群馬大学医学部第二解剖学教室）・山下靖雄（東京医科歯科大学歯学部口

腔解剖学教室）・小林次郎（群馬県食肉事業協同組合） •森村隆作（群馬県畜産試験場）

16. 発掘調査及び整理事業に関する業務委託は以下のとおりである。

遺構実測、遺構・遺物トレース 株式会社測研

遺物実測・トレース

井戸跡の調査

シン航空写真株式会社

株式会社原沢ボーリング（調査所見は同社有賀正明による）

17. 調査に至る経緯については、上野国分僧寺・国分尼寺中間地域報告書第 1 冊に詳述されているので、同

報告書を参照願いたい。

18. 本書の執筆は以下のとおりで、文責は別記した。

木津博明・桜岡正信・黒沢はるみ

19. 発掘調査においては群馬町、吉岡村、榛東村、榛名町、渋川市、赤城村、前橋市、高崎市の多くの方々

ならびに、ふるさとを知る会の方々の御協力を頂いた。また、群馬町立中央中学校、南中学校の社会科

クラブの生徒諸君の参加を得た。

20. 本遺跡の区面・写真・遺物は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が管理し、現在群馬県埋蔵文化財

調査センターに保管してある。



凡例

1.本書中に掲載した地形図は、国土地理院、 1 : 25,000、群馬町・前橋市都市計画図、 1 : 2,500 を縮小し

使用した。

2. 本書中の方位記号の方向は真北を指す。

3. 本書中の遺構実測図の縮尺は以下のとおりである。

竪穴住居跡 1 : 60 掘立柱建物跡 1 : 60 埋設土器遺構 1 : 20 土坑 1 : 60 

井戸跡 1 : 60 溝 1 : 80 遺構分布図 1 : 500 を基準としたが、全てがこの限りではない。

4. 遺構挿図中の等高線・断面基準線は海抜で表示し、断面基準線標高値は L ＝で示した。

5. 土層断面図中の I ~VII……は、基準層序の I ~VII層……に準じ、覆土の層序は 1 ~n とした。

6. 本書中にある火山灰は以下のとおり略記した。

浅間山噴出 B軽石層→ B軽石 •BT·B 浅間山噴出 C軽石層→ C軽石 •CP·C

榛名山ニツ岳噴出火山灰層→ FA 、 FP

7. 遺構挿図中に使用した遺物の記号は以下のとおりである。

●土師器・須恵器・土師質土器 〇灰釉陶器・緑釉陶器・白磁

△紡錘車 ◎臼玉 回土錘 ■瓦 ＊鞘の羽口

8. 挿図中に使用したスクリントーンは以下のとおりである。

遺構実測図

焼土・焼土層 口 灰．灰層

口 礫の断面 口 B軽石

FA 協ゞよ~鉛沼I 礫層

遺物実測図

灰釉陶器 口 緑釉陶器

黒色処理・炭化物 赤色塗彩

口羽口の鉄分付着 口 羽口の珪酸分

口羽口の還元部分 冒羽口の中性部分

▲石器

口炭化物

枢忍；斎哀も衿、応',1

口

□ 
言□

△金属製品

恐骨

粘土

C軽石

掘り方

摩滅部分

鉄宰

羽口の酸化部分

9. 遺構実測図中の遺物番号は出土遺物実測図の番号と一致し、挿図番号一遺物番号の順で記載した。

10. 遺物実測に当たっては、当事業団拡大整理委員会歴史部会で編集した「仕様書一遺物編」に準拠したが、

全てがこの限りではない。



11.本書中の遺物実測図の縮尺は以下のとおりである。

土器・土製品 1 : 3 （大形 1 : 6 、瓦 1 : 5) 石器・石製品 1 : 3 （臼玉 1 : 2) 

金属製品 1 : 3 （古銭 1 : 1) 

上記以外の縮尺のものについては、個別に明記した。

12. 遺物観察表中の「度目」「度・量目」は、度は長さを、量は重量を示す。また、（ ）は完形品以外の推定

値・復原値を表わし、量目では残存量を計測した。金属製品については、錆等の除去後の数値である。

13. 遺物観察表中の「色調」は、「標準土色帖」農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究

所色表監修、 1976年 9 月発行を使用し記載したが、細部では観察者の個人差がみられる部分もある。

14. 遺物計測位置は、上野国分僧寺・尼寺中間地域（2) 図表編参照。

15. 土器の種別については、原則として鞘櫨使用・還元焔焼成のものを須恵器、輔櫨不使用・酸化焔焼成の

ものを土師器として扱ったが、中間的なものについては判断をさけたものがある。

16. 土器の器種については、原則として高台を付すものを、塊付さないものを坪、口径に比較して器高の著

しく低いものを皿とし、その他、甕、壺等使用したが、文献にあたって使用したものではなく、また、

特に概念規定を明らかにした上で使用したわけではなく、あくまでも整理上便宜的に使用した。

17. 本遺跡出土遺物の注記は、「KK17」を冠し区名・遺構名称を記入した。初めのK は「関越自動車道」の

Kanetu の Kで、次のK は Kousokudou の K で、 17 は群馬県内で南から 17番目の遺跡であることを示す。
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対 照 目 次

本 文 編 (1) 図表編 写真図版編
名 称

遺構挿図 遺物挿図総 頁 遺構表 所見
（番号） （番号） 遺物 遺構 遺 物

調 査 経 過 1 1 1 

遺 跡 位 置 2 2 2 

基本杭とグリット 3 3 3 

某 本 層 序 4 4 4 

南側調査区

c 区について 5ｷ6 

検出した遺構・遺物

サク状遺構 7ｷ8 7 7 

溝状遺構について 9ｷ10 8 

C 区第 5 号溝状遺構 , , 
c 区第 6 号溝状遺構 11~16 1 1 付図2 9~13 3~6 15ｷ16 99~101 

C 区第 8 号溝状遺構 ll•l8 llｷl8 付図2 17 8 17 

c 区第 9 号溝状遺構 16ｷ 18 18 付図2 14 6•7 17 101 

C 区第10号溝状遺構 16~18 18 付図2 15•16 7 17 101ｷ102 

C 区第11号溝状遺構 19 19 付図2 18 8 

c 区第12号溝状遺構 18~20 18 付図2 19•20 8~10 18 102ｷ 103 

c 区第13号溝状遺構 11 11 付図2

C 区第18号溝状遺構 11 ・ 18 llｷl8 付図2 17 8 

B 区第 4 号溝状遺構 21 21 10 251 

C 区第 8 号住居跡 25•26 25 25 23 24 10 19 104 

c 区第 9 号住居跡 26~30 27 27•28 26•27 25ｷ28ｷ29 llｷl2 19 104ｷ105 

c 区第 10号住居跡 30 30 30 30 30 12 20 105 

C 区第 11 号住居跡 31~35 31 31ｷ33 31•32 33~35 12ｷ13 20•21 105•106 
c 区第 12号住居跡 36ｷ37 36 36 36 36ｷ37 13• 14 21 106ｷ 107 

c 区第 13号住居跡 37ｷ38 37 37ｷ38 38 39 14 21 107 

c 区第 14号住居跡 38~40 38 38 41 40~42 14•15 22 107 

c 区第 15号住居跡 40~42 40 40 44 43~45 15• 16 22 107ｷ108 

C 区第 16号住居跡 42~44 42 42 47 46~48 16 23 108• 109 
c 区第 17号住居跡 44~47 45 45 50 49~52 16• l 7 23 109ｷ 110 

c 区第 18号住居跡 47~50 47 47 53 53~55 17• 18 24 110~112 

C 区第 19号住居跡 51~53 51 51 56 56~58 18ｷ 19 24ｷ25 ll2•ll3 
C 区第 20号住居跡 53~56 54 54 60 59ｷ61ｷ62 19ｷ20 25 113ｷ 114 

c 区第 21 号住居跡 56~60 56 56ｷ57 63 63~66 20~22 26 114ｷ 115 

C 区第 22 号住居跡 60~62 60 61 68 67~69 22ｷ23 26 115• 116 

C 区第 23号住居跡 62~64 62 62 70 70•71 23•24 116ｷ ll 7 

C 区第 24号住居跡 64~68 64 64 72 73~76 24ｷ25 27 117•118·119 
C 区第 25号住居跡 68~70 68 68 77 77~79 25 27 118•119 

c 区第 26号住居跡 70~73 70 70 80 80~83 25•26 28 119ｷ 120 

C 区第 27号住居跡 76·77•80 76 80 89 88 28 28 122 

C 区第 28号住居跡 73~76 73 73 84 85~87 27ｷ28 28 120~122 

c 区第 29号住居跡 76~80 76 76ｷ80 89 89~91 28•29 28ｷ29 122 • 123 
c 区第 34 号住居跡 80•81 80 80 93 92ｷ93 29•30 29 123 

c 区第 37号住居跡 81~83 82 82 95 94~96 30ｷ31 29ｷ30 124 

C 区第 38号住居跡 83•84 83 84 97 30 

c 区第 39 号住居跡 83ｷ84 83 84 97 98 31 ｷ32 30 124 

c 区第 40号住居跡 83ｷ84 83 84 97 30 

C 区第 41 号住居跡 83~85 83 84 97 98•99 31ｷ32 30 124ｷ 125 

C 区第 42号住居跡 85~88 85 85~87 100 100~102 32ｷ33 30ｷ31 125•126 
c 区第 43号住居跡 88~90 88 88ｷ89 103 103ｷ104 33 31 126 

C 区第 44 号住居跡 90ｷ91 90 91 105 105 34 31ｷ32 126ｷ 127 

C 区第 45号住居跡 91 91 91 106 106 34 127 

c 区第 46号住居跡 92~94 92 107 107~109 34ｷ35 32 127 

c 区第 47号住居跡 94 94 94 llO llO 35 128 

C 区第 48 号住居跡 95~971 951 96 1121 111~113 35ｷ36 321 128• 1291 
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名 称

遺（構番挿号図) 遺物挿図総 頁 遺構表 所見 （番号） 遺物 遺構 遺 物

c 区第 49号住居跡 98~100 98 98 114 114~116 37 33 129•130 

C 区第 50号住居跡 101~103 101 101 117 118ｷ 119 38ｷ39 33 130~132 

C 区第 51 号住居跡 104ｷ105 104 104 120 120•121 39 33 132 

C 区第 53号住居跡 105ｷ106 105 105 122 122ｷ 123 39•40 33ｷ34 132 

C 区第 54号住居跡 106~110 106 106 124 124~128 40ｷ41 133~135 

c 区第 55号住居跡 110~115 llO lll 129 130~134 41~43 34 135~137 

c 区第 56号住居跡 116~118 116 116 135 135~137 44 34 137 • 138 

c 区第 57号住居跡 119~121 119 119 138 138~140 45 34ｷ35 139 

C 区第 58号住居跡 121~126 121 122 141 142~146 46•47 35 139~142 

C 区第 59号住居跡 126 126 147 

C 区第 60号住居跡 126 126 147 

c 区第 61 号住居跡 126 126 147 

c 区第 62号住居跡 126~129 126 148 148~150 47ｷ48 35•36 142ｷ143 

C 区第 63号住居跡 129•130 129 130 151 151 48ｷ49 36 143•144 

c 区第 65号住居跡 131ｷ132 131 131 152 153 49 36 144 

C 区第 66号住居跡 133 133 133 154 154 49 37 144ｷ145 

c 区第 67号住居跡 134•135 134 134 155 155•156 50 37 145 

C 区第 68号住居跡 135~137 136 135 158 157~159 51 37ｷ38 145ｷ 146 

C 区第 69号住居跡 137ｷ 138 137 137ｷ 138 160 160 51ｷ52 38 146 

c 区第 70号住居跡 136 136 158 

C 区第 71 号住居跡 139~141 139 139 161 161~163 52ｷ53 38ｷ39 146ｷ 147 

C 区第 72号住居跡 141~146 141 142ｷ143 164 165~168 53ｷ54 147ｷ149 

c 区第 73 号住居跡 147•148 147 147 171 171•172 54 39 149•150 

C 区第 74 号住居跡 148~151 148 148 174 173~176 54ｷ55 39 149~151 

c 区第 75 号住居跡 155• 156 155 180 181 57 

c 区第 76号住居跡 152~154 152 152 177 178ｷ l 79 55•56 39ｷ40 151 ・ 152

C 区第 77号住居跡 154~161 154 155 180 182~187 57ｷ58 40 152~155 

c 区第 78号住居跡 163~165 163 163 190 190•191 60 40 156 

c 区第 79号住居跡 165~172 166 166•167 193 192ｷ194~199 61~63 40•41 157~160 

c 区第 80号住居跡 172~174 172 172 200 200~202 63 41 160•161 

C 区第 81 号住居跡 154ｷ155ｷ162ｷ163 154 155 180 188ｷ 189 59•60 40 155ｷ 156 

C 区第 82号住居跡 174ｷ175 174 174ｷ175 204 203ｷ204 63ｷ64 41ｷ42 161 

c 区第 83号住居跡 147 147 147 170 42 

c 区第 84 号住居跡 176 176 176 205 205 64 42 161 

c 区第 85号住居跡 176~178 176 176 206 206~208 64ｷ65 42 161~163 

c 区第 86号住居跡 178~181 178 178•179 210 209~212 65•66 42•43 163ｷ 164 

C 区第 87号住居跡 181 181 181 213 213 66 43 

c 区第 88号住居跡 182~184 182 183 214 214ｷ215 66•67 43ｷ47 164 

c 区第 89号住居跡 186~189 186 187 • 188 220 221ｷ222 68 45•47 165ｷ166 

C 区第 96号住居跡 193~198 193 193 227 228~232 70ｷ71 43ｷ44 167~169 

C 区第 97号住居跡 198~200 198 199 234 233~235 72 44 169ｷ170 

C 区第 99号住居跡 200~203 200 201 236 236~238 72~74 44•45 170ｷ171 

C 区第 100号住居跡 186~188•190•191 186 188 220 223•224 68ｷ69 45ｷ47 166 

C 区第 103号住居跡 217~219 217 217•218 258 257~259 77ｷ78 45 176ｷ177 

C 区第 104号住居跡 203ｷ204 203 203 240 239•240 74 45 171ｷ172 

c 区第 105号住居跡 205ｷ206 205 205 241 241ｷ242 74•75 46 172 

c 区第 106号住居跡 206~213 206 207 243 244~250 75•76 46ｷ47 172~174 

c 区第 107号住居跡 182~185 182 184 214 216ｷ217ｷ275ｷ276 67-82ｷ83 47 164 • 165 

C 区第 108号住居跡 182•183·185·186 182 182 214 218•219 67•68 47 164•165 

c 区第 109号住居跡 216•217 216 216 256 255 77 47 176 

C 区第 110号住居跡 187ｷ188ｷ191ｷ192 187 188 220 225•226 69ｷ70 45ｷ47 167 

c 区第 111号住居跡 217•218•219 217ｷ218 258 260 

c 区第 112号住居跡 250ｷ251 250 298 

C 区第 113号住居跡 220~223 220 220 261 261~264 78ｷ79 47ｷ48 177• l 78 

c 区第 114号住居跡 223~225 223 223 265 266ｷ267 79ｷ80 48 178ｷ l 79 

C 区第 115号住居跡 225~227 225 225 269 268~270 80ｷ81 48•49 179ｷ180 

C 区第 116号住居跡 228~231 228 228 271 271~274 81•82 180•181 

C 区第 118号住居跡 231•232 231 231 275 



本 文 編 (1) 図表編 写真図版編
名 称

遺構挿図 遺物挿図総 頁 遺構表 所見 （番号） （番局） 遺物 遺構 遺 物

C 区第119号住居跡 231 •232 231 231 275 82•83 181 ・ 182

C 区第 120号住居跡 187ｷ 188 187 188 220 45ｷ47 

C 区第 121号住居跡 206~209ｷ213 206 207 243ｷ245 251 76 49 174 

c 区第 123号住居跡 231 ｷ232 231 231 275 

C 区第 124号住居跡 233•234 233 233 277 278 83 49•50 182 

C 区第 128号住居跡 206~208ｷ214~216 206 207 243 252~254 76ｷ77 50 174~176 

c 区第 129号住居跡 206~208 206 207 243 50 

c 区第 130号住居跡 207•208 207 243 

C 区第 131号住居跡 207ｷ208 207 243 

c 区第 132号住居跡 207•208 207 243 

c 区第 133号住居跡 207•208 207 207 208 50 

C 区第 134号住居跡 234~236 235 236 279 280ｷ281 83ｷ84 50 182• 183 

c 区第 135号住居跡 236~238 236 236 282 282•283 84 183 

c 区第 137号住居跡 231•232 231 231 275 50 181 ・ 182

C 区第 138号住居跡 238ｷ239 238 238 285 284ｷ285 85 51 184 

c 区第 139号住居跡 207•208 207 243 

c 区第 140号住居跡 141 ・ 142·146 141 143 164 169 54 149 

C 区第 142号住居跡 239~242 240 240 287 286~289 85ｷ86 51 184•185 

c 区第 143号住居跡 242•243 242 242•243 290 290 86ｷ87 47 185 

c 区第 144号住居跡 244 245ｷ246 244 292 292 87 51 186 

C 区第 145号住居跡 244ｷ247 244 244 291 291 ｷ293 87•88 52 186 

c 区第 146号住居跡 248•249 248 248 294 294•295 88 52 186•187 

c 区第 147号住居跡 217ｷ218 217 218 258 78 177 

c 区第 148号住居跡 249ｷ250 249 249 296 296•297 88•89 187 

c 区第 149号住居跡 201•202 201 201ｷ202 236 

C 区第 150号住居跡 250~252 250 250 298 298ｷ299 89 187•188 

c 区第 151号住居跡 250~252 250 250 298 300 89 188 

c 区第 152号住居跡 252~254 253 252 301 301ｷ302 89ｷ90 52 188 

C 区第 153号住居跡 252 • 253 • 255 • 256 253 252 301 303•304 90ｷ91 52 188•189 

C 区第 154号住居跡 256 256 305 305 91 53 

B 区第 1 号住居跡 257~272 257 257ｷ259 307ｷ308 306ｷ309~321 91~94 53ｷ54 190~195 

B 区第 2 号住居跡 273~278 273 273 322 322~327 95•96 54 196~198 

B 区第 3 号住居跡 278~280 278 279 328 328ｷ329 96ｷ97 54ｷ55 198ｷ 199 

B 区第 4 号住居跡 281 ｷ282 281 282 331 330•331 97 199•200 

B 区第 5 号住居跡 282~284 282 283 332 332•333 98 200 

B 区第 6 号住居跡 284•285 284 284 334 334 98ｷ99 55 200 

B 区第 7 号住居跡 285~287 286 285 335 335•336 99 55 200•201 

B 区第 8 号住居跡 287~289 288 287 337 337•338 99•100 56ｷ59ｷ60 201ｷ202 

B 区第 9 号住居跡 290 290 290 339 339 100ｷ 101 56 202 

B 区第 10号住居跡 291~293 291 291 340 340~342 101 56ｷ57 202•203 

B 区第 11 号住居跡 293~298 293 293 344 343~348 101~103 57 203~205 

B 区第 12 号住居跡 57 

B 区第 13号住居跡 299~300 299 299 349 349•350 104 57 205•206 

B 区第 14 号住居跡 300~306 301 301 352 351~358 104ｷ 105 57ｷ58 206~208 

B 区第 15号住居跡 306~308 306 307 359 359•360 106 58•61 209 

B 区第 16号住居跡 308~316 309 309 362 361 ｷ363~369 1知1OO 58ｷ59 209~212 

B 区第 17号住居跡 316~319 316 316•317 370 370~372 1朗110 59 212ｷ213ｷ256 

B 区第 18号住居跡 319ｷ320 319 319 373 373ｷ374 110ｷ111 59•60 213 

B 区第 19 号住居跡 320•321 320 320 375 375 111 60 213•214 

B 区第 20号住居跡 322~324 322 322 376 377ｷ378 lllｷll2 60 214ｷ215 

B 区第 21 号住居跡 324•325 324 324 379 380 112 61 215 

B 区第 22号住居跡 325~329 325 325ｷ326 381 381~394 112~114 61 215~217 

B 区第 23号住居跡 330ｷ331 330 330 385 385•386 114• 115 217•218 

B 区第 24号住居跡 331•332 331 331 387 387 115 61 218 

B 区第 25号住居跡 331~333 331 331 387 388 115 61ｷ62 218ｷ219 

B 区第 27号住居跡 333~335 333 333•334 389 389•390 116 62 219 

B 区第 28号住居跡 335•336 335 335 392 391ｷ392 116 62 219 

B 区第 29号住居跡 336ｷ337 336 336 393 394 116 219 



本 文 編 (1) 図表編 写真図版編
名 称

遺構挿図 遺物挿図総 頁 遺構表 所見
（番号） （番号） 遺物 遺構 遺 物

B 区第 30 号住居跡 337•338 337 337 396 395ｷ396 117 220 

B 区第 31 号住居跡 338ｷ339 338 338 397 398 117 220 

B 区第 32 号住居跡 337ｷ338 337 337 396 

B 区第 33号住居跡 339•340 339 339 399 

B 区第 34 号住居跡 337ｷ338 337 337 396 

B 区第 35号住居跡 340 340 340 400 

B 区第 38号住居跡 340~346 340 341 401 402~406 117ｷ 118 62 220~223 

B 区第 39号住居跡 347~350 347 347 407 407~410 ll8~120 62ｷ63 223ｷ224 

B 区第 40号住居跡 351~353 351 351 411 412ｷ413 120 63 223~225 

B 区第 41 号住居跡 353ｷ354 353 353•354 415 414•415 120ｷ121 63 225 

B 区第 42号住居跡 355 355 355 416 416 121 63 225 

B 区第 44 号住居跡 355~357 355 355ｷ356 417 417ｷ418 121ｷ122 64 226 

B 区第 45号住居跡 357ｷ358 357 357 419 419•420 122 226ｷ227 

c 区 4 号井戸 359~383 361-362 359ｷ360 421 422~442 122~133 66 227~243ｷ256 

B 区 1 号井戸 384~395 384 384 443 443~454 13.'3~l刃 65 244~250ｷ256 

B 区 3 号土坑 401 

B 区 42 A 号土坑 401 

B 区 44 A 号土坑 401 

B 区 47 A 号土坑 401 

B 区 51 A 号土坑 401 

B 区 52 A 号土坑 401 

B 区 53 号土坑 401 

B 区 55 A 号土坑 401 

B 区 56 A 号土坑 401 

B 区 57 号土坑 401 

B 区 58 号土坑 401 

B 区 59 号土坑 401 

B 区 60 号土坑 401 

B 区 61 号土坑 401 

B 区 62 号土坑 401 

B 区 63 号土坑 401 

B 区 64 号土坑 401 

B 区 65 号土坑 401 

B 区 66 号土坑 401 

B 区 67 号土坑 401 

B 区 68 号土坑 401 

B 区 69 号土坑 401 

B 区第 40 B 号土坑 396 455 64 251~254 

B 区第 41 B 号土坑 396 455 64 251~254 

B 区第 42 B 号土坑 396 455 64 251~254 

B 区第 43 B 号土坑 396 455 455 137 64•65 251~254 

B 区第 44 B 号土坑 396 455 64 251~254 

B 区第 45 B 号土坑 396ｷ397 455 455ｷ456 138 251~254 

B 区第 46 B 号土坑 396•397 455 456 138 251~254 

B 区第 47 B 号土坑 396 455 64 251~254 

B 区第 48 B 号土坑 396 455 251~254 

B 区第 49 B 号土坑 396 455 251~254 

B 区第 50 B 号土坑 396 455 65 251~254 

B 区第 51 B 号土坑 396 455 65 251~254 

B 区第 52 B 号土坑 396 455 65 251~254 

c 区第 54 B 号土坑 396 455 138 251~254 

C 区第 55 B 号土坑 396 455 65 251~254 

C 区第 56 B 号土坑 396 455 

C 区第 13 号土坑 402 462 463 141 254 

c 区第 14 号土坑 402 462 

C 区第 15 号土坑 402 462 

c 区第 17 号土坑 401~404 401 462 463~465 141 254~255 

c 区第 18 号土坑 402ｷ404 462 465 141 64 255 



本 文 編 (1) 図表編 写真図版編
名 称

遺（構番挿号図) 遺（番物挿号）図総 頁 遺構表 所見 遺物 遺構 遺 物

C 区第 23 号土坑 402 462 64 

C 区第 27 号土坑 402ｷ404 462 465 141 255 

c 区第 40 号土坑 402•404 462 465 141 255 

C 区第 48 号土坑 402 463 

c 区第 52 号土坑 402 462 255 

c 区第 53 B 号土坑 402ｷ404 462 465 141 

c 区第 60 号土坑 402 462 

c 区第 79 号土坑 402 462 

c 区第 80 号土坑 402 462 

C 区第 81 号土坑 402 462 

C 区第 82 号土坑 402 402 

c 区第 83 号土坑 402 462 

c 区遺構外 405~431 466~492 142~161 256 

B 区遺構外 431~436 493~498 161~164 

文 字 瓦 類 437 ｷ442~473 437 500~531 

瓦 当 瓦 類 437~441 ｷ474~502 437 499ｷ532~560 

本 文 編 (2) 図表編 写真図版編
名 称

遺構挿図 遺雷 挿図総 頁 遺構表 所見 （番号） （号）
遺物 遺構 遺 物

北側調査区

検出された遺構・遺物 503 503 

J区置構配置図 504 561 

J区第 1 号住居跡 505~508 505 507 562ｷ563 564ｷ565 165ｷ166 67 257 

J区第 2 号住居跡 508~510 508 508 566 566ｷ567 166 67ｷ68 257ｷ258 

J区第 3 号住居跡 510~512 510 511 568 569•570 166•167 68 258 

J区第 4 号住居跡 513 513 513 571 571 168 68 258 

J区第 5 号住居跡 514~520 514 514 572~576 577~580 168~171 68ｷ69 258~260 

J区第 6 号址 521ｷ522 521 521 581 582 1 71 • 172' 70 260 

J区第 7 号住居跡 522~524 522 523 583 584ｷ585 172 70 260 

J区第 8 号住居跡 524ｷ525 524 524 586 587 172 • l 73 70 260 

J区第 9 号住居跡 525~530 525 525 588~590 591•592 173•174 71ｷ72 260ｷ261 

J区第 10号住居跡 531~536 531 531 593~595 596ｷ597 174~176 73ｷ74 261ｷ262 

J区第 11 号住居跡 536~539 536 536ｷ539 598ｷ599 600 176 75 262•263 

J区第 14 号住居跡 539~542 539 539•540 601 •602 603ｷ604 176ｷ177 75ｷ76 263 

J区第 15号住居跡 543 543 605 605 177 76 263 

J区第 16 号住居跡 544 544 544 606 606 178 77 

J区第 17号住居跡 544ｷ545 544 545 607ｷ608 608 178 77 263ｷ264 

J区第 19 号住居跡 545~548 545 546 609ｷ610 610•611 178•179 77•78 264 

J区第 21 号住居跡 548~550 548 548•549 612 613 179ｷ 180 78 264ｷ265 

J区第 22 号住居跡 551~556 551 551 614ｷ615 616ｷ617 l朗l没 78ｷ79 265 

J区第 23 号住居跡 556•557 556 556 618 618 182 79 266 

J区第 24号住居跡 557ｷ558 557 557 619 619 182 79ｷ80 266 

J区第 25号住居跡 558~560 558 620 621 ｷ622 182ｷ 183 80 266 

J区第 26号住居跡 560~563 560 560 623 624~626 183• 184 80 266•267 

J区第 27号住居跡 564ｷ565 564 565 627 628 184ｷ 185 81 267 

J区第 28号住居跡 565ｷ566 565 565 629 629 185 82 267 

J区第 29号住居跡 567~569 567 568 630•631 631ｷ632 185ｷ 186 82ｷ83 267ｷ268 

J区第 30号住居跡 569~572 569 569 633ｷ634 634ｷ635 186•187 83ｷ84 268 

J区第 31 号住居跡 572ｷ573 572 636 637 187ｷ188 84 268 

J区第 32 号住居跡 574~576 574 574 638 639ｷ640 188ｷ189 84ｷ85 268•269 

J区第 33号住居跡 576~579 576 576 641 ｷ642 642•643 189•190 85 269•270 

J区第 34 号住居跡 579ｷ580 579 579 644 644 190 86 270 

J区第 35号住居跡 581~584 581 582 645~647 648•649 190•191 86 270•271 

J区第 36号住居跡 584~586 584 584 650 650ｷ651 191-192 87 271 ｷ272 



本 文 編 (2) 図表編 写真図版編
名 称

遺構挿図 遺物挿図
総 頁 遺構表 所見

（番号） （番号）
遺物 遺構 遺 物

J区第 37号住居跡 587~589 587 587 652•653 654•655 192 87ｷ88 272 

J区第 38号住居跡 589~591 589 589 656ｷ657 658ｷ659 193 88 272•273 

J区第 39 号址 591~593 591 591 660 661 193 88 273 

J区第 40号住居跡 591~593 591 591 660 661 193 88 273 

J区第 41 号住居跡 594~600 594 595 662~664 665~669 194~1% 89ｷ90 273•274 

J区第 43号住居跡 600•601 600 600 670 90 

J区第 44 号住居跡 602ｷ603 602 602 672 673 196 90 275 

J区第 47号住居跡 603•604 603 603 674•675 676 196 91 275 

J区第 48号住居跡 605 605 605 677 677 196 91•92 275 

J区第 52 号住居跡 606~609 606 607 678ｷ679 680ｷ681 197ｷ198 92ｷ93 275•276 

J区第 53号住居跡 609•610 609 609 682 682 198 93ｷ94 276 

J区第 54 号住居跡 610ｷ611 610 611 683 683 198 94 276 

J区第 55号住居跡 600•601 600 600 670 671 198 90 275 

J区第 56号住居跡 611 611 611 684 684 199 276 

J区住居跡出土遺物追補 612 612 685 199 

J区第 1 号堀立柱建物跡 613•614 613•614 686 686 199 94 

J区第 2 号堀立柱建物跡 614 614 687 94 

J区第 2 号土坑 615 688 

J区第 4 号土坑 615 688 

J区第 5 号土坑 615 688 94 

J区第 8 号土坑 615 688 

J区第 9 号土坑 615 688 

J区第 10 号土坑 615 688 688 199 94 

J区第 11 号土坑 615 688 

J区第 12 号土坑 616 689 

J区第 13 号土坑 616 689 

J区第 14 号土坑 616•617 617 689 689ｷ690 l知公）l 95 276•277 

J区第 15 号土坑 618 691 691 201 95 277 

J区第 16 号土坑 618 691 

J区第 18 号土坑 618 691 

J区第 19 号土坑 619 692 692 201 95 277 

J区第 20 号土坑 619 692 95 

J区第 21 号土坑 619~621 619 693 694 201 277 

J区第 22 号土坑 619~621 619 693 694 201 95 277 

J区第 23 号土坑 619~621 619 693 694 201 95 

J区第 24 号土坑 619~621 619 693 694 201 278 

J区第 25 号土坑 619ｷ620 619 693 96 

J区第 26 号土坑 619•620 619 693 96 

J区第 30 号土坑 622 695 

J区第 34 号土坑 619ｷ620 619 693 

J区第 36 号土坑 619~621 619 693 694 201 

J区第 38 号土坑 619~621 619 693 694 202 278 

J区第 39 号土坑 619•620 619 693 

J区第 41 号土坑 619•620 619 693 

J区第 42 号土坑 619ｷ620 619 693 

J区第 45 号土坑 622 695 

J区第 47 号土坑 619•620 619 693 

J区第 51 号土坑 619ｷ620 619 693 

J区第 52 号土坑 619~621 619 693 694 202 96 278 

J区第 53 号土坑 620•621 620 693 694 202 96 278 

J区第 54 号土坑 620 620 693 

J区第 61 号土坑 622 695 695 202 96 278 

J区第 62 号土坑 622 695 

J区第 63 号土坑 622 695 96 

J区第67~73号土坑 620 620 693 

J区第74~82号土坑 620ｷ621 621 693 

J区第 3 号溝状遺構 623~626 624~625 696•697 699 202ｷ203 96ｷ97 278 

J区第 5 号溝状遺構 623 • 625 • 626 625 696ｷ698 699 203 97 278 



本 文 編 (2) 図表編 写真図版編
名 称

遺（構番挿号図) 遺畠 挿図総 頁 遺構表 所見 （号） 遺物 遺構 遺 物

J区第 8 号溝状遺構 627 627 700 700 203 97 278 

J区第 9 号溝状遺構 627 627 700 700 

J区河川敷トレンチ 628~630 629 628•630 97ｷ98 

J区遺構外 631~633 703~705 203～知 278ｷ279 

追 補

南側調査区 634~642 634 706 706~713 

北側調査区 (G• H) 643•644 643ｷ644 714ｷ715 714ｷ715 205 

第 5 章

題 名
総 頁 挿 図 図 表

本文編 (2) （番号） （番号）
題 名

総 頁 挿 図 図 表

本文編 (2) （番号） （番号）

南側調査区 北側調査区

B·C 区の住居跡と 645~669 716~736 J区第14号住居跡出 698~701 749~751 

その出土遺物 土畿内産土師器につ

金属器類と砥石類に 670~679 743~741 いて

ついて J区第28号住居跡出 701~702 752ｷ753 

瓦について 679~680 、 土遺物について

特殊遺物について 680~683 742ｷ743 J区住居跡出土の特 703~705 754~756 

土師器坪の成型技法 683~689 744~746 異な須恵器について

について

吉井型羽釜について 689~697 747•748 

付章

題 名
総 頁 挿 図 図 表

写真図版編
本文編 (2) （番号） （番号）

上野国分僧寺・尼寺中 707~938 757~822 1~52 280~313 

間地域出土の動物遺存

体





第 1 節調査経過

第 1章調査経過

第 1節調査経過

当遺跡の調査経過及び体制については、上野国分僧寺・尼寺中間

地域（1)~(3)の例言等に詳しいので簡潔に触れると、本調査に先立ち、

群馬県教育委員会文化財保護課によって昭和54年度後半に遺構密度

を把握する目的で、路線に沿った南北トレンチ及び直行する等間隔

の東西トレンチによる試掘調査が実施された。その後翌年の昭和55

年 5 月から財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団により、南北に調

査区を分けた 2 班体制で本調査が開始された。そして昭和57年度に

は調査体制が 2 班から 1 班となり、調査方法の迅速化が要求される

と共に、本線と側道及び工事用道路の分割調査が実施され、調査最

終年度である昭和58年度まで継続した。

本報告書に掲載した南側調査区の B•C 区は、昭和56年から I 班

（佐藤・木津・麻生）が調査に着手した。また、この調査区は国分

僧寺と国分尼寺の中間地域に当たり、本報告書の名称の由来とも

なった区画であり、その位置関係の重要さから昭和46年に文化庁・

群馬県教育委員会•関東地建等の協議によって高架橋による遺跡の

保存がはかられた部分である。この高架橋の橋脚の設置位置につい

ては、昭和56年度の調査所見に基づき遺構の破壊が最小限に止どま

るよう、日本道路公団・群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査

事業団の三者で協議がなれた。その結果、橋脚台部以外の部分につ

いては、中世から平安時代の面までの調査に止どめ、特に B 区第 1

号溝状遺構． c 区第 1 号掘立柱建物跡・ C 区第 1 号溝状遺構を重要

な遺構と認識すると共に破壊を最小限なものとし、さらに検出した

住居跡についても住居跡床面下及びカマド掘り方の調査をしない状

態で極力遺構の現状保存に努め、確認面から約30cm上位まで山砂で

埋め戻しを行った。

北側調査区のJ区は、当遺跡最北端に位置する区画で、 II班（石

井・桜岡）が昭和55年度から調査に着手し、ほぽ 1 年間で調査終了

した調査区である。調査は台地上の遺構調査を先行した後牛池川河

川敷の調査を実施した。河川敷調査は、昭和54年度の試掘調査にお

いて遺構の確認を行っていなかったため、南北トレンチによる遺構

確認、及び河川敷の形成についての調査を目的とした深掘を行った

後、本格的調査を実施した。

当遺跡全体で最終的に検出した遺構は、住居跡約1,350軒、掘立柱

建物跡約40棟、土坑約1,500基、土壊墓約70基等である。

第 1 図調査経過概念図

ー



第 2 章遺跡位置

第 2章遺跡位置

第 1節遺跡位置

当遺跡は、群馬県のほぼ中央わずかに南寄りに位置しており、南流する利根川右岸の、前橋市中心部から

西へ 4 km付近の前橋市元総社町および群馬郡群馬町東国分の両地区にわたって所在している。遺跡立地は、

北側を牛池川に、南側を染谷川によって開析された前橋台地と呼ばれる平坦な洪積台地上である。当遺跡か

らは縄文時代前期から中世までの遺構が多数検出されており、周辺に関連する多くの遺跡が点在している。

これのら遺跡立地や周辺遺跡の詳細については、上野国分僧寺・尼寺中間地域(1)~(3)を参照。
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第 1 節基本杭とグリッド

第 3 章 グリッドと基本層序

第 1 節基本杭とグリッド

調査区のグリッド設定は、史跡上野国分寺跡の保存整備事業との関連も考慮して、国家座標を使用した。

基準としたのは、調査区南の染谷川左岸に位置する IX系X =43400、 Y= -72100である。この位置を00 とし

て南北100m、東西200mを大グリッドとして南から Y （河川敷） •Z•A~ J (Eを除く）の11区を設定した。

また、大グリッド内は、南東コーナ一部を基準として北方向に 0~50(50＝次大グリッドにおける 0) 、西方

向に 0~100の数字を与えた 2mX2mの小グリッドに区分した。杭の設定は、調査の便宜上10mごとに行な

い、必要に応じて増設した。

小グリッド名称は、大グリッド同様南東コーナー杭名称をもって呼称することとし、 (X軸上の数字）一大

グリッド名一 (Y軸上の数字）として表記した。
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第 3 章 グリッドと基本層序

第 2 節基本層序

当遺跡は榛名山東南麓・浅間山東方に位置し、両山の火山活動の痕跡は土層中において顕著に認められた。

基本層序は上述の火山活動時に噴出された「火山灰・軽石」を含有するもので、その種類の含有等により分

層できる。基本層序は第 4 図に示したとおりであるが、各調査区の地点により層厚等差異が認められるが、

おおよそ図示した状況であり、図はD 区での状況を模式図化したものである。

上層は 7 層に分層できる。地山はローム土層であり、同層下位は火山系のシルト層でその粒子・色調によっ

て分層できるが、ここではローム土層を地山と呼称し、ローム土層下位の土層については井戸跡の断面図を

参照されたい。ローム土層は堆積時の状況により 2 分される。これは黄褐色を呈する部分と濁橙褐色を呈す

る部分である。前者は比較的乾燥状態での堆積で、後者は水性ないし水の流路部であった可能性が指摘され

ている。さらに前者は砂質味を帯びる部分等も認められ、後者は粘性に富んでいる。これらの状況は、両者

が調査区内を横断する様に認められる点で、地形の傾斜方向に沿うと考えられる。また、この両者のあり方

は上位の層にも影響を及ぽしており、前者の上位層のIV·V は粗粒質土であるのに対し、後者の上位層のIV ・

v層は比較的微粒質で粘性に富んでいる。

このローム土層の堆積した段階では地山の起伏が著しく、上位層はこの起伏を埋める様な状態で堆積して

おり、おおよそ平坦になったのは奈良時代に至っての頃と考えられる。また、調査区の部分によってはV層土

の層厚の変化が著しいが、倒木痕の調査により V層土は調査区全体に均ー的に堆積していたことが判明した。

基本層序

1 層ー表土層 濁暗褐色を呈する。昭和35年に実施された耕地基盤整備事業以降の土壌、全

体的に発色が濁る。また、上述の昭和35年以前の土壌の存在も認められる。

この土層は調査内の地点により存在し発色もやや暗い。両者は砂質味が強く、

下位の II 層土を主体に耕作された土壌である。

II 層ー黒色土層 浅間山供給の B軽石を多鼠に混入する。砂質味も B軽石により非常に強い。

発色はIV層土に次いで暗い。本土層は B軽石降下以降（天仁元年とすればll08

年以降）から近世ないし近代に至る間の土壌と考えられるが、おおよそ 12世

紀から 17世紀頃の年代が考えられる。これは文化層として出土した遺物の年

代観からであり、中世遺構の毅土の主体をなす土壌である。

B 一浅間山給 基本層序の中では土壌としての層とは把握しなかった。 B軽石は前述した粘

源 B軽石性を帯びる VII層土上位に逍存する傾向が認められた。降下時期は天仁元年

(1108年）・天永 3 年(l ll2年）・弘安 4 年(1281年）等が考えられるが、現

状では天仁元年 (ll08年）説が有力視されている。

III層ー黒褐色土 浅間山給源の C軽石を多呈に混入する。砂質味はほとんどなく、粘性も際立っ

層 たほどでもない。 C軽石の降下年代は 4 世紀頃であるが、本土層と IV層土に

主体的に混入する。本土層は古墳時代中期以降B軽石降下直前までの間の土

層で、上述した間の遺構の覆土の主体を成す土壌である。また、本土層下位

では古瑣時代後期に降下した榛名山ニッ岳供給の FAが埋没する畠状の遺構

が検出されており、 IV層土との問隙は 5 cm前後である。

IV層ー黒色土層 浅間山給源の C軽石を多星に混入する。 Ill層土より粘性があるが顕著なもの

ではない。本土層は層として確認されたものは比較的薄いが、古墳時代前期

の住居跡の裂土は本土層を主体として埋没している。この点から古墳時代前

期以降の何らかの作用を想起せざるを得ない。 FAが存在する部分の畠のサ

ク内だけであり、他の部分に降下した FA は土と共に攪拌され、 IV層• V 層

の色調の差に現われたものと考えられる。

v層ー暗褐色土 本土層は比較的さらさらした感の土層であり、明定できる軽石は認められな

層 いが、細粒の白色粒子（鉱物質）・黄褐色粒子を含有している。また、本層中

には特に南側調査区で縄文時代の遺物を多量に包有している。さらに北側調

査区の弥生時代の住居は、上述のIV層と本層の中庸的な土壌により埋没して

いる。縄文時代の遺構は本土層と褐色味の強い土壌により埋没している。

VI層一濁橙褐色 VI層土はソフトロームに相当する層である。 VII層土は前述したローム層であ

VII層土層 り、 D 区では粘性の強いローム土であった。

註 l 新井房夫先生の御教示による。
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第 4 章検出された遺構・遺物

第 1 節南側調査区

第 1 項 c 区について

第 1 節南側調査区

上野国分僧寺・尼寺中間地域（以下、中間地域と略称）の発掘調査報告書は、本冊でオ 4 分冊目である。

この今次のオ 4 分冊は、南側調査区の B （一部） •C 区及び北側調査区のJ区である。本項では南側調査の B ・

c 区に就いて概述し、前刊第 3 分冊で報告したD 区を含め記述したい。

このB•C•D 区は上野国分僧寺・尼寺が併列し、推定寺域一辺方 2 町の各々の東・西の延長部分であり、

二寺の中間部分に当っている（中間地域の遺跡名称された要因である）。そして、この希有な状況に鑑み、高

速道路の計画が発表されて、即座に計画変更等の要望が民間組織の「国分寺遺跡を守る会」により出されて

いる。これらの諸事情により調査着手以前より保存門題の惹起した部分でもあり、昭和46年に実施された発

掘調査所見を元に、群馬県教育委員会・文化庁•関東地建の三者での協議結果、高架方式とすることに決定

された。この間の経過・問題等に就いては第一分冊中に詳述されているので参照して戴きたい。

この高架方式は、発掘調査所見に基ずく計画がなされており、計画は、以下の観点から二回の設計が行な

われた。

① 国分二寺の景観保存。

② 発掘調査所見。

以上の 2 点を昭和56年11月 11 日に内容の確認がなされた。そして、この内の後者が調査担当として間接的

に係わったが、調査時点での所見は、整理を実施した現段階ではより具体的な所見を得ており、本項では、

調査当時の所見を補足する形で、この保存部分の高架橋の位置選定に係わる調査所見を記述したい。

当該部は、調査の便宜上設定した B 区の北側及びC•D 区に当たる。調査は、昭和55年 4 月に着手し、同

58年に完了した。検出した遺構は、 7 世紀～11世紀にかけての住居跡209軒、土坑及び柱穴状遺構277 基・溝

状遺構16条と、 14世紀～20世紀（主としては14世紀～16世紀）寺院址 1 ケ寺及びこれに付開する掘立柱建物

1 棟・基壇 1 基・竪穴状遺構 2 基・地下式土坑 1 基・暗渠遺構 1 条•井戸 3 基・土拡墓42基・溝状遺構 4 条

（掘を含める） •土坑・柱穴状遺構 426 基等である。遺物は、前者で土器類・瓦類多数と特筆し得るものとし

て、国分二寺に係わる金銅製男神立像 1 鉢・金銅製装飾金具 2 点・「法花寺」墨書土器（B-号井戸埋設に直

接係わる祭祀埋納）・輸入青磁・白磁等がある。後者では、室町時代の瓦葺き建物に葺かれた瓦多量と土器・陶

磁器類•石造品・石製品等が多数出土している。

これらの多数に亙る遺構の中で、中世溝 (Cl·4•7•Bl 溝）は、居舘跡乃至寺院の堀と考えられ、

その走行方向も古代もそれと殆ど変らない点から、地割を考える上で重要なものと考えられ、この中で、 B

1 溝． C 1 溝は特に重要性が考えられた。更に古代溝では、 C 5 • 6 • 8 • 9 • 10 • 12 • 18溝は条里制に基

ずくものと考えられ、特に C6·9·10溝は、国分二寺の東大門・西大門との係わりが想定される特に重要

な存在であること等から、主眼はこれらの溝状遺構に置かれた。そして、住居群及びその他の遺構は、各々

の新旧関係による破壊が顕著であった為これらを従と考えたが、「法花寺」墨書土器を祭祀遺物と埋納した B

1 井戸にも溝同様に重要遺構と考えた。

上述した調査担当者側の所見を基本とし、道路公団から提出のあった第 1 案の検討を行なった。第 1 案は、

橋脚22基 (11脚 X 2 列）で、 B 1 溝が完全に重複し、 C5·6·11溝が重複する。この為、これらの溝等が



第 4 章検出された遺構・遺物

完全に破壊されることから、別案の提示

を県教育委員会より日本道路公団に求め
られた。この結果を踏まえ、第 2 案が提

示された。この第 2 案は第 5 図のとおり

である。橋脚18本 (9 脚 X 2 列）で第 1

案より 4 本減ぜられた設計となったが、

フーチング面積が100吋弱増加した。しか

し、古代の C6 溝が破壊される点には変
化がなかったが、 B 1 溝 •B 1 井戸の破
壊が免がれた点と、橋脚数の減による「景
観」に対する改善が認められたことによ

りこの第 2 案により施行実施になった。

この第 2 案によるフーチング面積の増

加により、完全に破壊された遺構も第 1
案よりその数の増加があったが、調査側
の所見である溝状遺構は辛うじて破壊を

免がれ、当時の諸般の事情の中では最善

のものであったと考えている。

この橋脚施行に伴う工事（フーチング）

以外の部分は山砂を埋設し保存をはかっ

た。この保存部分は溝状遺構に主眼を置
いたが、この理由は調査時段階では未だ

漠然としていたが、今次の整理業務を実
施する中で、当該部分の遺跡としての性
格がかなり鮮明化された。そして、古代
においては、 B 1 井戸内出土の「法花寺」
墨書土器・溝状遺構・小鍛冶遺構等の遺
構・遺物から、国分尼寺に直接的に係わ
りがあったことが考えられ、中世 (14世

紀～16世紀）には、上野守護代長尾氏の

菩提寺として濃厚な可能性のある仮称
「小見廃寺」の存在等が明らかとなり、

その重要性は、保存問題を惹起させるに

充分な遺跡内容であることが明らかに

なった。今後は、文化財保護上の観点か
ら、当該部の活用を何如になすかが課題

であると考える。 （木津）
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第 1 節南側調査区

第 2 項検出した遺構・遺物

サク状遺構 (FA埋没畑跡）

当該報告区にあたる C·B （北側）区（以下C·B 区と略記する）における当該遺構は、前刊第 3 分冊中

に掲載したD 区の畑跡の如く広範囲に亘り検出されたものでは無く、極部分的に検出されたものである。こ

の部分的に検出された主な要因として、後世の遺構等による撹乱が顕著である点にあり、検出部分は、後世

の遺構等が検出されない部分であった。

一方、前刊書中のD 区の畑跡は、 C 区を境として検出されなかったが、これは畑耕作時の旧地形による要

因が考えられ、検出出来なかった部分は、旧地形が自然提防状に高まっていたと考えられ、この部分に後世

の撹乱が及ぶに至ったことが考えられた。又、昭和45年の中間地域試掘調査で検出された「ロームプロック
註 l

列」は C 1 溝の西方30m程の所であり、この調査例も畑跡であることが認識出来ることより、台地上にかな

り広範囲に畑作が行なわれていたことが考えられる。

C·B 区で検出された畑跡は、 C 1 溝と C4 溝に狭まれた部分で 4 条。 16~20-C-43~49の C55 • 28住

付近で 6 条が検出され、この外、 B 区寄りの部分で認められている。前述のとおり極部分的に検出されたこ

とによる数値である。

中間地域全体では、当例の如く、極部分的に検出されている部分として、 Z • A区（古墳時代前期の住居

跡の被覆土内で検出） （第 1 分冊参照） •F•G 区（第 2 分冊参照） •H • I • J区等で認められ、 D•C 区（第

3 分冊参照）では、調査区全体に及んでいる二者での存在がある。これらの点と、昭和45年の調査例を加味

すれば、台地全体に畑跡が存在した可能性は非常に濃厚で、染谷川・牛池川沿岸の集落は、この畑の耕作者

集団のそれであったことが、ほぽ確定し得る。さらに、近年前橋市元総社地区で牛池川の河川改修に伴う発
註 2

掘調査で検出されている FA埋没の水田跡は、同様に、牛池川沿岸の集落の構成員になることも判断され、

集落と耕作地が至近の位置関係であることが判断される。

上述してきたとおり、当該の畑跡は、台地全面に及んだことが推定出来、その耕作者は染谷川・牛池川の

両沿岸の集落の構成員であったことが推定出来る。詳細は第 3 分冊第 3 章周辺遺跡を参照されたい。

註

1.群馬県教育委員会「上野国分寺周辺地域発掘調査報告」一僧寺尼寺中間地域の考古学的検討ー1971 （昭和46年）

2. 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団が調査実施している。

第 6 図 昭和46年度試掘調査時検出’'ロームブロック、、写真
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溝状遺構

概況

当概報告区で検出された溝状遺構（以下溝と略記）は、東西走 6 条・南北走 2 条・北西から南東走 1 条が

あり、合計 9 条で、これに中世 (14世紀後半～16世紀前半）の東西走 4 条・南北走（暗渠） 1 条の溝を加え

れば14条となり、その内の 9 条の東西走のものは極限定された範囲内で検出され、密集度が高く、調査区内

全体でも最も密集している。

これらの溝は、中世溝の存在からも一時での併存は極限定されており、仮に国分僧寺・尼寺を中心に時期

区分を行なえば、 1 建立以前。 2 存続中。 3 廃寺以後の 3 時期での存在である。そして、これらの東西走す

る溝の中で密集する 9 条は、国分僧寺東大門・尼寺西大門のほぽ延長上にあたり、国分二寺の配置関係（土

地区画）とは無関係でなかったことが示唆される。更に、国分二寺が、国分寺創建以前に存在したであろう

「条里」に基ずき建立があったとするならば、これらの溝は「条里」とは無関係でなかったことが類推し得

る。この点から、国分二寺に先立つ C8 溝（後述）は、国分寺建立以前の「条里」の実態を考えるに非常に

重要な存在であることが推察されるのである。

則、当該の溝の一群は、古代～中世の地割の実態を如実に示す存在であることが、最大の意義である。

以下、各溝毎に記述する。

c 区第 5 号溝状遺構 (C 5 溝）

当溝は調査時の不手際により詳細不分明な点があり、調査担当としての責任を感じている。

当溝は、 6 • 7 溝と重複し同一部分に 3 条の重複が認められることは、この 3 条が如何に重要な溝であっ

たかが、位置関係からも明らかである。

確認時の状況は、第 II層土（中世文化層）直下で検出され、調査区東側部周辺部で淡青灰色を呈する軽石

に充満した状態で検出された。更に、この軽石の直下には通有に認識される B軽石ユニットの埋没する 6 溝
註 1

を切る状態であった。この状況は、 B軽石ユニットー淡青灰色軽石ー第 II層土の堆積継過があり、淡青灰色

軽石と B軽石ユニットには間層認められなかった。然し、この淡青灰色軽石の状況を写真撮影により記録せ

んと周囲を清掃を実施したが、計らずもこの淡青灰色軽石はなくなってしまい、遺構自体詳細な状況は完全

把握出来なかった。清掃時鋤簾を用いたことにより、約 5 cm程削平した結果に原因している。更に、調査区

東端の壁面には認められなかった。

この淡青灰色軽石の埋没する溝に切られる C6 溝を調査区東端壁面で観察すると、 B軽石ユニットの上層

には、 B軽石の混入の認められない覆土の堆積（人為層か） （付図 1 参照）が認められる。この溝内での B軽

石ユニットは、溝全体に水平堆積しており、この状況から、上層に認められた覆土は、淡青灰色軽石との間

層と認められる。この間層は、溝自体の遺存状態・当溝の溝底面が部分的に低い状態であったことにより、

切り合い部分で認められなかったのかも知れない。これらの状況から、当該溝を被覆した淡青灰色軽石は、

B軽石降下後若干の時間を置いて降下した B軽石に類する様な軽石であることが考えられる。

一方、この軽石の状況を新井房夫先生に現地で（軽石を逸して後）御説明し上げたところ、当該の淡青灰

色軽石は、検出時の状況から B軽石ではないのかという御指導を戴いた。この御指導の内容は、従前より B

軽石の降下年に対し、文献資料で「中右記」の記述内容からの「天仁元年 (ll08) 説」と「弘安 4 年(1281)

説」があり、当溝と Cl3溝で認められた状況から、当溝内に被覆した淡青灰色軽石は、後者の「弘安 4 年」

に降下した可能性も考慮される。然し、通有に認識される B軽石ユニット自体、天仁元年説を確定し得るだ

けの根拠も現状では無い。尚、当該の淡青灰色軽石は、現在当遺跡のみで確認されているだけである。

, 
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第 1 節南側調査区

c 区第13溝状遺構 (C13溝） （付図 2)

当溝は前述の C 5 溝に切られ、 C6 溝を切りほぽ重複する状態で構築している。走行方向は北ー96度ー東で

ある。覆土は、溝底面から確認面までB軽石ユニットが認められ、上層に B軽石の混入が認められない濁褐

色を呈する被覆土が認められた。

当溝は下位の C7 溝（改修が 3 次に亘っている）とほぽ同じ位置に構築される点にその重要性があり、長

期に亘り、当溝． C溝が存続させる意義が存在することによる所産と判断される。

c 区第 6 号溝状遺構 (C 6 溝） （付医 2)

当溝は前述の C13溝に切られ、 C13溝がほぼ重複している。走行方向は北ー91度50分～96度ー東で一様で

はないが、これは、改修に伴ない若干のずれにより生じている。

改修は 3 次期に亘り実施され、付図 2 に図示したものは、この 3 次期に亘る改修の結果による状態であり、

各改修段階の状態での図示ではなく、調査時の不手際により詳細な作図は出来なかった。この 3 時期に亘る

改修の状況は調査東端での断面より所見を得た。以下各時期別に記述しておく。

第 1 期 第 1 期は最古の状態を示す。この第 1 期の断面形状は溝底幅0.88+am程で断面は箱堀りである。

覆土は、水性堆積により砂の堆積が認められ、中央部の不整状の部分では30cm程の堆積が認められたが、調

査区両端では 3~5 cm程しか認められなかった。この堆積は西から東に向かい水流があったことが確認出来

た。又、この水性堆積の上層には、改修された状況が断面で確認出来た（第 2 期•第 3 期）。

第 2 期 第 2 期は第 1 期同様であるが、第 3 期の改修により大半が失なわれていた。土層断面では、第 1

期の溝底面直上で認められた砂層と同様な状況は、本期では認められなかった。又、溝底面は、土層断面で

見る限りに於いては、平坦な状態は看取されず、緩やかに丸味を帯び、北側はそのまま壁として立ち上がり、

南壁は斜位に立ち上がっている。そして、覆土全体は、上位の第 3 期の水成堆積の影響を受け、全体の発色

が濁った状態であった。

第 3 期 第 3 期は、当溝の最終改修の段階である。幅は土層断面で lm程で、断面は「U」字状を呈する。

覆土全体は、水成堆積による砂質土の堆積が顕著で、時に、 C 8 住の北西部周辺では、その状態が特に顕著

であった（写真図版参照）。出土遺物は、この第 3 期に伴なうものがほぽ全てに近い。又、出土遺物は瓦・礫

が主体を占め、中には、水流の影響によるのか磨滅した土器類・瓦類が認められた。

当溝の最大の特色は、 3 期に互る改修と、水成堆積の状況が看取された点にある。この 2 点の特色の内後

者は、当該区の溝状遺構が集中している点に、その背影たる要因が考えられる。前者は、当時の生活面 (B

軽石降下面下の文化層ー調区断面）に認められなかった現像である。

一方、国分僧寺では、地域内東大門周辺では、冠水の痕跡が顕著である。恐らく、北側からの雨水等が、

築地北縁を破壊し、これにより寺域内に水の進入があったものと思われる。これは、国分僧寺の造営時に地

形を平坦に削平した際、北縁側を擢鉢状の地形にしたことによると考えられる。

上述の様に、国分僧寺は、雨水との戦いも想起され、これらの雨水を寺域・寺域周辺から処理することが

はかられたと類推出来る。則、本溝は、上述した雨水の処理等もその機能の一部にあった可能性が想起され

る。当溝の廃棄は、出土遺物から 10世紀未頃と考えられる。

C 第 8 号・ 18号溝状遺構 (C 8 溝． C 18溝） （付図 2)

溝は幅0.8m~lm程で、断面は浅い「U」字状を呈する。この両者は溝は、調査区内を‘‘鍵の手状、に区

画した施設に伴なうと考えられ、その北東部 (C 8 溝と 18溝の境の部分）は入口状になり、溝は構築されて

いない。そして、この双方の溝に平行する様に C 9 • 10溝が構築されている。廃棄時期は、 8 世紀前半代と

11 



第 4 章検出された遺構・遺物

口二／
噴蝸罠如
更こ

ふ↓響
ゃ

ロニニ：
/`  -- ` 

こ二// 1 , ]  1/ ニー＝一 三，
8 
入 い｀〖言こ・勾,:;亥｀

10 

j 
/ 

/ 

\ 

\ 
\ 

\ 

クー→ 一＼、 1 

ここ1/2-
ぃ口ご/:l:

14.] 
| 18 

第 9 図 C 区第 6 号溝状遺構出土遺物実測図（ 1)

16 

17 

ー
ロ
ー

ヽ
~ , 

`
 

ゥ

．
』
．

- -···ー＇• -I 19 

10cm 

12 



第 1 節南側調査区

--\\`口~3::5
＼こ土二汀

三 / 澪一

0 10 

゜

, 
011 

。

I

C

I

 

4
 

ー

12 

15 

八

13 

17 

口
16 

第10図 C 区第 6 号溝状遺構出土遺物実測図 (2)

18 

10cm 

13 



第 4 章 検出された遺構・遺物

一 8
 

, 
3
 

瓦
ー

涵
-— 
口

I 

ここ

I I 
I I 
I I 

瓦ー473 /;こニロニニミ、、3

2
 

ー
ー
ロ瓦ー471

＝＝~＇ニーニ
こニブ｀‘‘‘

----ヽ 4

/—-

□
□
□
□
I
や

1
9

ー
1
[
1

瓦ー472

ー
ロ

8
 

/ 者
瓦ー 140

7 

：こニミ』

紐しー下---_I I 1 

エニニニ］

I I 

こニフ
図

ーZ
□
日
閲
刃
罰

I 

ここ
I I 

I

-

1

 

10 
11 

14 

゜ 25cm 

c 区第 6 号溝状遺構出土遺物実測医 (3)

14 



第 1 節 南側調査区

I I 
1
7
ー

I
)
/

-— ッ
一

ー

1

ー
ー
、
り
＿
，•
9
9一
ー

1
2

稔・
• ヽ

I_ l ジむ

こ二ニ〕ロ

厖
／
ー

、
.
,
,
'
’
_

/ ら
一
―
／
／
ロ

5
 

、こニコ 8
 

\ 

ー
ロ
ロ
ロ
ロ
戸

10 

I

l

r

-

1

 
11 

I 
' 

ここニニコ
l 

| 

I 
l ヽJ

ミニニ］こ

I
l
I
I
I
 

12 

I I 
| 

こニニニロ `] 瓦139-―亡工＝
13 

15 

I I 

ロ
I I 

ニニニロニ＼＼

第12図
、
`
'
’
’4

 

、
,
'
`
`

図ー←

0

ヒ
涸実物遺

,
'
’
土

日
ロ
ロ
ロ
□1
/
‘
ー
ーI
U

□
い
ー
出

構

ロ
ニ

[

1

4

9

1

7

 

以
日
日

U
,
1
ナニ-

』

25cm 

15 



第 4 章検出された遺構・遺物

1
0
:
'
:
`
7
 

_,]／：三= lj 位＿ 130へ—三））〖 瓦ー 1~3

446/:□：ロ
' 

--('‘‘`‘‘ー I し1

ーロロ
8
 25cm 

第13図 C 区第 6 号溝状遺構出土遺物実測図 (5)

＼亡□
＼こ口2クロ ぷ：／ー・ーロ•t: 口//I

＼こクロ

コ雲塁（，
\ー-

瓦ー399

第14図

:1“{\\ 

ロ

6
 

＼
ー

1

ロ
ー

c 区第 9 号溝状遺構出土遺物実測図

＼く二二”///
/ 

ー
ロ

第15図

□/8 

/ 

。

¥']  
＼こニジ

() 1~  7 

10cm 

c 区第10号溝状遺構出土遺物実測図（ 1)

ー
ロ
ロ
ロ
ロ1
c 瓦ー 147, 

!Ocm 8 • 9 25cm 

ロロニ：

16 



第 1 節 南側調査区

¥=  
乏

I "S-ぐ←
I 

/ 

\ 

9,‘;6 

ロ
ロ
汀

k
J
5

口
ロ

—-[/ 
／
ー

/ 

, 

/ / 
；一｝翌
ふ•ゞぅ；っ．

·一｀．、,:.な，！炉3:
：如:J.:;

\——- | -- -

こ／二こ
第16図

こニニコ：／
。

, 
11 

C 区第10号溝状遺構出土遺物実測図 (2)

瓦ー 149
12 

10cm 
10~12 25cm 

17 



第 4 章 検出された遺構・遺物

--~~ ~ l 
/ / 

口＿＿ーニ
4
 \ 

ロst:/
＼澤麦／•-,.___ __.,,, 

I

—
し

1
() 4

 
10cm 5. 6 25cm 

玄、
｀

\\, 

2
5
 

゜

6
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考えられ、 C8·9·10号住と併存している。又、走行方位から構築は 7 世紀末～ 8 世紀初頭頃と考えられる。

c 区 9 • 12号溝状遺構 (C 9 溝・ 12溝） （付図 2)

この両溝は、前述した C 8 ·18溝と平行する状態で構築している。幅は1.6m前後で、箱掘されている。又、

両溝は ClO溝に切っている。 Cl2溝は、南北走行し Cl4溝とも平行している。

この Cl2溝と Cl4溝に狭まれる部分には住居跡が検出されていない。 この部分は、試堀調査時に、 III層下

面が非常に硬化していた。 この硬化は、‘‘道”としてこの間が機能していたことによると考えられる。 この道

としての機能は、 C 12溝の覆土上の位置でも認められている。即、 この‘‘道”の存在により住居が構築され

なかったことが考えられる。 そして、 Cl2溝は、構築頭初段階は、溝として‘道”は別としても、区画を構

成する機能が想定され、‘'道”が存在す頃は、溝が廃棄されたのではなく、東側に改修された可能性があるも

のの、当溝の出土遺物の様相から、部分的には重複した可能性も考えられる。 この為、当溝は、 これらの点

から、構築頭初から計画的に配置され、 その存在自体は、他の遺構の構築を規制させるだけの規制力を備え

ていたと考えられ、 それゆえに存続期間は非常に長期に亘ったものと推定される。出土遺物は、 9 世紀後半

から 10世紀前半頃の土器類が比較的遺存がいい点から、埋没開始時期は、

半代には、少なくとも検出部は完全埋没してたと思われる。

c 区第10号溝状遺構 (C 10溝） （付因 2)

9 世紀未頃と考えられ、 10世紀前

当溝は、前述の C 8 溝を切り、 C 9 ·12溝に切られている。幅はl.lm~1. 4m程で箱掘されている。そして、

調査区内西端部でClO住を切り方向を転換し南方へ延びている。廃棄時期は 8 世紀後半と考えられる。

ClO溝は C 8 • 18溝 •C 9 • 12溝と同様に区画域を構成する溝と考えられる。 これらの溝は、執れも、区

画域を構成するものと考えられ、構築の上限が 7 世紀末頃に想定される C 8 • 18溝→ 8 世紀代の存続が想定

される当溝→遺物から埋没の上限が 9 世紀末頃に考えられる C 9 • 12溝と、 これらが構成する区画域には変

遷がある。 この中で、当溝の構築される 8 世紀代は、国分二寺の創建がある。

り、 この国分寺建立以前からの区画域が存在していた訳である。 この点から、

しかし、 C 8 • 18の存在によ

C 8 • 18溝の構成する区画域

は、国分寺との係わりは想定し難く、 C 9 住の遺物組成に認められる高坪．盤は、当該期の住居としては類

例が少ない。 また、同時期には、 I 区内でも通有と異なる状況が認められ、下東西遺跡と同様に特殊な状況

が看取される。

る。だが、

18 

そして、

この状況が、

これらの点から、 C 8 • 18溝と C 8 • 9 • 10住は、何らかの特殊の状況も想定され

ClO溝． C 9 • 12溝に継続されたかは現段階では不分明である。
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当溝は、 C 6 溝と ClO溝を結ぶかの如く状態である。幅は0.5m~0.

9m程である。恐らく C6 溝と係わるものと推定される。
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第 4 章検出された遺構・遺物

第 3 項 B·C 区検出の住居跡について

B·C 区内で確認された住居は合計168軒(B区41軒• C 区127軒）であり、これらの住居数値には、調査

の必要上の観点から、調査区の拡張を実施し、この拡張により新たな住居の確認をしたが、調査自体は、エ

事に直接拘わらない住居は調査実施を行なわなかった数も含まれている。この為、調査を実施した住居の検

出は 161軒 (B 区 41軒． c 区 120軒）であり、確認のみに留まった住居は 7 軒である。然し、調査の便宜上

確認した住居には住居番号を付した。

検出住居は上記のとおり B·C 区で168軒である。これらの住居には単独で存在するもの、少数での切り合

い関係が認められたもの、多数での切り合いが認められたもの等、検出状況は概ね三者の状態がある。この

内後者では67軒以上での切り合い関係があり、今次の報告区のほぼ中央部で認められた。この異常とも思わ

れる数値での切り合い関係の住居の時期は、概ね、 8 世紀前半から 11世紀中頃にかけての約350年間位の間の

状況で、単一時期ではないものの、これ程に重複することは、住居構築に何らかの規制があったことを示唆

しているものと推察され、これが、国分僧寺・尼寺に近接する立地に対するものであることも類推出来るの

である。上述の如く、当該の報庭区は、僧寺・尼寺の寺域の各々の東・西への延長部に狭まれた地点であり、

以下に掲載した住居は正に、この二寺に係わった住居の報告である。報告・記述に就いては以下の記載方法

により記述した。

住居の覆土は、基本として当遺跡の基本土層の第III層の埋没と考えている。この為、発色は第III層の黒褐

色土であり、央雑物等の混入量に起因し認められる明暗による微細な発色はその一切に発色名を与えていな

い。又、灰雑物には C軽石粒・焼土粒・木炭粒・第Vil層土粒等の混入量・混入状態を記入したのみである。

覆土に就いては第 3 分冊中に記述してあるので参照して戴きたい。

住居の時期に就いては下限と考えられる廃棄年代を記述したが、一部この限りではないものも含まれてい

る。又、基本とする時期判定は、第 3 分冊中の考察中に記述したD 区検出の住居分類を用いた。この住居分

類は、単純な形状では無く、住居を構成する施設（カマド・傍鼈坑）の存否・布設位置・形状等により、第

I 段階から第V段階まで分類し、各段階での住居の出土遺物組成、坪．碗類の変化から各段階での遺物様相

を把握した。このことから、住居形状の各段毎の住居間には、遺物組成が共通することが判明した。このこ

とから、各住居段階に帰属する住居はほぽ同時期と判断され、更に、住居間での新旧関係等から各段階毎に

推移したことが明らかとなった。一方、相対年代としては確実な資料が無かったが、県下での諸氏による土

器編年を参照し各段階毎に付した。この各段階毎の相対年代は、第 1 段階ー 9 世紀後半～10世紀初頭。第 II

段階ー10世紀前半。第 Ill段階ー10世紀中頃から同後半。第IV段階ー10世紀末から 11世紀前半。第 v 段階ー11

世紀中頃から同後半頃とした。この第 3 分冊中で認められたD 区の状況を基本とし、当該区の住居の形状・

出土遺物様相を対比させて住居の廃棄時期の推定を行なった。この住居分類に就いては、第 3 分冊中に詳述

したので参照して戴きたい。

住居の主軸＝指向方向に就いては、従前より行なわれているカマド付設壁と、その対壁の中心をもってす

る方法とは異なり、住居構築に伴ない設定されたと考えられる。‘'構築基準になった壁、、を求め、これを'‘構

築基準辺、、とし、この壁の指向方向をもって構築基準に当てた方位とし主軸にした。この'‘構築基準辺、、に

就いても第 3 分冊中の考察に記述したので参照して戴きたい。

筆者が本書を作成する(B. C 区）に当っては、特に上述の点に就いて留意した点でもある。又、土器図

中の→は削を示し、 ←は撫でを意味し、技法の特徴も示した。
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 C 区第 8 号住居跡 位置 31~33-C-36~39グリッド内に位置する。 残存深度 約32cm

平面形態 長方形。 規模 4.50m X 6.13m 構築基準辺西壁 主軸方位 l 北ー 99度ー南
壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦で部分的に硬化している。 VII層土使用。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北壁下に部分的に認められる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 146cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 有。左右両袖下に粘土が認められる。 l 形状 「コ」の字状を呈し、先端がやや突出する。
規模 全長 93cm ·屋外長 23cm ·屋内長 70cm ·袖部幅116cm ・燃焼部幅 73cm ·煙道部幅 30cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 改築以前は粘土と考えられるが、改築後はIII層土主体。

煙道 詳細不明。 掘り方 据方のを検出。袖石部分にピット。

遺物出土状態 南壁側に礫器が多い。全体に遺物量は少ない。

口こ
---- :

:

]

/

 

[
 

-

}

 

—-
-

[

 

_

l 

D
 

g
二
十

c
o
8
 

口ど 第23図
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」2- 141.1 101391114 D' 

三塁□
層序 (C8住）

1. C軽石微量 •IV層土多。

（発色は茶褐色）

2. C 軽石含有。 3. C軽

石多量。 4. C 軽石含有・

粒状焼土混入。 5. 4 近質。

6. 小塊状Vil層土含有。

7. 6 近質。 8 。微粒状 c

軽石微鼠 •Vil層土多。 9. 

C 軽石若干。 10. 粒状焼土

多量。 11. 塊状焼土主体。

12. C軽石・粒状焼土・粒状

炭化物含有。 13. 炭化物層。

14. C軽石多旦・粒状焼土若

干。 15. 黒褐色粘土。

c 区第 8 号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

所 見 当住居跡は、今時の当該報告区の中では最古の一群に含まれ、 C 6 溝に切られ国分寺創建に先んず

る住居である。住居跡は全体的に遺存が悪く、カマドの上半部に当たる煙道部は失われている。カマドの袖・

焚口部天上には、地山砂岩質土を切り出し角柱状に削り加工したものを補強材に用いている。

当住居の西側で検出された C 9 住 •C 8 溝は、当住居と同時存続した可能性が強く、 C 8 • 1 8 溝により

占地に規制があったと考えられる。当住居の廃棄は 7 世紀末から 8 世紀初頭頃と考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第24図 C 区第 8 号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第25図 C 区第 9 号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第 9 号住居跡 位置 30~33-C-53~55グリット内。 残存深度約50cm

平面形態 不詳 規模 XmX5.25m 構築基準辺北壁？ 主軸方位 北ー91度ー南

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 VII層土を使用し、掘り方はほとんど認められない。

壁溝 全周か。 傍竃坑・貯蔵穴 P!。不整長方形。 68X50cm ·深度ー18cm

柱穴 P2 • P3 は出入口施設に伴なうものか。

掘り方 壁溝自体が掘り方であるが、他には認められなかった。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 115cm。 主軸方位 北ー 88度ー南

改築 有。 39層は改築以前の掘り方と考えられる。 1 形状 細い舌状を呈する。
規模 全長169cm ·屋外長115cm •屋内長 54cm ・袖部幅105cm ·燃焼部幅 45cm ·煙道部幅 28cm。

焚ロ・燃焼部 楕円形の窪みは焚口部での灰の掻き出しに伴ない窪んだものと考えられる。燃焼部の壁は

垂直に立ち上がり奥側はオーバーハングする。 袖 地山砂岩質層を角柱状に戟り出した芯材に用いる。

煙道 楕円形の断面形状を呈する。 掘り方 箱状を呈する燃焼部と舌状の煙道からなる。

遺物出土状態 床面直上での遺物がやや多い。

所見 C9H

当住居は、

|口
H / 口＼｀口 \\ 前述C8 住の

0 四 豆..
0つ

-w /ぶ-1 万ご 西側25m程に

位置する。

＼お2.
•25-5 

• ム3-o曼

調査自体は
I ヒ］ 1 

’— •25-12 住居の西壁側. 
29-1 

が未露呈に
P2 

` •こ

苫：
終ったが、覆

苫十 •29-4 へ 土の堆積状態Oつ
〇つ u 

28;5 28-4 3 
から形状は正. . ·. .-2. 8-3 

• l 方形を呈する

こI 乙： と考えられ
C 13 g 4 c' 

る。

壁溝の検出

16 17 2,1 された住居と

2 しては数少な

い住居で、恐

らく全周する

と考えられ

1口9 21 

av 

13 15 12 l (I 

゜
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第26図 c 区第 9 号住居跡実測図
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層序 (9 住）

1.粗粒状 C軽石多誠混入。 2. 粗粒状 C軽石多祉・塊状V附土斑状混入。 3. 粗粒状C軽石多蚊・粒状焼土若干混入。

4. 粗粒状 C軽石混入（発色最暗）。 5. 粗粒状 C軽石多址 (4 近質、 4 よりやや明るい）。 6. 粗粒状C軽石混入 •VI乃至VII陪土混入

多。 8. 4 • 5 近質。 9. 粒状 C軽石多屈混入。 10. 4 近質。 11.粗粒状 C軽石多品・粒状焼土混入・粒状炭化物若干。

12. 9 近質。 13. 粒状 C軽石含有・小塊状VII層土含有。 14. 細粒状C軽石若干・粗大塊状VII陪土混入（壁崩壊土）。 15. 粒状 C軽石混

入・有粘性・硬質土。 16. 15近質・小塊状VII層土含有。 17. 16近質・粒状焼土多屈。 18. 粗粒状 C軽石含有（硬質土）。

19. 18近質・塊状VII陪土含有。 20. C軽石含有・粗大塊状VII陪土多屈混入（壁崩壊土）。 21. C 軽石微蘭・塊状VII陪土含有・粒状VII層土

多祉混入。 22. C 軽石若干．粒状焼土微凪（発色黒い） （壁板材の痕跡）。 23. 17近質。 24. 14近質 (VII層土主体）。

25. 24近質。 (23~25. 壁崩壊土）。 26. 111 • IV • V • VI層土の混土（壁の崩壊土）。
27. C 軽石混入・塊状焼土・粒状焼土多凪混入。 28. 塊状焼土・粒状焼土主体。 29. 灰・炭化物主体。 30. C軽石含有・粒状焼土含

有。 31.細粒状 C軽石混入・粒状焼土混入・塊状焼土主体。 32. C軽石含有・粒状焼土混入・塊状VII陪土主体。 33. C軽石含有・粒

状焼土混入（硬質土）。 34. C軽石含有・粒状炭化物混入（硬質土、 33近質）。 35. C軽石微絨・粒状焼土・塊状焼土含有・灰混入。 36.

C軽石微凪・塊状焼土斑状混入・灰混入。 37. C軽石微鼠・塊状VII層土の混土陪。 38. C 軽石微凪．灰・炭化物・粒状焼土含有。

第27図 C 区第 9 号住居跡カマド実測図

る。しかし、カマド部・南東隅部では認められなかった。この壁溝・壁の部分の土層断面では、壁添い・壁

溝底面から壁添にかけて、発色の暗い22層土が看取されている。この22層土は、壁体崩落防止に用いられた

板材の痕跡と考えられる。壁板材の痕跡を留めた住居跡としては、当該区では唯一のものである。

カマドは遺存が良好で、 H-H'•I-I'間では天上の痕跡が認められる。しかし、 G-G'間では内傾する

痕跡が認められたものの天上の存在は疑問視される。又、 31·35層土の分層部は、切り合い状態が認められ、

掘り方土内での焼土・炭化物の混在状態から改築があったと判断される。廃棄時期は 8 世紀初頭と考えられ

る。
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第29図 C 区第 9 号住居跡出土遺物実測図 (3)
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所見 当住居跡も全面露呈出来なかった住居跡で、更に、 ClO溝による

破壊も顕著で、詳細な状況は不分明な点が多い。廃棄時期は 8 世紀初頭と

考えられ、前掲C 8 • 9 号住居跡と同時存続した住居と考えられる。そし
。

L = 126.~ 10cm て、この三者の位置関係から、その構築に当っては、ある程度の住居の配

置規制があったことを示唆している。

第30図 C 区第10号住居跡・出土遺物実測図
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第 1 節南側調査区

遺構名称 C 区第11号住居跡 位置 23~25-C-35~37グリッド内。 残存深度 l 約50cm
平面形態 不整長方形。 規模 3.87mX2.95m 構築基準辺！北壁 主軸方位 北ー 80度ー南

壁 l 斜位気味に立ち上がる。 床面| 2 期に亘り認められる。第 1 期はVII層土使用。

壁溝 末検出。 1 貯蔵穴 P1 • P20 巳は第 1 期。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺を精査したが未確認であった。

掘り方 全体的に平坦で、ほとんど認められない。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から50cm。 主軸方位 北ー 82度ー南

改築 有。全体に瓦を多用している。 形状 l 瓦の付設状態では正方形に近い形状と考えられる。

規模 全長 91cm •屋外長 68cm ·屋内長 23cm •袖部幅 61cm ·燃焼部幅 50cm ·煙道部幅 18cm。

焚ロ・燃焼部 焚口天井に男瓦を用い、燃焼部は瓦（女・男）を用い正方形に近い形状に構築する。幅は

広目である。 袖地山礫を用いている。

煙道 検出部からほぽ垂直に立ち上がるのか？ 掘り方 I 全体を箱形に掘り込んでいる。

遺物出土状態 |P2内で完形品が多い。また、床面での遺物が多く完形に近いものも認められる。

2 

ビさ H 

奇ト 勺 . 
q/ . 

符 to / 
葛 忘十

／へ·
苫

B . 

二 ~I 
B B' 旦 ~/' 立

一4 ¥ ~/4/ 

層序 （ Cll住）

l ．細粒状C軽石多量。 2. 細粒状C軽石含

有・小塊状Vil層土含有 •Vil層土混入（発色明）。

3. 細粒状C軽石若干．粒状焼土混入。

4. VI及Vil層土（壁崩壊土）。 5. 細粒状 c

軽石若干．粒状炭化物混入・小塊状Vil層土含有

I 

所見 当住居は瓦を多用するカマドを備える住居跡である。こ

のカマドは、比較的南東隅部に寄った東壁に構築している。傍鼈坑

は認められず、これに類する皿状の窪みも認められなかった。しか

し、南西隅部で検出された P2 は位置的に貯蔵穴と考えられる。一方、

（第 1 期床面埋設土）。 6. 細粒状 C軽石若干． この P2の対·角線上の位置で検出された P1 は、住居から突出する状
小塊状VII層土少鼠混入。

7. 細粒状 C軽石若干・塊状焼土・粒状焼土多

鼠混入（粘質土）。 8. 粒状焼土・灰若干混

入。 9. 粒状焼土・灰混入。 10. 小塊状焼

土・粒状VII層土（粘質土層）。 11.粒状炭化

物・粒状焼土・灰混入。 12, 細粒状VII層土多

量混入（発色黄褐色）。

第31図 C 区第11号住居跡実測図

態である。この上坑状のものは、本跡に伴なうか否かが問題である

が、調査時に設定した土層断面の観察所見では、切り合い関係は認

められず、住居の床面直層土が流れ込む状態で住居の埋没と P1 の埋

没がほぽ同時と考えられた。又、出土遺物での検証を現地で行なっ

たが、カマド周辺からの出土のものと P1出土のものでは、やや年代

観の異なるものも含まれているものの、ほぽ、 10世紀後半に比定出

31 



第 4 章検出された遺構・遺物
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建物番号は第33図内の枝番号をあらわす。
゜ 1 : 8 40cm 

第32図 c 区第11号住居跡カマド・ビ微細図
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第 1 節南側調牡区

来ることから、このいは、当住居に伴なうものと考えられた。

住居の形状では、 D 区検出の住居跡の所見である第III期の DlO号住に代表される形状に類似が認める。この

点と上述した傍鼈坑・貯蔵穴の位置等を勘案して、 D 区第IV期の時期である 11世紀前半代での廃棄と考える。

こ
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□ f.9宜 11□□ 
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第33図 C 区第11号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・追物
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第34図 C 区第11号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調査区
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第35図 C 区第11号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 C 区第12号住居跡 位置 24 • 25-C38~40グリッド内。 残存深度約23cm

平面形態 矩形 規模 3.06mX 2.Sm [構築基準辺南壁？ 主軸方位北ー95度ー南？

壁i斜位に立ち上がる。 床面 VII層土を使用し、掘り方の造床は認められない。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 R 。楕円形。 60 X 30cm ·深度ー20cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 認められなかった。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 70cm。 主軸方位 北ー 92度ー南

改築 有。掘り方の袖部のピットは袖材の裾方。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 82cm ·屋外長 43cm• 屋内長 39cm ·袖部幅 51cm ·燃焼部幅 35cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい。壁は一部瓦により補強されて

いる。全体に残存が悪いため詳細不明。袖 改築後は残存が悪いため不明。改築以前は礫か瓦を利用。

煙道 未検出。 掘り方 燃焼部奥寄の掘り方内ピットは支脚の据方。

遺物出土状態 カマド内底面で若干量が認められたが、全体的に少量で大半が覆土内である。

ロ
c
c
 

' L
I
 

3
 

2m 

D 9 s 10 D' 

l三
E 10 s 9-E, 

亨12 

所 見 当住居跡は Cl2溝を

切り構築している。調査は、

Cl2溝を先行調査させたため

陪序（C 12住）

1.粒状 C軽石多址．塊状VII陪土若干。

2. II • II 微屈。

3. 細粒状 C軽石混入・粒状VII陪土若干。

4. II 多址・ II 多品。

5. 粒状 C軽石混入・粒状炭化物若干．粒状

焼土含有。

6. 粒状 C軽石多虻．塊状VII陪土多屈。

7. 細粒状 C軽石混入・微粒状VII陪土混入。

8. 粗粒状 / 1 ．粒状VII陪土混入。

9. 粒状 C軽石含有・粒状焼土含有（粘性有）。

10. 粒状炭化物・粒状焼土・灰混入。

11: 炭化物屈。 12．粘土混入・粒状焼土多屈。があるが、西南壁は比較的

直線足行が認められ、いの傍

一部を破壊したが、 Cl2溝調

査時に、当住居と Cl2溝との

新旧関係を確認する為設定し

たセクションベルトにより当

住居が新しいことを確認して

いる。

住居は、北東隅部が形崩れ

三□ 1 

II 

2
 

鼈坑を備えている。このいは

小規模で、柱穴状のものであ
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状の遺構が検出されており、
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当住居と直接関係しない

ものの可能性も考えられ

る。廃棄時期は10世紀中

頃前後と考えられる。

10cm 3. 4 25cm 

c 区第12号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節 酎側調査区

こここ二］／／

第37図
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c 区第12号住居跡出土遺物実測図 (2)
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。 25cm 

遺構名称 C 区第13号住居跡 位置 20~22-C-36~38グリッド内。 l 残存深度約32cm

平面形態 長方形。 規模 4.0mX2.83m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 96度―南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面東壁下以外はVII層土を使用する。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 東壁下で土坑状の掘り込みが認められるが他の部分では認められない。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から60cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 残存不良なため不分明。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 61cm •屋外長 36cm ·屋内長 25cm ·袖部幅ーcm· 燃焼部幅 45cm。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい。焚口部は浅い落ち込みが認め
られなかった。 袖 l 住壁覆土掘り下げ時に左袖を破壊してしまい詳細は不分明。

煙道 残存不良な為未検出。 掘り方 比較的広い状態であるが、詳細は不分明。

遺物出土状態 量的に少ないが、住居の残存状態に起因すると考えられる。

-
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旦 Pl 

層序

1.細粒状 C軽石多鼠．塊状Vil層土混入。 2. 細粒状 C軽石混入・塊状Vil洒土含有。

4. 細粒状 C軽石少鼠・粒状Vil層土混入。 5. 微粒状 C軽石微鼠 •VI層土混入。

6. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土・粒状炭化物・灰混入c

7. 細粒状 C軽石若干・小塊状焼土含有。 第538図 C 区第13号住居跡実測図

見 当住居跡は比較的均整のとれた横長方形を呈している。カマドは東壁中央で山形状を呈している。

l灯

、一

(C 13住）

3. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土含有。

゜ L= 127.00 

B
— 

E
 

-r-

2m 

所

この特長を備える住居跡の類例は少なく、前刊第 3 分冊中の第 II段階に位置付けた D36住が上げられる程度
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第 4 章 検出された遺構・遺物

である。

二// 1/* 

ー／ 9ー 伯 で西壁直下に顕著な土坑状の掘り込みが認められた西壁と考え
¥1* 2 

た。

住居は比較的均整がとれ、構築基準辺と考られる壁は、掘り方

この掘り方は、極部的なもので他の部分では認められず、底

<\° 形状が比較的均整がとれている点と、掘り方底面を平担に掘削し、
*¥  3 

ロミニニニコ合は調査以前の欠損をあらわす。 4
＊は調査以後の欠損をあらわす。

1 ~ 3  10cm4~6 25cm () 

面（床面） も丁寧な造りであったことが考えられる。
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第39図

こニロ‘ヽ
C 区第13号住居跡出土遺物実測図

この住居跡

掘り方に造床を行なわず底

面を床面にする点では住居

掘削時に於ける意識には、

‘‘丁寧、、に造るという感を

強く受ける住居である。

住居の存続時期は、 9 世

紀末か10世紀初頭と考えら

れる。

6
 

遺構名称 C 区第14号住居跡 位置 21~23-C-41~43グリッド内。 残存深度約18cm

平面形態 正方形基調。 規模 3.8mX 3.8m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー 98度ー南

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 VII層土を床面とし、掘り方は認められない。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 未検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から36cm。 主軸方位 北ー 92度ー南

改築 不分明。掘り方内では微量の焼土を確認。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 60cm ·屋外長 28cm ·屋内長 32cm ·袖部幅 85cm ·燃焼部幅 40cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい。燃焼部側は奥壁部側よりやや

遺存が悪く、廃棄後の崩壊が顕著である。 袖 瘤状の造り出の掘り方を備え、 III層土を主体に構築。

煙道 未検出（住居の残存深度不良が原因）。 掘り方 焚口部下に皿状の掘り込みが検出されている。

遺物出土状態 全体的に覆土内が多いが、床面直上・床面直上層出土のものもやや多い。

所 見 当住居は比較的均整のとれた形状を呈するが、北壁はややみだれているものの、南壁を構築基準

辺とする正方形を基調にした住居である。又、カマドは、南東隅部に接近しているが、未だ若干の空間を有

し構築しており、傍鼈坑に対する意識は存在したものと考えられる。住居の掘り方は認められず、当住居同

□□/ _-¥/ 
l) 

様に掘り方の認められない住居は、概して、

黄褐色を呈するローム土 (VII層土）

での特徴とも言い得る。

の分布域

10cm 

第40図 C 区第14号住居跡出土遺物実測図(1)

38 

出土遺物は良好なものが皆無であるが、住

居形状から 10世紀後半の廃棄と考えられる。
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第41図 C 区第14号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第42図 C 区第14号住居跡出土遺物実測医（ 3)

遺構名称 c 区第15号住居跡 位置 19 • 2o~c~42~44グリッド内。 残存深度約43cm

平面形態 正方形基調。 規模 3. 08m X 3.20m 構築基準辺西壁 1 主軸方位 北ー 91度ー南
壁斜位気味に立ち上がる。 床面 I 住居改築以後（第 2 期）は造床。改築以前（第 1 期）は不明。

壁溝 末検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Rが貯蔵穴と考えられる。径 X50cm ・深度ー20cm

柱穴 未検出。住居周辺を平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 第 1 期・第 2 期共に不分明。第 2 期は基本的に掘り方はなかったと考えられる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部。 主軸方位 北ー 114度ー南

改築 有。改築以前の燃焼部右壁を一部検出。 形状舌状。

規模 全長 98cm ·屋外長 82cm ·屋内長 16cm •袖部幅110cm ·燃焼部幅 43cm •煙道部幅 23cm。

焚ロ・燃焼部 焚ロ・燃焼部は重複が多いと考えられる。改築後は使用期が短期であったと考えられる程

顕著な焼土・炭化物の検出がなった。 袖 改築後は、形該化した観のする瘤状で認められる。

煙道 斜位に立ち上がるが、検出部分は一部。 掘り方 改築時のものは判然としなかった。

遺物出土状態 床面・床面直上層に近い層位の出土がやや多いが、完形個体の出土はなかった。

所 見 当住居は、正方形基調の南東隅部にカマドを備える住居である。掘り方で検出されたいは、位置

的に貯蔵穴と考えられ

る。カマドの改築は、

態でのもので、大懸り

な改築ではないと考え

られる。住居の廃棄は

11世紀前半～中頃と考

えられる。
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第45図 c 区第15号住居跡出土遺物実測図 (3)
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遺構名称 c 区第16号住居跡 位置 17~19-C-47~49グリッド内。 残存深度約24cm

平面形態 矩形。 規模 2. 93m x 3. 35m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 91度ー南

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面 I 改築時に造床。改築以前は不分明。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 E を検出したが用途等は不分明。全体に南西部分がやや窪ぼむ。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 35cm。ほぼ南東隅部寄り。 主軸方位 北ー 98度ー南

改築 有。改築以前の形状等の詳細は不分明。 形状 舌状。全体的に屋外に向かい突出する。

規模 全長106cm ·屋外長 87cm ·屋内長 19cm •袖部幅115cm •燃焼部幅 46cm ·煙道部幅 15cm

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。右側壁天井周辺に瓦を使用。袖 瘤状を呈する。礫・瓦等による補強は認められない。

煙道 I 掘り方 I 改築以前と重複する部分が多く詳細不明。

遺物出土状態 住居内南東部にやや多く、床直・床面層も目立つ。

舌状を呈する状態で検出されたが、掘り方
二＼三:- 2 

所 見 当住居のカマドは、数次に亙り

改修されたと考えられる。平面では、細い

゜ lu 

二三□三□
ーベシ／ 3 

一゜cm 3 {cl 
＼こ

C 区第16号住居跡出土遺物実測図（ 1)第46図

は著しく幅広の状態で、前刊書C 6 住や、

今次の報文中の C49住と同様に、改築によ

る所産と考えられる。出土遺物は、灰釉段

皿が良好な遺存状態であるが、カマド位置

と、隅部カマドの形状に類似する当住居力

マドから、住居の廃棄は11世紀初頭頃と考

えられる。
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第47図 c 区第16号住居跡・出土遺物実測図 (2)

43 
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第48図 C 区第16号住居跡出土遺物実測因 (3)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第17号住居跡 位置 19 • 20-C-47~49グリッド内。 1 残存深度約20cm
平面形態 矩形か長方形。 規模 2.75mX2.8+am 構築基準辺西壁主軸方位 北ー 98度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面地山VII層土使用し平坦。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 未検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 50cm。 主軸方位 北ー 93度―南

改築 不分明。掘り方内の焼土からは「有」か。 形状 舌状。大半が屋外に向かい突出する。

規模 全長 87cm •屋外長 54cm •屋内長 33cm ・袖部幅130cm ·燃焼部幅 45cm。

焚ロ・燃焼部 l 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖 1 瘤状の状態で造り出す。
煙道 未検出。 掘り方 規模的に比較的大きく改築が示唆される。

遺物出土状態 カマド燃焼部奥で集中して出土している。

0-2 
ぇ

三

所見当住

居は北壁部全体

が Cl8住に切ら

れ失なわれてい

層序 (Cl7住）

I.粒状 C軽石多屈。

2. 細粒状 C軽石少量。

3. 微鼠粒状 C軽石少械。 し、燃焼部幅はそれ程広くない。又、

4 ．細粒状C軽石少笙・粒状左袖寄り焚□前面の床面から粘土が
焼土混入。 5. 灰層。

6. 粘質土。 検出されている。そして、南東隅部
7. 微・細粒状C軽石少量・

粒状焼土・炭化物含有。 周辺には、遺物の集中散布が認めら

L=127.7o 2m れ、傍鼈坑の意識による状況と考え

られる。住居の廃棄時期は 9 世紀末。

る。カマドは、

東壁中央やや南東隅部寄りに構築

\ 

I; 

第50図 C 区第17号住居跡・出上遺物実測図 (2)

゜

2 

10cm 
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第 4 章検出された遺構・遺物

頃と考えられる。
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第51図 c 区第17号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 1 節南側調査区
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第52図 C 区第17号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 C 区第18号住居跡 位置 20~22-C-47~49グリッド内。 残存深度約42cm

平面形態 正方形基調。 規模 2. SOm X 2. 90m 構築基準辺東壁 主軸方位 北ー 89度ー南

壁 ほぼ垂直に立ち上がる 床面 掘り方底面から造床し平坦な床面を構築する。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 未検出。 E用途不分明。 60cmX 48cm。深度ー30cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 西壁下を段状に掘り残こし、中央部南北方向にやや細長く、やや深目の掘り込みが認められる。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 0 cm。 主軸方位 北ー 119度ー南

改築 不分明。掘り方土からは「有」。考えられる。 形状細い舌状。

規模 全長116cm •屋外長 71cm •屋内長 45cm •袖部幅115cm ·燃焼部幅 45cm •煙道部幅 15cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。ふは支脚台と考えられる。 袖 左袖は瘤状を呈するも右袖は壁の一部的で顕著ではない。

煙道 暖やかに立ち上がり狭長なもの。 掘り方大きな舌状を呈する。

遺物出土状態 カマド周辺から南壁下で、床面より遊離したものが多い。

所 見 当住居跡は前掲Cl7住を切り構築している。住居は正方形基調で南東隅部にカマドを備えている。

カマドは先細り状の細い舌状を呈し、燃焼部から煙道の立ち上がりは仰角28度程を計り、段を有して立ち上

がっている。さらに同部位周辺の壁は瓦により補強されている。住居の掘り方は、北西部隅部に、一部地山

の掘り残しが認められる。 P Jま住居中央部で検出されているが、性格等に就いては分明ではない。出土遺物

は、完形品もやや多いが、床面で磨製石斧が検出されている。廃棄時期は11世紀前半と考えられる。
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第53図 C 区第18号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節南側調査区

言言37~|三：：：王云：三三：：王だ1カ~：め□1:~□竺足ロニ
柱穴 1 i検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 浅い状況は看取したが、調査不良のため平面的検出出来なかった。

カマ[ |位置 1 東壁、住居南東隅部から 54cm。

改築 不分明。主要部位の状況では「無」か。

主軸方位 I 北ー 101度ー南

形状 I 舌状。

規模 1 全長 65cm •屋外長 47cm •屋内長 17cm ・袖部幅115cm ．燃焼部幅 30cm ・煙道部幅 16cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。礫を支脚とする。 袖 I 左袖は一部地山を削り出し瓦で補強する。

煙道 1 仰角60i程で細く立ち上がると思われる。 1 掘り方 1 比較的使用時の形状に近い。底面はほぽ平坦。

遺物出土状態 南東隅部周辺で床直層に近い覆土内での出土がやや多い。
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層序 C 19住

l ．粒状 C軽石少雇．塊

状VII層土・塊状焼土混入。

2. 灰層・塊状焼土含有。

3. 塊状VII層土・塊状炭

化物。 4. 1 近質。 5.

微鼠粒状C軽石微量。

2
 

所見 当住居は調査時段階で、当住居跡に対する認識が、調査担当者

の間で意見の一致を見ず調査実施したため、調査に失敗をきたした住居で

ある。

住居は C48住を切り構築し C286坑に切られている。この C 286 坑から

は、一括性の非常に高い遺物が多数出土している。尚、当住居の西壁側は

調査区外に延びており、完掘は出来なかった。

カマドは、東壁中央よりやや南東隅部に寄り、南東隅部周辺では、遺物

の出土が多い。又、東壁でカマド左袖から北東隅部にかけて、均整が失な

われており、前刊書中のD22住の如く住居自体の改築が想起されるが、調

査時の所見ではその証左は認められなかった。住居の廃棄時期は、 10世紀

前半頃と考えられる。

尚、当住居の下位には風倒木址が確認されている。
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出土遺物実測図(1)
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第 1 節南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第20号住居跡 位置 24 • 25-C-48~50グリッド内。 残存深度約38cm

平面形態 縦長方形。 I 規模 2. 90mX 2. 20m 構築基準辺 1 西壁 主軸方位 I 北ー 90度ー南
壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面全体を造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 住居中央部に向かい皿状に窪んだ状態であるが顕著なものではない。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 20cm。 主軸方位 北ー 91度ー南

改築 有。 2 回と考えられ、図中右側は掘り方。 形状 舌状を呈する。

規模 全長 90cm ·屋外長 47cm •屋内長 43cm ·袖部幅135cm ·燃焼部幅 53cm •煙道部幅 38cm? 。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖 左袖が屋内に大きく右袖は小さい。補助材等なし。

煙道 不分明な点が多いが立ち上りは幅が広い。 1 掘り方 改築に伴うものが部分的に埋設している。

遺物出土状態 遺物量が少なく、床面直上は皆無であった。
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第60図

違
旦 47 ，旦

］こ
層序 C20住

l ．粒状 C軽石多凪．粒状炭化物微俎。 2. 粒状 C軽石

多紐 (1 より多い）．粒状炭化物混入。 3. 粒状C軽石

混入。 4. 粒状C軽石混入・塊状VII層土多旦。 5. 粒

状C軽石若干・粒状焼土微旦。 6. 細粒状 C軽石若干．

粒状炭化物・粒状焼土含有。 7. 粒状 C軽石混入・粒状

炭化物・粒状焼土含有。 8. 細粒状C軽石微且・塊状VII

層土含有・粒状炭化物含有。 9. 微粒状C軽石微量・粒

状焼土・炭化物混入。 10. 粒状 C軽石混入。 11.微粒

状 C軽石微屈。 12. 微粒状 C軽石微凪・粒状炭化物・粒

状焼土混入。

C 区第20号住居跡実測図

所

跡は、

見 当住居

C21住を切

り構築している。

調査時の平面精査

による両者の新旧

確認所見でも上述

の点は確認出来た

が、壁検出時の掘

り過ぎにより不分

明にしてしまった

が、土層断面の所

見より図上に復原

を試みた。

住居は縦長の長

方形を呈し、東壁

中央にカマドを備えている。カマドは、数次に及ぶ改築が考えられ、住居廃棄時のカマドは、全体的に屋内

寄りに構築されている。改築の痕跡は、住居廃棄時段階のカマド掘り方が平面検出出来、 さらに改築以前の

ものと考えられる掘り方が検出されたが、 これが頭初に於ける単時期としてのカマドの掘り方形状としての

ものかは明確でない。寧、第60図右図は、地山土面を単に露呈させただけでの図であると解釈戴きたい。

構築案準辺は、西壁と考えたが、南壁とは考え難く、北壁は調査時の不手際により分明ではない点による

が、北東隅部の状態と、確認時の状況・土層断面所見から復原した北壁は、ほぼ直線走行するものと考えら

れ、 この点では、 この北壁が構築基準辺であった可能性は非常に大きい。 ただ、北壁・西壁がほぼ直交する

状態から、主軸方位角に就いては、遺構表中に記した「北ー90度ー南」のほぽ真東であることは明らかであ

る。住居の廃棄時期は、 10世紀代でも後半と考えられる。
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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c 区第20号住居跡出土遺物実測図 (2)

。 25cm 

遺構名称 c 区第21号住居跡 位置 24~26-C -48~51グリッド内。 I 残存深度 l 約37cm
平面形態 長方形。 規模 4.08m x 4. 97m 構築基準辺 l 西壁 主軸方位 北ー 92度ー南

壁 l 斜位で検出。 床面 部分的に地山土を床面とするが、中央部は造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴凡か（不分明） P6(137Xl20cm ·深度ー30cm)

柱穴 P1·Pゆ中央部が柱穴状を呈する。 P1 ・凡を柱穴とした場合、住居規模を勘案すれば改築（拡張）か？。

掘り方 土坑状の広い掘り方を有する P1 • P2 • Ps~Eの土坑状のものが多い。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 120cm。 主軸方位 北ー 97度ー南

改築 有？確実に把握出来なかった。 形状逆U字状。

規模 全長 90cm ・屋外長 35cm •屋内長 55cm ·袖部幅130cm •燃焼部幅 45cm •煙道部幅 23cm? 。

焚ロ・燃焼部 煙道立ち上がり部で検出された礫を支脚とすれば、燃焼部・焚口は長い。この場合、焚口

部は袖に囲まれた内側に完全に入る。 袖 長く細い。左袖先端に礫を据える。

煙道 仰角75度程で立ち上がる。 掘り方 土坑状に大きく掘り込んでいる。

遺物出土状態i東側から南側にかけて床面直上での出土が多い。

所 見 当住居は均整のとれた横長方形を呈する住居で、東壁のほぽ中央部にカマドを備える大形の住居跡

である。そして、掘り方の調査時の過程でp l• p 2 を検出している。この P1 • P2 は、他の住居例で掘り方で

検出される隅部周辺のピットと異なり、土層の状態から柱穴と判断したものである。 しかし、この 2 本に北

壁側で対応する柱穴の存在がない点では、上屋構造が片持型であった可能性も考慮される。

住居内北西隅部では、床面下に肩部以下を埋設し、口縁部を床面上に出した完器の須恵器瓶が検出された。
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層序 C21住

1.粒状C軽石多量。

2. 粒状C軽石混入・粒状炭

化物多量·細粒状VII層土含有。

3. 2 近質（炭化物少黛）。

4. 2 近質 (C 軽石少量）。

5. 2 近質 (C 軽石多量）。

6. 4 近質。 7. 塊状V層土。

8. 微粒状C軽石微量。

9. 細粒状C軽石若千。 10. 塊状IV層

土（壁崩壊土）。 11. 細粒状 C軽石若

干。塊状VII層土含有。 12. 微粒状C軽

石微量・小塊状VII層土多量。 13. 粒状

C軽石少量・粒状炭化物含有。 14. 粒

状 C軽石混入・塊状焼土少量。 15. 灰

炭化物層。 16. 13近質。 17. 細粒状

C軽石若干・小塊状VII層土含有・粒状焼

土・粒状炭化物含有。 18. 掘り方埋設

土（微・細粒状C軽石含有・粒状焼土若

干）。 19. 粒状C軽石混入。 20. 細

粒状C軽石混入（軟質）。 21.細粒状

C軽石含有・粒状VII層上混入。
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この据え方が P4であるが、

据え方は、瓶本体とほぼ密

接した状態で、他の遺物の

出土はなかった。又、瓶内

部は土が充満してたが、そ

の中は後世の小動物による

撹乱が著しく所見が得られ

なかったが、やや塊状のVII

層土の混入が有り遺物等は

皆無であった。

傍竃坑に該当する位には

上述の E を検出したが、こ

の P1の存在により位置の

移動が考えられ、p 6が同種

のものと考えられる。住居の廃棄は10

世紀代と考えられる。
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第63図
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。 25cm 

c 区第21号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 c 区第22号住居跡 位置 23~25-C-45~47グリッド内。 1 残存深度約26cm
平面形態 縦長方形。 規模 4.03mX2.93m 構築基準辺北壁 主軸方位 北ー 90度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 l 掘り方を埋設し造床。ほぼ平坦。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 平坦である。 P1 • P2 を検出。巳は住居構築以前の土坑の可能性が高い。 P1 fま用途不分明。

カマド 位置住居南東隅部。 I 主軸方位 北ー 130度ー南
改築 不分明。掘り方の状況から「有」か。 形状 馬蹄形を呈し、細い舌状の煙道が屋外側に突出。

規模 全長 97cm •屋外長 70cm ·屋内長 27cm ・袖部幅100cm •燃焼部幅 52cm ・煙道部幅 22cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖形骸化した状態である。

煙道 暖やかに立ち上がり細い。 掘り方大きな土坑状の観がある。

遺物出土状態 カマド以外では全体的に非常に少ない。
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第 1 節 南側調査区
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三
層序 C22住

1.細粒状C軽石多量。

2. II 混入。

3. II 若干。粒状

焼土含有。 4. 微粒状 C軽

石微量。 5. 細粒状 C軽石

微鼠・粒状・小塊状VII層土含
有。 6. 塊状VII層土若干。

7. 有粘性 •VII層土質。 8. 塊状焼土混入。

9. 6 近質。 10. 細粒状 C軽石含有・粒状

焼土含有。 11. 塊状VII層土含有（掘り方土）。

所 見 当住居跡は南東隅部

にカマドを備える D 区の第IV段

階に比定し得る住居である。北

西隅部は調査時の不手際により

逸している。住居形状均整のと

れた縦長方形状を呈し北壁が構

築基準辺と認識出来た。カマド

は、壁体等への瓦の補強材とし

ての転用は少なく、焚ロ・燃焼

部は、隅丸正方形状を呈するも

よでC·D 区での南東隅部にカ

マドを備えるものとしては特異

である。床下の掘り方で検出さ

れた巳は円形状を呈する土坑

状のもので、確実に当住居に併

なうかは調査時点では分明にな
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し得なかった。出土遺物は良好なものがないが、住居

形態から当住居の廃棄は11世紀前半と考えられる。
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第68図 c 区第22号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第69図 c 区第22号住居跡出土遺物実測図 (3)
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遺構名称| c 区第23号住居跡 I 位置 24 • 25-C-44~46グリッド内。 I 残存深度 1 約12cm
カマド I 位置東壁、住居南東隅部から 10cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 有。掘り方内の焼土粒子が多い。 形状 全体的に遺存が悪く、舌形状に残存する。

規模 全長 70cm• 屋外長 63cm ·屋内長 7 cm· 袖部幅110cm ・燃焼部幅 50cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 明稜なものは検出出来なかった。

煙道 未検出。 I 掘り方 三角形状を呈し、深く幅も広い。

遺物出土状態 焚口部左側に集中する。いずれも底面乃至直上層からの出土。

所 見 当住居は22号住居に切られ、 24 • 25号住居を切り構築している。調査時は不手際により 25号住居

を先行させた。形状はカマド位置・土層断面より図上復元した。そして、 この復原形状から、傍鼈坑を備え

ない南東隅部寄りにカマドを備える矩形を呈する住居であることが考えられ、 C6 住に類似する形状である。

この形状から D 区の第III段階の住居に比定出来、廃棄時期は10世紀末頃と考えられる。
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第 1 節 南側調査区
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層序 C23住

l ．淡褐色粘質土。 2. 細粒状

C軽石若干。 3. 細粒状 C軽石

若干．粒状焼土若干．塊状VII層土

少鼠。 4. 塊状焼土混入。

5. 灰。 6. 細粒状C軽石微斌．

粒状焼土・炭化物混入。
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C 区第23号住居跡・出土遺物実測図(1)
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3 
第71図 C 区第23号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 c 区第24号住居跡 位置 24 • 25-C-44~46グリッド内。 残存深度 I 約37cm
平面形態 縦長方形。 規模 3.25m X 2.27m 構築基準辺 l 北壁 主軸方位 北ー 88度ー南

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面平坦で地山VII層土を使用する。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 Pl 。不整形。 50X58cm ・深度ー 8 cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南西隅部付近で Pit状のものが認められたが、構築時のエ具痕か。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 15cm。 主軸方位 北ー 89度ー南

改築 不分明。 1 形状
規模 全長103cm• 屋外長 88cm •屋内長 15cm •袖部幅120cm •燃焼部幅 50cm ·煙道部幅 19cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 男瓦を用い袖の補強を行なっている。

煙道 立ち上がり部（燃焼部奥壁）に男瓦で補強。 掘り方 1 補強材の瓦の据方が検出されている。
遺物出土状態 床直層中に少量認められている。カマドの補強材は全て完形瓦を使用。

_---/  --1 
所見 当住居跡はC22 • 23 • 26住に切られている。住居は縦長

s
z
 

73-7 .. . 
B
 

方形で東壁に燃焼空間が幅広のカマドを備える。カマドは、両袖．

燃焼部左右両奥壁部に瓦層序 C24住

1. 粒状 C軽石多鼠．粒状焼土混入。 2. 粒状 C軽

石混入・粒状焼土混入・粒状炭化物混入。 3. 粒状

C軽石含有・黄褐色粒子 (FA?) 多量。 4. 粒状

C軽石若干。 5. 若干・塊状VII層土混入・粒状炭化

物多閲。 6. 細粒状C軽石微最．粒状焼土含有。

7. 粒状 C軽石若干・細粒状C軽石若干・粒状焼土

混入・粒状炭化物含有。 8. 微粒状C軽石微量・塊

状VII層土混入。 9. 7 近質。 10. 細粒状 C軽石微量・

粒状焼土混入。 11.粒状C軽石微量・粒状焼土・粒

状炭化物混入。 12. 細粒状 C軽石微粒．粒状焼土微旦。

叫旦 旦一旦，互E~賃2
゜ L= 127.00 2m 

第72図 C 区第24号住居跡実測図

を補強材として用い、煙

道部天井を完形の女瓦を

用いている。 E は傍竃坑

と考えられ、カマド形状

等を勘案すればD 区の第

I 乃至 II段階の住居と考

えられ、出土遺物の様相

からは、 9 世紀後半代の

廃棄が考えられ、 D 区の

住居様相だけでは未だ不

完全である。
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第73図 C 区第24号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第74図 c 区第24号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第75図 C 区第24号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第76図 C 区第24号住居跡出土遺物実測図 (4)
25cm 

遺構名称 c 区第25号住居跡 位置 25 • 26-C-44~46グリッド内。 I 残存深度 I 約23cm
平面形態 縦長方形。 規模 3.53m xz. 97m 構築基準辺 1 南壁？ 主軸方位 I 北ー 89度ー南
壁 1 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 部分的にVII層土を使用するが、大半は24住の覆土を利用。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 I 未確認。 (24住との切り合による）。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 無。

カマド 位置 1 東壁、住居南東隅部から 80cm。 I 主軸方位 北ー89度ー南

改築 不分明。 1 形状 I 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。
規模 全長 67cm •屋外長 20cm •屋内長 47cm •袖部幅 78cm ·燃焼部幅 30cm 。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい。壁は地山軟質砂岩により補強
されている。 袖 地山軟質砂岩により補強されている。

煙道 未検出。 I 掘り方i不整円形状を呈する。
遺物出土状態 1 遺物量は少ないが、床直のものが多い。
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層序 C25住 れる。

1.粒状C軽石多量。 カマドは東壁中央部きに具備しする
2. II 混入。

．細粒状 C軽石若干

4. II 微星。
5: 粒状C軽石含有。 6. 粒状かった。亦、同部には遺物の出土はな
C軽石若干．粒状炭化物混入。 ＜、施設を想定させる状況は認められ

4 :.0:: 1 「 7. 粒状焼土含有。
_B, 0 L= 126.90 

所見当住居は24号住に切られて

いる。当住居をはじめ周辺部の21 ・ 22•

24 • 27号は執れも縦長方形を呈し、こ

れが集中する観があるが、時期的に異

なるものもある為一概に言及しかねる

が、何らかの状況が内在するが想起さ

~Iロ
2m なかった。しかし、カマド掘り方調査
ゴ

時に右傍らから P1が検出され、これが傍鼈坑と何

らかの係わりがあることが考えられる。

住居の廃棄時期は、カマド・住居内の出土遺物

゜ 10cm 疇靭摩グ から 9 世紀末から 10世紀初頭頃と考えられる。

第77図 C 区第25号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第78図 C 区第25号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第79図 C 区第25号住居跡出土遺物実測図 (3)
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25cm 

遺構名称 c 区第26号住居跡 位置 24 • 25-C-43 • 44グリッド内。 残存深度約20cm

平面形態 横長方形。 I 規模 3.27mX2.22m J構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 88度ー南

壁 1 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 地山VII層土を使用しほぼ平坦である。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 佃‘’‘‘° 

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 33cm。 I 主軸方位 北ー 88度ー南
改築 有。旧態は不分明。 1 形状舌状を呈する。
規模 全長105+acm • 67+acm ·屋外長67+acm ·屋内長 38cm ·袖部幅102cm ·燃焼部幅 63cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖は比較的状態がいいが、右袖はほとんど認められない。

煙道 未検出。 掘り方 左袖側がやや削り出されている。

遺物出土状態 カマド内で出土が多いが、いずれも底面より遊離している。
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第80図 C 区第26号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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所見当住居は24号住に

切られている。住居は掘り

方が認められず、傍竃坑．

貯蔵穴等の施設も認められ

なかった。そして、カマド

が南東隅部に偏しているこ

とから、当住居はD 区の第

III段階に比定出来る。この

ことから、この両者間の切

り合いは、 D 区の住居分類

の第III段階と第IV段階との

切り合いであり、両者の間

の推移はD 区の状況に整合

している。又出土遺物も第

II • III段階の組成様相が認

められることから、廃棄は

10世紀後半と考えられる。
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第81図 c 区第26号住居跡出土遺物実測図 (2)
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\ 第82区 C 区第26号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第83図 c 区第26号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 c 区第28号住居跡 位置 21~23-C-48~51グリッド内。 残存深度約27cm

平面形態 縦長方形 規模 4.92mX3.68m J構築基準辺 l 北乃至西壁 l 主軸方位 I 北ー 89度ー南
壁斜位に立ち上がる。 床面 I 掘り方を埋設し造床。平担。中央部は硬化顕著。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 P1 • P2 • P3o P1径75cm ・深度ー33cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体に顕著な掘り込みが認められ、隅部はやや深目に掘削されている。

遺物出土状態 住居内東寄り（カマド前方）にやや多く大半が覆土内で、床直は少ない。

••• . 86-9 
7
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斜
o 86-3.. 85-ll 
心卜し．・／85-10... 

86-12 

?5-10 

ニ 85-10 

6 --- --- 6 

所見当住居跡は18号住居跡に切られている。

形状は縦長方形を呈し、当該種の住居の中では最

大のものである。カマドは18号住の破壊により逸

しているが、傍竃坑が、北東・南東の両隅部で検

出され、p 3が長方形を呈し南壁下中央程で検出さ

れている。このいの覆土には硬化した床面等の状

況は認められなかったことから、住居存続時には

開口した状態であったことが考えられる。住居の

廃棄時期は、傍竃坑・出土遺物から 10世紀前半と

考えられ、住居が大規模であることから、同時存

続した中では重要な存在であったことが考えられ

る。
層序 C28住

1.粒状 C軽石多量・塊状VII層土混入・粒状VII層土混入。

2. II 。 3. 細粒状C軽石多量。

4. 細粒状C軽石混入。 5. 粒状C軽石若干。

6. 細粒状 C軽石微量。

゜ L= 127.80 2m 

第84図 c 区第28号住居跡実測図
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第86図

I I 

14 

15 

＊は調査以後の欠損をあらわす。

() 1 ~10 10cm 11~15 25cm 

c 区第28号住居跡出土遺物実測図 (2)
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2
 

\ 
第87図 C 区第28号住居跡出土遺物実測図 (3)

25cm 

:::: I し：第27号イ1 ：： 1 |ィ：竺m1:22.8233： 9;::::] よ；内。
C29号住の破壊及び残存不良により詳細不詳。

1 残j深度 1 約 8cm
主軸方位 北ー 87度ー南

遺構名称 c 区第29号住居跡 位置 20~23-C-45~47グリッド内。 残存深度約54cm

平面形態 横長方形 I 規模 3.15mX4.38m 構築基準辺 l 東乃至北壁 l 主軸方位 l 北ー 90度ー南
壁 1 斜位気味に立ち上がる。 床面 I 地山土を主とするが、部分的に小規模な造床がある。
壁溝 未検出。 貯蔵穴 IP,。円形。径60cm ・深度ー50cm。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 E は土坑状のもので出土遺物は皆無。古い時期の土坑の可能性がある。

カマド 位置 l 東壁、住居南東隅部から 23cm。 l 主軸方位 北ー 114度ー南
改築 不分明。掘り方内の焼土は無し。 形状 舌状の燃焼部に細い溝状の煙道が備なわる。

規模 全長126cm ·屋外長108cm• 屋内長 18cm ·袖部幅102cm ·燃焼部幅 57cm ・煙道部幅 20cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい。壁は瓦により補強されている。

底面には、被熱の顕著な面がある。 袖 I 瘤状で礫で補強されている。
煙道 細く 45cm程で立ち上がる。 掘り方 瓦・礫の据方が検出されている。

遺物出土状態 I 全体的に遺物は少ないが、カマド内からの出土が多い（瓦）。

< l-

賢置泣 I I I 
央（竺'`~99 ：：こ-:..

所見 (C29住） 当住居は29号住居を切る。カマ

ドは南東隅部に住居の対角線方向に具備してい

る。さらに、カマド自体隅部でも、右袖を隅部に

執る為やや東壁寄りに構築している。又、カマド

一ー は、燃焼部はやや広く、煙道部の立ち上が

ロ］2 ：口ニ三三゜：：三三
~Ocm 3 25cm 濃く残こしている。更に、カマドの位置で

第88図 C 区第27号住居跡出土遺物実測図 は、第V段階的様相が色濃い。

住居形状では、東壁に構築基準辺を備える横長方形を呈し、西壁がやや不均整な状態で南西隅部に貯蔵穴

(P1) を備えている。この形状とカマド付設位置から、 D 区の住居分類の第IV•V段階に比定出来る。又、

76 
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~I層序 (C27 • 29住）叫

1.粒状 C軽石多量。

2. 粒状 C軽石混入・粒状

焼土混入。 3. 粒状 C軽石

含有。 4. 細粒状C軽石若

I’ 干・粒状VII層土混入。 5.

粒状C軽石多量・粒状焼土

多量。 6. 粒状C軽石若干

・粒状焼土混入。 7. 粒状

C軽石含有・粒状焼土多鼠。

8. 粒状C軽石微量・粒状

B 江 1 焼土・粒状炭化物混入。

ロニニニニニニエ
三〇
9. 2 近質。 10. 炭化物・灰層（粒状焼土混入）。 11.被熱層。 12. 粒状C軽石少量

．粒状炭化物少量。 (C27住） 1.細粒状C軽石・粒状VII層土含有。
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第89図 C 区第27 • 29号住居跡・カマド・第29号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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＊は調査以前の欠損をあらわす。

＊は調査以後の欠損をあらわす。
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第90図 c 区第29号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第91図 c 区第29号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 4 章検出された遺構・遺物

前述したカマドの付設状態・西壁等の状況を勘案すると、改築も考慮される。改築があったと仮定すれば、

その旧状は、カマド右袖部から南壁が直線的に廷び、西壁の歪む部分が北西隅部にあたる様な、正方形状を

呈したと推定出来、北・南側が拡張された可能性が想起される。しかし、この状況は、調査所見では得られ

なかったが、平面図上での所見である。住居の掘り方は全体に認められなかったが、南壁下で P2の検出があ

る。この巳は円形状を呈し、径73cm程で、南壁より 20cm程内側に位置している。この位置関係は、上述した

様に住居に改築有れば、旧状は南壁直下にあったことになる。しかし、性格等を検証し得る状況が得られな

かったことより、それらの意図を分明に為し難い。

出土遺物では、土師質土器血が 3 点有り、 D 区の第IV· V段階の一括遺物に対比し得る。この遺物様相と

住居様相から D 区の住居分類の第IV段階乃至第V段階に対比し得、住居の廃棄時期は前述のことより 11世紀

前半乃至11世紀中頃と考えられる。

所見 (C27住） 当住居は上述の C27住に切られている。この C27住の破壊によりカマド・東壁を逸して

いる。残存部の状況より東壁にカマドを付設したことはほぽ確実視される。しかし、詳細な状態を窮知する

にはやや因難であるが、南東隅部を含め住居内全体からは傍鼈坑を含め何らの施設も検出されていない。又、

掘り方では顕著な状況は無く、土坑状の掘り込み等も何ら検出されていない。これらの状況から、当住居は、

傍竃坑を備えない住居であったことが考えられ、このことより、カマドは、東壁でも南東隅部寄りに備えて

いたことが類推出来る。出土遺物では、少量の土師器・土師質土器等の細片があったのみで、当住居の時期

を求めるには些か困難であるが、土師質土器の存在から 9世紀後半以隆であることは判断される。これらの状

況から、住居の時期を考えると、 D 区住居分類III乃至IV段階の10世紀後半と考えられる。

遺構名称 c 区第34号住居跡 位置 10~12-C-35~37グリッド内。 残存深度約10cm

平面形態 横長方形か？ l 規模 3.15mX (2.75+am) I 構築基準辺西壁 主軸方位北ー93度ー南

壁詳細不分明。 床面 I 掘り方を埋設し平坦。
壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北西隅部・中央に土坑状の掘り込みがある。この内、 P2 は本跡とは別のものか？凹凸が顕著。

遺物出土状態 床直・床直層のものが散在する。北壁下では、鉄器が一括して出土している。

所見 当住居は南側部分は、調査区内を東西に横走する農業用水路下にあたり、調査実施が能わざる部分が

生じた。そして、この水路により、南側に位置している 64号住の北側も同様な状況である。この両者の住居

は、同一の住居の可能性が考えられたが、余りにも長大な住居になる為各々に個別の番号を付した。又、当

住居周辺も中世以降の撹乱により住居の遺存が非常に悪かった。住居は、上述の状況により、カマドは水路

下に存在すると考えられる。然し、詳細位置等に就いては検証し得なかったが、住居が正方形乃至矩形と想

定した場合、南東隅部に寄った位置か南東隅部に付設したと考えられる。又、横長方形とした場合、検出部・

水路部断面にはカマド等の施設は認められなかった。この点からも、カ

マドは南東隅部に寄った位置は最低限想定される。出土遺物では、月夜

野産羽釜が特筆され、灰釉皿の出土からは、 10世紀後半代との年代推定

出来る。尚、床面直上からは、鍵形状の鉄製品が 4 本出土しており、堂

宇の庇の懸金具と考えられ、国分二寺に係わる遺物と考えられる。上述

のことより当住居は10世紀後半以降の廃棄と考えられる。

80 
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第92図 c 区第34号住居跡出土

遺物実測図(1)
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第 94 図 C 区第37号住居跡出土遺物実測図(1)
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第37号住居跡 位置 12~14-C-37~39グリッド内。 残存深度 l 約28cm
平面形態 矩形。 I 規模 2.7mX 2.5m I 構築基準辺南壁 I 主軸方位 北ー 73度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 北側はVII層土を使用する。南側は造床で全体に平坦。

壁溝 カマド周辺以外は全周する。 傍鼈坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 住居中央より南側が浅く認められる。

カマド 位置 1 東壁、住居南東隅部寄り。 主軸方位 北ー93度ー南

改築 有。旧掘り方を若干掘り込み再構築する。 形状i堅固な袖と「コ」の字状の燃焼部を備える。

規模 全長 67cm ・屋外長 0 cm• 屋内長 67cm ·袖部幅125cm ・燃焼部幅 45cm ·煙道部幅 18cm。

焚ロ・燃焼部i扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖左袖の焚き口部を礫で補強する。

煙道 奥壁中段よりほぽ垂直に立ち上がる。 I 掘り方 I 皿状に浅く窪む。
遺物出土状態 I カマド左側（住居北東隅部周辺）で、床面直上から完形個体が多く出土している。

胃□虞》23ヽ冒訃●

B 6 2 1 ゞ'_m 9  

ミ三三三ニニニ言Q
゜ L= 127.60 2m 

• • • 

、------—←ー··· - - - - - - --- --

そ
• • 

4 ←下、

こ--2 ーヘ―---- - -------6 

こ：へ 10cm5 • :7 

＝二•-••▼

→よこ］ / l 

所見当住居は、矩形状を呈

する小型住居で、住居の指向方

向は、東から北へ向かい7度程

で、当区内の通有とは異ってい

る。カマドは、東壁に備え、掘

B' り方は、南東隅に寄った部分で

検出されている。壁溝は、カマ

ド部以外で全周し、南壁下では

掘り方埋土の床面で明瞭に認め

られ、掘り方自体は、南半部の
層序 C37住

1.粒状 C軽石混入・粒状・

塊状VII層土含有。 2. 細粒状C軽石若干・炭

化物含有。 3. 粒状C軽石少旦・粒状焼土含

有。 4 ．細粒状C軽石若干・粒状焼土多最。 5. 微

粒状C軽石微塁・粒状・塊状VII層土含有。 6. 5 近質。

7. 塊状III層土・塊状VII層土混土。 8. 粒状 C軽石混

入・塊状VII層土混入。 9. 粒状C軽石若干。 10. 焼

土。 11.炭化物・灰層。 12. 粒状C軽石含有。

13. 細粒状C軽石微屈・塊状VII層土多鼠．塊状焼土混入。

14. II ・塊状暗青紫色粘質土混入。

15. II ・粒状焼土・炭化物若干。

みに認められた。出土遺物では

石製紡垂車（第96図ー 4) がカ

マド袖覆土内から出土し、土師

器坪類がカマド左袖周辺で床面

より出土している。住居の時期

は 7 世紀後半と考えられる。

第95図 C 区第37号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第96図 C 区第37号住居跡出土遺物実測図 (3)

:::: I :::::住T:模 I{::+1::：く1:]:]:::;」[[:0
東側は調査区外、 40号住の破壊により詳細不詳。

1 1 深度 1 約 4cm
主軸方位 不詳

遺構名称| C 区第39号住居跡 1 位置| 16. l7-C-33. 34グリッド内。

東側は調査区外、更に41 • 40号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約 0 cm 

遺構名称| C ，第40号住居跡 1 位置| 15. 16-C-33~35グリッド内。

遺物出土状態 東側は調査区外、更に41号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約11cm

遺構名称 c 区第41号住居跡 位置 16~18-C-34~36グリッド内。 残存深度 1 約12cm
平面形態 不整形？。 I 規模 2.95+amX4.36m 構築基準辺 1 南壁 主軸方位 北ー 90度ー南

壁詳細不分明。 床面 I 平坦でVII層土を使用する。

壁溝 未検出。 貯蔵穴 Pl 。不整円形。径30cm ·深度ー45cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 床面がVII層土を使用しほぽ平坦であるが、掘り方は、小さな凹凸状で若干認められる。

遺物出土状態 貯蔵穴周辺にやや多い。鉄器は全て床面直上よりの出土。
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層 序 1 ．細粒状 C軽石混入。 2. 細粒状 C軽石若干。 3. 微粒状C軽石微量。 4. 細粒状C軽石若干。 (41号住）

5. 細粒状C軽石混入。 6. 微粒状C軽石微量・粒状Vil層土混入・塊状Vil層土若干。 7. 細粒状

C軽石含有・塊状Vil層土若干。 (40号住） 8. 細粒状C軽石若干。 (38号住） 0 L=127.70 

第97図 C 区第38 • 39 • 40 • 41号住居跡実測図

2m 

83 



第 4 章検出された遺構・遺物

所見 (C38~41) これらの 4 軒の住居跡は調査東端で検出され、東側が末調査である。確認時の状況は、

中世 (14世紀後半～16世紀前半）の撹乱が著しく、確認自体VII層上中であった。これにより、住居自体の遺

存は非常に悪かった。そして、 4 軒の新旧確認は平面で不完全であった為調査の断面所見を加味することと

し南から通し番号を付した。しかし、断面での観察も、床面が同位で遺存深度も浅いことから疑念は残こる。

C38住は、西壁下で壁溝が検出され、その他の施設は何ら検出出来ず、同様に39 • 40号住居も明瞭な施設

は認められなかった。又、これら 3 軒からの出土遺物は、時期を特定し得る様なものも無かった。

C41住は、これら 4 軒の北端に位置し、平面精査・断面調査所見からも 4 軒中で最も新しい住居であるこ

とは認識された。住居自体は梯形状を呈し、南壁が構築基準辺と考えられる。そして、当住居のみが南西隅

部で貯蔵穴と考えられる施設が検出された。この部位に貯蔵穴を備える住居は、 D 区の住居分類では第IV段

階の住居であり、当区内では、 C29住など、横長方形の住居の特徴と判断された。又、出土遺物でも皿形・

羽釜等の若干量ではあるが、第IV段階の様相が認められる。これらのことを勘案すると、当住居は、横長方

形を呈し、南東隅部にカマドを備えることが推定出来、住居の廃棄は11世紀前半であることが類推される。

、ここ：
.—·` 9 住

←□ ヽ

ー ロニシ

ーニ —// ニロロニ
口 二／ ーミで．：凶］二；：ウ研 9 :(:9シ］

ニニ： 二＿

ニーニー ~l 

39 住
こ

---——- -- ----

\ 

じ
第98図 C 区第39 • 41号住居跡出土遺物実測図（ 1)

I I 11 

3 ~11 41 住 10cm
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第 1 節 南側調査区

゜
5
 

2
 

三3/ {)-口

10 

1

0

1

 
ニこニニフ

＊は調査以前の欠損をあらわす。

＊は調査以後の欠損をあらわす。

U 1~9 l_Ocm 10~15 25cm 

13 

:
12 

向
伽

□
ニ

ニ
ロ
ロ

□

6
[
|
,
1
 

如
ー
i
＿
ニ

4
 

ー
ロ
ロ
□
I三]

 

l
 

14 

／
ノそ

h
 
一
、
i

`

,

L

I

 

1
]
 第99図 c 区第41号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 c 区第42号住居跡 位置 |13~15-C-36~38グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 横長方形 規模 2.63m X 3.68m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 102度ー南

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面 全体的に極造床 (VII層土の使用も多い）。

壁溝 未検出。 1 傍鼈坑・貯蔵穴 E は不整形。巳は不整円形。 P1―17cm·P2-12cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に浅いが、北・西・南壁周辺は、やや掘り込が深い。

カマド 位置 1 東壁、住居南東隅部から20cm。 主軸方位 I 北ー 103度ー南
改築 無。礫の据方は、構築頭初のもの。 形状 舌状。遺存が不良のため、煙道は未検出。

規模 全長 80cm ・屋外長 40cm •屋内長 40cm ・袖部幅120cm ・燃焼部幅 43cm。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。燃焼部両壁を礫で補強。 袖瘤状に削出し、 III層土等で造る。

煙道 未検出。詳細不分明。 掘り方礫の据え方を掘り、袖を削り出す。

遺物出土状態 カマド内は多いが、住居内は少ない。住居内ではカマド周辺部が床面直上で出土。

所見 当住居はC54•84号を切る。当住居も前述の38~41住の如く残存状態が非常に悪く、図中 4 本の柱穴状

遺構は中世 (14世紀後半～16世紀前）の所産である。
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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＼三．細粒状C軽層石混： ば］C軽石多
E' 星・粒状VII層土多直塊状VII層土混入。

：□ :：細粒状 c/1軽石若干：：：：ょ：：。多鼠。
` ̀  5. 粒状 C軽石混入・粒状VII層土多鼠・塊状
Q| , Vll層土混入。 6 ．塊状VIl層土。 7 ．微粒

旦二塁芦：；・粒言；：こ．；仄：：
, 物混入。 10. 細粒状 C軽石微星・粒状VII層` ;五I」•、：悶：：;;;;:仁：：;~;悶
, 有・粗粒状VII層土含有。 13. 細粒状 C軽石

上 上 若干・粗粒状Vll層土含有・粒状焼土・粒状炭
ー 化物含有。 14. 灰・炭化物層。 15. 粒状

焼土・微粒状C軽石若干。
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□-f 2 

L= 127.70 2m 

カマドは東壁中央より南東隅寄りで、不整

形状の傍竃坑 (P,) を備える。又、南西隅部

( 

\` ｀テ~，．
I'安ふ999・・忍・~,r::: I 

には貯蔵穴（ P2) をも備える。 カマド前面に

住居中央部には焼土が推積 (9 層） し、扁平

な礫を伴なっている。礫は床面から若干遊離

し床面直上からの出土、小鍛治としての遺構

ではないと考えられる。

掘り方では、傍鼈坑の掘り方か、単に住居

構築時に伴なう掘り方の一部が南壁下で検出

され、西壁下及び北壁下で壁溝が検出された。

然、壁板材等の痕跡・その存在を示す状況は一切認められなかった。出土遺

物では月夜野産月夜野型羽釜 2 点の出土が特筆される。他の遺物からは、 D
 

区の第 II段階の様相が認められる。一方、住居形状では、傍竃坑が若干問題

5
 

/ 
\\ 

\ 

。 10cm 

第100図 c 区第42号住居跡・出土遺物実測図(1)
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第 1 節 南側調査区

になるが、カマドの付設位置からは、 D 区の住居分類の第 II段階に比定される。このことから、当住居の廃

棄時期は第 II段階の示す10世紀前半が考えられる。

I Iｷ 2 

月夜野型 'I 3 

..-.a.. • •.. 9• -..9. 、.^
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／ニニミ〉

月夜野= ¥ 

1
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百
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瓦— |75, 
() ゜l ~ 8 10cm 
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, 
25cm 

第101図 c 区第42号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第102図 c 区第42号住居跡出土遺物実測図 (3)
゜ 25cm 

遺構名称 c 区第43号住居跡 位置 16~18-C-36~38グリッド内。 残存深度 I 約20cm

平面形態 矩形気味。 規模 3.20mX 3.45m 構築基準辺南乃至北壁 l 主軸方位 北ー89度ー南

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 l 造床で平坦。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 未検出。 E は本跡を切る。 P2 • P3 tま掘り方。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北東隅部周辺及び東壁でやや顕著。南西隅部周辺もやや顕著。

カマド 位置東壁、住居南東隅部。 主軸方位 I 北ー 117度ー南
改築 有。補強材ヒ゜ットは改築前のもの。 I 形状 I 舌状。
規模 全長120cm •屋外長100cm ·屋内長 20cm ・袖部幅110cm ・燃焼部幅 55cm ・煙道部幅 23cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。両側壁上半は礫により補強。袖 顕著なものではなく、形該化している。右のみ瓦で補強。

煙道 燃焼奥壁部から段を有し立ち上がる。 掘り方 図示したものは改築以前の状態。

遺物出土状態 南半部で少量有る。住居残が良好でないため、全体がほぽ直面に近い。

所見 当住居は C83住を切り構築がある。当住居も周辺住居同様中世以降の撹乱により住居の遺存が非常に

悪い。

住居は正方形状で南壁に構築基準辺が想定されるが、東・北壁下の掘り方も注意される。然、南壁の直線

走行は、構築基準辺に充分足りる状態があり、南壁が構築基準辺と考えられる。

カマドは南東隅部に住居の対角線方向に主軸を執っている。燃焼部等の各部位は地山礫を多用し、部分的
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は11世紀前半頃と考えられる。
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第103図 c 区第43号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第104図 C 区第43号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第44号住居跡 位置 18 • 19-C-36~38グリッド内。 残存深度約15cm

平面形態 梯形。 規模 3.85mX 3.3m 構築基準辺西壁 I 主軸方位 I 北ー 94度ー南
壁 斜位？残存不良なため詳細不分明。 床面平坦。浅い掘り方に造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P1 • P2 o P1 隅丸正方形。 75X 75cm ・深度ー21cm

柱穴 住居内及び住居周辺を平面精査を実施したが未確認。

掘り方 全体的に凹凸状で浅く、部分的には底面が床面となるが、北西隅部周辺がやや窪む状態。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から63cm。 主軸方位 I 北ー 105度ー南
改築 不分明。掘り方内には焼土が認められる。 1 形状細い舌状を呈する。

規模 全長 76cm •屋外長 33cm •屋内長 43cm •袖部幅115cm ・燃焼部幅 27cm ・煙道幅 12cm。

焚ロ・燃焼部 遺存不良であり詳細は伴然としない。焚口部は、燃焼部寄りの部分に寄る。礫・瓦等によ

る補強は認められない。 袖 I 残存状態からは、比較的しっかりしていたと考えられる。

煙道 細く突出し、斜位に立ち上がっている。 掘り方 全体に広い舌状を呈する。袖は削り出し。

遺物出土状態 カマド内にやや多く、羽釜片が多い。住居内では散在するが少量で床面直上層が多い。
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゜

所見 当住居も中世紀以降の撹乱により遺存が非常に悪

い。当住居は、カマドを東壁中央程に具備し、南東隅部に

傍鼈坑を備える。 この傍竃坑内から少量の遺物が出上して

いるが、整理時に所在不明であった。又、北西隅部からは、

0/ 

貯蔵穴状の施設(p 2) が検出されたが、掘り方に伴なうか

ー □ ニ"'/1
1 ] 1 

は調査の所見では得

られなかったが、覆

土上面では床面は認

められなかった。

L= 128.00 2m 

出土遺物は全体に

少ない。第105図ー 1

／こニニニ|
／一‘

層序 C44住

1.粒状 C軽石混入。 2. 細粒状C軽石若干。 3. 微粒

状 C軽石微量。 4. 細粒状 C軽石含有・塊状焼土混入・炭 I _,,,_,,, 

化物・灰混入。 5 ．粒状焼土若千・細粒状C軽石含有。 こ：ロニニニ：口)/
6. 微粒状・細粒状C軽石微量・塊状VII層土混入。

2
 

゜

はカマド覆土内から

の出土である。

住居の廃棄時期

形状から 9 世紀

後半から末頃と

3
 

考えられる。

10cm 2. 3 25cm 

第105図 C 区第44号住居跡・出土遺物実測図

遺構名称 c 区第45号住居跡 位置 20 • 21-C-51 • 52 残存深度 約10cm

平面形態 正方形。 規模 2.42m X 2.40m 構築基準辺 西壁 主軸方位 北ー 90度ー南

遺物出土状態 住居自体の遺存が不良のため詳細不詳。

A
 

`. 

こ二三／
1 

¥¥i  ¥ 

2 

層序 (C45住）

1.粒状 C軽石少量。

2 立 2. 微粒状C軽石若干．
塊状VII層土含有。 ｰ 10cm 

3
 

゜ L= 127.80 2m 
第106図 c 区第45号住居跡・出土遺物実測図

所見 当住居は C46住を切る。調査段階で調査自体の不手際により遺存を悪くしている。 この為カマドは痕

跡程度にしか検出出来得ず、詳細は不分明である。然、住居南東部には多量の灰・炭化物が床面直上で検出

され、カマドの使用に伴ない掻き出されたものであることが考えられ、カマドの使用は明らかに判断される。

又、当該区では、最小規模の住居である。出土遺物には、 D 区の第IV段階の様相が認められることから、 ヵ

マドは南東隅部に付設された可能性が強い。住居の廃棄は、遺物から 10世紀末から 11世紀前半と考えられる。
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第46号住居跡 I 位置 19 • 20-C-50~52グリッド内。 1 残存深度約32cm

平面形態 矩形。 規模 2.87mX 3.lm 構築基準辺 北乃至西壁 l 主軸方位 （北壁）北ー93度ー南

壁 I 斜位気味に立ち上がる。 床面 ほぽ平坦。掘り方を埋設し造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 未検出。（南東隅部に遺物が集中する）。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に顕著である。北壁下は、南壁下に比較しやや顕著に認められる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から56cm。 主軸方位 北ー 93度ー南

改築 有。掘り方燃焼部に補強材の裾方を検出。 形状 舌状。

規模 全長80cm ・屋外長45cm •屋内長35cm ・袖部幅100cm ・燃焼部幅37cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考え

られる。礫・瓦による壁の補強はない。 袖 左袖は右袖に比較し大きい。補強材は認められなかった。

煙道 未検出。燃焼部の立ち上りが煙道に延びる？ 掘り方 長楕円形状で、補強材の据方を検出。

遺物出土状態 I カマド内・カマド周辺での出土が若干有ったのみである。カマド周辺は、床面直上。
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層序 C46住

1.粒状 C軽石

混入・粒状焼土

含有。 2. 粒

状C軽石混入。

3. 細粒状C軽

石含有。 4. 

1 近質。 5. 

細粒状C軽石微

菰．粒状VII層土

含有。 6. 塊

状V[1層土混入・

細粒状 C軽石若

干。 7. 細粒

状 C軽石含有・

粒状焼土混入・

粒状炭化物含有。

8. 粒状炭化物・

塊状焼土混入。

9. 塊状焼土。

i 
か

~｀べ’:
心認参桑置置，屈

’’ 

- ~= ~ 

1 
2 

--ｷ. 

() 10cm 

第107図 c 区第46号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第108図 C 区第46号住居跡出土遺物実測図 (2)
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I 

＼＼こ

ヽ
\ 

第109図

I I 

c 区第46号住居跡出土遺物実測図 (3)

2
 ゜ 25cm 

遺構名称 |c 区第47号住居跡 I 位置 22 • 23-C-51 • 52グリッド内。 残存深度，約12cm

カマド I 位置東壁、住居南東隅部から 55cm。 I 主軸方位 I 北ー 94度ー南
改築 不分明。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 80cm ·屋外長113cm ·屋内長 67cm ・袖部幅llO+acm• 燃焼部幅 34cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖左袖は19号住により一部破壊されている。

煙道 立ち上がり部のみ、部分的に検出。 掘り方 両袖を削り出し、全体が馬蹄状に掘り込む。

遺物出土状態 土器類が数点出土したのみである。
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層序 C47住

1.細粒状C軽石含有・粒状焼土混入。

2. II 微絨．塊状 / 1 ．粒状

炭化物混入。 3. 微粒状 C軽石若干．粒状

焼土若干。

L= 127.80 第llO図

゜ 10cm 

2m c 区第47号住居跡・出土遺物実測図

所見 当住居は19住に切られ、 48住を切るが、調査の不手際から詳細は不分明である。検出出来得た部分は

カマド周辺のみである。カマドは、南東隅部にやや寄った位置で、 この状況は、 D 区の住居分類では第III段

階が考えられ、この点から当住居は、 10世紀中頃に廃棄された可能性が考えられる。
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第111図 C 区第48号住居跡出土遺物実測図（ 1)

遺構名称 c 区第48号住居跡 I 位置 21~24-C-52 • 53グリッド内。 残存深度約45cm

平面形態 不分明。規模 4.50m X 3.50＋四n |構築基準辺不分明壁。主軸方位 北ー 158度ー南位か

壁 1 垂直に立ち上がる。 床面 VII層土を使用し平坦。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 部分的に層厚数cmの貼り床が認められた程度である。

カマド 位置南壁、住居南東隅部から 82cm。 主軸方位 北ー 157度ー南

改築 不分明。 形状舌状を呈する。

規模 全長 93cm •屋外長 55cm ·屋内長 38cm ·袖部幅 90cm •燃焼部幅 63cm。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁体の補強材は末検出。 袖 ほとんど無い状態。

煙道 未検出。 掘り方 広い舌状を呈し、底面は平坦。

遺物出土状態 床面直上で完形個体（第112図 6 • 13) が検出されている。他は覆土上層が多い。
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層序 C48住

1. Cl9住掘り方土（細粒状C軽石若干．粗粒状Vil層土含有・

粒状焼土若干）。 2. C47住覆土（粒状C軽石多且．粒状焼土

若干）。 3. C47住掘り方土（細粒状C軽石微量・粒状焼土・

炭化物若干）。 4. 粒状 C軽石多量。 5. 粒状 C軽石含有・

粒状焼土若干。 6. 細粒状 C軽石若干．粒状炭化物混入・灰

混入・粒状焼土含有。 7. 微粒状 C軽石若干．塊状Vil層土含有。 8. 7 近質。

9 ．細粒状 C軽石若干．粒状Vil層土含有。 10. 細粒状C軽石若干．粒状焼土・炭

化物多量混入。 11.粒状炭化物・粒状Vil層土若干。 12. 粒状 C軽石若干・塊状

Vil層土含有・粒状焼土・炭化物少鼠。
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第112図 C 区第48号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第113図 C 区第48号住居跡出土遺物実測図 (3)
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遺構名称 c 区第49号住居跡 I 位置 19~21-C-52 • 53グリッド内。 残存深度約38cm

平面形態 不分明。 規模 1. 05 + am X 3. 36m 構築基準辺不分明壁。主軸方位北ー 92度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面造床の層厚は厚いが平坦。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 R 。不整楕円。 55 X 42cm ・深度ー22cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に平坦。未調査部は、検出部の状況からほぽ平坦に近い状態と思われる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 70cm程。（最終時） 1 主軸方位 北ー91度ー南
改築 有。大きな改築が 2 回認められる。 形状i舌状を呈する。
規模 全長113cm •屋外長 69cm ·屋内長 44cm •袖部幅 55cm •燃焼部幅 40cm ．煙道部幅 21cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 最終次のものは無いが、二期のものには補強材が考えられる。

煙道 暖やかに立ち上がる。 掘り方 二回の改修が認められ、図示は全体の図化。

遺物出土状態 住居中央部では、全体的に覆土内が多いが、南東隅部は床面に近い。

ー一ー／／ Q| Q|̂. Jo Q 

二1□心
ら‘1 5‘| 

I マ
1/0, 

‘’ ul 

-、 --^r 口'l3`=―` ` : 

二 ゜ L= 128凶 2m 

鼈坑を南東隅部直下に備えている。カマドは 2 回の

改築が確認出来、改築毎にやや北側に移動している。

構築頭初は、屋外への突出がやや少なく、 1 回目の

/ 

層序 C49住

1.粒状 C軽石多斌・粒状Vil層土多旦。 2. 粒状C軽石多量。 3. 細粒状 C軽石含有・塊状Vil層土若干。 4. 細粒状 C軽石混入。

5. 細粒状 C軽石若干。 6. 細粒状 C軽石若干．粒状焼土含有。 7. 細粒状C軽石少鼠・塊状Vil層土含有・粒状Vil層土混入。

8. 粒状C軽石多星・粒状焼土含有。 9. 粒状 C軽石含有・粒状焼土・炭化物多量。 10. 粒状Vil層土含有灰青色粘質土。 11~13. 

細粒状 C軽石・粒状Vil層土・塊状・粒状焼土・粒状炭化物を混入する。各陪はこれらの含有址により分層。 11 は炭化物が多い。 12 は全体

的に焼土が多く、 13 は、灰雑量が全体的に少ない。 14. II]層土に近い（住居 1 に近質）。

ロニロ＼ ニ― ll :::た。当住居の西半分は調査外に延び、完掘出来な
一ーーニー ロ カマトは東壁中央より南東隅部寄りに具備し、傍

、、'如 2

攣畜j 1 

`— ‘‘-,•, 

］言し 2期のカマドの左壁を利用し
床面下20cm程に底面が在り平坦であった。住居の廃棄は、傍

\ \ 鼈・カマド位置・出土遺物から、 D 区の住居分類の第 II段階

改築時には屋外への突出を多くしている。第 2 回目の改築は、

ている。住居全体の掘り方は、

゜ 10cm 
に比定出来ることから、 10世紀前半と考えられる。

第114図 C 区第49号住居跡・出土遺物実測図(1)
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第115図 C 区第49号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第116図 c 区第49号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 c 区第50号住居跡 位置 17~19-C-51~53グリッド内。 残存深度 約18cm

平面形態 矩形。 規模 3. 80m x 4. 50m 構築華準辺 北壁 主軸方位 北ー 86度ー南

壁 斜位気味に立ち上がる。 床面 ほぼ平坦か？

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に顕著で、東西方向に長い掘り込み状に認められる。北壁下では土坑状になる。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 10cm位か？ 主軸方位 北ー 90度ー南位か

改築 有。左袖には改築以前の裾を残す。 形状 馬蹄形の燃焼部に細い溝状の煙道を備える。

規模 全長140cm •屋外長 91cm •屋内長 49cm ·袖部幅？ cm• 燃焼部幅？ cm· 煙道部幅？ cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖のみ残存する。改築以前は礫を用い補強する。

煙道 細い溝状と考えられる。 掘り方 左袖は若干の削出しが認められる。

遺物出土状態 住居中央部やや東寄りで、床面直上より「U」字状の鉄製鍬先が出土している。

一 三呈
く

B
 

1]8-9 . . 
1]9-1 

\ 

□

6
1
-
'
 

` j, 2 --—• i— 

B' 

ジ一
層序 C50住

1.粒状 C軽石混入。 2. 細粒状C軽石若干・小塊状VII層

土含有。 3. 微粒状C軽石含有。 4. 細粒状 C軽石若干

細粒状VII層土含有・灰含有。 5. 細粒状C軽石若干．塊状

VII層土含有。 6. 1 近質。 7. 細粒状C軽石含有・粒状

焼土多量混入。 8. ·VII層土（塊状）。 9. 灰層（改築前）。

10. 粒状焼土含有・粒状炭化物若干（改築時貼土）。 10'10 

近質であるが、粒状焼土の含有がやや少ない）。

第117図 C 区第50号住居跡実測図

所見

゜ L= 127.40 2m 

当住居は中世 (14世紀後半～16世紀前半）

遺構が住居中央部を破壊し構築し、カマド部分も中世竪穴

状遺構が破壊している。住居は横長方形を呈し、カマドは

南東隅部から若干北寄りに具備しており、

D 区の住居分類の第III段階以降の特徴が認められる。一方、

住居形状は、

の竪穴状

カマド形状は、

D 区の住居分類の第III乃至v段階の様相に対

比出来る。出土遺物の様相では、「ホ」段階の様相が認めら

れる。 この両者の点を勘案すれば、住居第V段階の様相と考えられる。掘り方では、南東隅部には傍竃坑状

の掘り込みが認められる。 このことから、 11世紀前半代の存続は考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第51号住居跡 位置 17 • 18-C-50 • 51 グリッド内。 残存深度 約25cm

遺物出土状態 カマドは改築が認められる。 C 1 号址 •C50号住の破壊により詳細不詳。
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50住 l
• 21  ^’ 

50 

51住ーミ＝—=＝今気｀
9 L= 1叙50 ;m 

に切られ住居の大半を失っている。

4/:D'.l]口＼ ＿三― 1
翠？．：状c孟：：入・粒状焼土

4 5 含有。 2. 細粒状C軽石若干。 ！憂召蕊賃葵惑翌 l
3. 細粒状C軽石少塁・塊状VII

層土含有。 4. 細粒状 C軽石若

干・粒状焼土・炭化物多最。 5.

灰。 6. 粒状焼土・炭化物含有。 — — 

当住居は50住・中世竪穴状遺構口：二二三三― 2 

この為構造等の詳細に就いては不分明

所見

であり、住居形状での時期判断は出来得なかった。

掘り方は、床面下 5~8 cm程度に底面が認められたが、顕著なものではな

かった。出土遺物では、坪 2 点を図示したが、瓦を含めて時期を勘案すれ
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第120図 c 区第51号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節南側調査区

I I I 
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゜ 25cm 

第121因 c 区第51号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第53号住居跡 位置 15~17-C-45 • 46 グリッド内。 残存深度約21cm

平面形態 矩形。 規模 2. 44m x 2. 7 4m 構築基準辺西乃至南壁 1 主軸方位 北ー 95度ー南
壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。造床無し。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 無。床面にセクションベルトを設定し掘り下げを行なったが、小さい穴状のものが部分的に認められた。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から55cm。 I 主軸方位 北ー 92度ー南

改築 無。使用面は、掘り方で同一であった。 形状 I 舌状を呈する（逆「V」字状）。
規模 全長 61cm •屋外長 40cm ・屋内長 21cm •袖部幅136cm •燃焼部幅 52cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左右共に削り出し、補強材等を用いず構築している。

煙道 未検出。 掘り方 未検出。使用面自体が掘り方面。

遺物出土状態 覆土内から微量の出土があったのみである。

。 ドを東壁ほぼ中央に備えるが、全体に遺存が良好でない為詳細に就

.,-'1TIべ:]- \\B腎＼＼1/1 ：コ戸二三：三塁:5三塁
ー／·

，へ、

—可 11
[7,' ／・琴滋心卜 点と位置から、当住居はD 区の住居分

吋111: べ：謬鴫．＼ 類第 I • II 段階の特徴が認められる。
ふーヘ＇～ー、ヤ吼

上 3 2 `<\ □十 3 塁
~ :いロニニニニ—-

→六一二，／← -I＇-―—／ケ一

層序 C53住

1. 粒状C軽石混入。 2. 細粒状 C軽石少量。

3. 微粒状 C軽石若干・塊状VII層土含有。

4. II 含有・粒状焼土含有。 5. 微

粒状 C軽石若干・粗粒状VII層土含有・粒状焼土・

炭化物含有。 0 L=127.70 2m 

言＝合は調査以前の欠損をあらわす。

2 ＊は調査以後の欠損をあらわす。
10cm 

第122図 C 区第53号住居跡・出土遺物実測固（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第123図 c 区第53号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 c 区第54号住居跡 位置 14 • 15-C-35~36グリッド内。 残存深度 約 5 cm 

遺物出土状態 調査自体の不手際 •42号住・攪乱の破壊により詳細不詳。
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当住居は、撹乱土坑・中世 (14世紀後半～16世紀前
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所見

半）の小遺構・中世以降の撹乱が著しく遺存状態は非常に

悪かった。更に調査の不手際もあり、収拾のつかない状態

にさせた部分もある。

吠を呈すると考えられる。

カマドは東壁中央より南東隅部に寄った位置で、南東隅部
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傍竃坑内からは完形の女瓦

等の出土がある。住居の廃

棄時期は、住居形状・遺物

() 

第124図

様相がD 区第 I 段階に疑せ

らることから、 9 世紀後半
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C 区第54号住居跡・出土遺物実測図(1)
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第 1 節 南側調査区
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第125区 C 区第54号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第126図 C 区第54号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 1 節南側調査区
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第127図 c 区第54号住居跡出土遺物実測図 (4)
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第128図 C 区第54号住居跡出土遺物実測図 (5)

遺構名称 c 区第55号住居跡 位置 16~18-C-45~47グリッド内。 残存深度約42cm

平面形態 横長方形。 規模 3. 72m x 4. 27m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー 59度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 分明な床面は検出出来ず、調査時に掘り方底面まで調査。

壁溝 末検出。 傍竃坑・貯蔵穴 未検出、傍竃坑は存在した可能が大きい。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南西・北東隅が住居内に突入した状態で地山VII層土を削り出している。この上面が生活面。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 54cm。 主軸方位 北ー 77度ー南

改築 有。掘り方では改修以前が確認出来る。 形状 l 逆「 Y」字状の如くの形状を呈し類例が少ない。

規模 全長102cm ·屋外長 54cm ·屋内長 48cm ·袖部幅210cm ·燃焼部幅 70cm •煙道部幅 16cm。

焚ロ・燃焼部 逆扇状を呈し、焚口部・燃焼空間は重複する部分が著しい、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 非常に大きいが、礫・瓦等による補強材は認められなかった。

煙道 先端部には、女瓦による天井部が残存する。 掘り方 燃焼部直下の掘り込みは改築以前のもの。

遺物出土状態 全体的に掘り方底面に近い部分での出土が多い。
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層序 C55住

1.粒状 C軽石多量。 2. 粒状C軽石若干。

3. 微粒状C軽石若干．塊状VII層土若干・粒状焼

土若干。 4. 微粒状C軽石若干・塊状VII層土含

有・粒状焼土・塊状炭化物含有。 5. 粒状 C軽

石混入・粒状焼土若干。 6. 細粒状 C軽石含有

．塊状VII層土含有・塊状焼土含有。 7. 細粒状

C軽石微粒・塊状焼土若干・塊状VII層土若干。

8. 粒状 C軽石微量・粒状炭化物若千・粒状焼土

微量。 9. 粒状 C軽石含有・粒状焼土少量。

゜ L= 127.70 2m 

第129図 C 区第55号住居跡実測図
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第 1 節南側調査区

所見 当住居は53住に切られている。住居は、調査段階で床面の露呈を行なわず掘り方面を露呈させた。こ

の為傍鼈等の施設は検出出来なかった。

住居は東壁中央より南東隅部に寄った位置にカマドを具備する大型の住居である。カマドは屋外に細目に

煙道部が突出する。袖幅は広く堅固な状態である。住居の廃棄時期は、出土遺物ではD 区の第 I 段階の組成

より古式の様相が認められることから、 9 世紀中頃と考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第56号住居跡 位置 7 ~9-C-35~37グリッド内。 残存深度i約34cm
平面形態 正方形。 規模 3.23mX 3.5m I 構築基準辺北壁 主軸方位 北ー 88度ー南

壁 やや斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。部分的に薄い貼床が有る。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 E. B 。不整円形。 P,47X50cm ·深度ー30cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 部分的貼床をする程度で、ほぼ認められないに近い。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 80cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 有。掘り方で、補強材の据え方を検出。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 舌状を呈し、細い煙道が具備する。

規模 全長 94cm •屋外長 48cm •屋内長 46cm ·袖部幅120cm •燃焼部幅 55cm •煙道部幅 25cm。

焚ロ・燃焼部！扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖 粘土を主体に造る。改築以前は補強材の存在が考えられる。

煙道 細く、斜位に立ち上がる。 掘り方 補強材ピットの位置から改築時に右寄りに移動。

遺物出土状態 住居内に散在するが、東側に床面直上層のものが多い。

---/ | 
1 3 7 ̂ .'`.,  
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層序 C56住

1.粒状 C軽石多屈．塊状VII層土微屈。

2. II ・粒状焼土少絨。

3. II 混入・粒状・塊状VII層土多

虻。 4. 粒状C軽石混入・粒状VII陪土若

干。 5. 粒状 C軽石含有。 6. 3 近質。

7. 粒状C軽石混入・粒状VII層土微屈。

8. 細粒状 C軽石微凪。 9. 細粒状 C軽

石微砒・塊状VII層土多鉱。 10. 9 近質。

11. 粒状 C軽石含有・粒状焼土含有。

12. 細粒状C軽石少凪・塊状焼土少虻。

13. 灰白色粘土層（塊状焼土含有）。

14. 塊状焼土・塊状VII層土の混土陪。

15. 灰白色粘土。 16. 粒状C軽石若干．

粒状焼土・塊状灰白色粘土混入。 17. 灰

所見 当住居は63 • 64号住を切り 65住に切られてい

る。住居は正方形を呈し東壁中央にカマドを具備す

る。傍鼈は認められず、 Eが西壁中央直で検出され

貯蔵穴と考えられる。又、p 2ー  p 3 は床面下で掘り方

で検出された。この住居形状は前出の53住に類似し、

D 区の住居分類には該当するものが認められない。

一方、出土遺物ではD区の第IV·V段の様相が認めら

れる。この点では、当該住居は11世紀前半以降に廃

棄が考えられる。そして、当住居の如く、 D区では認

められなかった様相が存在する。

こロニニニ

白色粒土層。 ］ 8. 濁淡黄褐色粘性土。 19. 17同質。 20. 14 

近質。 21. 18近質（塊状VII層土含有）。 22. 粒状 C軽石微鼠． 0 

粒状焼土・粒状炭化物含有。

ミ3

10cm 

116 
゜ L= 127.90 2m 

第135図 C 区第56号住居跡・出土遺物実測図(1)



第 1 節 南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 c 区第57号住居跡 位置 15~17-C-41 • 42 グリッド内。 残存深度約43cm

平面形態 横長方形。 規模 2.75mX3.47m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー88度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。地山VII層土を使用する。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 なし。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 10cm。 主軸方位 北ー 82度ー南

改築 有。掘り方内に焼土を検出。 形状

規模 全長 68cm •屋外長 20cm ·屋内長 48cm •袖部幅130cm ·燃焼部幅 24cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。補強材は未検出。 袖 堅固な状態で大きく、右袖下端は住居隅部に達している。

煙道 立ち上がり部のみ検出。詳細不分明。 I 掘り方瘤状に地山を削り出している。
遺物出土状態 I 住居中央部で床面直上層から若干出土があり、他は南東隅部に集中する。
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L~ ]27.70 2m 

所見

層序 C57住

1.粒状C軽石多量。 2. 粒状

C軽石混入・粗粒状・塊状VII層

土含有。 3. 2 近質 •VII層土多

量。 4. 細粒状 C軽石少鼠．粒

状・塊状VII層土含有。 5. 4 近

質（粒状焼土含有）。 6. 1 近

質（粒状焼土若干）。 7. 細粒

状 C軽石若干・粒状VII層土含有・

粒状・塊状焼土多鼠・灰・炭化

物混入。 8. 粒状焼土・灰・炭

化物多鼠。 9. 細粒状C軽石含

有・塊状VII層土混入・粒状焼土

・炭化物含有。

当住居は他の住居との切

゜ 10cm 

第138図

2
 

C 区第57号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

り合い関係は無い。住居は横長

方形を呈し、東壁で南東隅部寄

りにカマドを具備する。傍鼈坑・貯蔵穴

等の施設は認められなかった。

構築某準辺は南壁に求めたが、住居全

体はやや南側振る状態である。然、カマ

ド・カマド付近・南西隅部状況は、南壁

の指向方向に合わせる状況である。

点から南壁に構築基準辺を求めた。

この

住居全体の形状、 D 区の住居分類の第

III段階に比定出来、遺物の組成も第III段

階の様相が認められることより、住居の

廃棄は10世紀後半と考えられる。
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第139図 C 区第57号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 1 節 南側調査区
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( ) 25cm 

C 区第57号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 c 区第58号住居跡 位置 14~16-C-42~44グリッド内。 残存深度約43cm

平面形態 横長方形。 規模 3.47mX4.30m 構築基準辺西乃至北壁主軸方位 北ー92度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面平坦。全体的に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴不分明。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に浅いが、部分的に土坑状のものが認められる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から40~60cm。 主軸方位 北ー 94度ー南

改築 有。改築以前の燃焼部補強材（瓦）が残存。 形状 長方形指向の舌状を呈する。

規模 全長114cm •屋外長 64cm •屋内長 50cm •袖部幅155cm •燃焼部幅 42cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部中央に器設部分が考え

られる。奥側天井は瓦を用いる。 袖 瘤状に近く、燃焼部が瓦を多用するが、瓦は一部に用いる。

煙道 奥壁立ち上がり部のみ検出。 掘り方 焚口部直下に土坑状の掘り方が検出されている。

遺物出土状態 カマド、南東隅部でやや多く検出されている。
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第 4 章検出された遺構・遺物

層序 C58住

1.粒状 C軽石多屈。

2. 粒状 C軽石若干。

3. 粒状 C軽石混入・塊

状VII陪土斑状混入。

4. 粒状 C軽石混入・粒

状VII府土多砒。 5. 細

粒状C軽石若千（硬質気

味）。 6. 微粒状 C軽石

若干．粒状VII陪土多屈。

7. 粒状 C軽石含有・粒

状VII陪土含有。 8. 粒

状 C軽石含有・粒状焼土

含有。 9. 灰・炭化物。

IO. 細粒状 C軽石若干．

塊状焼土・粒状焼土多屈。

所見 当住居は横長方形の大型住居で、東壁の南東隅寄りにカマドを具備し、南東隅

部には屋外に突出する状態で傍竃坑を備えている。この傍鼈坑の南端は73住に切られ

ている。堀り方は、床面下15cm程に底面が検出され、部分的に土坑状の堀り込みが検

出されている。又北壁東半部及び南壁西半部には壁溝状の掘り込みが認められた。こ

の堀り込みは前刊書中で述べたとおり住居の構築に伴なうものと判断される。

当住居の形状は、 D 区の住居分類の第 I 乃至 II段階に対比される。出土遺物では、

中国北方諸窯での焼造製の白磁碗片が出土している。他の遺物では須恵器・土師質土

器の坪・碗の出土が多い。瓦では、カマド出土の男瓦（第143図ー 5) は紐作り成形で

ある。これらの遺物様相は、 D 区の第 II段階の様相に対比出来、住居形状を含めれば、

当住居の廃棄時期は、 10世紀前半頃と考えられる。
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第 1 節南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第146因 C 区第58号住居跡出土遺物実測図 (5)

遺構名称 c 区第62号住居跡 位置 7 ~ 9 -C-33~35グリッド内。 残存深度約23cm

平面形態 横長方形 規模 2. 50m x 3.37m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 90度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。住居中央部以南を造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 /P,·P2?

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 住居中央部から南壁寄りに土坑状の掘り込みが認められたが、巳は本跡のものではないのか？

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 158cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 有。掘り方埋土内に炭化物・焼土が混入。 形状 舌状を呈する。

規模 全長 46cm ·屋外長 38cm ・屋内長 18cm •袖部幅 68cm ·燃焼部幅 29cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部奥寄りに支脚が検出さ

れている。 袖 瘤状で極僅かに認められ、瓦による補強が行なわれている。

煙道 未検出。 掘り方 袖の補強材の据方が検出されている。

遺物出土状態 大半が覆土内からの出土である。

c 区第59 • 60 • 61号住居跡に就いて。

この 3 軒の住居跡は、調査区東端で11~13-C-33~35グリット内で確認された。北側には前出の38~41

号住居が位置している。当該の 3 軒の住居が確認された部分は、中世以降の撹乱が非常に著しく、さらに昭

和45年の調査のグリットが重複している。 この状況下で確認された住居を調査した結果、 59号住居跡とした

ものは何らの痕跡も認められない程度で、図示した61号住の南側に覆土（恐らく堀り方の一部）が数cm程で

所々に認められる程度で図化には至れなかった。一方、 60 • 61号住居跡は、切り合う状態で認められたが、

新旧関係を確認出来る程ではなかった。図示出来た部分は、数cmの高低差部分を図化したものである。又、

この 3 軒の住居跡からの出土遺物は皆無である。

の住居に就いて記述することは不能である。

これらのことより、住居形状・遺物様相等でのこれら 3 軒

ー＝三
38号口 」

苫十. 
60 号住

饂

調査区域外

l-

第147図

□
[
 

：茎
61可

c 区第60 • 61号住居跡実測図

2m 

126 



第 1 節 南側調査区
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附序 C62住

1.粒状 C軽石混入。 2. 細粒状 C軽石含有。 3. 細粒状 C軽石含有・粒状VII層土若干。 4. 細粒状 C軽石若干・粒状VII層土含有・

小塊状VII層土含有。 5. 微粒状 C軽石微斌。塊状VII層土含有・粒状炭化物含有。 6. 微粒状C軽石微鼠・塊状・粒状VII層土多屈。 7. 

粒状C軽石含有粘質土。 8. 黒色土 (IV と V層土中間的土質）ハミス粒子含有。 9. 細粒状 C軽石含有・塊状VII層土混入。

10. 細粒状 C軽石含有・炭化物含有。 11. 細粒状 C軽石少屈・塊状焼土多鼠．塊状炭化物多量。 12. 粒状焼土・炭化物混入。

ここ2 ¥3  ... ,..、

り・ 心ふ砂註認駅ふ四：
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9 / 

＊は調査以後の欠損をあらわす。
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第148図 c 区第62号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区
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第150図 C 区第62号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 c 区第63号住居跡 I 位置 6 ~8 -C-35~37グリッド内。 残存深度約18cm

平面形態 縦長方形。 規模 3. 0? m x 2. 70m \構築基準辺不分明壁主軸方位北ー90度ー南位か
壁残存不良なため詳細不分明。 床面 l 平坦。造床は認められない。

壁溝 北壁部で検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 I 巳。化は貯蔵穴か？ P,53X43cm ·深度ー10cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 他の住居と重複があるため詳細は不分明であるが、ほとんどない状態に近いと考えられる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 30cm。 1 主軸方位 北ー 96度ー南

改築 有。改築は屋内側に向かい再構築している。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 65cm ·屋外長 35cm •屋内長 30cm ·袖部幅150cm ·燃焼部幅 62cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しいと考えられる。壁体の補強は改

築以前の掘り方で据え方ピットを検出。袖 左右不均整であるが、全体的に屋内側での構築である。

煙道 立ち上がり部分が検出されているのみである。 I 掘り方 補強材据方ピットが 2 ケ所検出されている。
遺物出土状態 カマド部分のみでの出土であるが、カマドと直接的な係わりは明らかでない。
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第 4 章 検出された遺構・遺物

所見 当住居は56 • 65住に切られ覆土の

大半を失なっているが、北壁側は床面部

に壁溝の痕跡が認められた。南壁側は65

住の堀り方に痕跡が認められ住居形状の

復原が出来た。住居は東壁南東隅部寄り

にカマドを具備し、南東隅部直下には、

カマド右袖と接する状態で傍鼈を備えて

おり、 D 区の住居分類の第 I 乃至 II段階

に対比される。出土遺物ではD 区の第 II

段階の様相が認められる。 この点から、

当住居の廃棄時期は第 II段階の10世紀前

半と考えられる。
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陪序 C63住

1. 細粒状 C軽石混入・粒状

焼土少屈。 2. 細粒状 C軽

石微址．粒状焼土若干・粒状

炭化物若干。 3. 微粒状c

軽石微品・粗粒状焼土微址．

粒状炭化物含有。 4. 細粒

状 C軽石若干・粒状焼土含有・
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第151図 C 区第63号住居跡・出土遺物実測図

130 



第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第65号住居跡 I 位置 5 ~8-C-36~38グリッド内。 残存深度i約16cm
平面形態 横長方形規模 3. 33m x 4.83m 構築基準辺西乃至東壁？ 主軸方位北ー90度南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。西側は薄く造床し、東側はVII層土を使用する。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 いは床面下。 80X80cm ·深度ー50cm

柱穴 P3 • Ps • Psか？

掘り方 全体的に浅いが、南壁側から西壁側に多く認められる。 P1 ・巳は床面下での検出。

カマド 位置住居南東隅部。 l 主軸方位 北ー 131度ー南

改築 有。掘り方右袖部の三日月状の掘り込みは瓦の据方。 l 形状長い舌状を呈する。

規模 全長184cm ·屋外長129cm ·屋内長 55cm ·袖部幅121cm ·燃焼部幅 60cm ·煙道部幅 30cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。燃焼部は F-F'間までか？袖 左袖のみ検出されているが、形態上の特徴と考えられる。

煙道 燃焼部との堺が分明ではない。 I 掘り方 I ピット等からは 2 回の改修は考えられる。
遺物出土状態 住居中央部で床面直上層中での出土が若干認められた。
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所見当住居は64住を切り 56住に

切られる。尚、当住居は試堀時に

トレンチで確認され、この折のト

レンチにより西壁の大半を失なっ

ている。住居は、南東隅部に住居

の対角線方向にカマドを具備する

横長方形を呈するもので、出土遺

物と共に D 区の住居分類の第IV段

階に対比される。又、住居床面で

は浅い柱穴の掘り込みが中央で検

出されているが、上屋を支えられ

るかは疑問が残る。住居の廃棄は

11世紀前半と考えられる。

層序 C65住

1.粒状 C軽石混入。 2. 細粒状 C軽石

微屈・粒状焼土混入。 3. 粒状 C軽石多

星・粒状・塊状VII層土含有。 4. 細粒状

C軽石微械・塊状VII層土混入・粒状焼土含

有。 5. 粒状 C軽石少凧・細粒状・塊状

VII屑土混入。 6. 5 より VII層土の混入多。

7. 粒状 C軽石混入・粒状炭化物・焼土含

有。 8. 細粒状 C軽石含有・粒状・塊状

焼土混入。 9. 橙褐色土（披熱土）。

10. 1 近質。 11.炭化物・焼土混入。

12. 灰・焼土多屈・粒状VII附上混入。

13. 焼土（天井の崩壊土）。 14. 灰層。

15. 粒状焼土多鼠・塊状焼土含有・粒状炭

化物含有。

゜ L= 127.20 2m 

第152図 c 区第65号住居跡実測図
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第153図 C 区第65号住居跡出土遺物実測因
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第 1 節南側調査区

遺構名称 C 区第66号住居跡 位置 5 ~6-C-35~37グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 横長方形 規模 2.50m X 3.00m 構築碁準辺南壁 主軸方位 北ー 67度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。南西隅からカマド前面にかけて造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南西隅部で顕著で、深い掘り込みが認められる。カマド前面は比較的浅目。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 18cm。 主軸方位 北ー 68度ー南

改築 掘り方内の焼土・炭化物からは「有」。 形状細い舌状を呈し、主体は屋内に設置。

規模 全長 82cm ·屋外長 35cm •屋内長 47cm •袖部幅125cm •燃焼部幅 45cm。

焚□ ．燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部中央やや奥壁寄りに器

設部分が考えられる。 袖 左袖は屋内長51cmを計る。幅も広く堅固である。

煙道 未検出。 掘り方 円形土坑状の掘り方で、奥壁寄りは深い。

遺物出土状態 l 焚口部で、大小 2 個体の土師器坪が重なり底面直上から出土している。

陪片 C66住

1.粒状 C軽石含有・粒状

Vil層土含有。 2. 粒状 C

軽石多址・粒状＼’II層土少凪。

3. 粒状 C軽石混入・粒状

Vil層土含有。 4. 微粒状

C軽石若干．粒状Vil附土多

械。 5. 微粒状 C軽石微

斌．塊状・粒状Vil居土混入。

6. 細粒状 C軽石含有・粒

状焼土少屈。 7. 細粒状

C軽石若干・粒状焼土含有

．粒状Vil陪土含有。 8. 

微粒状C軽石含有・粒状焼

土含有・細粒状Vil屈土多屈。

三う31 - m 

軽石含有・粒状焼土混入・粒状炭化物混入・粒状Vil陪土含有。 10. 粒状焼

粒状 C軽石若干．塊状・粒状Vil層土多鼠粒状焼土若干。

l:crn□三二］一／ー ：こここ：ロニ：
徴である。

：
メ

ヘ
g

所見 当住居は65住に切られ大半

—~--= --~ i 
- I 

\ 

' . 4 

を失なっているが平面形状は復原

出来た。住居形状はD 区の住居分

類の第III段階に対比されるが、出

土遺物の様相が異っている。出土

遺物は土師器坪類と甕が出土して

いる。この出土遺物からは、 7 世

紀中頃に比定出来る。又、住居の

指向方では、他の住居より北側に

。

第154図 C 区第66号住居跡・出土遺物実測図
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 C 区第67号住居跡 位置 8 • 9 -C-45~47グリッド内。 残存深度約23cm

平面形態 正方形（矩形） 規模 3.30mX 2. 73m 構築基準辺 西壁か？ 主軸方位 北ー 95度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。造床は確認出来たが、平面検出は不能であった。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 平面精査を実施し、存否の確認のみを実施し、確認出来たが平面検出は実施しなかった。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 0 cm。 主軸方位 北ー 140度ー南

改築 有。図示は改築以前の状態。 形状細い舌状を呈し、先端が丸味を帯びる煙道を備える。

規模 全長127cm ·屋外長 80cm ·屋内長 47cm ·袖部幅110cm ·燃焼部幅 42cm ·煙道部幅 17cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖内から瓦片が出土しているが、補強材とは考え難い。

煙道左側壁立ち上がり部に瓦による補強がある。 掘り方 三角形状を呈する。

遺物出土状態 全体的に少ないが、中央部にやや集中する。左波利片の出土がある。
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屈序 C67住

I.粒状 C軽石含有。 2. 粒状C軽石若干。

3. 粒状 C軽石若干・粒状Vil陪土含有。

4. 細粒状 C軽石微屈・粗粒状Vil層土若干。

D' 5. 微粒状C軽石微凪。 6. 細粒状C軽石
混入・粒状焼土含有。 7. 細粒状 C軽石微

試。 8 ．微粒状 C軽石若千・粒状焼土混入。

9. 灰・炭化物層。 10. 細粒状 C軽石微品・

粒状 C軽石多絨・粒状焼土・塊状焼土含有。

1 1.細粒状 C軽石含有。粒状焼土含有。

所見 当住居は南西隅部を撹乱に

ー：:tr. ヽ・
o-11 11 芦

E s 6 E' 

幻／ Ill 三
吋円

破壊されている。尚、周辺住居と

の切り合い関係では最も新しい住

居で、 71 • 99住等を切り構築して
5
 

゜ L= 126.20 2m 
いる。

住居は南東隅部に住居の対角線方向にカマドを具備し、 D 区の住居分類・出土遺物様相では、第IV段階に

対比される。 この点から、当住居の廃棄時期は11世紀前半頃と考えられる。
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第155図

0 10cm 

c 区第67号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第156図 C 区第67号住居跡出土遺物実測図（：こニロニ:/
1 ~ 7 10cm 

8 ~13 25cm 

, 

] 
I I 

\ 
10 ＼ミニニジ 11 

I I 

13 

\ り所見 (68 • 70住） 68住は70住 •69住を切り構築している。

ロニ三 68住は東壁中央よりやや南東隅部寄りに具備する。傍竃坑は認められず、
芦□謬｀／埓＇ 貯蔵穴等の施設は認められなかった。住居形状はD 区の分類の第III段階に対

ぐご／i 比される。然、当住居が切る 69住は、縦長方形であるものの、 D 区の第llI段
--/‘“ 階に対比される。出土遺物では、第IV段階に含まれる羽釜の出土があり、こ

。 10cm 

第157図 C 区第68号住居跡出土遺物実測図（ 1)

れらを勘案すると、当住居の廃棄は11世紀前半

代に推定出来る。

70住は、上述の69住に切られカマドを含め大

半が失なわれている。この為詳細は不分明である。

然、東壁は68住の東壁に重複している為カマド

の痕跡も想定されるが、何ら認められなかった。

135 



第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第68号住居跡 I 位置 6•7-C-41~43グリッド内。 残存深度約20cm

平面形態 梯形。 規模 3.5mX 3.7m 構築基準辺 1 南乃至北壁 主軸方位北ー86度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。造床があるが詳細不明。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 詳細不分明。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 53cm。 l 主軸方位 北ー 90度ー南
改築 有。掘り方内に焼土粒が存在する。 形状舌状。

規模 全長110cm ·屋外長 40cm ·屋内長 70cm •袖部幅104cm ·燃焼部幅 48cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。補強材は未検出。 袖 瘤状。掘り方での削り出しは認められなかった。

煙道 未検出。 掘り方 楕円形状を呈する。補強材等の据方はない。

遺物出土状態 西壁下で少量認められたが、他は覆土内から散漫な状態で出土している。

:::: I し：：70号住9:模 1 ：竺］：：］，87:];;:::]：：ぷ： 1 主軸方イ1 ：：：：ょ：：：：か
平面形状は正方形基調か。 C68 • 69号住の破壊により詳細不詳。
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府序 C68 • 70住
1.粒状 C軽石含有。 2. 粒状 C軽石少屈．粒状焼土含有。 3. 

細粒状C軽石含有・粒状VII層土含有。 4. 粒状 C軽石含有・粒状土

少屈。 5. 塊状・粒状焼土。 6. 細粒状 C軽石若干・粒状・塊状

焼土含有。 7. 細粒状 C軽石微屈．粒状焼土・粒状炭化物混入。

8. 灰・炭化物・塊状VII層土若干。 9. 微・細粒状 C軽石VII層土若

干・粒状焼土・粒状炭化物含有。（ C 区第68号住居跡） 10. 細粒状 C軽

石混入。 11.細粒状 C軽石少屈・粒状・塊状VII層土混入。

12. 粒状C軽石含有・塊状VII層土若干（本層中には、 68号住跡の掘り

方埋土が存在すると考えられるが、土層観察中に分明な分層線は認め
25cm 

られなかった。）

2
 

第158図 C 区第68 • 70号住居跡・第68号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第159図 c 区第68住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 C 区第69号住居跡 位置 5 • 6 -C-41~43グリッド内。 残存深度約44cm

平面形態 縦長方形。 規模 3.lmX2.58m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー 89度ー南

壁 l 斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。南壁下から南西隅部にかけて造床。

壁溝 末検出。 傍竃坑・貯蔵穴 Eか。円形。径55cm （掘り方面）・深度ー20cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南壁下から南西隅部にかけて認められる。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 20cm。ほぼ南東隅部寄り。 主軸方位 北ー 85度ー南

改築 有。掘り方内に焼土が混入。 形状 舌状を呈する燃焼部に溝状の煙道を備える。

規模 全長163cm ·屋外長 91cm •屋内長 72cm •袖部幅120cm •燃焼部幅 60cm ·煙道部幅 23cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。補強材として S が考えられる。 袖 左袖は比較的しっかりしているが、右袖は不鮮明である。

煙道 長さ 23cm程で垂直気味に立ち上がる。 掘り方 西壁自体にも及び、大きく深い。

遺物出土状態 床面直上・直上層中の出土がややあるが、完存状態の土器類はない。

所見 当69号住は、 68住に切られているが、覆土の上半程破壊されたに留まっている。

住居は、縦長方形状を呈し、東壁南東隅部寄りに住居の指向方向に向かうカマドを具備している。カマド
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第 4 章 検出された遺構・遺物

は、右袖が住居南東隅にあたっている。傍鼈坑は検出されなかったが、堀り方底面で浅い皿状のいが検出さ

れている。この P4 は位置的に68住のカマド直下であるが、本跡に確実に伴なう。又、南西隅部では、堀り方

調査時にいが検出されいるが、貯蔵穴と考えられる施設と判断される。住居形状としてはD 区の住居分類の

第III段階に対比され、出土遺物の様相には第IV段階の様相が認められたことにより、当住居の廃棄は、 10世

ー一ー／

ャ

7
/
.

,

`

3

.

 

ー
・

¥

E

7

/

.

.

.

]

]

,

Y

 

ー／

8
<
 

9

上
—

10 
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陪序 C69住

1. 粒状 C軽石多屈・粒状

Vil陪土多屈。 2. 粒状 c

軽石含有・粒状Vil陪土含有。

3. 細粒状C軽石若干•細

粒状Vil層土含有。 4. 塊

状・粒状Vil陪土主体。

5. 微粒状 C軽石微凪．塊

状Vil陪土混入。 6. 粒状

C軽石含有・粒状焼土若干。

7. 細粒状 C軽石若干・粒

状焼土混入・粒状炭化物含

有。 8. 塊状焼土。

9. 灰・炭化物。 10. 粒

状 C軽石微祉・塊状・粗粒

V喝土含有・粒状焼土若干。

11.微粒状C軽石若干．粒

状焼土含有・粒状Vil陪土混
. ．．．主化物若干。
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第71号住居跡 I 位置 8 • 9 -C -44 • 45 グリッド内。 残存深度約23cm

平面形態 縦長方形。 規模 2. 95 + am X 2. 82m 構築華準辺南壁か主軸方位北ー94度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。造床は認められたが、調査不能。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 平面精査を実施し存在は確認したが、下位の住居の存在により確認のみに終わる。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から32cm。 1 主軸方位 l 北ー 100度ー南
改築 有。掘り方に焼土・炭化物を認める。 形状 I 三角形状を呈する。

規模 全長 90cm ·屋外長 50cm •屋内長 40cm ·袖部幅160cm ·燃焼部幅 55cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。底面直上で礫を検出。 袖 両袖共に瘤状に造られている。補強材は認められなかった。

煙道 未検出。 I 掘り方 三角形状を呈し、小さな袖を削り出す。
遺物出土状態 住居中央部で、床面直上から二点の完形瓦が出土している。

□] 
ー＝三え／162-2

E、/‘パ

.. ょジI ふ—3

3
<
 

B
 

B 4 

ーし 所見当住居は67住に切られ、調査時の

／：：□‘イロニロロニ：しt:
] D' 住居跡である。

)--1Tiべくぺ 住居は、東壁ほぼ中央に「ハ」の字状
三立に開く三角形状のカマドを具備する。然、
且 5 3 6 旦

周辺住居との切り合いが著しかった為、

三 床面での施設等の検出作業は出来得なっ
層序 C71住 た。この為、詳細に就いては不明である。
1.細粒状 C軽石多星。 2.

細粒状 C軽石含有・粒状焼土出土遺物では、 D 区の住居分類に伴なう

少量。 3. 2 近質。 4 ．細粒遺物分類中の第 II ｷ III段階が認められた
状C軽石含有。 5. 粒状炭化

物含有。 6. 粒状焼土若干・カゞ、時湛月を確実しえる状態ではない。
粒状炭化物少星。

゜ L= 127.30 

口三二
2m 

11 

透
喝亨

j/ 
() 10cm 

第161図 C 区第71号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節南側調査区

ご三＇＝ヘ

:/ 
，ダ
/ 

｀夕
第163図 C 区第71号住居跡出土遺物実測図 (3) 0 25cm 

遺構名称 C 区第72丹住居跡 位置 7 ~ 9 -C-43~45グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 正方形。 規模 3. 86m x 3. 95m 構築基準辺西壁か主軸方位 北ー 100度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。全体に造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。隅丸胴張正方形。 95X90cm ・深度ー20cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 住居中央部に浅い皿状で土坑状の掘り込みが検出されたが、南西隅部周辺の140号住と重複。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 130cm。 1 主軸方位 北ー 87度ー南
改築 有。平断面から 2 回の改築が認められた。 形状 舌状を呈し、先端に細い煙道を具備する。

規模 全長120+acm ·屋外長50+acm ·犀内長 70cm ・ 1袖部幅130cm ·燃焼部幅 60cm ・煙道部幅 20cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖瘤状で、焚口側を瓦・礫で補強する。

煙道 細く奥壁中位より屋外に向け延びる。 掘り方 図化は改築以前のものも含める。

遺物出土状態 1 床面直上層中の出土と貯蔵穴内での出土が多い。

遺構名称 c 区第140号住居跡 位置 6 • 7-C-43~46グリッド内。 残存深度約16cm

平面形態 縦長方形。 規模 4. 93m x 3.30m 構築基準辺北壁か 主軸方位 北ー 98度ー南

壁i斜位に立ち上がる。 床面大半が124号住に切られる。ほぼ平坦。

傍竃坑・貯蔵穴未検出。
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第 4 章

唸+ 165-3 

~]号

／三

検出された遺構・遺物

: 166-"3 16炉9
166-4 

, I I 

... . 

］三＿―――--- C72住 . 
' . 

169-2 

Cl24住

C71住

ビ

こ4
唸］

B-

］さ

第164図 C 区第72 • 140号住居跡実測図

陪序 (C72住）

1.粒状 C軽石混入・微粒状焼土混入。 2. 細粒状C軽石含

有。 3. 微粒状 C軽石微鼠。 4. 粒状 C軽石含有・塊状・粒

状VII層土含有。 5. 1近質。 6. 粒状 C軽石混入・塊状・粒状

焼土混入。 7. 細粒状 C軽石少屈・粒状炭化物・焼土混入。

8. 塊状焼土混入炭化物・灰層。 9. 細粒状C軽石含有・粒

状焼土混入・塊状焼土含有・粒状炭化物含有。 10. 粒状 C軽

石含有・粒状・塊状焼土混入。 11.炭化物・灰層。

12. 粒状 C軽石少虻・粒状焼土含有。 13. 細粒状 C軽石若干・

塊状VII陪土若干・粒状焼土含有。

14. 粒状 C軽石含有（ Cl40住）。

゜ L= 127.10 2m 

所見 (72住） 当住居は136住・ 140住・ 154住を

切り、 71住に切られている。

住居は、東壁中央部にカマドを備え、南東隅

部に傍竃坑(p 1) が検出されている。カマドは、

改築が 2 回認められ、掘り方でその状況が顕著

に認められる。廃棄時のものは、掘り方域全体の中央部で検出されている。 これ以前のものは、燃焼部左側

に瓦等により壁体を補強した状態のものと、燃焼部右壁側で、袖等の補強材の据え方ピットが屋内側で検出

されている。 この廃棄以前の新旧関係は調査時段階では検証されなかったが、右壁側の旧カマドは、屋内側

で痕跡としてしか認められない点から、住居構築当初のものと考えられる。 このことから、カマドは、南側

から北側へそしてその中央部への移設順位が推定される。 この状況は C47住でも認められている。

住居は上述した様に、

142 

D 区の住居分類の第 I 段階の様相が認められるが、出土遺物の様相では第 I 段階を



第 1 節 南側調査区

含むそれ以前と考えられるものも認められ、 このことから、当住居は 9 世紀後半頃の廃棄と考えられる。

所見(140住） 当住居は72•124住に切られ大半を逸している。カマドは124住に大半を破壊している。 この

為詳細は不分明な点が多い。出土遺物では、宝相華文を毛刻りした金銅製飾り金具が特筆される。廃棄時期

は、 72住に切られる為 9 世紀前半と考えられる。所見(136住） カマドの痕跡が認められたのみである。

口ーロニこ 1 \ 

膏唸こ‘`
三／＝＝戸竺二 4

＼□三□＝／

一ロ

----=-ニ--— ーロ
＝ニ―
-- 3 

(/ 

も
4

i
ー
ぷL
<
`

；
・
‘
と
'
\
‘

ー,

[

 .
.
 
9
,
.
9
:
'
 

6
 

□ー

[\,•9 

\ 

,
9
A＼
ふ
ご
．

宮
，
‘
望
i
-
g
/

ヽ
し
，
忍
’
、
.
"
炉
·
·


合
＇
、
｀
·
i
^

，
戸
凡
＂
・
ラ
『
―
‘

;••9.~“5,,"-,r 

-‘, 

.

.

 

99.~•~

— 

.. 9
」
.
`
`
~
f
ー
・
i
、
:
5
.

、

~`~^' 

ヽ

}
i
、
\ ゞ

/ / / / 

瓦—478
瓦ー566

8 

こロ 瓦ー 194, 

I I 

。 1 ~ 7 10cm 
8 ~10 25cm 

／二〉＼ 10 

第165図 C 区第72号住居跡出土遺物実測図（ 1)

143 



第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区

遺構名称| C 区第83号住居跡 1 位置 I 11 • 12-C-51 • 52グリッド内。

C89 • 100号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約65cm

箆十 所見当住居は、 15号土拡墓（15世紀後半）と 43住(11
臼

世紀前半）に切られており大半を失っている。この為詳

B'1< i 細等に就いては不分明である。
住居確認時、当住居の覆土上面には、 5 mm角程の炭

物粒と、白色の 3 mm角程の粒子が多く認められ、後者は

旦 ／］宮焼骨であった。唯、動物の種が特定出来なかったが、中
耐 間地域での唯一の類例である。時期は不明である。

9 詞第170図 C 区第83号住居跡実測図

竺：］ミニ：：［三:]□□三伍三五］三二）：在］］1巴三三三か
傍鼈坑・貯蔵穴|pl 。円形状。 54X50cm ・深度ー27cm。

笞十 口十
コー＝三ご

< 

笞二。
\ 

<r:I 

＝パ「l,. 
171-3 . 

8

I

+

 

8
<
 

B_ 

所見 当住居は67·143住を切り構築してい

る。住居は全体に遺存が不良である。

カマドは南東隅部に具備し、西壁南西部

隅寄りの壁際で貯蔵穴(p,)と思われる

ピットが検出されている。

カマドは遺存が非常に悪く図示したもの

は堀り方の底面付近の状態である。

住居形状はD 区の住居分類の第IV段階に

対比されるが、出土遺物が非常に少ない為

遺物からの追証は出来ないが、当住居が切

る 67住 (9 世紀前半）より新しいことは確

実である。住居形状の示す11世紀前半代と

考えられる。

＼口三：゜

・ロ髯
ニニニエ

L~ 127.40 

3
 ゜ 10cm 

2, 3 25cm 

層序 C 73住

1.細粒状 C軽石若干・粒状・塊状焼土混入。

2m 2. 粒状炭化物混入。

I I 
I I 

□__~--
疇鶏瓦ー479、古心｀ーマ生ナ
~ -_ -~ 

•し、

第171図 c 区第73号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

／／ロニニロ
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第 4 章検出された遺構・遺物

~\ 

O 25cm 

第172図 C 区第73号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第74号住居跡 位置 1 ~4-C-35~37グリッド内。 残存深度約46cm

平面形態 横長方形。 規模 3.15 (3. 65) m X 4. 69m 構築基準辺北壁主軸方位 北ー89度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面平坦。全体に造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 R 。楕円形。 87x 60cm ・深度ー 8cm

柱穴 末検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが末確認に終わる。

掘り方 南西部がやや深く、他の部分はほぼ同位程度に掘削されている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 153cm。 主軸方位 北ー84度ー南

改築 有。 2 回の改修が認められる。 形状細い舌状を呈する (3 期）。

規模 全長109cm •屋外長 59cm •屋内長 50cm •袖部幅175cm •燃焼部輻 44cm •煙道部幅 25cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 1 期に瓦を用いた補強材がある。 袖 左袖は大きく削り出されている。

煙道 細目の溝状を呈し、奥壁は斜位に立ち上がる。 掘り方 1 期の袖の補強材の据方を検出。

遺物出土状態 住居中央部では覆土下層からの出土がやや多い。鉄器が 5 点出土いることが特筆される。

ロニ

`'口
所見 当住居は切り合い関係の認められない単独住居跡である。

住居は、東壁中央にカマドを具備し、南東隅部には傍竃坑 (P1) を備

える。カマドは 2 回の改築が認められ、第 1 回目
尋炉‘rャ

- - - --IJの改築時に石燃焼部に瓦を据えている。又、堀り

文

` ltヽ：＼］，｀：i：ロ~1j-JI) ｀｀’位
() 10cm 

第173図 C 区第74号住居跡出土遺物実測図(1)
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3 方全体の中では、両袖の先端に補強材の据え方

ピットが検出されており、これも第 1 回目の改築

時の所産と想定される。住居形態はD 区の住居分

類第 I 段階に対比されるが、出土遺物はこれより

古い様相が認められ 9 世紀前半の廃棄と考えられ

る。
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第76号住居跡 位置 12~14-C-41~43グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 梯形。 規模 3.80mX3.6 • 4.65m 構築基準辺南壁主軸方位 北ー85度ー南

壁垂直気味に立ち上がる。 床面平坦。造床は全面に及ぶ。

壁溝 西・北壁下のは壁溝とは考え難い。 傍鼈坑・貯蔵穴 P! 。隅丸長方形。 73X50cm ·深度ー 7 cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが末確認に終わる。

掘り方 基準構築辺の西壁から北壁にかけて幅員の広い溝状の掘り込みが認められている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 95cm位か。 主軸方位 北ー82度ー南

改築 不分明。 30号土拡墓の破壊により不分明。 形状 広い舌状を呈し、細い溝状の煙道を備える。

規模 全長163cm? ·屋外長141cm ·屋内長 22cm? ・袖部幅？．燃焼部幅 60cm ·煙道部幅 25cm。

焚ロ・燃焼部！扇状を呈すると考えられ、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が
考えられる。詳細不分明。 袖左袖が痕跡程度に残存する。

煙道 仰角20度程で立ち上がる。 掘り方 燃焼部の一部が残存するのみで詳細不分明。

遺物出土状態 住居内中央部での出土が少なく、四壁周辺での出土がやや有り床直で完形品が含まれる。
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陪序 C 76住

］．粒状 C軽石含有。 2. 細粒状 C軽石若干・粒状VII陪土多屈。 3. 2 近質。 4. 微粒状C軽石微屈．粒状VII層土混入。

5. 細粒状 C軽石含有・塊状・粒状VII層土混入。 6. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土含有・粒状VII陪土含有。 7. 粒状焼土混入・粒状炭

化物含有・灰混入。

゜ L~ 127.40 2m 

第177図 C 区第76号住居跡実測図

所見 当住居は、 16 • 30号土拡墓 (15世紀後半～16世紀前） •73住に切られている。カマドはこの30号土砿墓

により大半を失なっている。住居は、カマドを東壁中央より若干南東隅部に寄り、南東隅部では傍竃坑(p,)

が検出されている。住居形状はD 区の住居分類の第 I 段階に対比され、出土遺物は、第 I 段階より古い様相

が認められることにより、当住居は、 9 世紀中頃の廃棄と考えられる。
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第178図 C 区第76号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・遺物

ぃ
□日
日
い
I

¥ 

＼こ二こ〉こ＝

こ＼ロニニ）

瓦— 195
1 

I
(
|
_
|
_
|

し
I

]
 

4
 

¥.  | ¥ 

＼ロニ〉’I I 6
 

2
 

、＼ロニロロ
l.,..'、

ロ
：：ロニニ―

I
m
日
且

3
 

I I 

5
 

7
 

゜ 25cm 

第179図 C 区第76号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第77号住居跡 位置 11~13-C-46~48グリッド内。 残存深度約50cm

平面形態 横長方形。 規模 3.32m X 4.55m 構築基準辺南乃至西壁 1 主軸方位 北ー 86度ー南
壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面平坦。南側半に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 巳か。不整楕円形状。 52 X 37cm ・深度ー29cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南半部で顕著であるが、全体的に比較的浅い。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 125cm。 主軸方位 I 北ー 91度ー南
改築 有。 2 回の改修が認められる。 形状！細目の舌状を呈する。
規模 全長 80cm ·屋外長 53cm ·屋内長 27cm ·袖部幅103cm ·燃焼部幅 44cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 ほとんど認められないが、瓦による補強が顕著である。

煙道 立ち上がりの一部のみが検出されている。 掘り方 分明な形状は把握されなかった。

遺物出土状態 カマド周辺・カマド内に多い。他は覆土内から散漫に出土している。

:::: I::::lo了：：i 4]こ竺 I]゜：1：:：］：；：：；□:：i |主軸方{|：：：：ょ：：］：か
C 区77号住の破壊により詳細不詳。
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叶ー所見（75住）当住居は、調査の断層断面で確認された

住居で、平面検出は調査の不手際で出来得なかった。

この為、形状・規模等も不明である。

B 
，所見（77住）当住居は上述の75住に切られ81住を切る。

住居は横長方形を呈する大型の住居である。カマド

:::::: は、東壁中央部よりやや南東隅部寄りに具備し、 2 回

叶の改築が認められた。この中で、構築当初のカマドは
東壁中央部に当り、第 1 回目の改築時に南東隅部側に

移設し、廃棄時の第 2 回目の改築は両者の中央部に構

I i:築している。住居形状はD 区の第 I 段階に対比され、

｀ー 出土遺物も同様な様相が認められる。このことから、

叶当住居の廃棄は 9 世紀後半と考えられる。
:::::: 

所見 (81住）当住居は上述の75·77住に切られており、

立大半を失っている。又、南壁側は農業用水路下に当り

末調査となっており住居形状は不分明である。出土遺

物には、 9 世紀前のものが多い。
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c 区第81号住居跡出土遺物実測医（ 1)
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c 区第81号住居跡出上遺物実測図 (2)

() 25cm 

第189図

遺構名称 c 区第78号住居跡 位置 13~15-C-51~53グリッド内。 残存深度 l 約27cm
平面形態 矩形。 規模 (3.0S)mx (4.00)m [構築某準辺北壁か主軸方位北ー103度？ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。カマド前面に浅い造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 いは用途不分明。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 カマド前面部分を中心に浅い皿状で認められている。また、東壁下で壁溝状の掘り込みも検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から30cm? 主軸方位 I 北 92度ー南
改築 有。掘り方に図示したものが旧状に近いか？ 形状 幅の広い舌状。

規模 全長123cm ·屋外長 62cm ·屋内長 61cm ·袖部幅143cm ·燃焼部幅124cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。側壁の一部を土器・礫で補強。 袖 右袖のみ顕著で、左袖はほとんど認められない。

煙道 掘り方では、認められている。 形状 全体に広く燃焼部は不整方形状を呈する。

遺物出土状態 カマド周辺で礫の出土が多く、カマド補強材と考えられる砂岩質のものが多い。

所見 当住は、住に切られている。この住居は、中世掘立柱建物の検出に伴ない、調査区外に拡張した部分

から検出された為調査実施は行なわなかった。この為、当住居は完全露呈を行なわなかった。住居は、東壁

央部より南東隅部に寄った位置にカマドを具備するが、南東隅部には傍竃坑が認められなかった。住居形状

は D 区の住居分類の第III段階に対比され遺物も同様であることから、廃棄は10世紀中頃と考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第79局住居跡 位置 13~15-C-46~48グリッド内。 残存深度i約21cm
平面形態 正方形。 I 規模 4. 18m x 4. 08m 構築基準辺北乃至西壁主軸方位 北ー 91度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 l 床面は 2 面検出。両面共に平坦。
壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴！未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 西側が西壁に向かい暖やかに傾斜する。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 1 cm。 主軸方位 I 北ー 87度ー南
改築 有。掘り方左袖部の礫は改築以前の補強材。形状 細い舌状を呈する。

規模 全長130cm •屋外長 43cm ·屋内長 87cm ・袖部幅152cm ·燃焼部幅 40cm ·煙道部幅 18cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。両壁共に瓦・礫により補強。 袖 I 屋内に大きく突出し、礫・瓦により内面を補強する。

煙道 天井部（立ち上がり部）を瓦を利用している。 掘り方 全体的に方形状を呈する。

遺物出土状態 カマド内での出土が多い。住居内では床面直上層での出土が多く、大きい礫の出土も多い。

//1 っ

B 3 1 2 ->
己三三二二三1 層序 C79住

1.細粒状C軽石多屈。 2. 細粒状 C軽石混入・粒状焼土含有。 3. 細粒状 C軽石微凪。 4. 細粒状C軽石混入・粒状焼土・炭化物少

址。 5 ．細粒状 C軽石若干・粒状焼土含有。 6. 細粒状 C軽石若干．粒状焼土多屈．粒状炭化物混入。 7. 微粒状C軽石微虻．粒状

炭化物・灰・粒状焼土混入。 8. 灰・炭化物屈（粒状焼土含有）。 9. 細粒状 C軽石若干・粒状VII層土・粒状炭化物・粒状焼土少品。 10.

細粒状 C軽石少屈・粗粒状VII屈土少鼠．灰・粒状炭化物含有。 11.細粒状 C軽石若干．塊状VII眉土含有・粒状焼土若干。 12. 粒状 C軽

石混入・粗粒状炭化物含有。 13. 微粒状 C軽石微絋．粒状焼土・灰混入・粒状炭化物少絨。 14. 細粒状 C軽石若干・粒状焼土・粒状VII

層土少星。 第193図 C 区第79号住居跡実測図

所見 当住居は77住に切られている。住居は正方形状を呈し、東壁中より若干南壁寄りにカマドを具備して
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いる。傍竃坑は、下位の85住と重複する為分明に出来なかったが、調査時に於いて皿状の窪みで検出された

が、確実とは断言し難い為、この部分は図から割愛した。カマドは 1 回の改築が認められる。改築以前のカ

マドは、燃焼部左壁を礫で補強している。改築はこの礫を埋設しており、全体に若干南へ移設しており、改
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第 1 節南側調査区

築以前はほぼ中央に具備している。住居様相は、 D 区の住居分類の第 I 段階に対比され、出土遺物では灰釉

陶枕が特筆される。遺物様相も同様であることから、当住居の廃棄は 9 世紀後半頃と考えられる。
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第194図 C 区第79号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第196図 C 区第79号住居跡出土遺物実測図 (4)
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第197図 C 区第79号住居跡出土遺物実測図 (5)
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第199図 C 区第79号住居跡出土遺物実測図 (7)
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C79号住の破壊により詳細不詳。
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南東隅部は79号土坑が切り傍竃坑等施設の存否も詳かならない。然、北西隅部 ー会シ王マ：口：:.;＼

｀鬱 9`：ii;:Il
＼ここゞクタ 忍

ではいが床面で検出されており、位置・形状・深度の点から貯蔵穴と考えられ

る。又、床面中央部周辺では、扁平な河原礫の側部を上位に向け、南北方向に

配列設置しており、何らかの意図の元による所産と考えられるが、周辺部の床

面状況等と礫周辺の床には変化が認められず不分明なものである。掘り方も顕第200図 C 区第80号住居跡・
出土遺物実測図（ 1)

著でピットの検出も多い。住居の廃棄時期は 9 世紀後半以前と考えられる。
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第201図 c 区第80号住居跡出土遺物実測図 (2)
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C 区第80号住居跡出土遺物実測図 (3)
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25cm 

遺構名称 C 区第82号住居跡 I 位置 20 • 21-C-45~47グリッド内。 残存深度約15cm

平面形態 梯形。 規模 |3.80 (2. 83) m X 2. 87m 構築基準辺南壁か主軸方位 北ー 93度ー南

壁i斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。カマド前面に造床が認められた。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P!。楕円形。 43x 30cm ·深度ー18cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 カマド前面から南・北壁側にかけて検出され、北壁下ではピットを検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 70cm。 主軸方位 北ー 119度ー南

改築 有か。掘り方内で粒土を検出。 1 形状 舌状を呈し、円筒状に立ち上がる煙道を具備する。

規模 全長 98cm •屋外長 75cm ·屋内長 23cm ・袖部幅120cm ·燃焼部幅 46cm ·煙道部幅 19cm。

焚ロ・燃焼部i扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。側壁は礫で補強されている。 袖 右袖は少さい。両袖共に礫により補強されている。

煙道 立ち上がり部が円筒状を呈する。 掘り方 全体的に大きく舌状を呈する。

遺物出土状態 全体に少なく覆土内では少量の土器類があったが、床面近辺では若干量であった。

所見 当住居は29 • 18住に切られている。住居は北壁が長い梯形を呈し、東壁は著しく南向する。カマドは

この東壁中央部に具備し、主軸は、東壁の指向方向と

ほぽ同位で、住居の対角線方向にとっている。

マドの主軸方向は、北接する 29住とほぽ同様であり、

D 区の住居分類の第IV段階と同様であるが、案本的に

異なる状況である。南東隅部には比較的小規模な傍鼈

坑を備えている。上述した様に、当住居は壁長の差違

により梯形状を呈することに起因し、カマ

ド主軸方向が通有例と異なっている。 この

このカ ー／こ 2

ロ三□＼,~:~ロ
, 3 ＊は調査以後の欠損をあらわす。

化
＂
」・← ~—-• -一一 ‘— 』 ---r () ]Ocm 

第203図 c 区第82号住居跡出土遺物実測図 (1)
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鼠。 3. 細粒状 C軽石若干・粒状焼土微星。

4. 微粒状 C軽石微拡・粒状Vil層土混入・灰多鑓。

5. 灰・炭化物多絨・塊状焼土混入。 6. 灰・炭

化物層。 7. 粒状 C軽石若干・粒状焼土・炭化物

含有。 8. 粒状 C軽石若干・塊状Vil層土若干。
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点から、当住居の住居形状は、

区の住居分類の第 II段階に対比さ

れ、出土遺物の様相も同様である

ことから、当住居の廃棄時期は、

10世紀前半頃と考えられる。
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第204図 c 区第82号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第84号住居跡 位置 14 • 15-C-37 • 38グリッド内。 残存深度約17cm

平面形態 矩形（正方形） 規模 3.08m X 3.60m 構築基準辺 西壁か主軸方位北ー84度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。ほとんど造床は認められない。

c 区42住． Cl2墓の破壊により詳細不詳。 傍鼈坑・貯蔵穴 R は貯蔵穴と確定し得ない。

所見 当住居は42住・ 12局土拡墓・撹乱による破壊が

著しく住居の東半分を失なっており、更に、中世以降

の撹乱が全体に及んでいる為に全体が遺存不良であ

る。然、この残存状態にも拘らず東壁の一部が検出さ

れている。この点から、 42住より古い住居形状を勘案

すれば、カマドは、東壁の南東隅部に寄った位置とな

り、傍鼈坑の有無は判然としないが、ある程度迄は復

原可能である。このことから、当住居は、 D 如

分類の第 II乃至III段階に対比さオ

棄時 ＼ーロニニ」--
期は10世紀代

と考えられる。 O l_Ocrn ¥) 乙合は調査以前の欠損をあらわす。°
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第205図 C 区第84号住居跡・出土遺物実測図

遺構名称| c 区第85号住居跡 1 位置| 12~14-C-46. 47グリッド内。
C 77 • 79 • 107号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約32cm

言ノ
8

I

+

 

9
寸

<ｷ: 

二 所見当住居は77 • 79 ・ 107住に切られ、住居の北東隅部
周辺が残存する。この為、住居の詳細な状況は不分明で

207---4 

三／ 一ー あるが、切り合い関係にあ

□— — る 3 軒の中で最も古いと考

えられる 107住(9 世紀中頃）

~ 1 より古いと考えられるが、

層序 C85住 ー／．：冠＇.. g.＂な
寸丁 汀 ／、·`＼、 出土遺物には、前述した79

l ．粒状 C軽石多虻。 2 ．粒状 C軽石混入・ { と:•• i；；：；心‘：渇喜・・＼ 住のものも含まれている可
言言げより：畠こふ~:質）。 \ •、:~疇．憂） 能性が濃いと考えられる。

0 L= 127.50 2m 

\\ 

。

第206図 C 区第85号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第207図 C 区第85号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第208図 C 区第85号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 |c 区第86号住居跡 I 位置 8 ~10-C-47~49グリッド内。 残存深度約30cm

カマド I 位置東壁、住居南東隅部から 67cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 形状舌状を呈する。

規模 全長 92cm ·屋外長 39cm •屋内長 53cm •袖部幅120cm ·燃焼部幅 30cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と璽複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。両側壁を瓦で補強する。 袖 屋内側に大きく突出した状態でしっかりしている。

煙道 末検出。 掘り方 下位の遺構により確実には検出出来なかった。

遺物出土状態 カマド内で比較的多く出土している。他は礫 1 点と少量の土器類瓦類であった。

：：施：竺字：：：：：。で、こ：：：：：：：：：品：：気こ□□□□］：：：：／／史ミ三：／言コ／／口／／：
ことが考えられる。更に、下位には153•142•144•122 ・ 依逢忍ら 巧亨芍］
145住が確認されていた為掘り方の検出は積極的に実施 （宣拿露 品、f
しなかった。図中の破線はこの理由による。 碍煎｀ゃ墓象 奇 贋
カマドは東壁南東隅部寄りに具備する。南東隅部では

傍鼈坑の存否の確認は行なわれていない。この為、住居

形状での対比は行い難い。 二口／
第209図 C 区第86号住居跡出土遺物実測図（ 1)

゜ 10cm 
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かった。住居の時期は10世紀末頃と思われる。

層序 C86住

1.細粒状 C軽石混入・粗粒状VII層土若干。 2. 細粒状C軽石

若干。

3. 細粒状C軽石混入・粒状VII屈土若干。 4. 細粒状C軽石混

入・粗粒状炭化物混入。 5. 4 近質。 6. 5 同質。 7. 微粒状

C軽石微呈（有粘性硬質土）。 8. 3 近質。 9. 細粒状 C軽石混

入・塊状砂質土 (VII層土）若干。 10. 細粒状 C軽石含有・粒状

焼土混入・粒状炭化物少量。 11. 粒状 C軽石若干・粒状焼土若

干。 12. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土・粒状炭化物混入。 13.

微粒状 C軽石微星・粒状焼土・灰・粒状炭化物混入。 14. 灰．

炭化物層。 15. 細粒状C軽石含有・粒状焼土・炭化物含有。
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第210図 c 区第86号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調究区

゜ 25cm 

第212図 C 区第86号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 |c 区第87号住居跡 I 位置| 15~17-C-51~53グリッド内。
試掘トレンチ •C78号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約13cm

所見当住居は78住に切られ、

< 

胃＼：／三ロ-~-~
ニニぺ《

旦 8 6 5 4立 U し―-- ¥/  f - ¥ l/3 

旦 2 3 ·'戸墨｀＜• --II 仁弐― C87住 l ．粒状 C 軽石・粒状VIl層土混入。 2. 

粒状 C軽石混入・小塊状VII層土若干。 3. 粒状C軽石若干・

L= 127.50 ?m 塊状・粒状VII層土多量。 4. 淡褐色粘質土混入。 5. 4 に

灰を混入。 6. 粒状 C軽石・灰混入。 7. 6 近質。 8. 粒

状焼土混入。

第213図 C 区第87号住居跡・出土遺物実測図

52住と切り合い関係にあるが、

両者の新旧関係は不明である。

名9ふ
キ

゜

南壁側が87住に切られ失っている為傍鼈坑・カマドの詳細な位置等不分明な点が多い。出土遺物では、瓦片・

土器類の破片が少量あった。時期を窮知し得る量ではなかった。
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称| C 区第88号住居跡 1 位置| ll. 12-C-44. 45グリッド内。 残存深度 I 約15cm

C 区第107 • 108号住の破壊により詳細不詳。

遺構名称 C 区第107号住居跡 位置 11 • 12-C-45 • 46グリッド内。 残存深度i約13cm
平面形態 横長方形。規模 2.60mX2.86+am 構築基準辺北乃至東壁主軸方位 I 北ー 90度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。造床全面に及ぶ。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが末確認に終わる。

掘り方 全体的に深いが平坦に近い底面である。

遺物出土状態 掘り方内から少量出土している。

遺構名称 c 区第108号住居跡 位置 11 • 12-C-43~45グリッド内。 残存深度約29cm

平面形態 矩形か。 規模 3.38mX3.0+am 構築基準辺 北壁主軸方位 北ー93度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。造床は全面に及ぶ。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 カマド周辺に土坑状で大きな掘り込みが認められたが、 88号住の存在から確実視はし得ない。

カマド 位置 東壁、住居北東隅部から213cm。未調部有り、詳細不分明。 主軸方位北ー90度ー南位か

改築 有。推定 5 面の底面を断面で確認している。 形状 幅広の舌状を呈し、先細り状の煙道を備える。

規模 全長266cm ·屋外長143cm ·屋内長123cm

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。補強材等は認められなかった。 袖 瘤状の左袖のみを検出。右袖は未調査。

煙道仰角30度程で立ち上がる。長さ 97cm以上。 掘り方

遺物出土状態 カマド周辺で少量出土し、北壁下で須恵坪（第 図一 ）が床面直上で出土している。

所見（108住）当住居は107住に切られ88住を切り構築しているが、住居の南半分程は、調査区内を横走する

農業用水路の存在の為未調査部となっている。この状況は後述する 107住・ 108住も同様である。住居は東壁

にカマドを具備するが、上述の状況により、詳細な位置・傍鼈坑等に就いては不分明である。然、水路の存

在により、カマド縦断面は現地表から詳細な状況が看取された。この断面は、当該期の文化層も認められ、

当時の生活面に近い部分のカマドの状況が看取されている。断面からは、 2 乃至 3 回の改築が認められ、煙

道先端付近に何らかの意図により瓦を設置していたことが認められたが、天井等の施設は完全に崩壊してい

た。改築は、全体にどの程度の改築かは判然としなかったが、断面には、灰化物・灰層が間層をおき互層状

態になっていた。この点では、ほぼ同位置での移設程度かと考えられる。掘り方では、 88号住の存在により

分明には出来なかったが、断面A-A'間では 7 cm程の埋土が認められており、造床は薄かったと考えられる。

又、底面では P1·P.·Psの検出があったが性格等は不分明である。住居の廃棄時期は、住居形状では判然

としない。唯、カマドの燃焼空間が広い点では古い様相が認められる。一方、当住居が切る 107住が 9 世紀中

頃と考えられ（出土遺物）ることからすれば、 9世紀中頃以前と考えられる。又、出土遺物は、 D 区の住居分

類の第 I 段階の様相が認められること等から勘案すれば、 9 世紀後半頃の住居と考えられるものの、遺構間

の切り合い関係との整合性が無い、調査時の不手際によるものと考える。
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所見 (88住）当住居は上述の108住と 107住に切られている。尚、住居の南側は107住と同様である。
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検出できた

状況は掘り方

であり、カマ

ド等の施設は

検出されな

かった。恐ら

く、 カマド等

は未調査部に

備えられてい

ると考えられ

る。住居の時

期は、調査の

不手際により

遺物での信頼

度は簿い。 107

住に先行する

ことから 9 世
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゜ L= 127.30 2m 

層序 C 107 • 108 "<r: 

1.細粒状 C軽石含有・粒状焼土少星。 2. 微粒状 C軽石微量·塊状・粒状焼土多

量。 3 ．細粒状C軽石微量。 4. 細粒状C軽石微虻・塊状VII層土少量。 (Cl07住）

5. 粒状 C軽石多量・粒状焼土・粒状VII層土少鼠。 6. 粒状 C軽石少量・粒状焼土

少量・粒状炭化物微量。 7 ．微粒状 C軽石微鼠．粒状炭化物少量・粒状焼土少星・

灰多最。 8. 細粒状 C軽石含有・粒状炭化物少量・塊状焼土斑状混入。 9. 塊状

VII層土。 10. 粒状C軽石混入・粒状焼土含有。 11.粒状 C軽石混入・粒状焼土混

入。 12. 粒状 C軽石混入・粒状焼土若干。 13. 粒状C軽石混入・粒状焼土若干。

14. 粒状 C軽石混入・粒状焼土若干・粒状炭化物混入。 15, 粒状 C軽石混入・細粒

状焼土微量。 16. 15同質。 17. 粒状C軽石若干・粒状焼土混入。 18. 粒状 C軽

石若千．粒状焼土微鼠。 19. 炭化物・灰の互層。 20. 粒状 C軽石微鼠．粒状炭化

物微量。 21, 微粒状C軽石微鼠・塊状・粒状焼土混入・灰少量。 22. 灰層。 23. 

細粒状 C軽石若干・炭化物・灰多祉（下面に焼土層）。 24. 21近質。 25. 細粒状 c

軽石若干・塊状焼土斑状混入。 26. 微粒状 C軽石微星。 27. 細粒状C軽石少星・

塊状焼土斑状混入。 28．細粒状C軽石含有・塊状・粒状焼土多星・灰多量混入。 29. 

微粒状 C軽石若干・塊状VII層土多量。 30. 29同質。
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第215図

。 1~ 3 10cm 
4~6 25cm 

c 区第88号住居跡出土遺物実測図 (2)

第216図

□三：二三□

c区第107号住居跡出土遺物実測図（ 1)

。 10cm 

所見（107住）当住居は前述の88住・ 108住を切り構築している。尚、南側の部分に就いては108住の所見で述

べたとおりである。住居は、横長方形でも特に横に長い。カマドは、検出出来なかったが、調査段階での所

見では水路下に存すると考えられる。 この為住居形状には不分明な点が多く、仮に南東隅部にカマドを備え

たとしても出土遺物との整合性も著しく異なり、住居形状は特殊例と考えられる。出土遺物は非常に少ない

が、図示した遺物からは9世紀中頃が考えられるが、遺構間の切り合い関係からも整合性がない。
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第217区 C 区第107号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第218図 C 区第108号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物
背面工具復原想像図
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。 25cm 

c 区第108号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第89号住居跡 位置 11. 12-C-49~51グリッド内。 残存深度 約56cm

未調査部分が多いため詳細不詳。

遺構名称 C 区第100号住居跡 位置 11~13-C -50~52グリッド内。 残存深度 約37cm

C89号住の破壊により詳細不詳。
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第 1 節南側調査区

遺構名称| C 区第110号住居跡 1 位置 I 12 • 13-C-51 • 53 グリッド内。

ClOO号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約34cm

遺構名称 IC 区第120号住居跡 1 位置 I 11 • 12-C-51 • 52 グリッド内 残存深度 I 約50cmか

89 • 100母住の破壊及び調査未了部分があるため、詳細不詳。- ーミ
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所見 (89住）当住居は100住・ 120住を切り構築している。尚、住居の大半は、調査区内を横走する農業用水

路下に在り調査は末調査部を残している。又、当住居の南壁と思われる住居の立ち上がりが、水路の南側で

確認されたが、直接に同一住居であることを示す調査は得られなかったことから、一応別住居とした (127住）。

調査は、調査区内の隅部に当り平面精査による新旧確認は困難を極めた。この為、これらの住居の新旧関係

を明らかにする為掘り方面での検証を行なった。この為、図示したものは全て掘り方面でのもの、一軒単位

の状況を現わした状態ではない。

住居は上述のとおり未調査部が大半であり、この部分にカマドの存在が考えられる。この為住居の詳細に

就いては把握されなかった。掘り方では、北壁下で壁溝が検出されているが壁板材の据え方とは考え難く、
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第 4 章検出された遺構・遺物

住居構築に伴なう所産と考えられる。住居の時期は出土遺物より 10世紀後半頃の様相が認められる。

所見（100住）当住居は上述の89住に切られ、 120住・ llO住を切り構築している。住居は残存状況・土層断面

から横長方形を呈すると考えられるものの、カマドの位置に疑問がある。則、当住居を切る 89住が10世紀後

半に考えられることから、当住居はそれ以前に考えられる。この場合、 D 区の住居分類から類推すれば、第

III • II 段階の形状が想定される。然、当住居のカマドを東壁に想定すれば89住内であり、更に南側へ南東隅

部の位置が想定される。この状況は、横長方形の住居としては異例となる。これらの点から、カマドを東壁

とするのではなく、寧、 BlO住の如く南カマドを考慮す可き状況と考えられる。然勿、調査時にこれを検証

する証左は無かった。出土遺物では時期を確定するに足るものはなかったが、灰釉皿の年代観では10世紀代

である。

所見 (120住）当住居は89住・ 100住・ llO住に切られ、南側の未調査部は89住の状況と同様であり、北東隅部

周辺が検出出来ただけの状況である。出土遺物も両住居に覆土の大半が失なわれており皆無に近しい状態で

あった。この為、詳細は疎か概略の把握も為し得なかった。時期はllO住に先行する 9 世紀後半以前と考えら

れる。

所見 (llO住）当住居は120住を切り構築し、 100住•89住に切られている。この為住居の遺存は悪いが、カマ

ドはおぽろげながらも検出されている。住居は横長方形を呈し、東壁にカマドを具備している。南東隅部は

判然としなかったが、 89住に切られていると考えられる。カマドは東壁中央よりやや南東隅部に寄った位置

であったと考えられる。又、カマドは100住の破壊により大半が失なわれ、使用面は底面周辺が残存していた

のみである（使用面の図は第220図右下端）。傍鼈坑は判然としなかったが、北壁下北東隅部寄りで長方形状

を呈する貯蔵穴状の施設（見が検出され、周辺部・覆土内から比較的多くの遺物が出土している。出土遺物

は、覆土の大半が100住により失なわれており凡及び同周辺部からの出土であり、第225図に図示したものが

一括で出土している。これらの遺物は、 D 区の住居分類の第 II段階の様相に対比され、住居形状も同様と考

えられる。このことから、当住居は10世紀前半頃の廃棄と考えられる。

口

て~

第221図 C 区第89号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節 南側調査区
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c 区第llO号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調壼区

遺構名称 c 区第96号住居跡 I 位置 4 ~ 6 -C-44~46グリッド内。 残存深度 I 約22cm

平面形態 縦長方形。 ！規模 |3.9mX3.lm 構築基準辺 1 北乃至南壁 主軸方位 北ー 92度ー南（北壁）

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。全面造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に南壁側が浅く北壁側が深い。土坑状のP3 • P,が検出され、柱穴状のP2 も検出されている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 15cm。 主軸方位 I 北ー 103度ー南
改築 有。掘り方から焼土・炭化物を検出。 形状 片流れの箱状を呈し、煙道に向かいすぽんでいる。

規模 全長115cm •屋外長103cm ·屋内長 12cm •袖部幅138cm ·燃焼部幅 40cm ・煙道部幅 24cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁は礫・瓦で補強する。 袖顕著でなく、無いに近い。右袖は礫（角柱加工）で補強する。

煙道 天井部が残存する。 掘り方 I 全体的に大きく不整楕円形状を呈する。
遺物出土状態 カマド周辺に集中する傾向が看取される。全体的に覆土内での出土が多い。

ー一ー／

<r: I 
“ 
c、)

8-3 

て

229しり 1 ツ i ^̂ [3211 -
• 

• 2 

・＄

- _L.  

231 

. 
・．竺下 m

+ 

凸
1
1

8
.
 

C
 .. 

。ー5
・

D_ 

, 
B-

層 序

■ 

230-3 

<̀| 
7
 

2
 

ー

3
 

5
 

B_ 4 3 5旦

B' 
C96住

1.粒状C軽石多量・塊状炭化

物若干。 2. 粒状C軽石混入・

粒状焼上若干。 3. 粒状 C軽石

若干・粒状焼土混入。 4. 細粒

状C軽石・粒状炭化物若干。 5.

細粒状C軽石微量・粒状焼土若

干。 6. 粒状C軽石少量・塊状

VII層土微量・粒状焼土混入・粒

状炭化物若干。

7. 細粒状 C軽石含有・粒状VII

゜ L= 126.70 2m 

層土・塊状VII層土混入・粒状焼土・炭化物若干。 8. 2 近質。 9. 粒状C軽石若干・粒状・粗

粒状焼土含有・粒状炭化物含有。 10. 灰層。 11. 細粒状C軽石微量。 12. 灰。 13. 焼土（煙道

部の天井）。 14. 1 近質。 15. 粒状 C軽石含有・粒状焼土・粒状炭化物・粗粒状VII層土含有。

第227図 C 区第96局住居跡実測図

所見 当住居は、 124住・ 140住・ 141住を切り構築している。住居は縦長方形を呈し南東隅部寄りにカマドを

具備する為傍鼈坑は検出されなかった。カマドは、燃焼部右壁を礫（地山土層中の砂岩質層の削り出し）と

女瓦により補強している。南壁北東隅部寄りの部分で、床面が皿状に浅く窪む状熊が認められ、この部分か

ら瓦（第210図ー 1) が出土している。住居形状は、 D 区の住居分類の第 II乃至III段階に対比され、 D28住の

形状に近似している。又、出土遺物では、住居分類の第III段階の様相が認められることから、当住居の廃棄

は10世紀後半頃と考えられる。
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第232図 c 区第96号住居跡出土遺物実測図 (5)

遺構名称 C 区第97号住居跡 位置 3 ~ 5 -C -46~48グリッド内。 I 残存深度約30cm
平面形態 横長方形。 規模 3. lm x 4._15m 構築基準辺 不分明。 主軸方位 l 北ー 90度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 I 平坦。大半が造床。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 I 未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的に浅い。南西隅部は認められなかった。

カマド 位置東壁、住居南東隅部 主軸方位 北ー 117度ー南

改築 不分明。 1 形状 長方形状の燃焼部に細長い煙道を具備する。
規模 全長147cm •屋外長125cm ·屋内長 22cm ・袖部幅175cm •燃焼部幅 61cm ·煙道部幅 18cm。

` 焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖 地山の削り出しが大半を占める。

煙道 仰角32度程で立ち上がる。残存長48cm。 掘り方 焚ロ・燃焼部がやや顕著で楕円形状を呈する。

遺物出土状態 少量の瓦・土器類が覆土内から出土している。
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第233図 C 区第97号住居跡出土遺物実澗図（ 1)
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第 1 節南側調査区

所見当住居は148住・ 115住を切る。尚、

試掘調査時に確昭された住居跡で、この

折のトレンチで西壁側を著しく失ってい

る。
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住居は横長方形状を呈し、南東隅部に

カマドを備えている。貯蔵穴等の施設は

検出されていない。カマドは、住居の対

角方向に主軸をとる。燃焼空間は幅が広

く、煙道は燃焼部底面から 25cm程立ち上

がった部位より屋外に細く突出してい

る。尚、袖・燃焼部等には補強材が用い

られていない。住居の掘り方は、床面下

6 cm程に底面が検出され、全体に浅く皿状に

窪んだ状態である。これらの状態から当住居

は、 D 区の住居分類の第IV乃至v段階に対比

される。出土遺物は少なく、住居形状に対比

されるもの第233図ー 2 のみ 1 点である。この

ことから、当住居は11世紀中頃の廃棄と考え

られる。

層序 C97住

1.粒状C軽石混入。 2. 細粒状C軽石若干。

3. 細粒状 C軽石若干．粒状焼土微量。 4. 

粗粒状C軽石混入。 5. 粒状C軽石若干．粒

状焼土混入。 6. 微粒状 C軽石微撮。 7. 

3 近質。 8. 粒状 C軽石含有・粒状焼土含有。

9. 微粒状 C軽石若干・粒状焼土少量。 10. 

細粒状C軽石微量・粒状炭化物含有。 11．細

粒状 C軽石若干。 12. 細粒状 C軽石微量・塊

状VII層土多量。
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第234図 C 区第97号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第235図 C 区第97号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 C 区第99号住居跡 位置 7 • 8-C-45~47グリッド内。 残存深度約26cm

平面形態 矩形か？。 規模 2. 7mX2.2+am 構築基準辺不分明主軸方位 l 北ー 91度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。（下位に 117住の存在により造床は不分明）

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 I 未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 下位の117号住の存在により詳細は不分明であるが、部分的に認められている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 40cm。 主軸方位j北ー95度ー南

改築 有。掘り方の状況（土層断面）から。 形状舌状を呈する。

規模 全長135cm •屋外長 75cm ·屋内長 60cm •袖部幅100cm •燃焼部幅 47cm ・煙道部幅 15cm? 。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I 左袖のみ検出出来たが、右袖は末構築と考えられる。

煙道 立ち上がり部のみ検出されている。 掘り方 断面では分明な所見を得たが、平面検出不能。

遺物出土状態 カマド内にやや多いが、覆土内では量的に少なかった。
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第 1 節南側調査区

遺構名称 IC 区第149号住居跡 I 位置 I 6~8-C-45~47グリッド内。

平：形態 1 横長方形。
壁垂直に立ち上がる。

規模 I 3.00mX 3.8m I 構築基準辺 I 西壁か □ 主軸方位 北ー90度ー南

床面 I 平坦。南西隅部周辺では地山土を使用する。さらに下位の

116号住の存在や99号住の破壊により詳細不詳 I 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。

乙-
? ・心露"If . 

Iい
Cｷ 

. ¥l . 
I~ じoo . 
こ十こ十 99 住

/ I 
/ I 

ノ I
----... ノ

149ニ
---—_＝＝二こ―---

• •_ 
149 住

99 住

ぶ 3 2 l C'D 3 1 2 0' 

三し
層序 (C99住）

1.粒状C軽石多鼠。 2. 粒状 C軽石少鼠．塊状焼土・粒状炭化物

含有・地山砂質土混入。 3. 粒状焼土混入灰層。 4. 細粒状 C軽石

若干．粒状焼土・粒状炭化物含有。

゜
L= 126.80 

所見 (99住）当住居は67住に切られ149住・ 117

住・ 116住を切る。尚、当住居周辺は住居跡の密

集が著しく、調査は困難を極めた。そして、部

分的に新旧関係の確認の為サブトレンチを設定

したことにより住居の一部を失しっているもの

がある。

住居は67住の破壊により形状は不分明であ

る。カマドは、南東隅部に寄っており、傍竃坑

が認められないことから住居は横長方形のD 区

の住居分類の第 II乃至III段階に対比されると考

えられる。カマドは、補強材等が認められず、

煙道は斜位に立ち上がっている。しかし、出土

遺物の様相は 9 世紀中頃の様相が認められる。

所見（149住）当住居116住を切り 99住に切られ

カマド等を失っている。この為詳細は不分明で

あるが、住居跡の相互間の新旧関係から推定し

てみたい。則、 99住が10世紀後半頃で当住居を

2m 
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第236図 C 区第99号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

切っている。 116住は 9 世紀中頃

に考えられるが 117 住は不分明

な点がある。これらのことから、

当住居跡は 9 世紀後半以後10世

紀中頃以前に述められるので、

現状ではこ間の所産と考えられ

る。
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第237固 c 区第99号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 1 節 南側調査区
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3 ロロ

ロロC区第99号住居属ー出土遺物実測図（ 3)
6
 第238図

遺構名称 c 区第104号住居跡 I 位置 3 • 4-C-48~50グリッド内。 残存深度約36cm

平面形態 横長方形規模 2. 65 + am X 3. 42m 構築基準辺不分明壁主軸方位北ー91度ー南位か

壁 1 斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。全体的に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的にやや大き目の凹凸が認められる。

遺物出土状態 遺物は覆土内での破片がやや多い。カマドは 3 母井戸 (15世紀）に半分破壊されている。

所見 当住居は 3 号井戸(16世紀前半）にカマドを破壊されており、 115住・ 128住を切り構築している。住

居は西壁部が調査区域外になり完掘が出来なかったが、横長方形状であることは判断される。カマドは東壁

北東隅寄りに具備し傍竃坑は認められなかった。 このカマドの付設状態は当該区では48住に類例があるもの

の所産時期に著しい差違がある。出土遺物当遺跡での通有例に同様であり、 D 区の住居分類の出土遺物では

第 II • III段階に対比される。住居の廃棄はこの遺物の示す10世紀中頃と考えられる。
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第239図 C 区第104号住居跡出土遺物実測因（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

ー一ー／／ 層序

l.粗粒状 C軽石多虻。

2. 粒状C軽石混入・粒状

焼土含有。 3. 粒状 C軽石

少凪．粒状焼土・粒状炭

化物含有。 4. 微粒状 C軽

粒状 C軽石若干・塊状VII陪

上 5 6上 土含有。 6. 2近質。 7．細粒状 C軽石微星・

六 粒状・塊状焼土含有・粒状炭化物混入。
D 7 s 6 D'8· 細粒状 C軽石含有・粒状焼土・炭化物

天若干。（Cl04住）
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第240図 c 区第104号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第105号住居跡 位置 1 • 2 -C-48~50グリッド内。 残存深度約18cm

平面形態 正方形。 規模 2.67m x 2. 70m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 89度ー南

壁詳細不分明。 床面平坦。全面造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。床面・掘り方面・住居屋外局辺を精査したが確認出来なかった。 P1 ・巳は入口の施設か。

掘り方 全体には平坦気味であるが、北東部でp3～巳を検出。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から26cm。遺存不良なため詳細不分明。 主軸方位北ー90度ー南位か

遺物出土状態 全体的に非常に遺物が少なく、床面直上での出土はなかった。

. 
c、]

呂十

可
B 3 I 2 

B_ 
i

v
 

3
 こ旦

゜ L= 126. 70 

層序

1. 粒状C軽石含有。

2. 粒状 C軽石少鼠。

3. 微粒状 C 軽石微

鼠．粒状炭化物含有。

4. 粒状 C軽石混入・

B' 粒状焼土若干。 5. 灰・

炭化物層（粒状C軽石

微量・粗粒状Vil層土微

鼠） （ Cl05住）

所見当住居は、

138住を切り構築

している。カマド

は撹乱に大半を破

壊されているもの
2 Ill 

の右壁側が残存し

ていた。住居は小型の矩形状を呈し、東壁南東隅部寄りにカマドを備えている。傍鼈坑は認められなかった。

カマドは燃焼部右壁及び右袖が残存していた。右袖は先端部は礫による補強が認められたが、他の部分では

補強材等は認められなかった。住居形状はD区の住居分類の第III段階に対比される。然、傍鼈坑は住居が小型

である故に付設されなかった可能性も考慮される。出土遺物は全体に少なかったが、第 II乃至III段階の様相

が窮知される。これらのことから当住居は、 10世紀中頃の廃棄されたと考えられる。
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第241図 C 区第105号住居跡・出土遺物実測図（ 1) 玄は調査以前の欠損をあらわす。＊は調査以後の欠損をあらわす。
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第242図 C 区第105号住居跡出土遺物実測図 (2)
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遺構名称 |c 区第106号住居跡 I 位置 |6 • 7 -C -49 • 50 グリッド内。 残存深度約 8 cm 

カマド I 位置東壁。詳細位置は不明。 主軸方位 I 北ー 101度ー南

改築 有。改築は旧状を利用している。 形状 l 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 78cm ．屋外長 62cm •屋内長 16cm ·袖部幅 72cm •燃焼部幅 38cm。

焚ロ・燃焼部 l 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁は瓦・礫により補強する。1 袖 I 地山砂岩質土を切り出し補強する。

煙道 未検出。立ち上がり部は瓦を用いる。 掘り方 楕円形状を呈する。補強材の据方を検出。

遺物出土状態 I カマド部のみで検出。瓦を多用し、左袖部床面直上で土師器坪 (246-1) を検出。

遺構名称 |c 区第121号住居跡 I 位置 8 • 9 -C-50~52グリッド内。 残存深度約16cm

カマド I 位置 東壁、詳細位置は不明。 主軸方位 l 北ー 97度ー南
改築 有。掘り方内で焼土粒子を検出。 1 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 96cm ·屋外長 65cm ·屋内長 31cm ·袖部幅145+acm• 燃焼部幅 58cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 I 袖瘤状で屋内に突出する。
煙道 未検出。 I 掘り方 I 検出平面形状より 1 回り大きい状態。
遺物出土状態 カマド周辺で少量が出土しているのみ。

遺構名称| C 区第127号住居跡 1 位置| 9. 10-C-51 • 52グリッド内。

調査区際での検出のため詳細等不分明な点が多い。

遺構名称 |c 区第128号住居跡 1 位置| 6-C-50~53グリッド内。
128号住及び 4 号井戸の破壊により詳細不詳。 133号住を切る。

残存深度 I 約 7 cm 

残存深度！約20cm

遺構名称| C 区第129号住居跡 1 位置| 7. 8-C-50~52グリッド内。

121号住及び 4 号井戸の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約22cm
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第 1 節南側調査区

遺構名称 IC 区第133号住居跡 1 位置 I 6-C-50グリッド内。 残存深度 I 約llcm

129号住及び 4 号井戸の破壊により詳細不詳。南東隅部の南壁部がオーバーハングしている。

所見 (106住）当住居は 4 号井戸（10世紀後半）・ 128住に切られる。 133住・ 139住は確実には言及し難いが、

調査時の所見からは当住居が切っている。住居は上述の状況から遺存状態が非常に悪く、カマド周辺が残存

するのみであった。カマドは東壁に構築されているが、南東隅部側を128住に切られている為詳細な位置は不

分明である。カマドの構造は、燃焼部四隅に地山削り礫（地山土層中の砂岩質の砂質土層を削出したもの）

を据え置き、側壁を瓦を用い補強している。袖は、この地山削り礫を利用する程度の小規摸のものである。

出土遺物はカマド部にほぼ限定される。この中で第246図ー 1 はカマド左袖の傍らから床面直上で出土してい

る。住居の廃棄時期は、住居形状が不明な点と遺物が少ない点から明確に言及し難いが、 9 世紀中頃乃至前

半と考えられる。

所見（121住）当住居は129住・ 127住に切られ、 145住を切り構築している。又、北接して農業用水路が横走

していた為北側は未調査である。これらの状況から当住居の詳細は不分明なことが多い。住居は東壁にカマ

ドを具備し傍竃坑を備える。カマドは燃焼部がやや広い。上述した如く、当住居は遺存状況が悪い為住居形

状からの時期は不確実面がある。然、傍竃坑の存在から 10世紀前半以前と考えられ、出土遺物には、これよ

り新しい状況があるものの、これらは、当住居を切る 129住・ 127住に帰属する可能性があることから勘案す

れば、当住居は、 D区の住居分類の第 II段階以前の形状で、 10世紀前半以前の住居と考えられる。

所見（127住）当住居は121住を切る。遺存状態が不良（調査の不手際にも原因する）である為詳細は不分明

である。出土遺物も判然としないが、 121住として図示した中に含まれる可能性がある。住居の時期は、切り

合い関係から 10世紀以降であることが考えられる。

所見（129住）当住居は121住を切り、 4 号井戸に大半を破壊され失なわれている。尚、西接する土坑との切

り合いは不分明である。住居の時期は10世紀以降と考えられる。

所見（128住）当住居は106住を切り 104住に切られる。尚、住居の大半は調査区域外に延びる為末調査部が大

半である。検出部は東壁の部分と北壁の部分で、検出長（北壁） 4. 2mを測ることから大型に類する住居と

考えられる。時期は出土遺物から 9 世紀後半と考えられる。

所見 (133住）当住居も 4 号井戸に大半を切られ失なわれており。更に、 106住・ 139住に切られている。この

為、遺存は最悪でありであり、極一部が残存するに過ぎない。又、前述の129住と同一住居の可能性もあるが、

事実確認が出来なかったことから別の遺構とした。時期は、出土遺物等皆無であった為不分明である。

所見（139住）当住居は133住を切り 128住に切られ 4 号井戸にも北西隅部を切られ失なっている。又、住居の

西半部は、他の住居との切り合いが想起されることから未調査のままとし、調査検出出来た部分は、住居の

極一部である。然、 128住内で出土した瓦は、その出土状況からカマドを想起させるに足る状況である。こ点

では、当住居が128住を切るのであるが、調査には検証出来なかった。出土遺物は皆無に近い点から遺物での

時期判断が出来かねるが、 106住より古とすれば、 9 世紀代に想定される。確実な時期は言及しかねる。

所見（130 • 131 ・ 132住）これら 3 軒の住居は、拡張部の西端で確認された住居跡で、工事に伴なう破壊から

免れることから調査実施は行なわず確認だけに留めた。唯、一応便宜上住居番号を付した。これら 3 軒の住

居跡は、切り合関係が認められ、 130住は131住を切り構築し、 131住は132住を切り構築している。時期的な

ことは末調査であることから言及出来ないが、 3 基の中で最新と考えられる 130住は、カマドの位置等から 10

世紀代であることは推定できる。
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第 1 節 南側調査区

／［言：＼＼
\ 

{ ＼＼応予二玉嗅玉ヘ
、i

斐
ヅ

B
 

マ；

D
 

旦

上

層 序 (C 106住カマド）

1.微粒状 C軽石混入・粗粒状焼土微量。 2. 細粒状 C軽石微拡・粒状焼土少量。 3. 細粒状

C軽石微鼠・粒状焼土多斌。 4. 灰・塊状焼土の混土層。 5. 細粒状 C軽石少鼠．粒状焼土・

粒状炭化物少星。
゜

L= 126.60 lm 

第244図 c 区第106号住居跡カマド実測図
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層 序（ Cl21住カマド）

1.微粒状 C軽石若干。 2. 微粒状 C軽石若干．粒状焼土混入。

3. 灰・炭化物層。 4. 細粒状 C軽石少星・粒状焼土含有・粒状炭化

物少拭。 5. 細粒状 C軽石若干・塊状VII層土含有・粒状焼土若干。

゜
L= 126.60 

第245図

2m 

／三＼
3
 

。 1ｷ2 10cm 
3
 

25cm 

c 区第121号住居跡掘り方実測図 第246図 C 区第106号住居跡出土遺物実測図(1)
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第 l 節南側調在区
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第250図 C 区第106号住居跡出土遺物実測図 (5)
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第254図 c 区第128号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 C 区第109号住居跡 I 位置 11 • 12-C-42~44グリッド内。 残存深度約30cm

平面形態 正方形か。 規模 |3.30mX3.15+am 構築基準辺西壁か主軸方位 北ー90度ー南程か

壁垂直に立ち上がる。 床面 I 平坦。造床は全体に及ぶ。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 部分的な凹凸が認められるものの全体的には平坦である。

カマド 位置 東壁。住居北東隅部から97cm。 主軸方位 北ー 87度ー南

改築 有。掘り方内から焼土粒子を検出。 1 形状舌状を呈する。
規模 全長 95cm ·屋外長 56cm ·屋内長 39cm ·袖部幅137cm ·燃焼部幅 50cm。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しい、燃焼部中央に石製の支脚が検
出されている。 袖 1 両袖ともに造り出されて屋内への突出長はやや長い。
煙道 立ち上がり部の一部が検出。 l 掘り方 l 楕円形状で大きく、土坑状になっている。
遺物出土状態 全体に少なく、砂岩質のカマド焚口部等の補強材の破片が多い。

所見 当住居は108住に切られ143住を切る。住居の南壁は調査区内を東西に横走する農業用水路下にあり調

査不能であった。 この為詳細な不分明な点がある。住居は東壁にカマドを具備する。傍鼈坑は上述の状況も

----- -
ヽ

ィと
＝：―-ー·/. l 

三
こ一三三

あり未確認である。カマドは、両袖・燃焼部には補強材

が認められなかったが、焚口部には、地山砂岩質の削石

が 3 点出土しており、 これが補強に用いられていた可能

3
 

性が有るものの、カマド本体からは遊離していた為使用

部位の確定は出来得ない。出土遺物は北壁下で瓦片が出

土した程度で帰属時期を確定し得るものではなく、又、

住居の形状からも判断し難い。唯、本跡と他の住居との

゜ 10cm 

第255図
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新旧関係からは、

考えられる。

9 世紀前半以前で、 8 世紀前半以降に
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層序 C 109住

1.粒状 C軽石混入・粒状焼土多星。 2. 粒状C軽石含有。

3. 粒状 C軽石混入・粒状VII層土多贔。 4. 粒状 C軽石少

量・粗粒状VII層土混入。 5. 細粒状C軽石若千・粒状焼土

含有。 6. 細粒状 C軽石若干·塊状・粒状焼土多量。 7. 

微粒状焼土微鼠・塊状・粒状焼土若干・粒状炭化物混入。

8. 灰・炭化物層。 9. 粒状C軽石少量・粒状焼土若干。

第256図 C 区第109号住居跡実測図
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第257図 C 区第103号住居跡出土遺物実測図(1)

?:::I ：にコニ：：ロ跡1 ［こ烹］］：：：：＇は；：；；［し：：＞ I 王軸方イ1 ：：：：ょ：：：か
B 1 溝の破壊により詳細不詳。

遺構名称| C 区第147号住居跡 1 位置| 1. 2-C-42 • 43グリッド内。

B 1 溝． Cl03号住の破壊により詳細不詳。

残存深度 I 約 8 cm 

所見（103•111住）両跡は、 B 1 溝に切られ、南側111住は B 1 溝に切られている。溝の重複は東壁寄りでは

あるものの、推定されるカマドの構築壁（東壁）は破壊されていない。又、カマドが南壁であったとしても、

住居が南北方向に長い。確認時は両者が各々の存在と考えたが、調査所見では同一遺構である可能性が認め

られた。然、両者が個別としても、同一遺構としても、具体的な検証は出来得ていない。一方、先述した12

号溝の南端にあたる部分は、当両跡の東側に同じ指向方向をもって検出されており、底面の状況も通有の溝

とは異なる状況が認められている。この点では両跡との共通点も認められる。所見としては、当該の両跡は、

住居ではない可能性が考えられる。この点から両跡は竪穴状の特殊遺構と考えられる。時期は出土遺物から
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1.粒状 C軽石含有。 2. 細粒状 C軽石若干。 3. 微粒状 C軽石微屈・粒状VII陪土含有・粒状炭化物含有。

4. 微粒状 C軽石微砧。 5. 細粒状 C軽石含有・粗粒状VII陪土含有。

D 区の住居分類の第II~III段階頃と思われるが判然としない。

所見（137·147住）両住居はBl 溝にその全てに近い部分を破壊され失なっている。

この為住居としての認定にも若干の問題を残すが、確認時の覆土の状況・底面等

の状況から一応住居として認定したが、詳細は殆んど不分明に近い。出土遺物も

少量で、住居の時期を限定し得ないが、 10世紀代と考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第113号住居跡 位置 3 ~5 -C-42~44グリッド内。 残存深度約20cm

平面形態 矩形。 規模 3. 58m x 3. 10m 構築基準辺東壁か 主軸方位 北ー 90度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 I 平坦。全面造床。

壁溝 末検出。 傍竃坑・貯蔵穴 IP, 。円形で皿状に窪む。径58cm ·深度ー 8 cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 底面は平坦である。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 83cm。 主軸方位 北ー 91度ー南

改築 有。掘り方より焼土を検出。 形状 l 馬蹄形状。
規模 全長 84cm ·屋外長 34cm ·屋内長 50cm ·袖部幅 93cm ·燃焼部幅 50cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖小さく瘤状。

煙道 未検出。 掘り方 左袖を小さく削り出し、馬蹄形状を呈する。

遺物出土状態 床面直上出土の遺物が少ない。傍鼈坑内での出土がやや目立つ。

---/ I 

67 住 5 
が

62-5\モヽ I'\? ／ー・9. \,11ム0、-8 ~ . 
264-J 26 .. 

゜

263-2 
・タ〇祖1-2. •• o_& 甕3-1. . 

<tL 
Cヽ］

<̀| 

--ー三一 且

層序（C 113住）

1.粒状C軽石多屈。 2. 粒状 C軽石多蘭・粒状炭化

物混入。 3. 細粒状C軽石微凪。 4. 細粒状C軽石少

址。 5. 細粒状C軽石含有。 6. 1 同質。 7. 細粒状

C軽石含有・粒状焼土含有。 8. 炭化物・灰層。 9.

粒状焼土含有灰層。 10. 細粒状 C軽石含有・塊状Vil層

土混入。 11．粒状 C軽石若干・塊状Vil層土・粒状焼土・

炭化物含有。

゜ L= 126. 70 2m 

所見 当住居は69住 •96住・ 103号竪穴状遺構に

切られている。住居は、東壁中央よりやや南東隅部寄りに具備し、燃焼空間はやや広い。南東隅部には傍鼈

坑を備えている。住居形状はD 区の住居分類の第 I 乃至 II段階に対比され、出土遺物は、第 II乃至第 3 段階

様相が認められることから、当住居の廃棄は10世紀中頃と考えられる。

--/fヽ ーロ
2
 

゜ 10cm 

第261図 C 区第113号住居跡・出土遺物実測図(1)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区

¥ /‘ 

ミニニ:第/264図
。 25cm 

C 区第113号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 c 区第114号住居跡 I 位置 0 ~2-C-46~49グリッド内。 残存深度約12cm

平面形態 不詳。 I 規模 2. 92m X 2. 30 + am 構築基準辺西乃至北壁主軸方位 北ー93度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面掘り方底面より 10cm程造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 土坑状の掘り込み (P2) （不整長方形）と柱穴状の掘り込み (P3~P6) を検出。

カマド 位置東壁。 主軸方位 北ー 100度ー南

改築 有。掘り方より焼土検出。 形状

規模 全長 69cm •屋外長 36cm •屋内長 33cm ·袖部幅 69cm ·燃焼部幅 42cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 ほとんど認められない。

煙道 未検出。 掘り方 焚口部側が顕著で小ピットを検出。

遺物出土状態 完形品 (226図ー 1~4 • 226図ー 8~10) は床面直上で出土し、使用時を留めている。

-]] <( 

さ O UI 吃—
一忍 ", 

デ·

: 
6-9 ¥_"] 

唸□王い—□「 口「所見当住居はB1 溝に南壁
べ--------- —年ご三＝一側を切られ失なわれ、詳細に

就いては不分明な点がある。住居は東壁に燃焼空間のやや広いカマドを具備する。傍竃坑は未確認である。

十
z

江
7

層序（C 114住）

1.細粒状 C軽石混入・粗大・粗

大塊状・塊状・粗粒状・粒状炭化

物極多呈．粗大塊状・塊状・粗粒

状・粒状焼土極多鼠。

2. 1 近質。 3. 炭化物・灰層。

4. 微粒状 C軽石微贋・塊状焼土

少贔。 5. 細粒状 C軽石少量・粒

状焼土若干塊状Vil層土含有・粒状

Vil層土若干。

゜ L~ 126.50 2m 

c 区第114号住

居跡実測図

尚、本住居は、覆土内から多量焼土・炭化材・炭化物が出土しており火災住居と考えられる。そして、被熱

の認められない覆土等があり、更に、焼土・炭化材の多くが床面から遊離していることから、火災発生から

鎮火までの間の状況を現わしており、消火作業には上を用いたと考えられる。出土遺物は、北西隅部から須

恵器瓶が床面直上から正位で出土し、他にも床面直上出土遺物が多い。廃棄時期は10世紀中頃と考えられる。
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第 1 節南側調査区

I I L 

゜ 25cm 

第267図 c 区第114号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第115号住居跡 1 位置 2 ~ 4 -C-47~49グリッド内。 残存深度約32cm

平面形態 矩形か。 規模 2.91 +amX3.58m \構築基準辺北壁か主軸方位北ー92度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 l 平坦。全面に造床を認める。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。円形。径65cm ・深度ー67cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南壁寄りが一段低く、土坑状の掘り込み (P2~P4) が検出されている。

カマド 位置 1 東壁、住居南東隅部から80cm。 I 主軸方位 北ー 95度ー南

改築 有。掘り方内から焼土を検出。 形状舌状を呈する。

規模 全長108cm •屋外長 64cm ·屋内長 42cm •袖部幅135cm •燃焼部幅 49cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I 左袖が右袖より大きい。
煙道 未検出。 掘り方舌状を呈す。

遺物出土状態 比較的床面直上が多い。

｀ーロ
こロニロ
□□ 

所見当住居は104住． 97住に切られる。

住居は東壁中央よりやや南東隅部寄りにカ

マドを具備し、カマドと南東隅部間に傍竃

坑を備える。西壁は104住の破壊により失な

われている。カマドは、燃焼空間が広く大

きい。袖及び燃焼部には補強材等は認めら

れない。掘り方では北東隅部で土坑状の掘

り込みが検出され、南壁下では顕著な掘り

方が検出されている。住居形状はD区の住

居分類の第 1 段階に対比され、出土遺物も

第 I • II段階の様相が認められる。このこ

とから当住居跡の廃棄は10世紀初頭から前
゜

locm 半にかけてと考えられる。

第268図 C 区第115号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第270図 C 区第115号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第116号住居跡 位置 6 • 7-C-46~48グリッド内。 残存深度約35cm

平面形態 正方形（矩形） I 規模 3.30mx 23__s 935 0 m 構築基準辺 I 北乃至西主軸方位北ー90度ー南位か

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 平坦。全体に薄い造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 末検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体的には平坦で床面よりやや下がった程で底面が検出されている。

カマド 位置 東壁、ほぼ中央住居南東隅部から 120cm。 主軸方位北ー89度ー南

改築 有。掘り方内から焼土を検出。 形状馬蹄形状を呈する。

規模 全長 74cm ·屋外長 42cm ·屋内長 32cm •袖部幅 93cm •燃焼部幅 52cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。右壁を瓦で補強する。 袖 小さく瘤状で、燃焼部にかけて瓦で補強する。

煙道 未検出。 I 掘り方 半円形状を呈し、袖部を若干削り出す。
遺物出土状態 272-2 • 7 は床面直上の出上で、他は覆土内が多い。
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住居は東壁中央部に燃焼空間の広いカマドを具備している。傍鼈坑は確認

し得なかったが、その付設は考慮されるところである。出土遺物は、 D 区

の住居分類による結果の第 I 段階的様相が認められる。住居の廃棄は、こ

の遺物の示す 9 世紀未10世紀初頭頃と考えられる。
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第272図 C 区第116号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第274図 c 区第116号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 C 区第137号住居跡 位置 7 • 8 -C-46 • 47グリッド内。 残存深度 約21cm

67 号住の被壊により詳細不詳。

遺構名称 c 区第118号住居跡 位置 9 • 10-C-45 • 46グリッド内。 残存深度 約20cm

67 • 142号住の破壊により詳細不詳。

遺構名称 c 区第119号住居跡 位置 9 • 10-C-45 • 46グリッド内。 残存深度 約25cm

71 • 118号住の破壊により詳細不詳。

遺構名称 c 区第123号住居跡 位置 9 • 10-C-43 • 44グリッド内。 残存深度 約23cm

71 • 72 • 119号住の破壊により詳細不詳。

所見（137 • llS • ll9 • 123住） これらの住居は調査区内を横走する農業用水路の直下から南にかけ、 67住・

71住 •72住の 3 軒の住居に切られ残存する住居である。 この 4 軒の住居は、平面精査時に確認されてはいる

が、極限定された範囲の中での状況であり確実性にはやや乏しい観がある。然、平面精査は調査時に於いて

最も慎重に行なっている為、 この時に得た新旧関係を示す状況所見を重要視した。 そして、 この平面精査時

の所見とほぼ同様に断面でも確認されているが、掘り方内での差違も考慮されるところである。新旧関係は、

118住が119住を切り、 119住は123住を切っている。 137住は67住に切られており、 99住・ 152住・ 153住と重複

するが、 この 3 者での新旧関係は不分明である。詳細に就いては記述が能わなかった。
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第275図 C 区第107 • 119号住居跡・出土遺物実測図 (1)
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第276図 C 区第107号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 C 区第124号住居跡 位置 5 ~ 7 -C-43~45グリッド内。 残存深度約38cm

平面形態 矩形。 規模 3.00mX (2.S)m 構築基準辺 西壁主軸方位 l 北ー 97度ー南
壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。中央部に造床が認められたが分明に出来なかった。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 下位の140号住居の存在により平面露呈を行なった状態のものは不確実なため削除した。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 10cm。 主軸方位 北ー 100度ー南

改築 有か。掘り方より焼土を検出している。 形状 l 箱状の燃焼部に舌状の煙道が屋外に延びる。
規模 全長136cm ·屋外長 74cm •屋内長 62cm ・袖部幅100cm •燃焼部幅 85cm ·煙道部幅 50cm位

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 未検出。瓦を検出しているが、底面より遊離している。

煙道 68号住の際に破壊している。 掘り方 使用時の平面形状とほぽ同様である。

遺物出土状態 全体に覆土内からの出土が多い。床直・床直層出土の遺物は少なかった。
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第277図 C 区第124号住居跡実測図

□: 

層序 (C 124住）

1.粒状 C 軽石多絨。 2. 粒状C軽石多箪．粒状焼

土多屈・粒状炭化物含有。 3. 粒状 C軽石含有。 4.

粒状 C軽石含有・粒状VII層土含有。 5. 粒状C軽石

含有・粒状焼土微斌。 6. 細粒状 C軽石含有・粗粒

状炭化物含有。 7. 1 近質。 8. 粒状C軽石混入・

粒状焼土含有。 9. 細粒状 C軽石少絨・粒状塊状焼

土混入・粒状炭化物・灰多絨。 10. 細粒状C軽石

若干・粒状焼土混入。

゜ L= 126. 70 2m 

所見 当住居は140住・ 141住・ 154住を切る。

96住は当住居を接する状態で切り合い関係

が認められるが、新旧関係を確実には言及しかねるが、調査時

は96住を先行調査した。住居は東壁南東隅部寄りにカマドを具

備し、燃焼空間は非常に広い。又、補強材等は一切認められな

かった。出土遺物は少なく時期は言及し得ないが、住居形状は

D区の第III段階に対比され10世紀中頃と考えられる。
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第278図 c 区第124号住居跡出土遺物実測図

D, 1習序（C 134住）

l.粒状 C軽石混入。 2. 粒状 C軽石微凪。 3. 微粒

／．．．状 C軽石若干 4. 粒状 C軽石混入・粒状焼土混入粒状

~ 炭化物含有。 5. 粒状 C軽石少絨塊状VII陪土含有・粒状

焼土若干。

゜
L= 126.80 2m 

第279図 c 区第134号住居跡実測図
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第134号住居跡 位置 1 • 2 -C -42 • 43グリッド内。 残存深度約14cm

平面形態 矩形。 規模 2.16mX 1. 89m 構築基準辺西乃至南壁主軸方位 北ー95度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。全面造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴凡か。（不分明）

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体に床面より 10cm程下位に底面が検出され、土坑状・柱穴状の掘り込みが検出されている。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 5 cm。 主軸方位 北ー 89度ー南

改築 有。掘り方で焼土・炭化物を検出。 形状 細い舌を呈し、先端に細い煙道を具備する。

規模 残存長63cm ·屋外残存長55cm ·屋内長 8 cm· 袖部幅60cm ·燃焼部幅40cm ·煙道部幅18+acm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖のみ瘤状に認められるが、右袖は顕著ではない。

煙道 細く 45度程の仰角で立ち上がる。 l 掘り方 右袖に袖の補強材の据方を検出。
遺物出土状態 床面直上の遺物がやや多い。掘り方内のものには、 C 135号住のものを含む可能性がある。

ロニ

三 1
1
翫

I
I

＼ごニー2/

`\ ~ "=.,-,ｻｷ ーガ
\、 4‘
、、、-- `’‘ン，

6
 

() 10cm 

第280図 C 区第134号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・遺物

所見 当住居は112 • 135 • 151住を切り構築しているが、 103住との新旧関係は不分明である。住居は小型で

南東隅部にカマドを具備するが、その主軸方向は住居の指向方向とほぽ同様である。カマドはやや小規模で

あるが、煙道部は長く家外に突出したと考えられる。住居形状はD 区の第III乃至IV段階に対比され、出土遺

物は第IV段階の様相が認められることから、住居の廃棄は10世紀未～11世紀前初頭頃と考えられる。
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第281図 C 区第134号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 c 区第135号住居跡 位置 1 ~ 3 -C -41~43グリッド内。 残存深度約32cm

平面形態 正方形。 規模 3.16m X 3.30m 構築基準辺北壁か 主軸方位 北ー 63度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。東側で造床が顕著。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 Pl 。円形状。径70cm ·深度ー14cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 カマド前面に不整形の掘り込みが検出されている。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 46cm。 主軸方位 北ー 75度ー南

改築 有か。掘り方内より焼土を検出。 形状 遺存不良で馬蹄形状に残存する。

規模 全長 74cm ·屋外長 48cm •屋内長 26cm •袖部幅 67cm ·燃焼部幅 58cm （掘り方）。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I 未検出。
煙道 未検出。 掘り方 不整円形を呈する土坑状。

遺物出土状態 傍竃坑内よりほぼ完形の土師器甕が出土している。

所見 当住居は103号竪穴状遺構と 134住に切られ150住を切り構築している。住居は東壁中央よりやや南東隅

部寄りにカマドを具備し、南東隅部には傍竃坑を備えている。カマドは103跡に上面を削平されている為遺存

状況は悪い。傍竃坑内からは土師器甕（第282図 7) が出土している。住居形状はD 区の第 I 段階に対比さ

れ、出土遺物の様相も同様である。このことから、住居の廃棄は 9 世紀後半と考えられる。
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1.粗・細粒状 C軽石多鼠。 2. 粒状 C軽石混入。 3. 粒状 C軽石含有。 4. 細粒状 C軽石若干・粒状焼土少砒。
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第283図

3 

c 区第135号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 c 区第138号住居跡 位置 1 ~3  -C-47~49グリッド内。 残存深度i約18cm
平面形態 正方形。 l 規模 2.55m X2.45+am 構築基準辺 I 不分明主軸方位 北ー 96度ー南

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面 I 平坦。大半が造床。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 住居中央に向け、浅く皿状に窪ぼむ。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 33cm。 主軸方位 北ー 97度ー南

改築 有。掘り方内から焼土を検出。 形状 残存不良なため形状・詳細不分明。

規模 全長46+acm •屋外長25+acm •屋内長 21cm ·袖部幅 84cm ·燃焼部幅 26cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖屋内に舌状に突出する。

煙道 未検出。 掘り方 残存不良なため不整形状を呈する。

遺物出土状態 カマド前方で、床面直上での出土が多い。

所見 当住居は105住・ 138住に切られる。住居は東

壁中央よりやや南東隅部寄りにカマドを具備する。

傍竃坑は認められなかった。カマドは、試掘トレン

チにより上面を失なっている。焚ロ・燃焼部には補

強材は認められなかった。掘り方は、床面下に浅く

皿状に検出され、土坑状のい～p 3が検出されたが、

性格等は不分明である。住居形状は、 D 区の住居分

類の第III段階に対比され、出土遺物は同様に第III段

階の様相が認められることから、当住居の廃棄は10

世紀中頃から後半と考えられる。
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層序（Cl38住）

1.粒状C軽石含有。

2. 細粒状C軽石微屈。

3. 微粒状 C軽石微批．

粒状・塊状VII層土含有。

4. 粒状 C軽石若干・粒

状焼土若干・粗粒状VII層

土少星。

5. 炭化物・灰層。

6. 粒状 C軽石少鼠．粗

粒状焼土・粒状炭化物若

干。 7. 粒状 C軽石少絨・

粒状焼土少鼠・粗粒状VII

層土微拡。
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＊は調査以前の欠損をあらわす。

c 区第138号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 c 区第142号住居跡！位置 9 • 10-C-46~48グリッド内。 残存深度約17cm

平面形態 正方形か。 規模 2.85m X l.93+am 構築基準辺 I 不分明 主軸方位北ー88度南位か

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面平坦（残存部が少ない）。造床有り。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 P! 。楕円形状。 56X42cm ·深度ー27cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 詳細不分明。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から80cm。 I 主軸方位 l 北ー 93度ー南
改築 有。掘り方内で焼土を検出。 形状舌状を呈する。

規模 全長 72cm ·屋外長 72cm •屋内長 0cm •袖部幅80+acm ·燃焼部幅 50cm。

焚ロ・燃焼部i扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖 I 右袖のみを検出。左袖部は未調査。男瓦で補強する。
煙道 未検出。 掘り方 長楕円形状を呈する。

遺物出土状態 カマド焚□周辺での瓦の出土が多い。傍竃坑での出土は皆無。
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所見 当住居は86住に切られ、試掘トレンチにより

失っている部分も多く、調査区内を横走する農業用水

路により住居の北壁側は未調査部分がある。カマドは

東壁に具備するが詳細な位置は不分明である。構造は、

左袖が未調査部にかかるが右袖は瓦による補強が認め

られる。燃焼部での補強材は認められない。傍鼈坑は

東壁で南東隅部寄りに具備する。住居形状はD 区の分

類の第 I • II段階に対比され、遺物も同様である。
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第288図 C 区第142号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第289図 c 区第142号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺構名称 C 区第143号住居跡 位置 11~13-C-42~44グリッド内。 残存深度約44cm

平面形態 縦長方形。 規模 4.08mX3.37m I 構築基準辺！北壁 主軸方位 北ー 72度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。造床は認められなかった。

壁溝 北・南壁下で検出。幅15~25cm。 傍竃坑・貯蔵穴末検出。

柱穴 住居内・屋外周辺を精査したが認められなかった。

掘り方 認められなかったが、北・南壁下の壁溝のみが掘り方の状態である。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から50cm。遺存不良なため詳細不分明。 主軸方位 北ー 72度ー南程か

遺物出土状態 他の住居跡による破壊が著しく、残状状況が不良であるため遺物量が少ない。

所見 当住居は109住 •73住 •85住に切られる。この為住居の遺存は不良である。住居は、主軸を北側に20度
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勺られなかった。 このことから、

半なう掘り方等ではないことも

ぱ少量で、南東隅部で須恵器甕

？設置されていた。他は少量の

だ。住居の廃棄時期は 7 世紀後

半代と考
// ニ二こぶ1

ベ ゜
L= 127.30 2m 

層序 (C 143住）

1 ．粒状 C軽石多量・粒状焼土混入。 2. 濁灰褐色シルト（粘質土）．

塊状焼土の混土層。 3. 濁灰褐色土シルトの被熱焼土。 4. 粒状 C軽石

少量・粒状焼土微量。 5. 細粒状 C軽石微量。 6. 3 近質。 7. 焼土層。

8. 粒状C軽石混入・粒状焼土混入。 9. 塊状焼土（濁灰褐色シルトの

被熱焼土） （ 3 近質）。
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第 4 章検出された遺構・遺物

所見 (144住）当住居は86住・ 116住・ 117住・ 145住・ 152住・ 153住・ 184住に切られている。更に、試掘調査

時のトレンチにより住居は非常に遺存が悪かった。住居は東壁が最も長く梯形状を呈する。これにより南壁

はほぼ東西方向に、北壁は北側へ20度程偏向した状況になっている。然し、屋内では主柱穴が長方形配置と

なり、住居形状なりの配置となっている。この長方形配置の指向方向に対応する壁は西壁しか認められず他

の壁は異なった方向へ指向している。このことから、住居構築時には、南壁のみが方向を意識して構築され

たと判断される。この点から元来の主軸はこの西壁乃至主柱穴間の指向方向に求められる。又、主柱穴は 6

本検出されており、 P1 と P5•P2 とp 6が各々近接していることから、元来の主柱穴は深度の点から勘案すれ

ばP1~P4 に求められ、 P5 • P 叶ま、 P1 • P2の補助柱穴か上屋の建替え時に新たに掘削されたものと考えら

れる。一方、北壁下で検出された P11 • P12 と P13•P1s は、前者が主柱穴の指向方向に従うものの後者は北壁

に沿った形で掘削されている。更に北西隅部の E は P 11ー  P12の延長線上にあること等から勘案すれば、北壁

は改修された可能性が想起される。これらの事から、当住居は建替えられた可能性が非常に濃厚であること

が考えられる。出土遺物は、原位置で出土したものは少ない。当住居は出土遺物等から 7 世紀後半と考えら

れる。

遺構名称 |c 区第145号住居跡 I 位置 8 • 9 -C -49 • 50 グリッド内。 残存深度約13cm

カマド I 位置東壁、住居南東隅部から 94cm。 主軸方位北ー87度ー南位か

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状 全体的に遺存が悪く不整形状に残存する。

規模 全長 76cm ·屋外長 46cm ·屋内長 30cm •袖部幅106cm ·燃焼部幅 40cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖のみ検出。掘り方では補強材の掘方を検出している。

煙道 未検出。 掘り方 ほとんど無く、床の造床は貼床に近い。

遺物出土状態 傍竃坑内より瓦 3 点を検出し、カマド前面で灰釉瓶が床面より 6 cm程遊離して出土。

- / I 所見当住居は86住・ 121住に切られ、
¥ 

I —-UI 
QI I ul 

144住を切り構築している。住居は東壁

にカマドを具備するが北西隅が失なわ

口 B:言] 
れている為詳細な位置は不分明である

十 l
〇う

慮十 が、検出された傍竃坑に偏在している。B I 
-- 1 ＼凶293 IS) 01 

又、カマド掘り方には袖補強材の据えI 
D 1 5 6 __!2 I \ / 

\ \/ 口―／\8ざ一チー←只一］ 方が検出されており、廃棄時のカマドI / 
/ 

\ I I 
1-- I には袖補強材が認められないことから

I... -- I 
/ 

I —`--- 改築が確認出来る。住居の廃棄は 9 世

紀末か10世紀初頭と考えられる。

ｷ • —— 

L=  126.60 2m'----.._ ___—--

層序 (C 145住）

1.粒状 C軽石混入。 2. 粒状 C軽石含有・粗粒状VII層土含有。 3. 細粒状C軽石若干。

4. 細粒状 C軽石子・塊状VII層土混入・粒状VII層土含有。 5. 粒状 C軽石若干・塊状VII層

土混入・粒状炭化物含有。 6. 炭化物・灰層。 7. 細粒状C軽石若干・粗粒状焼土含有・

粒状炭化物若干。 8. 粒状炭化物・粒状焼土含有粘質土（硬質）。

·—- • - 1 
ぷ79ァ．
＇乃汐ぶ｀9,9一．．．

洲＇・ら喜•• iit尽叫IJ.全，ヽ
｀→ィ•••99唸:j,

、ー、一•9r

第291図 C 区第145号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
{) 10cm 
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遺構名称 c 区第144号住居跡 位置 6 ~9-C-46~49グリッド内。 I 残存深度 l 約33cm
平面形態 梯形。 規模 5.20mX5.80m 構築基準辺西壁 主軸方位 I 北ー 83度ー南

壁 I 斜位気味に立ち上がる。 床面 I 平坦？全体に薄い造床がある。

壁溝 未検出。 貯蔵穴 P7か。円形。径55cm ・深度ー31cm

柱穴 主柱穴P1~P4•主柱補助穴Ps•P6aP9• P10 は入口施設用か？ Pu~P15 は補助柱か。ピットの指向方向は81度。

掘り方 全体的に薄いが部分的に土坑状のものが認められる (P16~p20 • p 26) 。

遺物出土状態 住居の切り合いが非常に著しかった為詳細な状況は把握出来なかった。
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層序 (Cl44住）

1.粗粒状 C軽石多証・塊状濁灰褐色微量。 2. 粗粒状C軽石混入。

3. 粒状C軽石少栞．粒状焼土若干。 4. 粒状C軽石混入・塊状濁灰

褐色土若干・塊状VII層土含有。 5. 微粒状C軽石微量。 6. 細粒状c

軽石若干。 7. 粒状 C軽石含有・塊状VII層土含有・粒状VII層土含有・

粒状焼土若干。 7’．断ち割りによる土層観察は実施しなかったが、調

査時の観察では、塊状VII層土・粒状VII層土が柱穴内の

下位にやや多く認められた。
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第 1 節 南側調査区
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第293図 c 区第145号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 |c 区第146号住居跡 I 位置 4~6-C-42グリッド内。 残存深度約18cm

カマド I 位置東壁、位置の詳細不分明。 I 主軸方位 I 北ー 92度ー南位か
改築 有。掘り方内で焼土・灰化物を検出。 形状 全体的に遺存が悪く馬蹄形状に残存する。

規模 全長 73cm ·屋外長 22cm ·屋内長 51cm ·袖部幅120cm? ・燃焼部幅56cm? 。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。右壁を礫で補強する。 袖屋内に長く突出する。左袖は不分明。

煙道 未検出。 掘り方 I 楕円形を呈する土坑状。

遺物出土状態 カマド内でやや瓦片が多い。東壁でやや集中して出土している。

叶---苔］

層序 (C 146住）

1. 粒状 C軽石多祉（ C 号土坑覆土）。 2. 粒状C軽石混入。

3. 粒状C軽石若干。 4. 微粒状C軽石微祉。 5. 微粒状c

軽石若干・塊状焼土含有。 6. 炭化物・灰層。 7. 細粒状C

軽石若干．粒状焼土少駄・粒状炭化物若干。

所見 当住居は113住・ 150住に切られている。この他にも

重複が認められる住居はあるが、新旧関係は検証出来な

かった。この為住居の遺存は非常に悪い。住居は北東隅部

と東壁の部分及びカマドが残存するのみである。このこと

から住居形状等の詳細に就いては殆ど不分明である。カマ

ドは規模に対して燃焼空間が広い傾向が看取出来る。補強

材等は認められなかった遺物の出土がやや多い。住居の廃

棄時期は、出土遺物から

9 世紀後半と考えられる。 乏

゜ L= 126. 70 2m 
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＊は調査以後の欠損をあらわす。

゜ l~ 5 10cm 
6 • z 25cm 

第294図 C 区第146号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節 南側調査区
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C 区第146号住居跡出土遺物実測図 (2)
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遺構名称 c 区第148号住居跡 位置 4 ~6-C-46~48グリッド内。 残存深度 約46cm

平面形態 横長方形。 規模 3. 08m X 4. 20 + am 構築基準辺 西壁か 主軸方位 北ー 90度ー南位か

壁 斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。地山VII層土を使用し造床は認められない。

C97号住・トレンチの破壊により詳細不詳。 傍竃坑・貯蔵穴 未検出。
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所見 当住居は114住を切り構築し、 97住に

尊］

忠［三
こ------------I

I

g
t
|
 

ど
く

南東部で切られカマドを失なっている。住

居は東壁にカマドを備えたと推定され、 97

住の掘り方に若干の被熱部が認められた。

この被熱部をカマドの位置と判断し図上の

推定線で示した。又、試掘調査時のトレン

チによる破壊も顕著であることから、住居

の遺存は甚だ悪い。 このカマド推定位置か

らの住居形状はD の住居分類の第III段階に

対比され、当住居と重複する 115住より新し

い様相として考えられる。出土遺物は非常

に少なく瓦類が若干有り土器類は徴量で
B' 

あった。 これらのことから、当住居は、推

層序 (Cl48住）

1.粗粒状 C軽石多量。 2. 粗粒状C軽石混入・粒状炭化物・粒状炭化物含有。

3. 粒状 C軽石若干。 4. 細粒状 C軽石含有。 5. 微粒状 C軽石微量。 6. 4 近質。

7. 粗粒状C軽石混入。 0 L= 126.80 2m 

定形状から 10世紀中頃以降と考えられる。

＼―-二：／
゜ 10cm 

第296因 C 区第148母住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

I I 

ここニニニニジ
I
I
r

」]
 

ー
一

ジ＼
\ 

I 

＼＼こ

•t 

I I 

2
 

1
0
1
 ／こ二こ＼

\ 
/ヽ

3
 

[ 
、、ここ

こ且亡コミニニコ 6 

第297図

4 

c 区第148号住居跡出土遺物実測図 (2)

゜
10cm 2~6 25cm 

遺構名称 c 区第150号住居跡 位置 3 ~5-C-42~44グリッド内。 残存深度 約28cm

平面形態 不分明。 規模 3.92mX l.86+am 構築基準辺 北壁か 主軸方位 北ー 58度ー南

壁 C 103 • 134 • 135号住の破壊により詳細不詳。

遺構名称 C 区第151号住居跡 位置 2 • 3 -C-43グリッド内。 残存深度 約20cm

C 134 • 135 • 150号住の破壊により詳細不詳。

所見 (112住）当住居は北東隅部の極部分的な検出で、詳細はおろか概要も不明である。

所見 (150住・ 151住） この両住居は134住・ 135住・ 103住に切られ大半を失ないカマドの確認出来なかった。

住居は、確認時に西壁が著しく段を有する如く切り合い状態として認められることより 2 軒扱いとした。然、

調査段階では明瞭な床面や立ち上がりも認められなかった。この状況から、 1 軒とも考えられたが、確認時

の状況を考慮し、 1 応 2 軒扱いとした。又、 151住の部分は135住・ 134住の一部とも思われたが、掘り方面で

は両住居の立ち上がりが認められていた一応上述のとおりとした。時期は両者共10世紀代と思われる。
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第 1 節 南側調査区
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層序 (C150 • 151住）
1. 粒状 C軽石多羅。 2. 粒状 C軽石含有。 3. 細粒状 C軽石微屈・粒状焼土少凪。 4. 細粒状 C軽石混入・粒状焼土含有。 5. 微粒状 C
軽石微品・塊状VII層土若干・粗粒状VII附土若干。 6. 塊状VII層土。 7. 粒状C軽石混入。 8. 粒状C軽石若干。 (7 • 8 層 112住裂土）
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第298図 C 区第150 • 151号住居跡・第150号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第299図 C 区第150号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第300図 C 区第151号住居跡出土遺物実測図
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。 1 • 2 lOcm 3 25cm 

所見 (152住）当住居は153住・ 144住・ 117住を切り構築し、 86住・ 116住に切られている。又、試掘時のトレ'

ンチにより破壊され、住居の重複関係が非常に著しかったことなど、調査の不手際もあり住居の遺存は非常

に悪く、同様に153住も遺存が非常に悪い。住居は土層観察断面より縦長方形状であることが確認されたが、

詳細は不分明で、傍竃坑の存否自体も不分明である。出土遺物も非常に少なく時期は限定出来ない。

所見（153住）当住居も上述如く遺存が非常に悪い。住居は縦長方形であることが土層観察断面で確認出来た。

カマドは東壁に具備し、左右両袖は礫による袖補強されている。傍竃坑は152住に切られる為末確認であった。

出土遺物は少量出土したが、重複が顕著なことから帰属に問題もある。 9 世紀代の住居と思われる。
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第 1 節南側調査区

遺構名称 c 区第152号住居跡 位置 7 • 8-C-46~48グリッド内。 残存深度約47cm

平面形態 縦長方形。 規模 2.9mX2.38m 構築基準辺不分明 主軸方位北ー90度ー南位か

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面 I 平坦。造床は住居の切り合いが著しいため不分明。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居の切り合いが著しいため、精査自体実施しても不分明に終る。

掘り方 不分明。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から30cm位。遺存不良なため詳細不分明。 主軸方位 I 北ー 90度ー南

遺物出土状態 詳細不分明。

遺構名称 c 区第153号住居跡 位置 7 ~9 -C-47~49グリッド内。 残存深度約28cm

平面形態 縦長方形。 規模 3. 20m X 2. 7 ? m 構築基準辺不分明 1 主軸方位北ー 90度ー南位か

壁詳細不分明。 床面 平坦。北東隅部で認められたが、詳細不分明。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居の切り合いが著しいため、平面精査を実施しても不分明に終る。

掘り方 北東隅部で認められたが、平面検出は不能であった。

カマド 位置 東壁。遺存不良なため詳細不分明。 主軸方位 北ー 90度ー南

遺物出土状態 中央部で覆土内から瓦・礫が出土している。
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L 粗・細粒状C軽石多盤・粒状焼土混入。 2. 粒状C軽石

多韮心状焼主含有。 3 ．粗粒状C軽石多量。 4 ．粒状 C軽
石混入・塊状VII層土含有・粒状VII層土含有。 5. 細粒状 C軽

石若干粒状含有・塊状VII層土若干。 6. 微粒状 C軽石微量・粒状焼土若干．粒状炭化物微量。 7. 微粒状 C軽石微量・粒状VII層土混入・塊

状VII層土含有。 8. 粒状 C軽石少量・粒状焼土混入・塊状焼土若干。 9. 炭化物・灰層。 10. 細粒状 C軽石若干・粒状焼土若干．粒状炭化

物微星。 11. 粒状C軽石混入。 12. 粒状 C軽石含有・粒状焼土若干。 13. 細粒状C軽石少量・微粒状焼土若干。 14. 細粒状 C軽石若干．塊

状VII層土少量・粒状VII層土含有。 15. 粒状 C軽石若干・塊状VII層土微醤・粒状VII層上含有・粒状焼土微獄。 16. 細粒状 C軽石少最．塊状焼

土・粒状焼土含有・粒状炭化物含有。 17. 炭化物・灰層。 18. 粒状C軽石若干・粗粒状焼土含有。 (C152 • 153住）

第301図 C 区第152 • 153号住居跡・第152号住居跡出土遺物実測図(1)

゜ L= 126.80 
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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゜ L= 126.50 2m 

所見 当住居は72住・ 142住に確実に切られるが、 140住・ 136住との関係は明ら

かではない。住居は上述の 2 軒の住居により大半が破壊消滅しておりカマドが

痕跡程度に検出されたのみである。カマドは地山

＼こ二三三ク： 砂岩質の削り出し材を右壁側に 2 ケ所据えている

が、袖か燃焼部かの判断は出来かねるが、図中奥

側は恐らく燃焼部右奥には相当すると考えられ

る。又、住居内のカマドの位置も不分明である。

出土遺物は 2 点有り細片であった。

第305図
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第 1 号住居跡 I 位置 45~47-B-33~35グリッド内。 I 残存深度約50cm

平面形態 横長方形（矩形） I 規模 3.0mX3.60m 構築基準辺 1 西乃至南壁 主軸方位北ー88度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 鍛治に伴なう土坑状の施設により凹凸がある。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。隅丸方形。 50X40cm ・深度 22cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 掘り方と生活面が判然としない部分がある。

カマド 位置 1 東壁、住居南東隅部から 55cm。 主軸方位 I 北ー 99度ー南
改築 有。場所自体を北壁から東壁に移設。 1 形状舌状。（瓦を多用する）
規模 全長 83cm •屋外長 50cm ·屋内長 33cm ・袖部幅113cm •燃焼部幅 57cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁体は瓦を用いる。 袖 I 男瓦を左右各々 l 枚（完形）づつ用いている。
煙道 男を用いているが、元位置ではない。 掘り方 瓦の据方が明確に認められる。

遺物出土状態i底面（床面）での完形品の出土が多く、瓦自体ほぽ完形に近いものも含め12枚出土。

所見 当住居は住居の切り合いが無い単独住居である。住居は北壁・東壁に各々 1 基づつカマドを備えるが、

併存ではなく、北壁カマドは構築当初のもので、東壁カマドは移設後のものである。更に両者の使用時の床

面は異なっており、前者段階ではほぽ掘り方面と同様であり、移設後は貼り床を施こしている。則、住居に

は 2 時期に分別される。便宜上古期・新期とした。古期の床面では、中央やや西壁寄りに還元焔～酸化焔に

よる被熱部が瓢形状に検出されている。又、大小 7 ケ所に土坑状の掘り込みが認められた。 (P2~P8）。これ

らの内で巳は平面形状が長方形状で壁の四隅は鋭い稜を有している。又、深度では P2が最深で床面下54cm程

に底面があり覆土最下層は徴粒土の堆積がありそれを埋める状態で12層土の堆積が認められた。この状況は

いが使用時には水が湛えられていたことが考えられる。西壁下にはベット状の平坦面が認められたが、中央

全体が掘り込まれていることに起因し、ここに中央部と画する何らかの意義があると考えられる。更に南西

隅部には掘り込みが認められる。出土遺物では、スラグ・羽口等が特筆出来る。この古期段階のカマドは、

前述した様に北壁に付設しているが、推定される時期の住居としては唯一例で違例な住居である。この北壁

にカマドを具備することは、上述した住居床面での状況に強く係わる所産と考えられる。特に西壁下のベッ

ト状の有り方や、炉床と考えられる被熱面、水を湛えたと考えられる P2等の存在、更に、出土遺物中にスラ

グ・羽口等が認められることなどからも、特殊な状況下による所産と判断される。そして、この特殊状況と

は、上述の内容から屋内小鍛冶であることが考えられる。このことは、住居内中央からやや南壁寄りで新期

二 こ言

゜ 10cm 

第306図 B 区第 1 号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第 4 章 検出された遺構・追物
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1.粒状 C軽石多屈・細粒状VII陪土含有・粒状炭化物含有。 2. 粒状 C軽石混入・粒状VII附土含有・粒状炭化物含有・粒状焼土少凪。 3.

粒状 C軽石多屈・粒状炭化物混入。 4. 粒状 C軽石混入・塊状・粒状VII府土混入・粗粒状・粒状炭化物多址（やや硬質）。 5. 塊状IV· VII陪

土。 6. 2 近質。 7. 細粒状 C軽石若干・塊状VII府土・粒状VII陪土含有。 8. 細粒状 C軽石少虻．塊状焼土・粒状焼土混入・粒状炭化物若

干。 9. 炭化物・灰陪。 10. 微粒状 C軽石微試．粗粒状焼土混入。 11. 細粒状 C軽石含有・塊状VII附土混入。 12. 微粒状C軽石微屈・灰．

炭化物混入（弱粘性）。 13. 4近質。 14. 微粒状 C軽石少砒．粒状焼土含有・粒状炭化物若干。 15. 黒色硬臼被熱塊状土1習。 16. 濁赤褐色被

熱土府。］ 7. 濁赤橙褐色土被熱土陪。］ 8. 微粒状C軽石含有粘性黒褐色土附（若干被熱）。
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B 区第 1 号住居跡カマド実測図
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第 1 節南側調査区

のカマドでは東壁中央より南東隅部寄りに付設されている。左右両袖・焚ロ・燃焼部・煙道には完形の男瓦・

女瓦を用い竪固な構造に作られている。この男瓦・女瓦の合計数は 8 枚である。この枚数は調査区全体から

も最多数のカマドである。又、このカマド移設に伴ない傍竃坑の付設も考慮される。傍竃坑は南東隅部で南

壁下で検出され、上面は完形の女瓦と偏平河原円礫を主体に蓋われた状態になっている。この状況から傍竃

坑は開口状態ではなかったと判断される。出土遺物は上述の小鍛冶に係わる遺物と、カマド内の瓦が特筆さ

れる。カマド内出土に加えて住居内から 4 枚の完形品が出土しており、カマド内を含める合計数12枚となり

これ程の出土量が有った住居は、調査区全体の住居跡の中でも唯一突出している。このことは、当住居が小

鍛冶であることと、印章型の如くの特殊製品の製作に係っている。このことからの特殊は要因に起因すると

考えられるものの、同様に小鍛冶施設を具備する住居(B 40住． G· 住等）では、瓦を多量に出土するとい

うことは無い。これらの点では、小鍛冶を伴なう住居の本来の特殊性は、製作された製品にあると考えられ、

その製品も極限された物が、製作するものを特定されうる状況、即、外的要因による規制である。この外的

要因は、中間地域という立地状件（尼寺々地）から、製作された銅印は「官この為のもよであっはことが推

量される。この「官」とは、具体的には「国分尼寺」と類推出来、これが元来の特殊状況であって単に小鍛

冶という状況ではないと考えられる。結論的に言えば、当住居（小鍛冶施設）は、国分尼寺に直接係わった

ことが推定される。住居の時期は、上述した様に長期間の使用が考えられることと、出土遣物に D 区の第 I

段階以前の様相と第 II段階の様相が認められ、住居形状も第 I 乃至 II段階に対比されることから、当住居は

9 世紀中頃から 10世前半頃の存続が考えられる。

床面直上出土の礫（偏平河原石）は、表面が叩き等による傷・敲打痕が認められる。この事から、この礫は

小鍛冶に伴なう台石であることが考えられる。一方、前述した出土遺物以外で特筆出来るものに、銅印鋳型

が上げられる。この銅印鋳型は 3 点出土しており、印面側のものが状態が良く他は紐の部分の破片と考えら

れる。印面側の鋳型は極度に隅の丸い隅丸方形状を呈し、シルト質の土を用いた土製である。この為、出土

後の洗漁等による若干の磨滅もあるが、鋳出時に表面の剥落があり文字の判読は出来ず、更に、文字数に就

いても判断出来ない様な状態である。（第 5 章第二節第 1 頃特殊遺物を参照）この他の出土遺物で（特に古期

に帰属すると限定されるものは少ない）、須恵器坪（第309図ー 1 • 11) の内外面がすすけており、特に 1 は

鉄錆状になった鉄分の融着が顕著に認められることから取瓶と考えられる。この様に、小鍛冶を具体的に示す

遺構（施設）・遺物から、確実な小鍛冶住居であることが判断され、当住居の古期の段階は、屋内小鍛冶の住

居（施設乃至遺構）である。新期では、床面と考えられた面は確実には検出来なかった。然、住居の土層観

察断面には、カマドの底面の廷長上に床面と考えられる面が認められた。唯し、この床面状の面は、カマド

底面の土面からであり、カマド底面の 9 層は古期小鍛冶施設の底面に流入する状態であることから、カマド

の移設後も小鍛冶としての機態が移設後も備なわっていたことになる。又、一方では上述した様に新期カマ

ド廃棄直前には小鍛冶施設を埋設した可能性を示すのが床状の存在である。このことから、この新期の段階

は更に前後の小段階に分別される。このことは、当住居（施設乃至遺構）は、 3 段階の小時期の設定がなさ

れる。古・新期の当住居の構造上の変化は、上述の小鍛冶施設の埋設により大きな変化を遂げるが、カマド

の移構造・傍竃坑等の細部での変化も窺える。古期のカマドは土層観察断面から破壊したと考えられ詳細は

不分明であるが、袖部乃至燃焼部焚口寄りの部分に補強材の据え方と考えられる掘り込みが認められる。
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第 1 節南側調査区
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第316図 B 区第 1 号住居跡出土遺物実測図 (9)
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第 1 節南側調査区
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第 2 号住居跡 位置 30~32-B-45~46グリッド内。 残存深度約42cm

平面形態 横長方形。 規模 2.5mX3.62m 構築基準辺西壁壁 主軸方位 北ー 95度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。全面造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 P! 。隅丸胴張り方形。 63X 55cm ・深度 22cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北東隅部に土坑状の比が検出され、カマド前面がやや深く掘り込まれている。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から 60cm。 主軸方位 北ー 105度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 1 形状馬蹄形状。
規模 全長 73cm •屋外長 53cm •屋内長 20cm •袖部幅108cm •燃焼部幅 44cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁は礫により補強される。 袖礫により補強される。

煙道 未検出。 掘り方 全体に舌状を呈しするが、礫の据方はない。

遺物出土状態 カマド・傍竃坑内より多く検出される。
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1.粗・細粒状 C軽石多履。 2. 粒状C軽石混入。 3. 粒状 C軽石少絨。 4. 微粒状 c軽石微羅。 5. 粒状 C軽石少益・粒状炭化物含有・

塊状VII層土含有。 6. 粒状 C軽石混入・粒状焼土若干。 7. 細粒状 C軽石微最。 8. 微粒状 C軽石微斌・粒状焼土・粒状炭化物含有。 9.

粒状 C軽石少鼠．粒状焼土少量・粗粒状VII層土含有。
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所見 当住居は21住を切り構築している。住居は梯形状を呈し東壁中央よりやや南東隅部寄りにカマドを具
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第327図 B 区第 2 号住居跡出土遺物実測図 (6)

遺構名称 B 区第 3 号住居跡 位置 43~45-B-33~35グリッド内。 残存深度約30cm

平面形態 縦長方形。 規模 3. 7mX2. 72m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー 95度ー南

壁 1 斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面に浅い造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 Pl 。隅丸胴張り方形。 52X4lcm ・深度ー23cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全面平坦である。 P丑ま、生活面検出したが、用途等不分明。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から55cm。 主軸方位 北ー 94度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状細い舌状を呈する。

規模 全長50+acm •屋外長32+acm ·屋内長 18cm ・袖部幅118cm ·燃焼部幅 40cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖が若干認められる程度である。補強材は認められなかった。

煙道 末検出。 掘り方 半円形状が想定される。

遺物出土状態 全体に散漫であるが床面直上のものがやや多い。
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所見当住居は 2 住に

カマド煙道部先端側を

切られている。住居は

縦長方形状を呈し、東

壁中央部にカマドを具

備し、南東隅部に傍竃

坑を備える。カマドは

燃焼空間の比較的狭く

袖は左袖が瘤状程度に

認められ、左袖は認め

られなかった。又、補

｀吋 l 2 こ:1 戸 三 強材等も認められな

｀ニニニ］ l 粗・：ロロ：ロニ土m少斌。：二：こ、ロ2. 粒状 C軽石含有・塊状VII屈土混入・粒状炭化物少絨・粒状焼土含有。 3. 粒状 C軽石少足粗粒状VII陪土 す＼麻濯ffT 5 cm程呈下1立
混入。 4. 微粒状 C軽石若干。 5. 礫。 6. 細粒状 C軽石混入。 7. 微粒状 C軽石若干・塊状焼土混入。 8.

微粒状 C軽石微屎・粒状炭化物混入。 9. 微粒状 C軽石微屈・粒状焼土含有・粒状炭化物微凪。 で‘ほほ可左坦な底濯iヵゞ栢t

出された。住居形状はD 区の住居分類に対比しても該当するものが認められないが、傍竃坑の存在から第 II

段階以前に想定できる。一方遺物は第 I ·II段階の様相であることから 10世紀前半以前の廃棄と考えられる。
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第328図 B 区第 3 号住居跡・出土遺物実測図(1)
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第330図 B 区第 4 号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

遺構名称 B 区第 4 号住居跡 位置 37~40-B-30~33グリッド内。 j残存深度 l 約25cm
平面形態 梯形。 規模 3.7mX4.3 • 5.0m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 79度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未分明。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 下位の16号住居の存在により不分明。

遺物出土状態 全体に少なく、床面直上での出土は皆無に近い。
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陪序(B 4 住）

1.粒状 C軽石含有・粒状炭化物少虻・粒状焼土含有。 2. 粒状 C軽石含有・粒状炭化

物少屈。 3. 粒状 C軽石少品。 4. 粒状C軽石若干・粒状炭化物少屈・粒状焼土少拭。

5. 粒状 C軽石含有・粒状焼土微凪．粒状炭化物微屈。

0 I_= 126.20 2m 
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所見当住居は16住を切り、 B 6 溝

（中世）に切られカマドを失ったと

考えられる。この為、住居の詳細に

就いては不分明な点が多い。又、南

東隅部周辺は、下位の16住の存在も

あり、検出壁としたものは掘り過ぎ

ている可能性がある。住居は遺物か

ら 10世紀前半以前と考えられる。

一三： 6
;;;;‘<、J 第331図 B 区第 4 号住居跡出土遺物実測図 (2)
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10cm 

遺構名称 B 区第 5 号住居跡 I 位置 37~39-B-41~43グリッド内。 残存深度約35cm

平面形態 正方形（矩形）。 規模 4. 32m x 3. 9 (5.1) m 構築基準辺北西壁主軸方位北ー50度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。地山VII層土を使用し、造床は一部にしかない。

壁溝 全周。幅10~20cm。 傍竃坑・貯蔵穴 P，か。不分明。

柱穴 P1～化が主柱穴で、p7 ・巳は、p3 ・化の補助柱穴か。

掘り方 Pioｷ P11及びP2 ・凡周辺で部分的に認められた。

遺物出土状態 P2の部分で、柱材が想定される位置から完形個体 (333~ 3) 等の出土がある。
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1.粗・細粒状 C軽石多量。

2. 粒状 C軽石混入。 3.

粒状 C軽石若干・塊状焼土

多絨・粒状焼土多鼠（軟質）。

4. 細粒状C軽石若干。 5.

徴粒状C軽石微斌。 6. 細
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層土含有。
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住・土坑群に切ら

れている。住居は

上記二者に切られ

るものの、図示し

たとおり顕著な状

態ではない。にも

かかわらず、残存

部ではカマド及び

カマドの痕跡は認

められない。北壁

は著しく歪んだ状

態となっており、

壁溝が二重に検出

されており同様に

南壁も二重の状態

になっている。又

東西両壁下でも壁

溝が認められるも

のの、西壁側は土

坑群による破壊が

及んでいる為詳細

は不分明である

が、執れの壁下で

もカマドの痕跡が

認められなかっ

た。 そして、上述
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第332図 B 区第 5 号住居跡・出土遺物実測図 (1)

3
 

した壁の状況は建

替のあったことを

示していると考え

られる。主柱穴は

4 本 (P1~P4) 検

出されており、建替に伴なう柱穴の新設は無い。

掘り方は極部分的な検出でp 10• p II の土坑状の状

態である。位置的には炉の占有部位と考えられる

が、焼土は認められなかったが、炉址を完全に否

定し得る状況も検証し得なかった。住居の時期は

7 世紀前半から中頃と考えられる。
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第333図 B 区第 5 号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第 6 号住居跡 I 位置 44~46-B-45~47グリッド内。 残存深度約30cm

平面形態 横長方形（矩形）。 規模 2.6mX 3.2m 構築基準辺西壁か主軸方位 北ー86度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。全面に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全面平坦である。カマド部でも住居壁の立ち上がりが検出されている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 90cm。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 不分明。 形状細い舌状を呈する。

規模 全長110cm ·屋外長 77cm •屋内長 33cm •袖部幅125cm ·燃焼部幅 36cm ·煙道部幅 12cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 小さく瘤状を呈する。補強材等は認められなかった。

煙道 細く仰角30度程で立ち上がる。 掘り方三角形状を呈する。

遺物出土状態 南壁下床面直上で 3 点の完形個体が出土している。この部分に傍竃坑が想定される。

所見 当住居は、 7 住・ 27住 •30住． 31住． 33住と重複する。又、北側の B 1 溝・中世遺構・攪乱等により

周辺住居は遺存悪く、平面精査による遺構の新旧関係の確認は全うできなかった。上述の一連の住居も調査

段階では新旧関係は詳らかではなかった。 この状況下での当住居の検出は実態不分明な部分がある。当住居

内での出土位置のある第334図ー 1~4 は、 27住のに帰属する可能性もあり、調査時の不手際に原因する。唯、

住居形状では、 C 区の水路以南の67住に切られる 71住に類似性が検出され、 71住が、他の住居を切る点から、

住居形状での検証は机上では妥当性があると思われる。詳細は上述の点から言及しかねる。
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第 1 節 南側調査区
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ロ：三ーロ
第334図 B 区第 6 号住居跡・出土遺物実測図

10 
() l~8 10cm 

9 ~11 25cm 

所見 当住居は前述した 6 住と重複関係にある。又、 27住と重複関係にあるが、調査段階では当住居を先行

調査させた。 しかし、出土遺物を見る範囲においてはその新旧関係は判然としない。一方、調査時の土層観

察断面では、 27住に伴う貼り床等は認められず、壁の立ち上がりとも思われる所見も得られなかった。だが、

周辺住居の床面・掘り方底面はほぼ同位面であることから、 これに起因して床面の標高差違が認められず、

調査時に看過した可能性がある。唯、調査時には、当住居が27住を切るという認識で調査実施した。
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 B 区第 7 号住居跡 位置 44~46-B-45~48グリッド内。 残存深度約46cm

平面形態 縦長方形。 規模 4.48mX 3.6m 構築基準辺南壁 主軸方位 北ー 82度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。地山VII層土を使用し、造床は認められない。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 P1 • P2か？詳細不分明。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 認められなかった。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から40cm。 主軸方位 北ー 88度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状

規模 全長128cm ·屋外長 59cm ·屋内長 69cm •袖部幅150cm ・燃焼部幅 35cm ·煙道部幅15~26cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 右袖が極度に大きい。補強材は認められない。

煙道 細く仰角20~60度程で立ち上がる。 I 掘り方細い舌状を呈する。
遺物出土状態 全体に出土量が少ない。
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陪序(B 7 住）

1.粒状 C軽石多砒・粗粒

状VII陪土含有。 2. 粒状 C

軽石混入・粒状 VII 陪土含

有・塊状VII層土多斌（南側

からの堆積）。 3. 細粒状 C

軽石若干。 4. 細粒状 C軽

石少址塊状焼土若干・粒状

焼土若千。 5. 微粒状 C軽

石若干・塊状焼土混入・粒

状炭化物混入。

6. 細粒状 C軽石若千・粒

状炭化物若干・粒状焼土含

有。 7 ．細粒状 C軽石若干・

塊状焼土斑状混入。 8. 炭

化物・灰阿。 9. 細粒状 C

軽石若干．粒状焼土少虻。

10. 微粒状 C軽石若干．粒状焼土含有・粒状炭化物少屈。

11.微粒状 C軽石微屈．塊状VII隠土多品。 12. 細粒状 C軽

石若干．粒状焼土若干．粒状炭化物微兄。
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第335図 B 区第 7 号住居跡・出土遺物実測図 (1)
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第 1 節南側調査区
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第336図 B 区第 7 号住居跡出土遺物実測図 (2)

10cm 
8 ~12 25cm 

所見 当住居は18住を切り構築している。住居は縦長方形状を呈し、カマドは南東隅にやや寄った位置に構

築している。傍鼈坑は認められなかったが、下位の18住の存在により分明に為し難かった。カマドは、東壁

に構築されているが、下位の18住のカマドと完全に重複しており、調査の不手際もあり平面検出は出来ず、

断面での検証しか出来得なかった。この断面での状況と、カマド範囲確認時に於ける状況を勘案し図上に推
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 B 区第 8 号住居跡 位置 38 • 39-B-34~36グリッド内。 残存深度約40cm

平面形態 縦長方形。 規模 3. 25m x 2. 55m 構築基準辺北壁 主軸方位 北ー 90度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 ほぼ平坦。全面に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍鼈坑·貯蔵穴未検出。

柱穴 末検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南西隅部に土坑状の掘り込みが検出された。

遺物出土状態 部分的に集中するが、床面直上での出土は皆無に等しい。

定線で図示したのが当住居のカマドである。住居の廃棄は、住居形状がD 区の分類

の第III段階に対比され、出土遺物も同様な為当住居は10世紀中頃と考えられる。
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1.粗•細粒状 C軽石多鼠・

粒状焼土含有。 2. 粒状 c

軽石混入・粒状焼土多址・

灰含有・粒状炭化物多址。

3. 粒状 C軽石多斌．粒状

焼土少屈。 4. 粒状C軽石

含有・粒状VII層土多磁。

5. 粒状C軽石含有。粒状

VIII冒土極多凪。 6. 微粒状

C軽石微紺・粒状炭化物若

干・粒状焼土少屈。

7. 微粒状 C軽石微兄・灰

多品。 8 ．粒状 C軽石若干・

粒状焼土多凪・塊状炭化物

若干・塊状VllI図土混入。 9. 

細粒状C軽石混入・粒状焼

土混入・粒状炭化物若干．

粒状VII陪土若干。 10. 微粒

状 C軽石微屈．塊状焼土主

体・粒状炭化物混入。 1 1.

細粒状 C軽石含有・粒状焼

土含有・粒状炭化物少凪．

塊状VII陪土多凪。 12. 細粒

状 C軽石微屈．塊状VIII陪土

主体乃至塊状VIII陪土斑状混

入。
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第337図 B 区第 8 号住居跡・出土遺物実測図 (1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

遺構名称 B 区第 9 号住居跡 位置 44 • 45-B-37 • 38 グリッド内。 残存深度 約30cm

試掘トレンチの破壊により詳細不詳。

-------~ 

ロニニ口

g
＜
十

oot
 

。 126.40 2m 

屁序 (B 9 住）

1.粗•細粒状 C軽石多鎚・塊状VII府土若干。 2. 細粒状 C軽石若干。

3. 細粒状 C軽石若干．塊状焼土斑状混入・粒状炭化物若干。 4. 細粒

状 C軽石含有。 5. 細粒状 C軽石少屈・粒状焼土若干・塊状VII屈土若干。

所見 当住居は、昭和54年度に実施した試掘調査時のトレンチにより住居の東側半分を失っている。 この為

詳細に就いては大半が不分明である。然、出土遺物のみを見る範囲に於いては、 D 区の住居分類の第 I 段階

の遺物様相が強く認められることから、住居は、東壁中央にカマドを備え、南東隅部には傍鼈坑を備えてい

たと類推できる。又、失なわれた東半分は少なくもトレンチ幅内に納まることからすれば、当住居は横長方

形乃至矩形を呈していたと考えられる。上述の点から住居は 9 世紀後半頃の廃棄と考えられる。
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第339図 B 区第 9 号住居跡・出土遺物実測図
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第10号住居跡 位置 39~41-B-46~48グリッド内。 残存深度 l 約30cm
平面形態 正方形基調。 規模 3.0mX3.15m 構築基準辺康壁 主軸方位 南ー 3 度ー北

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 やや大きな単位で凹凸がある。造床は認められなかった。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 未検出。

カマド 位置南壁、住居南東隅部から84cm。 主軸方位 北ー 172度ー南

改築 有。掘り方内から焼土を検出。 形状 舌状を呈する。礫・瓦による補強が顕著。

規模 全長 88cm 屋外長 60cm 屋内長 22cm 袖部幅 90cm 燃焼部幅 34cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖左袖が大きく、右袖は礫により補強される。

煙道 仰角56度程で立ち上がる。 掘り方五角形状を呈する。

遺物出土状態 l カマド左袖周辺で、床面直上に遺物が群在し、東壁下で床直出土のものがある。

: G G' 

o,-+-_: ~ _-, o,+ ~~ l _]_— しー上

¥ーI¥ ¥l 
こ｝ 層序(BlO住）
| 1 ．粗・細粒状 C軽石多星・粒状VII層土

D s 6 2 D' 混入。 2. 粒状 C軽石含有・粒状VII隊土

• リ~ ""  一琴ここ多呈。 a．粒状C軽石少岱・粒虹l陪＋
混入。 4. 粒状 C軽石若干。

9 5. 細粒状C軽石含有粒状焼土多屈。

342. -2 ) / ～つ／ \ \ ] 上 2 5 9 7 旦 6. 細粒状 C軽石含有粒状焼土少輩。
曇 7. 細粒状C軽石若干．粒状焼土含有・
, 粒状炭化物混入。 8 炭化物・灰附。

`< ゴ／ ど 9. 微粒状 C軽石若干．粒状焼土含有・
2 3 B' I 9 L= 126 50 2 m 粒状炭化物含有。

所見 当住は切り合い関係のない数少ない単独住居であ

る。住居は南壁に南東隅部寄りにカマドを具備する南カ

マドの住居で、 C48住と当住居のみの希少例であるが、

C48住と当住居では所産年代に大きな違いがあり、平安

期の住居としては、南カマドを検出した唯一例である。

唯、先述した Cl03 • 111住も考慮されるが、実態を伴な

□三二：／｀＼口／
□□/ / •J ¥ ¥ 3 

う例としては唯一例である。カマドは、西側（右壁）に

補強材を用い、袖部では地山砂岩質土の削り出材を用い、第340図 B 区第10号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

゜ 10cm 

燃焼部では瓦を用いている。又、カマド掘り方の右袖部下では、傍鼈坑状の掘り込みが検出されているもの

の、出土遺物等は皆無である。住居形状では、 D 区の住居分類に対比されるものはなく、出土遺物の様相の

みが第 II乃至III段階に対比できる。この点から、当住居は10世紀後半代頃の廃棄と考えられる。
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第 4 章検出された追構・追物
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第341図 B 区第10号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調査区
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＼こロニニ 第342図 B 区第10号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 B 区第11号住居跡 位置 39~41-B-36~38グリッド内。 残存深度約37cm

平面形態 正方形。 規模 3.68mX3. 72m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 91度ー南

壁 ほぽ垂直に立ち上がる。 床面 平坦。浅い造床が南東隅部で認められた。

壁溝 南西隅部で検出。幅12~23cm。 傍竃坑・貯蔵穴 Eか。楕円形。 47X 40cm ·深度ー15cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南東隅部で浅く認められた。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 59cm。 主軸方位 北ー 97度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 1 形状馬蹄形状で、全体に大きい。

規模 全長 60cm •屋外長 47cm •屋内長 13cm •袖部幅140cm •燃焼部幅 64cm 。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と菫複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。右奥壁を瓦で補強。 袖 右袖は殆ど認められず、左袖が瘤状に認められた。

煙道 末検出。 掘り方 左袖下に補強材の据方を検出（改築前）。

遺物出土状態 カマド周辺でやや多い。床面直上での出土は少ないが、直上層での出土はやや多い。

所見(B ll住）当住居は調査段階では 3 軒の切り合い状態という認識で

調査着手した。これは当住居の南壁を直線走行すると仮定したためであ

るが、土層観察断面からは詳細は判断されなかった。又、東壁は、 Bl2

住と想定した西壁とほぼ平行する状態で検出されている。然し、カマド

は、その指向方向がBll住の南壁（南東隅寄りの部分）に対しほぼ平行

する状態である。更に、床面と認定した面も両者の差はないことなどか

ら判断が非常に困難な状態である。だが、カマド左袖の立ち上がりの状

態・南壁と南西隅部の壁溝等の状況から、調査時に確認した、 B11 • 12 

号住居は同一の住居であると考えられる。上述した状況は図上に破線に

より図示した。住居の廃棄は、住居形状がD 区の第 II段階に対比され出

土遺物も同様であることから、 10世紀前半と考えられる。

ロロニ／
";:---=__:_―二／

゜ 10cm 

第343図 B 区第11号住居跡出土

遺物実測図（ 1)
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第 4 章検出された遺構・遺物

一
348-3 

.. 

]
D
□E

]
[
[


_
 

員
ロ
ロ
ロ
]

□

吋
、
怜

8

虚
、
如

ー

正

B


ー

ヽ
ー

ーー

9

i

l

 

-

l

6

 

8

l

 

-

5

4

 
l

3

 

4•4l8 •43 
3

l

-

i

6
 

I

4

 

[

3

 

翠
｝

l
l

o

●
叫
丁

一

I

2
 

9

-

7

,

4

f
i
 

は
．
←
．

3
4
A
I

一
諏3
3
4
,
/
I
[

―
―
[
、

1
0
1
9

闊
，
＇
’
9
,
1

ー
•
止
．
．
：8

—-

.

.

 

正

,
'
’
'
,
a
,
’
'
,
‘
‘

｛
茫

5

,

'

,

l

4

 

8

3

3

l

3

 

―
―
＿
●
一

I

9

l

l

 

忍
い8
3
4
[

一
／
ーI
t

l

ー
サ
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

肝8
｣
 

層序(Bll住）

1.粗・細粒状 C軽

石多星・塊状VII層土

含有。 2. 粒状 C軽

石混入・塊状VII陪土

若干。 3. 細粒状 c

軽石若干・粒状焼土

含有・塊状VII層土若

干。 4. 細粒状 C軽

石若干・粒状焼土混

入。 5. 微粒状 C軽

石微屈・塊状・粒状

VII層土含有。 6. 細

粒状C軽石若干．塊

7. 細粒状 C軽石微凪．灰含有・粒状炭

：焼土含有。 8. 炭化物・灰層。 9. 細粒

粒状焼・粒状炭化物若干。
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第 1 節 南側調脊区

＿ 1

ロ
ロ2 \ 

1

/

¥

 

／
り
甘
\
-
―
―一＿

ロ
ニ
―

-

{

 

こ
一
〗

-
―
二

-

{

 

_
l 

―
-
i
＿
一
＿
l

|
 

/ 

，
＼
ヽ
、
＇

、
1
`
5
、\
5
5
\ぃ

J
,
‘
、
`
9
.

J

、
、

~
ー
＼
ヽ
・
ヽ
ヽ
·
'
さ

,
r
,
9
ー
．
し
、

し
、
、
」
＇
‘
．
.
'
し
付
’
‘

．
し
、
＼
，
＼

.. 
' 

9ヽ
ー
｀
ー
、
‘
.
`
^
,
;
‘
.

`
‘
.
,
1

ー

了
，
t
，
3
5
;

y
.
,
\
し

•9,. 

；
．
，
．
，
＂
』
っ
こ
l
.
'
·
·

,
.
1
.
 

;
7
,
x
こ
＼
，
．
．
．

4
？
,
'
,
'
_

ー
紅
'
.
y
`
,
’
.
‘
，
ば
．
｀

、

(
\
.
.
"
.
.
"
'
,
5
.

コ
し
パ
‘
‘
し
し
し

.

.

.
 

9
.
-

ゞ
，
｀
ー
“
.
,
.
、
`
.
.
,
•
‘
丸
｀

ヽ
．

iII~•~

• 

、
、
~
．

.
,
9
,

、

A
'

3
 

ー
~
·

ー
〔
L
J

I

7
 

- -’ ヽ’·’ー・ー、·· ｀乏... 

\ 
- -'$立―-9

I I 4 

拓影下端に、

焼成時に融着

した他の個体

の一部か残存

する。

万
仙
＼
＼
＼
3
\

＇
i
-
い
ぶ
J

3
、{
,
6

一
人
·
泰
瓦

’
r
l
r
.
`
|

―
r
し

r
.
5
\
r
し

\\ 

―
ー
]

.. 
' 
』
●
●

_
l
．
心

一
‘
.

/ 

.. 

/
/
口
|
|
\

『
三□

：
、
＼
｀
．
芯
冨

t
 .. i
マ
．
さ
ぶ
，
ざ
ー
娑
5

←

9
.
q

＾
．
こ
ー
シ
守
．

9
喪
翌
＇
応
□A
.i
ぷ
i

｛
乏
沼
，
．
）
生
．
各
ぞ

ー

怒
＇
、
5
[涵
芦
，
←
一
□
｀
了

5
5

i

ヽ
，
9
,
．

s. 

:-‘i迄．..,,.,;
< S．亨丘迄零

ｷ, 
一兌紐芦令

~」・一•-·--- , 

｀“・-·

I I 8 

T • •— ．．．ーギi-- -- , 

第345図 = B 区第11号住居跡出土遺物実測図 (3)

() 10cm 

295 



第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 B 区第13号住居跡 位置 39~41-B-36~38グリッド内。 残存深度約36cm

平面形態 横長方形。 規模 2.84mX (3.84)m 構築某準辺不分明主軸方位北ー96度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 1 平坦。全体に浅い造床が認められた。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 いか。不整形。 60X30cm ・深度ー21cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体に浅く、窪んだ状態で中央を主体に認められた。

カマド 位置！東壁、住居南東隅部から 50cm程か。 主軸方位 北ー 100度ー南

改築 有。掘り方から多量の焼土を検出。 形状舌状。

規模 全長 60cm •屋外長 60cm ·燃焼部幅 70cm程か。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。補強材等は未検出。 袖左袖は殆ど認められない。

煙道 末検出。 l 掘り方使用形状と殆ど変らない。

遺物出土状態 出土遺物は少なかった。

-
w
十
．

忠
Q 

I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

e ¥ 

---------竺ロシ／

B
 

<!'. I 

一、

<̀| 

クー-

ごL= 126.00 

所見

層序(Bl3住）

1.微粒状 C軽石微星・粒

状焼土多鼠．粒状炭化物含

有。 2 ．細粒状 C軽石含有・

粒状焼土若干。 3. 細粒状

C 軽石含有・粒状焼土含

有・粒状炭化物微鼠。 4.

細粒状C軽石微鼠・粒状焼

土含有。 5. 炭化物・灰層。

6. 細粒状 C軽石微鑓・粒

状焼土多星（主体）。

。 2m 

当住居は前述した B11住と重複

B
 

L= 126. 20 

/ l 

B
 

している。調査時には11住を先行調査

させたが、 11住と当住居の遺物出土状

況を見る範囲に於ては、当住居の範囲

に於ける遺物出土状態が目立ってい

る。 この出土状況のみを見るに限れば

□ 三
1 

□ 三―
三——-

2 

゜ 10cm 

第349図

当住居の後出が考えられるのである

が、 11住のカマド前面の状況等からす

れば調査着手時の所見が妥当と考え、

当住居は11住に切られているのであ

る。当住居の廃棄は11住に先きだつ 9

□三□□B区第13号住居跡・出土遺物実測図 (1)

世紀末から 10

世紀初頭頃と

思われる。
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 B 区第14号住居跡 位置 37~39-B-37 • 38グリッド内。 残存深度約33cm

平面形態 横長方形。 規模 3.50mX 4. 90m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー 105度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面に造床が認められた。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P! 。楕円形。 55x 48cm ·深度ー 8 cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 土坑状の掘り込み化・巳を検出。他の部分の底は全体に平坦。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 100cm。 主軸方位 北ー 115度ー南

改築 有。掘り方内から焼土を検出。 l 形状 円形状（焚口部全体を含めれば瓢形状を呈する）。

規模 全長 95cm ·屋外長 60cm •屋内長 35cm ·袖部幅140cm ・燃焼部幅 57cm ·煙道部幅 23cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁を瓦で補強する。 袖 断面で左袖を確認。右袖は未確認。

煙道 一部を検出。仰角56度程で立ち上がる。 掘り方 焚口は扇状・燃焼部は楕円形状を呈する。

遺物出土状態 床直遺物は皆無に近く、床面直上での出土がややある。
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4. 細粒状C軽石混入・微粒状焼土若干。 5. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土若干．粗粒状VII層土含有。 6. 1 近質。 7. 粒状焼土多

最・粒状炭化物微量・塊状VII層土微鼠。 8. 炭化物・灰層（塊状焼土含有）。 9. 細粒状C軽石若干・粒状焼土少量・粒状炭化物・灰

層若干。

゜

<: 

L= 126.20 2m 

所見 当住居は B11住に切られている。住居は横長方形を呈し、東壁中央よりやや南東隅部に寄った位置に

カマドを具備し、更に南東隅部下には傍竃坑を備えており、 D 区の住居分類の第 II段階に対比し得る。カマ

ドは、瓦を多く用いている。この瓦の中には完形瓦が一点含まれている。出土遺物では、やはり D 区の第 I.

II段階の様相が認められることから、当住居も 13住に近い 9 世紀末から 10世紀初頭と考えられる。
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区
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第356図 B 区第14号住居跡出土遺物実測図 (5)
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第 4 章検出された遺構・遺物
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() 25cm 

第358図 B 区第14号住居跡出土遺物実測図 (7)

遺構名称 B 区第15号住居跡 位置 40~42-B-38~40グリッド内。 残存深度約34cm

平面形態 横長方形。 I 規模 2. 78m x 3. 65m 構築基準辺西壁か 主軸方位 北ー 46度ー南

壁 1 斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面に浅く造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 平坦。全体に造床を行なう。柱穴等の施設は未検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 110cm。 主軸方位 北ー 47度ー南

改築 有。礫の据方・掘り方埋土で確認。 形状細い舌状を呈し、燃焼部は方形状を呈する。

規模 全長136cm •屋外長 77cm ·屋内長 59cm ・袖部幅118cm •燃焼部幅 48cm •煙道部幅18~26cm。

焚ロ・燃焼部 1 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考
えられる。 袖屋内に長く突出し、先端部に礫を据える。

煙道 細く屋外に突出する。 掘り方 全体的には瓜状を呈する。

遺物出土状態 覆土内に瓦が混入するが、 25号住の遺物と考えられる。
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゜ 2m 

陪序 (B 15住）

1.粗•細粒状 C軽石多屈。 2. 粒状 C軽石混入。 3. 細粒状 C軽石若干・灰含有・粒状焼土少星。 4. 細粒状C軽石含有・粒状焼土少蘇．

粗粒状VII陪土含有。 5. 粒状 C軽石混入・灰含有・粒状焼土含有。 6. 細粒状 C軽石若干．粒状焼土混入・粒状炭化物含有。 7. 細粒状 c

軽石微絨・塊状焼土混入・粒状焼土多址．灰多屈。 8. 炭化物・灰層。 9. 微粒状 C軽石微屈．粒状焼土・粒状炭化物・灰の混土陪。 10.

微粒状C軽石微駄．粒状焼土主体。

し＝ 126.30

こロニ／
___ 

□こ／ 4

＼口

所見 当住居は24住・ 25住と重複し、 24住を

切ることは調査着手以前に判明していたが、

25住との切り合い関係は判断されなかった。

唯、 25住のカマドと考えられる状況等はその

一切が調査段階では認められなかった。然し、

それは25住が住居としての前提であって土坑

等の小規模遺構としての認識が無かった点に

ある。上述の状況では、詳細には言及しかね

る。住居は東壁のほぼ中央にカマドを具備し

ている。主軸方向は北側に45度も振っている

点と、出土遺物の様相からは、当住居は、 D

区の第 I 段階以前の所産なることが明らかで

あることから、出土遺物の様相で当住居の廃

棄時期を推定すると、 7 世紀後半から末頃と

考えられる。

/ ~~,5 

() 10cm 

第359図 B 区第15号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第16号住居跡 位置 37~40-B-31 • 32グリッド内。 l 残存深度 l 約20cm
平面形態 横長方形。 規模 3.lmX4.38m 構築基準辺北壁 主軸方位 北ー 93度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。造床は極部分的に認められた。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。隅丸胴張り長方形。 62x 50cm ・深度ー14cm

柱穴 末検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 中央西壁寄りで土坑状のP2が検出された。又、南東隅部の傍竃坑周辺で認められた。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 50cm。 主軸方位 北ー 91度ー南

改築 有。袖補強材の据方を検出（改築以前）。 形状 I 三角形状（某調は舌状）。

規模 全長100cm ·屋外長 34cm ·屋内長 46cm ·袖部幅110cm ·燃焼部幅 42cm 。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。奥壁を瓦で補強する。 袖 瘤状で小さいが、 6 号溝の破壊で不分明な部分がある。 、~

煙道 未検出。 掘り方 l 改築以前の袖補強材の据方を検出。

遺物出上状態 l 遺物の出土量は多く、床面直上での出土が多い。
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~=125.9~ヘ

゜' 層序(B 16住）

2m 

1.粒状 C軽石混入（硬質 •B4 住の掘り方埋土）。

2. 粒状 C軽石混入・粒状焼土若干。 3. 粒状 C軽石混

入・塊状VII層土斑状混入。 4. 粒状 C軽石混入・塊状VII

附土斑状混入・粒状焼土微鼠。 5. 細粒状C軽石微屈。

6. 細粒状 C軽石微鼠·粒状焼土若干・塊状炭化物混入（硬質）。 7. 粒状 C軽石混入・塊状焼土混入・塊状VII屈土含有。 8. 粒状C軽石微

品・塊状焼土若千・粒状炭化物含有・塊状VII層土含有。 9. 微粒状C軽石微見・粒状炭化物極多屈・塊状焼土含有。 10. 炭化物・灰層。

11. 8 近質。 12. 微粒状C軽石若千．粒状焼土少獄・粒状炭化物少鼠゜ 第362図 B 区第16号住居跡実測図

所見 当住居は 4 号住に切られ、更に、 B6 溝 (14世紀後半から 15世紀末）に切られておりカマドの左袖側

を破壊している。住居は東壁南東隅部寄りにカマドを具備し、南東隅部下には傍鼈坑を備えている。カマド

は左袖側がB6 溝に破壊されている為遺存は不良である。補強材は燃焼部奥壁部に瓦が据えられていた。又、

掘り方では両袖の下の位置に、補強材の据え方と考えられる掘り込みが検出されており、カマドに改築が有っ

たことが考えられる。傍鼈坑は上面に瓦が蓋う状態で検出されており、当住居も傍鼈坑が開口していなかっ

たことが確認出来る。住居の廃棄は、形状・出土遺物から 9 世紀後半代と考えられる。
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第363図 B 区第16号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第366図 B 区第16号住居跡出土遺物実測図 (5)
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第367図 B 区第16号住居跡出土遺物実測図 (6)
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第369図 B 区第16号住居跡出土遺物実測図 (8)

遺構名称 B 区第17号住居跡 I 位置 43 • 44-B -48 • 49グリッド内。 残存深度約17cm

平面形態 横長方形（矩形）。規模 2.7mX3.5(3.0)m 構築基準辺西壁主軸方位 北ー90度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面に造床が認められる。

壁溝 末検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが末確認に終わる。

掘り方 南側に顕著に認められる。 P1～いは20前後の深度があるが用途等は不分明。

カマド 位置東壁、住居南東隅部。 主軸方位 北ー 130度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状舌状を呈し、火床は平坦。

規模 全長147cm ·屋外長 72cm ·屋内長 75cm •袖部幅110cm ·燃焼部幅 38cm ·煙道部幅 17cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 左袖は大きいが右袖は小さい。右袖壁を瓦で補強する。

煙道 仰角60度程で立ち上がる。 掘り方 住居の掘り方と共に掘削されている。

遺物出土状態 覆土内で少量の瓦類・土器類が出土しているのみである。

所見

316 

当住居は切り合い関係の認められない単独住居である。住居は南東隅部にカマドを具備する横長方形



第 1 節南側調査区

住居である。カマドは南東隅部で 1 回の改築が認められる。住居廃棄時のものは図上左側で、改築以前のも

のは図上右側で、燃焼部左壁・左袖は改築時に破壊され失なわれている。改築以前のカマドは、袖・燃焼部

等の顕著な補強材は認められず、覆土内に瓦・土器等が多く出土したのみである。改築後のカマドは、右燃

焼側壁を瓦により補強しているが、他の部位では認められなかった。住居の掘り方は、住居の対角線南東半

部で顕著で、断面A-A'付近には柱穴状の掘り込みが検出されたが、柱穴としての認定は出来なかった。又、

南西隅部ではやや深い部分があったものの、貯蔵穴と認定し得る形状ではなかった。住居の廃棄は、住居形

状がD 区の第IV段階に対比される点と、出土遺物も同様なことから 11世紀前半代に比定される。
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1.粗・細粒状 C軽石混入。 2. 粒状C軽石混入。 3. 細粒状 C軽石若干。 4. 細粒状 C軽石微雇。 5. 細粒状 C軽石少屈。 6. 細粒状 c

軽石少醤・粒状焼土若干・塊状VII陪上含有・粒状VII層土若干。 7. 塊状焼土。 8. 粒状 C軽石混入・塊状VII陪土含有。 9. 粒状 C軽石含有・

塊状焼土少砒．塊状VII岡土少鼠。 10. 細粒状 C軽石若干．塊状焼土多鼠．粒状焼土多凪．粒状炭化物含有。 11. 炭化物・灰陪。 12. 細粒状

C軽石微凪．粒状焼土若干．粒状炭化物若干。 13. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土少星。 14. 細粒状 C軽石若干．粒状炭化物含有・粒状焼土

混入。 15. 炭化物・灰層。 16. 細粒状C軽石含有・粒状焼土混入・粒状炭化物含有・塊状VII附土若干。
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第370図 B 区第17号住居跡・出土遺物実測図（ 1)

317 



第 4 章 検出された遺構・遺物

~---乙ーこだ忍
: ̀ ` ：·-北．·一·‘.p.9'‘唸:.,,•生忍
勺．．ーで的；，紅．

\ 

ロロ::-
\ 

4
 

I 

こ：

¥ | / 

＼ロニニ)/

□
D
I
I
 

5
 

]

1

 

4
 

6
 

3
 

瓦I
｀
亨
聾
℃

゜
4
 

~ 

7

1

 10cm 5~7 25cm 

第371図 B 区第17号住居跡出土遺物実測図 (2)
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1 第372図 B 区第17号住居跡出土遺物実測図 (3)

遺構名称 B 区第18号住居跡 位置 38~40-B -34~36グリッド内。 残存深度約38cm

平面形態 横長方形。 規模 2.53mX 3.Sm 構築韮準辺北壁か 主軸方位 北ー 95度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦？。造床有り。 8 号住の破壊により詳細不分明。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 l 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 東・西両壁下で土坑状の掘り込みを検出。

遺物出土状態 床直遺物なく、 8 号住の破壊により覆土内でやや出土した程度である。
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所見 当住居は前述した B 8 住に切られ、住居の大半

が重複した状態となっている。住居は東壁南東隅部寄

りにカマドを具備する横長方形状を呈する。カマドは、

B 7 住のカマドと重複しており、 B 7 住の攪乱が顕著

であった為使用面は既に失なわれており、図示したも

のは掘り方図である。掘り方には、両袖先端部と思わ

れる位置に補強材の据え方が検出されているが、補強

材自体の痕跡は認められなかった。住居の掘り方は、

東西両壁下に土坑状の掘り込みが認められ全体に 6 cm 

前後の埋設が認められた。住居の廃棄は、住居形状が

D 区の第 II段階に対比される点と、出土遺物の様相も
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同じであることから、 10世紀前半～中頃と思われる。 第373図 B 区第18号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第374図 B 区第18号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第19母住居跡 位置 47 • 48-B-37~39グリッド内。 残存深度i約33cm
平面形態 不分明。 規模 3.23mX xml 構築基準辺杯分明 主軸方位北ー90度ー南位か

壁iほぽ垂直に立ち上がる。 床面平坦。全面造床。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 未検出。 P1 は本跡より古期の土坑か？

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが末確認に終わる。

掘り方 土坑状の掘り込みが多く、化はオーバーハングする。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から60cm。 主軸方位 北ー 78度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状 舌状を呈し、燃焼部は屋内に主体が在る。

規模 全長 90cm •屋外長 40cm •屋内長 50cm •袖部幅160+acm •燃焼部幅 50cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。部分的に壁を礫で補強。 袖大きく屋内側に突出する。

煙道 未検出。 掘り方 1 大きく土坑状に掘られ、礫の据方を検出。
遺物出土状態 南壁寄りでやや多い。全体的には量が少ない。

所見 当住居は B 1 溝に北側を切られ失なっており、更に、試堀調査時のトレンチにより、覆土の大半を逸し

た為遺存状態は不良である。この為、住居形状は不分明である。カマドは東壁に具備するものの、位置関係

は前述のとおり検証出来なかった。構造は、両袖・左燃焼部に地山砂岩質土を利用した補強材を据えており、

堀り方でも据え方が検出されている。住居の堀り方は、全体に土坑状の堀り込みが多く、南西隅部で検出さ

れた P2 は、南壁下がオーバーハングしていた。南東隅部の E は、カマド袖下にあり、傍鼈坑とは異なるもの

と考えられる。住居の廃棄は、出土遺物から 8 世紀中頃と考えられる。
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第375図 B 区第19号住居跡・出土遺物実測図
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第 4 章検出された遺構・遺物

遺構名称 B 区第20号住居跡 位置 44~46-B-40 • 41 グリッド内。 残存深度約18cm

平面形態 横長方形。 規模 2.68m X 3.55m 構築基準辺北乃至西壁主軸方位 北ー88度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全体に造床が認められる。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P] 。隅丸長方形。 70X55cm ·深度ー28cm。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 土坑状の掘り込み (P2~Ps) が認められている。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 60cm位か。 主軸方位 北ー 88度ー南

改築 有。掘り方内から灰・焼土を検出。 形状 I 舌状を呈する。
規模 全長143cm ·屋外長 53cm •屋内長 90cm ·袖部幅160cm ·燃焼部幅 55cm。

焚 □ ．燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I 右袖は顕著な造作でなく瘤状である。

煙道 未検出。立ち上がり仰角60度程。 掘り方 燃焼部で改築以前の補強材の据方を検出。

遺物出土状態 1 床面直上層での出土が多い。傍鼈坑内での出土も多く、瓦の完形品を含んでいる。
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B ` 層 序（ B20任） しーニ二
1.粒状 C軽石混入。 2. 細粒状 C軽石若干。 3. 微粒状 C軽石微屈。 4. 細粒状 C軽石少屈・塊状Vil層土含有・粒状Vil

層土・粒状焼土少品・粒状炭化物・灰屈若干。 5. 粒状 C軽石混入・粒状焼土多屈。 6. 細粒状 C軽石少砒・粒状焼土多

屈・粒状炭化物含有・灰混入。 7. 炭化物・灰層。 8. 青紫灰色粘質土。 9. 炭化物・灰混入砂質土層。

第376図 B 区第20号住居跡実測図

所見 当住居は81号土坑（近世所産）に切られている。住居は横長方形状を呈し東壁中央より南東隅部寄り

2m 

にカマドを具備しており、南東隅部に傍竃坑を備えている。カマドは、堀り方のみに燃焼部両側壁の補強材

据え方が認められており、改築があったことを示している。傍鼈坑は比較的深く遺物はやや多い。住居の掘

り方は、土坑状の掘り込みがあり、全体に 7 cm前後の埋設土を施こし床面を構築している。住居の廃棄は、

D 区の住居分類の第 II段階に対比され、出土遺物も同様であることから、 10世紀前半から中頃と考えられる。
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第378図 B 区第20号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 I B 区第21号住居跡

平面形態不分明。 規模

位置| 44. 45-B,31. 32 グリ 1 ト内。 1 | ：存深度 1 約40cm
2.0+amX3.20m 構築基準辺不分明主軸方位北ー80度ー南位か

Bl号住の破壊・東側が調査域外に延びるため詳細不詳。 ヽ．

マ

,,_,•380-7 

心
380-6 . 

,9‘‘ — 
/rさ｀―

瓦――---

\ 

7115 634  

マ

熔
＜

&‘ B
 

゜ L= 127.00 2 m 

ー ゜ , 7 8 

陪序 (B21住）

1.粗・細粒状C軽石多址（遺構の投土と考えられる）。 2. 粗・細粒状 C軽石極

B＇多恥 3. 粗・細粒状 C軽石多絨。 4. 粗・細粒状 C軽石混入。 5. 粗・細粒状
C軽石混入 (4 より発色暗•C軽石若干多い）。 6. 粒状 C軽石若干。 7. 粒状 C

軽石若干 (6 より発色暗 •C軽石若干多い）。 8. 粒状 C軽石若干・塊状VII層土混

入。 9. 粒状 C軽石若干・塊状VII囮土 (8より塊状VII陪土多い）。］o. 灰層（塊状

VII層土微屈含む）。 11.微粒状 C軽石微蘭・塊状VII陪土微品。

第379図 B 区第21号住居跡実測図

所見 当住居は、西壁側がB 2 住に切られ失なわれており、更に、東壁側は調査区域外に延びている為住居

の形状・詳細に就いては不分明である。当住居を切る B2 住は、横長方形を呈する D 区住居分類の第 II段階

の様相を呈することより、当住居は、これ以前乃至第 II段階の古い様相の住居であることが類推出来、当住

居の出土遺物の様相がD 区の第 I から II段階に対比されることから、第 I 段階の住居形状であることが推察

され、南北長が他例の住居にほぽ等しいことから、小規模の横長方形状か、正方形状を呈する住居であった

と想定される。又、土層断面・残存形状からは前者に妥当性があり、 9 世紀後半頃の住居と思われる。
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第380因 B 区第21号住居跡出土遺物実測図

遺構名称 B 区第22号住居跡 位置 33~35-B-39~42グリッド内。 残存深度約25cm

平面形態 横長方形。 規模 3.0mX4.16m 構築基準辺不分明 主軸方位北ー85度南位か

壁垂直に立ち上がる。 床面 平坦。拡張部は造床が認められないが、他は全面造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P] 。正方形。一辺65cm ・深度ー35cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 土坑状の掘り込みが多く、深度も深い。これらは改築以前のもので、旧形状は正方形である。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 165cm。旧状は65cm。 主軸方位 北ー 85度ー南

改築 有。両袖補強材の据方を検出。 形状 舌状を呈し規模も大きい。

規模 全長150cm •屋外長 66cm •屋内長 84cm •袖部幅128cm ·燃焼部幅 63cm 。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。左壁を瓦で補強する。 袖 右袖先端部を瓦で補強する。

煙道 未検出。 掘り方 改築以前の補強材の据方を検出。

遺物出土状態 掘り方内での出土が多く、特にP丑こ集中している。

所見 当住居は B18住と重複し、 B23住を切り構築しているが、 18住との新旧関係は調査段階では検証出来

なかった。住居は東壁中央より北東隅部寄りにカマドを具備する。傍竃坑は掘り方内から検出されている。

これは、住居の拡張に伴ない埋設されたもので、カマドの位置が北東隅寄りであるのは、住居の拡張改築以

前の位置として、移設しなかったことに原因している。又、この拡張改築に伴ない、床面が上降している。

住居の拡張改築以前は、カマドを東壁中央に備え、傍竃坑を南東隅部に備えている。住居形状は正方形状を
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呈する。傍竃坑は正方形状を呈する均

整のとれたもので、遺物の出土が多

かった。拡張は南壁側を拡張し横長方

形状としている。カマドは、この拡張

に伴ない改築したことが考えられる。

改築以前は両袖に補強材を据えた痕跡

が堀り方から検証されている。住居の

存続は上述の点から長かったと考えら

れ、 9 世紀中頃から 10世紀初頭頃と考

えられる。出土遺物で特筆し得るもの

は、南北窯跡群の製品 (381-2) と土

錘 2 点がある。尚、南北窯跡群の製品

＇は当住居以外で他に少数出土している。
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゜ L= 126.30 

層序(822住）

1. 粒状 C軽石多塁・粒状焼土少杖。 2. 細粒状 C軽

石含有。 3. 細粒状C軽石若干・粒状焼土若干。

4. 微粒状 C軽石微星・塊状VII府土含有・粒状VII層土

少量。 5. 粒状 C軽石含有・粒状焼土混入・粒状炭化

物含有・塊状VII陪土混入。 6. 1 近質。

7. 細粒状C軽石若干・塊状VII層土若干・粒状炭化物

若干。 8. 炭化物・灰層。 9 ．微粒状 C軽石若干．粒

2m 状焼土混入・粒状炭化物含有。
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第381図 B 区第22号住居跡・出土遺物

実測図（ 1)
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第383図 B 区第22号住居跡出土遺物実測図 (3)
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::::I ::::3:::i 2 |4::m1:：：こ］；：；：：］］：：；七壁 1 主軸］：：：竺］。：；6：l
B22号住の破壊により詳細不詳。

所見 当住居は前述の B22住に切られ住居の大半を失なって

おり、試堀トレンチの撹乱もあり、住居は非常に遺存が悪い。

住居形状等の詳細は、上述の状況から不分明であるが、住居

の時期は、 B22住より古いことは判断され、出土遺物等を勘

案すれば、 9 世紀中頃以前と考えられる。

22 住
B' -—--—--

二 ~l＼こ三二／：

〖一
層序(B23住）

1.粗・細粒状C軽石多鼠・小塊状VII層土混入。 2. 粒状C軽

石多蘭。 3. 粒状C軽石混入。 4. 粒状C軽石少量。 5. 粗粒

状 C軽石多址。

゜ L= 126.20 
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合は調査以前の欠損をあらわす。

＊は調査以後の欠損をあらわす。

゜ 10cm 

第385図 B 区第23号住居跡・出土遺物実測図 (1)
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第386図 B 区第23号住居跡出土遺物実測固 (2)

遺構名称 B 区第24号住居跡 位置 39~42-B-39~41グリッド内。 残存深度約43cm

平面形態 横長方形。 規模 3.2mX 5.0m 構築基準辺西壁 主軸方位北ー45度度ー南

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 平坦。全面に浅い造床が認められた。

壁溝 未検出。北・西壁下で検出。幅25cm程。 傍竃坑・貯蔵穴i未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 全体に浅く、北東隅部でE を検出し、 E周辺が皿状に浅く掘り窪められている。

遺物出土状態 全体に少なく、床面直上出土遺物は皆無であった。

::::I ::::5号イ1 ：： 位置| 41. 42-B]39. 40 グリ［卜内。 1 1 ：存深度 1 約40cm
1.6+amX2.43m 構築基準辺北壁か主軸方位北ー88度ー南位か

調査の失敗により詳細不詳。

所見(B 24住） 当住居は前述した Bl5住に切られている。又、 B25住と重複するがBl5住・当住居調査着

手段階では未確認状態であったが、 Bl5住調査時には、 B25住のカマドと思われる証左等は認められなかっ

た。一方、当住居の調査時にも Bl5住のカマド等の証左は何ら認められなかった。然し、 B25住の指向方向

は、 Bl5住・当住居の指向方向より新しい等色であることから、机上では、 B25住が両住居を切ることが推

定される。然乍ら、 B25住のカマドが認められなかったことから、 B25住としたものは、住居でなかった可

能性も考慮されるところである。

B25住は、 Bl5住に東側を破壊されており、この破壊に伴ないカマドは失なわれたものと考えられる。住

居形状は横長方形状を呈し、住居の指向方向は北一45度ー東にとり、当遺跡では 7 世紀末以前の特徴が認め

られる。堀り方は全体に浅く 0~7 cm程度で、北西壁下から南西壁下にかけて壁溝が検出されているが、壁

板材の痕跡は認められなかった。出土遺物は全体に僅少で、住居中央部床面直上層中から土師器坪（第387図

-1 ）が出土している。住居の時期は、この遺物と Bl5住に切られることから 7 世紀中頃と思われる。
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層序 (B24住）

1. 細粒状C軽石多絨。 2. 粒状 C軽石多星。 3. 黒

褐色砂質土。 4. 粒状C軽石混入・粒状VII層土含有・

粒状焼土少量。 5. 粒状 C軽石含有。 6. 細粒状C軽

石少量・粒状VII層土含有・塊状VII層土少量。 7. 細粒

状 C軽石少試。 8. 微粒状 C軽石微量・粒状VII層土含

有・塊状VII層土含有。 9. 細粒状 C軽石含有・粒状焼

土少黛．粒状VII層土含有・塊状VII層土含有。

゜ L= 126.30 2m 

第387図 B 区第24 • 25号住居跡・第24号住居跡出土遺物実測図

332 



第 1 節 南側調査区

三／＼こ／：
\// 

ロ
／／こニミ＼

I 

I I 

6
 I

L
 

ご口

7
 

D
 

5
 

| 

こロロニ）

＇
ー
，
＇

\ 

1
9

『
ド
，

, 

ー
ロ
I

ロ
I I 

℃二二 10 

ーーこ 11 

こニニニ〕二

{ ー・ヽ•っ .,,-

こニニニジ／
13 

12 
。 1~5 10cm 

6 ~13 25cm 

第388図 B 区第25号住居跡出土遺物実測図

遺構名称| B 区第27号住居跡 l 位置 45-B-46グリッド内。 残存深度i約25cm

カマド I 位置東壁、住居南東隅部から 50cm。 主軸方位北ー94度南程か

改築 不分明。掘り方内より焼土を検出している。 形状馬蹄形状を呈する。

規模 全長 60cm ·屋外長 45cm ·屋内長 15cm •袖部幅70+acm •燃焼部幅 42cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖左袖は瓦で補強し、右袖は礫で補強する。

煙道 未検出。 掘り方 瓦・礫の据方を検出している。

遺物出土状態 カマド奥壁寄りで出土した瓦は壁の補強材と考えられる。

所見 当住居は、 B 6 • 7 住調脊着手時点では当住居が両者に切られるものと思われ、調査も B 6 • 7 住を

先行させたが、整理事業実施時の本稿執筆中、この三者の新旧関係に疑問を感じ、遺物・出土遺物状態を勘

案した結果、当住居が両者に先行するであろうことが判断された。この為当住居の遺物は三軒の住居に分別
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第 4 章検出された遺構・遺物

されている。調査・整理を含め筆者の不手際に原因している。尚、当住居の遺物を巻末に再編してあるので

御参照願いたい。当住居は上述のとおりの様である為詳細は不明である。然し、カマド位置が明らかなこと

から住居形状はD 区の第III段階に対比され、遺物も同様である。住居の廃棄時期は、 10世紀末頃と思われる。

ー＝＝三

g
十

4
寸

層序(B27住）

1.粒状 C軽石混入・粒状VII層土少鼠。

2. 細粒状C軽石少旦・塊状VII層土多量。

3. 細粒状C軽石若干・粒状炭化物含有。

4. 粒状 C軽石多量・粒状焼土少嚢．粒状

炭化物少塁。 5. 細粒状C軽石含有・灰．

粒状炭化物多量。 6. 細粒状 C軽石含有・

粒状焼土混入・粒状炭化物含有・粗粒状VII

層土含有。
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B 区第27号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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第390図 B 区第27号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第28号住居跡 位置 46 • 47-B-47~49グリッド内。 残存深度約10cm

平面形態 正方形。 I 規模 3.15m x 3. 20m 構築基準辺西壁 主軸方位 北ー84度ー南

壁i斜位気味に立ち上がる？。 床面 平坦。造床が全体の％に及ぶ（一部攪乱により不分明）。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。円形。径57cm ・深度ー17cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南壁下及び西壁下で顕著で、西壁下では土坑状を呈する。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 65cm。 主軸方位 北ー 79度ー南

改築 有。掘り方より焼土を検出。 形状短かい舌状を呈する。

規模 全長 95cm ·屋外長 35cm ·屋内長 60cm ·袖部幅 70cm ·燃焼部幅 38cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖認められない。

煙道 未検出。 l 掘り方長楕円形状の土坑状を呈する。
遺物出土状態 覆土内から少量の土師器片が出土している。

所見 当住居は、 B32住を切り構築しているが、 B35住との新旧関係の把握は出来なかった。又、住居周辺

は中世以降の撹乱が顕著であった為住居の遺存状態は非常に悪かった。住居は正方形状を呈し、東壁中央部

にカマドを具備し、南東隅部に傍竃坑を

備えている。カマドは遺存が非常に悪い。

各部分には補強材等の痕跡は認められな

かった。住居の廃棄は、住居形状がD 区

の第 1 段階に対比されることから、 9 世

紀後半頃と考えられる。

¥ \\—-- | // 

訛況冗；、ミ｀••::..?、 1 

嶋贔方済ミミ室；；苓．し
｀｀マが

0 10cm 
9 1 

第391図 B 区第28号住居跡出土遺物実測図(1)
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B
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l 互
/--/「

叫

切

一ーマ←戸)II< 層序 (B28住）

1.細粒状 C軽石若干．粒状焼土多址．粒状

炭化物多址·灰混入。 2. 微粒状 C軽石微旦・

粒状焼土含有。 3. 粒状 C軽石含有・粒状Vil

層土含有・塊状Vil層土少鼠．粒状焼土若干。

゜ L= 126. 20 

1
り
口
□
り
1

/
]
 

3
 2m 

¥ ¥ 1 '-----------

I I 

ー＿―-三：：：：~：：J‘守‘
() 1 • 2 10cm 

3 25cm 第392図 B 区第28号住居跡・出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第29号住居跡 I 位置 44 • 45-B-44 • 45 グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 横長方形。 規模| l.8+amX2.57m 構築基準辺 I 不分明 I 主軸方位 I 北ー 60度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 I 南西隅部がやや高まる。
壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴末検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北東隅部が大きく窪む。全体に造床が深い。

遺物出土状態i覆土内から少量の土器・瓦類があるのみである。

所見 当住居は、 B10溝（近世～近代）・撹乱（昭和35年以降）に南東隅部・南西隅部を破壊されておりカマ

ドを失なっている。又、北西側では B31住と重複しているが、調査時点での新旧関係は判然としなかった。

この為、当住居の西側に就いての詳細は不明である。住居は、上述のとおり遺存状態が悪く詳細は不明であ

る。住居の指向方向が東から北に向かうため、古い様相も看取されるが、検出部にカマドが無いことから疑

メ：よ｀ く:~｀こ［為＝三 r：二：ニロロ::
＼こ

旦ミニニ三言］

の、時期は判然としない。

層序(B29住）

1. 粒状 C軽石多且。 2. 粒状 c

応軽石多鼠 (1 より多い）・塊状 FA
含有。 3. 粒状 C軽石混入。

4. 微粒状 C軽石微鼠。 5. 微粒

状 C軽石若干．塊状 FA含有。

6. 微粒状C軽石微量・粒状VII層土含有。 7. 細粒状 C軽石含有・粒状焼土少量・粒

状VII層土若干、塊状VII層土多鼠含有。

第393図 B 区第29号住居跡実測図

゜ L= 126.40 2m 
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第394図 B 区第29号住居跡出土遺物実測図

遺構名称 B 区第30母住居跡 位置 46~48-B-45~47グリッド内。 残存深度約22cm

平面形態 正方形。 規模 2.28mX 2.6m I 構築基準辺不分明 主軸方位北ー88度ー南位か

壁斜位に立ち上がる。 床面 平坦。造床は認められなかった。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。円形状。径48cm ·深度ー24cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方！未検出。
遺物出土状態 覆土内から少量の土師器甕・坪・羽釜・瓦等の出土がある。

遺構名称 I B 区第32号住三
平面形態不分明。 規模

位置 I 46 • 47-B-47グリッド内。

-mx -m  I 構築基準辺 1 不分明
l i存深度 1 約 5cm

主軸方位北ー80度ー南程か

B28号住等の破壊により詳細不詳。

遺構名称 I B 区第34号イ1 居跡
平面形態不分明。 規模

位置| 46. 47□ B-46. I 7グリノト内。 1 | i存深度 1 約 5cm
-mX3.67? 主軸方位不分明 主軸方位北ー79度ー南程か

B30号住等の破壊により詳細不詳。

所見 (B30住）当住居跡は中世以降の撹乱により遺存が非常に悪かった。 B 6 住 •34住と重複し、 B34住を

切るものの、 B 6 住との新旧関係は判然としなかった。住居は、北壁のみが検出され、床面は判然としなかっ

た。カマドは、被熱部が若干検出された為これをカマドと考え図示した。又、傍竃坑と思われるピット (P1)

が検出された。深度が比較的深い為疑問もある。この図示した住居形状は、

口
口
ニ3

D区の第 II乃至III段階の状態であり、出土遺物が第 II段階の様相が認めら

れることから、当住居は10世紀前半～中頃の廃棄と思われる。

(B 32住） 当住居は上述 B30住同様に遺存状態は非常に悪く、壁・床面

が検出出来なかったが、覆土の一部が残存することと、 B34住内に被熱部・

焼土が検出されたことから、この部分をカマドと想定した住居である。南

東隅部周辺は地山土が検出されていることから立ち上がりはこの部分と考

えられる。この住居形状はD 区の住居分類の第 II乃至III段階に対比される

0 10cm が、 B28住との新旧関係に矛盾があることから、カマド位置はさらに北側

第395図 B 区第30号住居跡出土に想定される。住居の廃棄時期は 9 世紀代と考えられる。
遺物実測図（ 1)

(B34住） B30住 •32住に切られ詳細は不明である。
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第396図

I I 1 

B 区第30号住居跡・出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第31号住居跡 位置 44~46-B-44 • 45グリッド内。 残存深度 約28cm

平面形態 正方形か？。 規模 2. 26 + am X 3. 86m 構築基準辺 不分明 主軸方位 北ー92度—南位か

B 6 • 7 • 27 • 29 • 33号住及び攪乱の破壊により詳細不詳。
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所見 当住居は、 B 6 • 7 • 27住に切られ

ているが、 B29住との新旧関係は不分明で

ある。住居は北東隅部から中央部が残存す

るのみで遺存が悪い。 この為詳細は不分明

であるが、出土遺物は、 D 区の第 II段階の

様相が認められるものの、他の住居との新

旧関係から疑問が残り時期は判然としな

し）。

層序(B31住］

1.粒状 C軽石多量。 2. 粒状 C軽石混入。 3. 細粒状c

軽石微量・粒状VII層土若干・塊状 FA含有。 4. 細粒状c

軽石若干．粒状焼土若干。

゜ L= 126.30 2m 

第397図 B 区第31号住居跡実測図
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第398図 B 区第31号住居跡出土遺物実測図

遺構名称 B 区第33号住居跡 位置 45~47-B-44~46グリッド内。 残存深度 約 0 cm 

平面形態 不分明。 規模 2.3+amX 2.8m 構築基準辺 不分明 主軸方位 北ー 90度ー南位か

B 1 溝． B 6 • 34号住の破壊により詳細不詳。

所見 当住居は B 1 溝（14世紀後半～16世紀前半）． B 6 ·34住に切られ、更に、中世以降の撹乱が非常に著

しかった為遺存は極めて悪い。この為詳細は不分明であり、図示した状態は掘り方の状態である。 この状態

の中で、カマド位置がある程度判断され、 D 区の住居分類に対比すると第 I 段階に対比されるものである。

然し、出土遺物が皆無であった為言乃は出来かねるが、 9 世紀後半以前の住居と考えられる。
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所見 当住居は B 7 住に切られ、更に、試堀時のトレ

ンチに破壊されている為遺存は悪い。住居は、南西部・

西側が検出されたのみである。又、 P1 としたものは、

位置的に傍鼈坑と思われるが、深度がやや深い為疑問

が残る。出土遺物は皆無であるが、想定住居形状から

吋

層序 (B33住）

］．粒状C軽石多量・粒状焼土若干。 2. 粒状C軽石混入。 3. 粒状

C軽石混入・粒状焼土若干・塊状焼土混入。 4. 粒状 C軽石混入・粒

状焼土多批・粒状炭化物含有。 0 L= 126.30 2 m 
, .  

B 区第33号住居跡実測図

10世紀前半以前と考えられる。

ーク）／―‘\--

----

(\:\..-尊：
゜ L= 126.30 2m 

第399図 第400図 B 区第35号住居跡実測図

遺構名称 B 区第35号住居跡 I 位置 45 • 46-B-46~48グリッド内。 残存深度約34cm

平面形態 横長方形。 I 規模 (2.35)m X (3 .um I 構築基準辺不分明 主軸方位 I 北ー 90度ー南位か

壁 I 斜位に立ち上がる。 床面 I 平坦。造床は認められなかった。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。円形状。径50cm ・深度ー14cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 地山VII層土中に構築底面があり、この面を床面としているため認められなかった。

遺物出土状態 覆土内から土器類・瓦類が出土している。

遺構名称 B 区第38号住居跡 I 位置 39~41-B-44~46グリッド内。 残存深度約34cm

平面形態 縦長方形（矩形）。 規模 3.23m x 2.80m 構築基準辺北壁か 主軸方位 I 北ー 78度ー南

壁 斜位気味に立ち上がる。 床面平坦。一部に造床が認められた。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 巳が土坑状で北壁下で検出されたのみである。

カマド 位置 東壁、住居南東隅部から約30cm。 主軸方位 北ー 95度ー南

改築 有。旧態を利用し壁面を改修している。 形状馬蹄気味の舌状。

規模 全長110cm •屋外長 33cm ·屋内長 77cm •袖部幅100cm •燃焼部幅 27cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。壁を礫・瓦で補強する。 袖 I 両袖共に礫・瓦で補強し、屋内へ突出する。
煙道 未検出。 掘り方 屋外部は半円形状を呈する。

遺物出土状態 カマド内で補強材に瓦・土器を多用しており、改築前も瓦を壁材に多用する。
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第 1 節南側調査区

所見 当住居は B39住に切られている。更に、調査時の不手際により南東隅部を逸している。住居は縦長方

形状を呈し、東壁中央より南東隅部寄りにカマドを具備する。傍竃坑は未確認であったが、恐らく付設しな

かったと考えられる。カマドは改築が認められ、掘り方には、改築以前の補強材が据えたままで検出されて

いる。改築前後の補強材は執れも瓦を多用している。これ
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そ

らの瓦の中には、完形に近い状態のものが含まれている。

住居の廃棄は、住居形状がD 区の第III段階に対比され、出

土遺物の様相も同様なことから、 10世紀後半代の廃棄と考

えられる。

陪序 (B38住）

1.粗・細粒状 C軽石多菌・粒状炭化物多凪。 2. 粒状C軽石混入・粒状

炭化物多星・塊状炭化物多鼠。 3. 細粒状 C軽石若干・粒状炭化物含有。

4. 細粒状 C軽石混入・粒状炭化物含有·粒状焼土多氣。 5. 細粒状 C軽

石含有・粒状炭化物含有・粒状焼土多凪．粒状VII層土含有・塊状VII層土含

有。 6. 細粒状 C軽石微量・粒状VII層土含有・塊状VII層土含有。

7. 1 近質。 8. 細粒状 C軽石含有・塊状焼土少星・粒状焼土含有・粒状

炭化物含有。 9. 塊状焼土。 10. 細粒状C軽石若干．粒状炭化物含有・粒

状焼土含有。 11.炭化物・灰層。 12. 塊状焼土。 13. 微粒状 C軽石微凪．

粒状焼土多鼠．塊状焼土含有・粒状炭化物少鼠。 14. 微粒状 C軽石少戯．

粒状焼土多足・粒状炭化物混入。

゜ L= 126.40 2m 
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第401図 B 区第38号住居跡・カマド・出土遺物実測因（ 1)
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第402図 B 区第38号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第403図 B 区第38号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第404図 B 区第38号住居跡出土遺物実測図 (4)
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第405区 B 区第38号住居跡出土遺物実測図 (5)
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第406図 B 区第38号住居跡出土遺物実測図 (6)
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第 1 節 南側調査区

遺構名称 B 区第39号住居跡 位置 37~39-B-43~45グリッド内。 残存深度i約33cm

平面形態 隅丸方形。 規模 3.65mX4.12m 構築基準辺不分明 主軸方位北ー94度ー南位か

壁斜位気味に立ち上がる。 床面 東壁側がやや高く、西側が一段低い。大半が造床。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 I 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 北東・南東隅部周辺を掘り残こし、三角形状に掘削されている。p3の土坑状の掘り込を検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部寄り。 主軸方位 北ー 136度ー南

改築 有。位置の据え変えを行なう。 1 形状 A カマドは舌状。 B カマドは細い舌状を呈する。

規模 (A カマド）全長 57cm ·屋外長 7 cm· 屋内長 50cm •袖部幅104cm •燃焼部幅 40cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I 右袖が屋内に長く突出する。
煙道 未検出。 掘り方 l 小さい土坑状で、鶏卵状を呈する。

遺物出土状態i掘り方内での出土がやや多。

+-=— 土
o
o
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ー苓

｀
+ 

+ 

\ 

`く|ー<|

且ごニニニニニ／且

層序 (B39住）

1 ．粒状 C軽石多量。 2. 粒状 C軽石混入。 3. 粒状

C軽石若干・粒状Vil層土含有。 4. 微粒状 C軽石若干・

粒状Vil層土含有・塊状Vil層土若干。 5. 3 近質。 6.

細粒状 C 軽石含有・塊状Vil層土混入・粒状Vil層土少星・

粒状焼土含有。 7. 1 近質。 8. 細粒状C軽石混入・

粒状炭化物含有・粒状焼土含有。

9. 細粒状 C軽石若干・粒状炭化物多量。

10. 細粒状C軽石混入。 11.細粒状C軽石含有・粒状

焼土含有・粒状炭化物多量。 12. 細粒状 C軽石微量・

塊状焼土含有・粒状焼土混入。

゜ L= 126. 30 2m 
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所見 当住居は B38住を切り構築している。住居は、四隅部が強い丸味を

帯びる。カマドは東壁で 2 ケ所検出されている。 この二者の内北東隅寄り

゜ 10cm 

第407図 B 区第39号住居跡・

出土遺物実測図（ 1)

のものは、袖が失なわれており、移設に伴ない廃棄されたものと考えられ、

南東隅部のカマドは移設されたものと考えられる。図示した住居平面図は

掘り方の状態を示したが、カマド前面のいは、掘り方面で検出されている

が、 P2 は判然としなかった。住居の廃棄時期は、住居形状がD 区の住居分

類の第V段階に対比されるが、出土遺物の様相は央雑した状態で遺存良好

なものは皆無であった。この点から、住居形状を優先し11世紀中頃と考える。
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第408図 B 区第39号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第409図 B 区第39号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第40号住居跡 位置 37 • 38-B-30~32グリッド内。 1 残存深度約34cm
平面形態 不整方形。 規模 (3.7)mX 3.3m 構築基準辺 I 北壁 主軸方位 北ー 87度ー南

壁斜位に立ち上がる。 床面 l 平坦。浅い造床が認められた。
壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 1 未検出。
柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 南側で大きく皿状に窪む状態。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 80cm。 主軸方位 北ー 79度ー南

改築 不分明。（有か） 形状

規模 全長 95cm ·屋外長 43cm ·屋内長 52cm •袖部幅115cm ·燃焼部幅 53cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 瘤状で小さい。補強材等は認められなかった。

煙道 仰角60度程で立ち上がる。 掘り方 不整形（三角形状）の土坑状を呈する。

遺物出土状態 礫の出土が多い。執れも覆土中での出土である。

所見 当住居は B16住と重複しているがその新旧関係は分明ではない。住居は、 B39住同様に四隅が強い丸

味を帯びている。形状は縦長方形状を呈し東壁中央にカマドを具備するが、傍鼈坑は未検出であった。又、

床面中央よりやや北西隅部に寄って地床炉が検出された。この地床炉は先述した B 1 住と同様のもので、覆

/1, I ヽ` , 
, ヽ\ 

\ ̀ ` ‘ ̀` 
!) 

/ 

: 
層序 (B40住）

1.粗・細粒状 C軽石多星。 2. 粒状 C軽石混入。 3. 粒状C石軽混入・

粒状炭化物多景。 4. 細粒状C軽石若干．粗粒VII層土多斌・粒状炭化物

混入。 5. 微粒状C軽石微醤・塊状VII層土少鼠．粒状VII層土若干。

6. 粒状 C軽石混入・粒状VII層土含有・粒状焼土少量・粒状炭化物含有。

7. 5 近質。 8. 1 近質。 9. 粒状 C軽石少鼠．粒状焼土混入・塊状焼

土微鼠．粒状炭化物若干。 10. 微粒状C軽石含有・粒状焼土微量·粒状

炭化物微羅。 11.黒色硬質被熱塊状土。

12. 濁赤褐色被熱土。 0 L= 126.10 2m 

--.JI I 土内には羽ロ・スラグが

多く出土していることか

ら、 B 1 住同様に小鍛冶

の住居と考えられる。住

居の時期は、 Bl6住より

旦／l0ご9 互8 り; 
新しい10世紀後半頃と考

えられる。

叫

叫
F F' 

11 

\、こ三三／
12 

0 L= 125. 8 50cm 

第411図 B 区第40号住居跡・炉床実測図
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第412図 B 区第40号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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第 1 節南側調査区

I I 

``` 、こ 3 

／／／三 1 ロI I 

ロこニ―― 4 

。 25cm 

2 

第413図 B 区第40号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第41号住居跡 I 位置 35 • 36-B-44~46グリッド内。 残存深度 l 約16cm
平面形態 縦長方形か？。 規模 3.5mX 1. 68+am \構築基準辺不分明主軸方位北—90度—南位か

壁 l 斜位に立ち上がる。 床面 平坦。全面に造床が認められた。

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 3 ケ所に柱穴状の掘り込み (P, • P3 • P.) と、土坑状の巳を検出している。

カマド 位置東壁。 主軸方位 北ー 90度ー南

改築 有。掘り方より焼土を検出。 形状細い舌状。

規模 全長 60cm ·屋外長 40cm •屋内長 20cm •袖部幅75+acm ・燃焼部幅 35cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖 I
煙道 仰角20度程で立ち上がる。 掘り方 不整楕円形状を呈する土坑状である。

遺物出土状態 全体に遺物の量は少なく、覆土内から少量の土器類と瓦類が出土している。

所見 当住居は、住居の南側半分程が、調査＼ 1 ク I // 

区内を東西に横走する農道下に当り、完全露 ＼、―― -―-／ク 1 I \＝二云ニニニ＝＝：＝ジ7
呈が出来なかった住居である。この為住居全 e：□夏冑シ＼二 ＿---クク：ごぶコ翌況 3 

体の詳細に就いては不分明な部分が多い。住 、99~亥匂ぐ．＂へ、
、一，、ニン ，,1・為， 2 吝

氾r‘へ·衣9 、9 9 •｀ー．ぶ．、

居形状は上述のとおり不分明であるが、カマ ＼、食し｝ン~ •，⇔『•'-':.,::·-·..:ｷ 

ドは東壁に具備している。堀り方は、床面下 、:~ 0 10cm 
＼ぷ｝

5cm程で平担な底面が検出されており、部分 第414図 B 区第41号住居跡出土遺物実測図（ 1)
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Q| 

乃

的に土坑状のものも検出されている。住居の廃棄時期は

瓦の様相から 9 世紀後半以前と考えられる。

旦 層序（B41住）

l ．粒状 C軽石混入・塊状VII陪土含有。 2. 細粒状 C軽石若干・塊状Vil陪

土微炊。 3. 微粒状 C軽石微址。 5. 1 近灯。 6. 粒状 C軽石含有・塊状

Vil陪土若干・粒状焼土含有。 7. 炭化物・灰府。 8. 細粒状C軽石若干．

粒状焼土含有・粒状炭化物・灰附若干。

゜
L= 126.40 2m 

B
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B 区第41号住居跡・出土遺物実測図 (2)
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第 1 節南側調査区

遺構名称 B 区第42号住居跡 I 位置 35 • 36-B -4 7 • 48グリッド内。 l 残存深度 l 約22cm
平面形態 不分明。 規模 2.4mXl.O+am 構築基準辺西壁か ］主軸方位］北ー 110度ー南
壁斜位に立ち上がる。 床面 l 平坦。造床は認められなかった。
壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴未検出。

柱穴 末検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 l 認められなかった。
遺物出土状態 少量の土器類・瓦類の出土がある。

口：］ロロ
ローローロ／1

: --:/ 
＼ニーニニー召//3

前述 B41住同様に、住居の大半が調査区内を東西に横走する農道下

呈が出来なかった。この為、住居の詳細に就いては不分明である。

西隅部が鋭く、北東隅部は丸味を帯びている。この内、前者の状況

層序 (B42住）

1.粒状C軽石混入。

2. 細粒状C軽石含有。

3. 微粒状 C軽石微量。

゜ L= 126.40 

は、北壁乃至西壁が構築基準辺と考えられる。

出土遺物は検出部が僅かであったことから少な

く、図示したものが作図可能なものであった。

上述の状況から、住居の時期は不分明である。

~~ ~ 
I I 

2m () 10cm 

第416図 B 区第42号住居跡・出土遺物実測図

遺構名称 B 区第44号住居跡 位置 36 • 37-B-38~40グリッド内。 残存深度約35cm

平面形態 横長方形。 規模 2.4mX 3.0m 構築基準辺西壁 I 主軸方位 l 北ー 90度ー南
壁斜位に立ち上がる。 床面平坦。造床は認められなかった。

壁溝 未検出。 傍鼈坑・貯蔵穴 Pl 。楕円形。 62X 48cm ・深度ー22cm

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 未検出。

カマド 位置東壁、住居南東隅部から 60cm。 主軸方位 I 北ー 92度ー南

改築 有。掘り方内より焼土を検出。 形状 舌状か？調査不備により使用面の検出出来ず。

規模 全長123cm ·屋外長 60cm ·屋内長 63cm •袖部幅100cm •燃焼部幅 40cm。

焚ロ・燃焼部 扇状を呈する焚口部は、燃焼空間と重複する部分が著しく、燃焼部先端側に器設部分が考

えられる。 袖補強材等はなかった。

煙道 仰角20度程で立ち上がる。 掘り方長楕円形を呈する。

遺物出土状態 床面直上で数点の土器・鉄器・瓦が出土し、他は覆土内から少量出土している。

所見 当住居は切り合関係の無い単独住居である。住居の南壁部は、調査区内を東西に横走する農道の調査

区法面に接していた。住居は、東壁中央よりやや南東隅部寄りに具備する。又、傍鼈坑はカマド右袖に接す
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ー一ー／
る状態で検出されている。カマドは、調査時の不手際に

より、使用面での図化が為されなかった。図示した状態

は掘り方図である。又、カマドの各部位には補強材は検

出されなかった。一方、住居の掘り方は、床面を地山土

を使用していた為認められなかった。住居の廃棄は、住

居形状がD 区の住居分類の第 II段階に対比され、出土遺

物の中にも同様な状況が看取されることから、住居は、

ヘ, ✓ I / /, J 10世紀前半代の廃棄と考えられる。

ロニ霜区 1 ．粗・細粒状C軽石混入。；．粒：c(ば晶。 3 ．粒状 C軽石若干。
4. 微粒状C軽石微恥 5. 粒状C軽石混入・塊状焼土混入。 6. 粒状 c
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B 区第44号住居跡・出土遺物実測図（ 1)
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゜ 25cm 

第418図 B 区第44号住居跡出土遺物実測図 (2)

遺構名称 B 区第45居住居跡 I 位置 44 • 45-B-45 • 46グリッド内。 残存深度約50cm

平面形態 横長方形。 規模 3. 72mX3.3+am 構築基準辺不分明 主軸方位 I 北ー 80度ー南程か
壁 ほぼ垂直に立ち上がる。 床面 平坦。（造床等は不分明であるが、無いと考えられる。）

壁溝 未検出。 傍竃坑・貯蔵穴 P1 。楕円形。 85X60cm ・深度ー 9 cm 

柱穴 未検出。住居屋内・屋外周辺の平面精査を実施したが未確認に終わる。

掘り方 未検出。ほぽなかったと考える。

遺物出土状態 傍鼈坑内より碗が 1 点出土している。
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所見 当住居は、 B 7 • 27住に切られている。住

居は、この二者の切り合いによる破壊・中世以降

の撹乱により遺存は非常に悪く、南壁側で覆土が

残存していたので、カマド部周辺は、その痕跡が

認められる程度であった。住居は、図示したとお

りで、カマドを東壁中央に具備し、傍竃坑を備え

る。この形状はD 区の第 II段階に対比され、出土

遺物も同様であることから、住居の廃棄は、 10世

紀前半代と思われる
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第419図 B 区第45号住居跡・出土遺物実測図 (1)
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第 1 節南側調査区

井戸跡

今次の報告区では 2 基の井戸跡が検出されている（中世所産の井戸跡は除く）。前刊第 3 分冊では 2 基の井

戸跡を報告したが、 D 区 2 号井戸跡は完成なく廃棄されている。廃棄時期は 9 世紀中頃から後半と考えられ

る。 D 区 1 号井戸跡は 世紀 半頃に廃棄されている。この両者は、廃棄に伴う祭祀を行なった痕跡がある。

D 区 2 号井戸跡では、井戸全体を生活面まで埋設後中央部に土師器甕に須恵器皿を蓋に転用したものを埋納

しており、甕内には有機質の何らかのものを納た可能性がある。一方、 D 区 1 号井戸では、同様に生活面近

くまで一端埋設し、尼寺の堂宇の大棟に葺かれたと考えられる鬼瓦を逆位にして埋納している。この様に D

区の井戸跡では廃棄・埋設に伴ない祭祀行為を確実に行なっており、今次の報告対称となる C 区 4 号井戸跡・

B 区第 1 号井戸跡でも同様な祭祀行為が行なわれたことが窺われ、特に、 B 区第 1 号井戸跡では、顕著な状

況として検出されている。以下、この二基の井戸跡に就いての所見を記述する。

c 区第 4 号井戸跡所見

当井戸跡は、 C 区106住・ 129住・ 133住・ 139住・ 145住を切り構築している。規模は径 5.0mを測り円形状

を呈す大形の井戸跡で、同様な規模を有する井戸跡として G 区 2 号井戸が上げられる。

覆土上層には多くの炭化物層が認められたが、建物の部材・樹木が炭化した状態とは異なり、カマドで認

められる’'灰・炭化物層、と同様な在り方であった。この炭化物層は土層断面図中に図示したが、単ーなも

のではなく、 層に分別される状態であり間層も認められた。然、この間層も炭化物が全たく認められない

という状態ではなく、含有される量が少ないという程度であった。この上層での炭化物の堆積はG2 号井戸

跡でも認められたが、 B軽石層の直下に薄く一層として検出されただけであり、その堆積状況は異なると判

断される。当井戸跡のこの炭化物層は、通有表現では'‘レンズ状堆積、、とされるが、井戸跡の場合、埋設後

の沈下現像が顕著であり、 D 区第 2 号井戸跡の場合は、この現像により土器が当初の埋納面より下位で破損

した状態で出土している。炭化物は、この沈下に伴ないレンズ状になったものも解され、埋没時はほぼ平坦

な状態で、生活面ととほぽ同位の面にあったものと考えられる。恐らく、当井戸跡廃棄以後の住居が当井戸

跡の重複が無いことから、目印的なものであった可能性がある。又、この炭化物自体が埋設終了時の祭祀行

為である可能性も示唆されるところであろう。この他、祭祀を示唆する状況として、確認面下ー 2.6m程の中

央部で、人為層中（埋設土中）で地山土中に含まれる礫が中央部で出土し、周辺及び上下層中からの遣物の

出土が非常に少なかった。この出土状況からは、何らの意図の元に置かれた可能性がある。然、上述した如

く、覆土自体の沈下現像もあることから、元来はより上位で行なわれた可能性が強いが、やはり単独での出

土自体にその意義は内在すると考えられる。

井戸は、断面に確認面直下でオーバーハングする部分が認められる。これは、井戸内に水が湛えられてい

る時の水位により生じたものと考えられ、水位は最低で 2.1 m程の増減があったことが判断される。又、この

水位幅での容積量は 4lkQ程であり、これ程迄に水を必要とする要因が想起され、他例の井戸跡と比較して

も貫きんじた状態である。当井戸が廃棄される時期はD 区の第III段階に出土遣物の様相が対比されることか

ら、 10世紀後半頃と考えられる。この段階は 9 世紀後半頃から増加した住居数が減小段階に至った頃である

が、住居数はまだ多い。又、少なくも存続期間を考慮しても 10世紀中頃が上限と考えられる。これらのこと

から、単に住居数が多いという要因だけで大規模な井戸の構築を創意をさせるにはやや要因不足と思われ

る。一方、位置的には、僧寺・尼寺にも近接する部分でもあることから、この国分 2 寺に係わるものと思わ
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れるが、規模的にかなりな部分に水を補給出来たことが考えられる。

井戸の施設等は無ら確認されていない。井筒も地山井筒木材等の痕跡も一切認められなかった。
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B 区第 1 号井戸跡所見

当井戸跡は B 1 溝（14世紀後半～16世紀前半）

に切られており、その他の遺構との切り合い関係

は認められなかった。又、この B 1 溝により北側

上半部が失なわれている。

当井戸跡の底面直上から多量の土師器甕片が出

土しており、更に、この直上からは土師器甕 2 点

（完形、第445図ー 1 • 2) ・須恵器壺（頸部上半

より上位を欠損する。第447図ー 9) ・須恵器坪（第

443図ー 1)•土師器坪（第444図ー 2) が折り重なった状態で

出土している。この状態から埋納されたものと考えられ、こ

れを当時の状態に復原したものが下図である。この状態は確

実に何らかの祭祀行為を伴なったと判断され、更に、最上位

の須恵器坪（完形）の外面には‘‘法花寺、、

乙

第443図 B 区第 1 号井戸跡・出土遺物実測図（ 1)

が墨書されている。この＇＇法花寺、、は、

「法華滅罪之寺」＝「法華寺」＝国分尼寺

を意味しており、この埋納に伴ない国分

尼寺が何らの形ちで係わったと考えられ

る。そして、土師器甕は 2 個体共に底部

を完全に遺存することから、甕内には有

機質の何らかの物を納めたと推定され

る。恐らく、尼僧・優婆夷が直接関与し

埋設に伴な今鎮壇を行なったと類推され

る。

井戸の埋設時期は、出土遺物の様相か

ら 9 世紀中頃と考えられる。

15 ・ニ ニ；1

1. VII層土。 2. 9包：：OB!]：色粗粒砂。 三三 三□二 碁
4: 灰色シルト。 5. 灰色粗粒砂。 6 ．褐色シルト。 — ~ 1 .,. 

7. 黒色火山灰。 8. 軟質褐色火山灰。 9. 灰色軽石。

10. 褐色シルト。 11. 褐灰色砂質シルト。

19 12. 灰色火山灰（礫混入）。 13. 灰色砂質シルト。

14. 褐灰色火山灰。 15. 灰色シルト。

16. 粗粒砂（軽石混入）。 17. 褐色火山灰（細礫混入）。

18灰褐色細砂。 19. 褐灰色砂質シルト。
。 10cm 
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土坑

土坑は住居数に比較し少なく、 32 基が検

出されている（時期不分明なものは割合し

てあるが、規模等に就いては第 1 分冊中に

一覧表にして示してある）。この中には、通

有‘‘ピット、、として扱われるものも含まれ

ている。

検出された土坑は、規模で大・中・小・

その他の四者に分類され、この中で小は上

述のピットとして扱われるものである。大

は、円形基調・楕円形基調の二者がある。

中は大半が円形基調で隅丸方形状のものが

ある。その他としたものは長方形基調・不

H
 

_ B: 整形がある。この中で長方形基調のものは

c 区第17号・ 52号土坑がある。この両者の

内 C17坑は、調査時の不手際により北側半

分を失なっている。

これらの土坑は、住居の検出されなかっ

た部分から検出されている。これと同様な

状況は他の区でも認められ、土坑の検出さ

れる部分は住居の存在が非常に希薄であ

る。然し、住居が多く検出される部分で少

ない点は、住居と重複により失なわれたか、

重複により単に見落した可能性も有りうる

が、住居間での検出状態が非常に少ない点

からは積極的なこととは考え難く、寧、土坑

構築の占地条件による所産と考えられる。
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態である。

形状は長方形基調で軸長 2.30mを測る。底面は平坦で、東西両壁は底面からほぼ垂直に立ち上り、南壁は

緩やかに立ち上がる。覆土は、 1 層土の堆積が底面直上まで達しており、全体的に一括して落ち込むかの状

況で、 1 層土堆積以前には空洞状の状態であったかの如くである。この状態から、棺等の存在が想起される

ものの、木質・有機質等の残存が無かったことから言及はしかねるが、土拡墓であった可能性が考えられる。

出土遺物は、融変した土師質土器足高々台塊が 6 個体出土している。 これは非常に高い高熱を受けたと考え

られ、一部にはスラグ状のものが融着している。時期は10世期後半以降と考えられる。
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第 1 節南側調査区

文字瓦類

文字瓦類は出土した瓦の中から漏なく掲載した。その数は 225 点でその他を含め合計 287 点になる。その

他のものとは、文字の一部か成・整形時に伴う箆傷等によるものか判断出来得なかったものや、特殊な記号

状のものも含めている。又、文字瓦と判断した瓦の中には大半が欠損し一部分が残存するものも含まれてい

る。この中で推定判読可能なもの不可能のものがあり、可能な限り判読を試み、判読出来得たものはその読

を右欄に記し、判読出来得なかったものは「判読不能」と記した。

文字瓦には、箆描・刻印の二者がある。箆描文字は183点あり、刻印文字は42点である。この内前者で複

数の文字を記すものは26点で、一文字を記するものは67点、文字数不分明は132点である。後者では既出例か

ら推定すると、一文字と二文字の二者があるが三文字以上のものは無い。又、既出例では国分僧寺出土と伝

えるものに、下野八幡瓦窯焼造の「国分寺」刻印の文字と同苑のものが唯一知られるが、一点のみが国を越

えてのことであることから非常に特殊な存在しか扱えず、これ以外では皆無である。

その他の中では記号状のものがあり、一応文字瓦扱いにしたが、その記号が何を示すのか不分明であり、

何らかのエ具等の先端を押捺するものもある。

上述した箆描・刻印の二者は文字瓦を大きく二分するが、この両者を併記するものが 1 点ある。この二者

併記のものは、執れも刻印は同じものであり、箆描きされる文字が異なるのみである。

箆描で複数文字を記すものは最高 7 文字で最低で 2 文字である。然し、二文字以上のもので破片化してい

るものは二文字以上箆描された可能性がある。特に、文字間隔の狭い接する状態のものはその該然性が高い

と考えられる。

以下の表は、文字瓦類を産地等を加味し示したもので、前刊第 3 分冊で報告したD 区も含んでいる。

瓦当瓦類

当項は、前掲の当種のものが縮尺 1 : 5 であった為、瓦当文様を考求するにあたり、同箔関係の認定・細

部特徴等が判読出来難いことを考慮し、ここで拓影を 1 : 2 で図示し、併せて、既存の遺存状態の良好なも

のと同苑関係の認定出来たものを 1 : 4 でその部分が判読出来る様に図示した。尚、瓦番号（ゴチック）は

本文中の各図中のものと一致する。

瓦当文を有する鐙瓦・宇瓦類は総数140点が出土しており、内訳は鐙瓦66点・宇瓦74点を数える。この数値

には、瓦当部を欠損するもの（誓ば男瓦部分のみが残存する鐙瓦）も含まれている。この瓦当部を欠損する

ものは本項から除外してある。

出土した瓦当瓦類の様相は、大きく二者に分別され、更に、各々を二者に分類される。前者は、国分寺系

瓦意匠と、国分寺系意匠出現以前のものであり、後者は、寺井廃寺（太田市）系の複弁 8 葉面違鋸歯文蓮華

文鐙瓦（所謂’'川原寺式、と呼称されるものであるが、型式名上は同じであるものの、中房・蓮弁の肉置等

細部では非常に異なっており‘‘川原寺式、、とは呼称し得ない。表現とすれば‘'「川原寺式」に意匠の渕源があ

る、、。になる）に類似すると考えられるものとその他複弁系のものを一括した複弁系である。山王・秋間系鐙

瓦（山王・秋間系複弁七葉鐙瓦は大江氏により提唱されたが、これに先行する単弁七葉蓮華文鐙瓦及び、‘'山

王・秋間系複弁七葉鐙瓦、、の後出種を指す）の二者がある。前者の国分寺系瓦には、創建段階の新造堂宇の

為に焼造された瓦と、後の補修・葺き替え瓦の二者がある。ここで言う‘‘創建段階瓦、、とは、国分寺統一創

建意匠に意匠上の系列種で、統一創建意匠に類似する意匠のものを指し用いている。

上述した四者の中で前二者は、主として鐙瓦を用いたが、これらの鐙瓦と組瓦とされる宇瓦がある。この

前二者に組瓦と宇瓦の瓦当意匠は、重弧文系と考えられるが、一部のものを除きその組瓦は不分明であるこ
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とから、これに組瓦と思われる等を含めた重弧文系の宇瓦は別扱いとして一括した。

又、同箔関係が認来なかったり、出来得ない手描表出の意匠・細片は項末に一括して掲載した。

次図は鐙瓦・宇瓦を産地別に表わしたもので前刊第 3 分冊のD区のものも含めている。次項以降の表は当該

瓦を一覧にしたものである。

438 

秋間

17.4 
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22.1 
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第表瓦当瓦観察表

瓦No. 出土地 種別 内区・中房・外区 掲載図 焼造地 摘 要

466 B 外 鐙瓦 複弁か。二重蓮子・素文。 493 太田 器面の荒れが著しい。複弁と考えられるが、弁・間弁の区別が出

来ない。既出例からは、寺井廃寺の創建意匠である面違鋸歯文複
弁蓮華文と考えられるが、同苑認定は出来なかった。

413 C!42住 鐙瓦 複弁 4 葉蓮華文・環状中房・素 288 吉井・ 弁・子葉は沈線刻りされている。類例は少なく、類例は僧寺既出

文 藤岡 のものを合成させたものである。組み瓦は不分明。

454 B 外 鐙瓦 単弁 8 葉蓮華文・ 1 + 6 ・素文。 493 秋間 放光寺跡（山王廃寺）の創建意匠群中最古に擬せられる意匠で、
後出型は複弁 7 葉となる。この 8 葉のものは、上植木・金井廃寺
の単弁 8 葉と比較すると、肉置きがやや浅く、間弁が独立してい
る点等から、上植木・金井単弁 8 葉より後出するものと考えられ

る。組瓦は重弧文。

404 C22住 鐙瓦 複弁 7 葉蓮華文・殊点中房・素 67 秋間 中心に殊点中房を配する点は、国分寺系瓦に認められる。又、弁

405 C24住 鐙瓦 文・弁間に殊文を配する。 73 間の殊点文は、均整がとれていない為、弁間に施されるものは、
409 C80住 鐙瓦 各弁は元来に複弁を抽象化し 201 7 つの内の 5 つであり、 2 ケ所はずれており、同様に弁自体も中
410 C80住 鐙瓦 たもので、子葉は有軸素弁・単 201 房からはずれた形で配されている。

422 C 外 鐙瓦 弁を思わせるが、放光寺跡創建 477 瓦405 • 410 は、同苑と考えられるが、部位の認定は出来なかっ
426 C 外 鐙瓦 意匠群中の複弁 7 葉蓮華文に祖 477 た。

型がある。 既出例は放光寺跡に多く、国府政庁部分でもやや多い。

453 B 土坑群 鐙瓦 複弁 7 葉蓮華文・ 1 + 4 ・外区 458 秋間 上述 2 例同様に放光寺跡での既出例がやや多い。又、瓦404等と同

は 6 ケ所の殊文帯を配する。 様に抽象化された複弁 7 葉であり、山王・秋間系に祖型が求めら
意匠は複弁 7 葉が抽象化され れる。

たもので弁間に間弁を配する。 組み瓦は不分明である。

443 D 外 鐙瓦 単弁 9 葉蓮華文・ 1 + 4 ・外区 477 秋間 抽象化された意匠であるが、内区・外区・中房等の配置は瓦453 に
は 8 ケ所の殊文帯を配する。 類似する。弁数 9 は、 7 弁に通ずる奇数配分である点から、国分

寺系の単弁 5 葉に含まれる系列とは考え難い。

401 Cl2溝 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5• 重圏 19 笠懸 国分寺統一創建意匠中最古の意匠である。同類の意匠も多いが、

411 Cl08住 鐙瓦 弁全体は片切り状に刻ざまれ、 219 弁の肉置・全体のバランス等創建意匠群中最も均整がとれている。

424 C 外 鐙瓦 圏線も片切表出である。 477 この同笹の器面は、梨子地状の器肌であるが、通有に、この器面

442 C 外 鐙瓦 717 は‘‘離砂、により生ずるとされている。しかし、筆者の管見の及

470 C 外 鐙瓦 717 ぶ範囲では、器面・文様に砂の付着した類例は未見である。だが、
この離砂自体、通有の‘砂、ではなく、生地土の細粒等も考慮さ
れるが、これも付着した類例も未見である。この点等から、瓦苑
自体木製以外であったことも考慮される。

471 C6 溝 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文· 1 + 5 ·重圏 11 笠懸 創建意匠の一群に含まれるが、瓦401等の如く、文様の表出には片
429 C 外 鐙瓦 文様は、沈線状で、片切ではな 477 切・全体バランス等に精緻さが認められず、 401等に後出するか、

438 C 外 鐙瓦 し）。 489 401等を祖型にし写されて用いたかが考えられ、同様に、創建期の
類例は、本例と同様な状況下での製品が多い。

412 Cll6住 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5 ・素文。 272 笠懸 内区の文様構成は、上述 2 者と同様であるが、外区の構成が素文

460 B 外 鐙瓦 面径はやや小さい。 493 になっている。創建意匠群中外区の素文は本例を含め多い。

418 C4 井 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5 ・素文 427 笠懸 前例同様に創建意匠群中文様が不均整で外区が素文である。

403 Cll住 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5 ．左偏 33 吉井 内区径は前二者とほぽ同じ位であるが、外区幅がやや広い。外区
431 C 外 鐙瓦 行唐草。 477 の唐草は宇瓦523 と同様に間斯なく連続するもので、この両者で組
456 B 外 鐙瓦 493 瓦になる可能性がある。

435 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 477 笠懸 創建意匠群中内区径が最大の一群である。中房は、 1 + 4 で後出
455 B 外 鐙瓦 493 型の中房は本例同様に 1 + 4 が主体となる。肉置きも低く、全体

に偏平な感を受ける。

398 C 6 溝 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文 11 笠懸 前例同様に創建意匠群中内区径が最大の一群である。

414 C4 井 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 427 吉井 創建意匠群とやや異なる蓮弁で、外郭線と軸により構成される。

415 C4 井 鐙瓦 蓮弁は、外郭線と軸により構成 427 創建意匠群を「単弁 5 葉蓮華文」と設定しても、蓮弁の形状が、

416 C4 井 鐙瓦 し、創建意匠群とする一群の蓮 427 左記の表出になっており、創建意匠群とは異なる。又、中房は、

406 C28住 鐙瓦 弁は、二重線と軸による表出で 86 創建意匠群中の後出の一群同様に、 1 + 4 である点は変りがない。
407 C49住 鐙瓦 ある。 116 文様の彫り込みも後出群中とやや異なり、箱彫り状になる点等、

563 B 外 鐙瓦 493 創建意匠群とは違質である。

565 C79住 鐙瓦 716 

408 C85住 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 207 吉井 蓮弁形状は、全体に精緻さが無く、蓮弁という感は受けず寧桜花
435 C 外 鐙瓦 477 文という感を受ける。

451 B 土坑群 鐙瓦 717 出土例は、西毛地域で多く出土している。又、僧寺では、南大

457 B 外鐙瓦 493 門周辺での出土がやや多い。

425 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・珠点・素文。 477 笠懸 単弁 5 葉であるが、均整が崩れている。弁間に間弁を配する。

430 C 外 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 477 吉井 単弁 4 葉は 5 葉の後出型式であり類例は非常に多く、県下全域に
441 C 外 鐙瓦 477 及んでいるが、逆に同箔の類例は少なく小単位の焼造が考えられ

る。

469 C 外 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文・珠点・素文。 717 吉井 弁端が尖がり、弁間に T字状の間弁を配する。類例はやや多い。

444 C 外 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文・珠点・重圏文。 477 吉井 前例同様であるが、軸が無く素弁状である。

419 C4 井 鐙瓦 単弁 8 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 427 吉井 この 8 葉の一群は 6 抱種知られているが、その中でも均整のとれ
た蓮弁配置である。

458 B 外 鐙瓦 単弁 8 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文。 493 吉井 この 8 葉の一群中最も均整が崩れている。
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425 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・不分明・素文 477 笠懸 瓦401等の同苑と思われるが、確定出来なかった。
か。

468 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5 ・素文。 717 笠懸 創建意匠の一群に含まれる。瓦401等の一群同様で、瓦417に類似
するが同箔ではない。既存の創建意匠群（完形乃至完形に類する
もの）中には同箔が認められなかった。

449 B 1 井 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文・ 1 + 4 ・素文 448 藤岡 瓦430に類するが管見に及ぶ範囲では同箔認定出来るものはな
かった。

434 C 外 鐙瓦 単弁 4 葉乃至 5 葉蓮華文。 477 秋間 秋間窯跡群の焼造品には 4 • 5 葉があり、弁間に珠点文を施こす
例が多い。

424 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文か。 477 笠懸 肉置きが低く、面径が大きい点で瓦389に同箔と思われるが、同箔
の特定が出来なかった。

459 B 外 鐙瓦 単弁 4 葉乃至 5 葉蓮華文。 493 笠懸 文様の陰・陽が逆しまな意匠である。両者共に蓮弁の一部が残存
399 C9 溝 鐙瓦 14 している。両者共に蓮弁の配置・弁間のとり方から 4 葉と考えら

れる。

400 Cl2溝 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文か。 19 笠懸 周縁のみの残存。残存部は幅が広いことから単弁 4 葉蓮華文が考
えられる。

402 Cl8溝 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文・ 1 + 5 ・重圏 17 笠懸 外区・周縁部が残存する。外区の状態は片切状になっていること
か から、創建統一意匠たる瓦401 と考えられる。

420 C 外 鐙瓦 478 乗•藤 外区・周縁部が残存する。外区はやや狭く、秋間系の国分寺意匠
群に類する。

421 C 外 鐙瓦 不分明。 478 吉井 器面の粗れが著しく詳細不詳。

427 C 外 鐙瓦 単弁 5 葉蓮華文か。 489 笠懸 器面の調整から瓦455 • 398 と考えられる。
436 C 外 鐙瓦 不分明。 478 吉井 面径が非常に大きい。外区・周縁が残存する。

439 C 外 鐙瓦 単弁 4 葉乃至 5 葉蓮華文。 489 吉•藤 蓮弁の一部・外区界線・周縁が残存する。

445 B 2 住 鐙瓦 不分明。 325 吉井 周縁部分のみ残存。意匠等詳細不分明。

446 B20住 鐙瓦 不分明。 377 吉井 外区・周縁部分残存。意匠は単弁 4 葉蓮華の可能性がある。

447 B20住 鐙瓦 不分明。 377 吉井 外区・周縁部分残存。意匠等詳細不分明。

450 B 1 井 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文か。 448 吉井 外区周辺・内区の一部が残存する。文様の一部はT字状の間弁。

461 B 外 鐙瓦 単弁 4 葉蓮華文か。 493 笠懸 外区・界線・蓮弁の一部が残存する。肉置きは低い。

462 B 外 鐙瓦 不分明。 493 吉井 周縁・外区の一部が残存する。意匠等詳細不分明。

463 B 外 鐙瓦 不分明。 493 吉・笠 周縁のみ残存。意匠等詳細不分明。

宇瓦類

瓦No. 出土地 種別 内区・中房・外区 掲散図 焼造地 摘 要

481 C89住 宇瓦 右偏行唐草文・珠文。 707 笠懸 国分寺創建統一意匠。最古の国分寺系瓦で、瓦401等と組み瓦を構
482 C 103住 宇瓦 左端の唐草は、忍冬文を呈する。 717 成する。文様は肉置きが良く国分寺系宇瓦意匠中最も麗美である。

491 C 4 井 宇瓦 428 器面は、梨子地状のものと板目の二者がある。前者は、鐙瓦401 と

499 C 外 宇瓦 478 同様である。後者は、通有の瓦箔と同様に木型であることが判断
508 C 外 宇瓦 478 される。前者は、離砂の使用が考えられるものの、砂そのものが
516 C 外 宇瓦 478 残存するものは管見の及ぶ範囲では認められない。この点では、
528 B 外 宇瓦 498 同一箔型を使用すること等を勘案すれば、有機質等の離材を用い

たことも考慮されよう。

515 C 外 宇瓦 右偏行唐草文・珠文。 478 笠懸 国分寺創建意匠中前者の後出型と考えられる。瓦481等の後出型中
532 B2 住 宇瓦 外形は図示の二者がある。上段 324 外区に珠文を配するものは、他例にない。しかし、当瓦箔の珠文

544 C 外 宇瓦 は通有種であるが、下段のもの 717 は、非常に小さく、製作開始より時間の経過した頃のものと考え

545 C 外 宇瓦 は、瓦523 • 519等の様に、側帯 717 られる類例には、この珠文が認められないものが大半である。組

部の反りが強い。 瓦は、瓦401の後出型でも直後の瓦417等が考えられる。

483 Cll6住 宇瓦 右偏行唐草文・素文。 273 吉井 創建意匠群中でも、後出型の瓦484等の祖型となる箔種と考えられ
487 C 4 井 宇瓦 内区の幅が狭い。 428 る。又、内区の幅が狭い点は、後出型の内で、吉井•藤岡窯跡群
529 C 外 宇瓦 478 中で焼造される製品が内区幅が狭い点に共通する。

472 C6 溝 宇瓦 右扁行唐草文・素文。 11 吉井 前出の瓦483 と同様の意匠で、創建意匠である。この唐草文は、前
489 C4 井 宇瓦 各唐草文は独立した状態で、連 428 出の瓦483 と同様の意匠で、創建意匠である。この唐草文は、鬼瓦

続性がなくなる。子葉は短かい。 類の外区を加飾する唐草文とほぼ同じ意匠であり、両者の関係は
注意が必要であり、その両者が笠懸と吉井•藤岡で焼造されるこ

とを勘案すればエ人組織の改変も想起し得る。

490 C4 井 宇瓦 右扁行唐草文・重圏。 428 吉井 反転子葉をも配する意匠としては数少ない類例で、笠懸窯跡群中
518 C 外 宇瓦 内区幅が狭い。 478 では未出の意匠である。

484 CI35住 宇瓦 右扁行唐草文・重圏。 282 吉井 瓦483·472同様に独立した唐草で、子葉も反転子葉ではない。又、

485 Cl42住 宇瓦 内区幅が狭い。 288 文様自体は肉置きが低く、細い沈線状に表出されている。類例に
525 C 外 宇瓦 492 上げたものは僧寺出土のものであるが、右側帯部周辺が欠損して

526 B 外 宇瓦 498 おり完存品ではない。内区幅は瓦483で記述したが、本例は、右扁

537 B 外 宇瓦 494 行唐草文の中では、最も内区幅が狭い一群の意匠である。

538 B 外 宇瓦 494 

477 C56住 宇瓦 右扁行唐草文。 136 吉井 瓦484に類似する意匠であるが同箔ではない。管見の及ぶ中では完

458 B 外 宇瓦 493 存乃至完存に近い類例は見出せなかった。

502 C 外 宇瓦 478 
宇瓦

523 C 外 宇瓦 左扁行唐草文・重圏。 478 吉井 瓦472等の意匠の逆である。子葉は反転子葉ではない。
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476 C56住 宇瓦 左扁行唐草文。重圏。 136 吉井 連続する唐草文で、子葉は反転気味である。鐙瓦403の外区文様の
541 B 外 宇瓦 494 左扁行唐草の意匠と同じものであることから、両者は組瓦として

認識される。

514 C 外 宇瓦 均整唐草文・重圏。 478 吉井 均整唐草文としては数少ない類例である。長伸葉・反転子葉の入
組む意匠としては本例唯一のものである。

543 C 外 宇瓦 均整唐草文・素文。 717 秋間 秋問窯跡群の唐草文の意匠は本例唯一である。しかし、唐草自体
は抽象化されており、入組み三叉文状の表出になっている。

486 C 4 井 宇瓦 抽象文・重圏。 428 秋間 抽象意匠としては数少ない類例の中でも最も類例の多い意匠であ

493 C 4 井 宇瓦 428 る。しかし、どの様な文様を抽象化したかは判然としないが、中

519 C 外 宇瓦 478 心部周辺の 2 ケ 1 対のものは、阿禰陀三尊の脇待の様にも思われ

535 B 1 井 宇瓦 448 るし、蓮華の抽象化とも思われる。

520 C 外 宇瓦 左扁行唐草文乃至飛雲文・重圏。 478 吉井 吉井窯跡群中既出意匠で唐草文を検討する限りに於いては、当該
の意匠は飛雲文と考えられる。

479 C73住 宇瓦 稜杉文・素文。 171 秋間 稜杉文の意匠類例は瓦119の外数例知られるが、熟れも秋間窯跡群

488 C4 井 宇瓦 429 での焼造である。当該の稜杉文は、左扁行であるものの、全体に
512 c 外 宇瓦 479 不規則的に施文され麗美さは認められない。
542 B 外 宇瓦 494 

474 Cl9住 宇瓦 稜杉文・素文。 57 秋間 秋間窯跡群焼造の稜杉文の意匠中最も均整がとれているものであ
501 C 外 宇瓦 479 り、県下で既出の宇瓦の中でも最も小さい一群に含まれ、通有の

510 C 外 宇瓦 479 宇瓦に比較し約 3 分 2 程の大きさである。この要因は、他例が広

511 C 外 宇瓦 479 端部側に接合するのに対し、狭端部側に接合することにある。

471 C6 溝 宇瓦 飛雲文か。 11 笠懸 左扁行唐草文にも考えられるが、文様の一単位には子葉が認めら
れないが飛雲文と考えた。同箔は未出。

494 C 4 井 宇瓦 菫弧文。 428 乗附 輔櫨挽きの重弧文である。これらの重弧文は国分寺系のものでは

497 C 4 井 宇瓦 427 なく、国分寺系以前の意匠系晋であり、山王・秋間系のものと考

500 C 外 宇瓦 478 えられ、組瓦は、複弁 7 葉乃至 6 葉蓮華文鐙瓦が考えられる。

504 C 外 宇瓦 478 
506 C 4 溝 宇瓦 479 
539 B 外 宇瓦 494 

495 C4 井 宇瓦 重廊文。 428 乗附 完形の類例は国分僧寺の出土であるが、同箔の認定は出来なかっ
496 C4 井 宇瓦 428 吉井 た。

521 C 外 宇瓦 479 秋間

522 C 外 宇瓦 重弧文乃至重廊文。 479 乗附 箆書きによる表出で、類例からすれば重弧文と考えられる。

540 B 外 宇瓦 格子状重廊文。 494 吉井 完形の類例は国分僧寺出土であるが、同苑の認定は出来ず、類例
527 C 4 溝 宇瓦 498 として掲載した。

478 C72住 宇瓦 均整唐草文・素文。 165 吉井 完形の類例は管見の及ぶ範囲には無かった。文様部側帯寄りは楕
513 C 外 宇瓦 478 円形状を呈し、瓦517等と同様である。

536 B 外 宇瓦 均整唐草文か。外区は素文。 494 藤岡 完形乃至完形に類するものは無い。

517 C 外 宇瓦 抽象文か。 479 吉井 破片での類例は僧寺にある。

531 B 外 宇瓦 斜格子。 498 吉井 同苑類例は未出。

525 C 外 宇瓦 飛雲文乃至左扁行唐草文。 492 吉井 類似例はあるが、同砲関係は充分に出来なかった。

505 C 外 宇瓦 鋸歯文。 479 吉井 笹書きの鋸歯と押捺の珠文を配する。既出例の好例は尼寺にある。

530 B 外 宇瓦 不分明。 498 吉井 内区・外区・周縁の側帯部周辺が残存する。

473 C 6 溝 宇瓦 格子文。 11 吉•藤 類例はやや多い。綿貫遺跡では格子文が主体を占める。

534 Bll住 宇瓦 格子文。 346 吉•藤 格子文の一群中では最も粗い格子文である。

553 C 外 宇瓦 不分明。 489 吉井 下帯部の外区・周縁の破片。意匠等詳細は不分明。

509 C 外 宇瓦 右扁行唐草文・重圏。 479 吉井 文様施文が不良であるが瓦484等と同様の意匠である。

492 C4 井 宇瓦 素文。 428 笠懸か 詳細不明であるが、全体が素文の可能性がある。

503 c 外 宇瓦 不分明。 479 吉井 周縁のみの残存。意匠等詳細不分明。

507 C 外 宇瓦 鋸歯文。 479 吉井 瓦505 と同様の意匠である。
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第 4 章 検出された遺構・遺物

瓦ー 127 出土位晋 c 区 6 号溝 瓦— 128 出土位沼 c 区 6 号溝 瓦ー 129 出土位置 c 区 6 号溝

挿図番号 12-18 写真図版 101 挿図番号 12-1 写真図版 100 挿図番号 12-16 写真図版 101 

類 女 生産地 秋間 類 女 生産地 笠懸 類 女 生産地 乗附

•=k· 

読
判
読
不
能

箆傷の可能性がある。

悶

読
判
読
不
能 .• •Cl•• ••J. ｷ9... 

ー＾ダ・ソ ' 知ク：：：：冷岱J
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読
判
読
不
能

刻印か。全面に正格子叩きの為不明。

悶

瓦ー 130 出土位置 c 区 6 号溝 瓦ー 131 出土位置 c 区 6 号溝 瓦ー 132 c 区 6 号溝

挿図番号 13-2 写真図版 101 挿図番号

類 女 生産地 吉井

読
判
読
不
能

11-16 写真図版 100 

類 女 生産地 乗附

読
判
読
不
能

挿図番号

類

100 

乗附

読
判
読
不
能

子の一部とも思われる。

悶 塁
箆傷の可能性がある。 箆傷の可能性がある。

悶

瓦— 133 出土位囲 c 区 6 号溝 瓦ー 134 出土位置 c 区 6 号溝 瓦— 135 c 区 6 号溝

挿図番号 13-3 写真図版 101 挿図番号 12-6 写真図版 100 挿図番号 12-19 101 

類 女 生産地 乗附か 秋間 類 女 生産地 吉井 類 女 生産地 吉井

読
判
読
不
能
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｀
‘

読
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読
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読
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能

夏
文字の一部が箆傷か不分明。 ゜

力ヽ
" 

立
口の宇

摘
要

悶＇文字の一部か箆傷か不分明。

第500図 文字瓦類（ 1)
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瓦 1361 1 出士位i| C 区16 号溝
挿図番号 11-6 写真図版 100 

瓦1371 1 出土位 1| C 区16 号溝
挿図番号 13-1 写真図版 101 

瓦l381 1 出土位 1| C 区16 号溝
挿図番号 11-9 写真図版 100 

類 I 男 生産地 I 吉井か 藤岡 I I 類 I 女 生産地 吉井 類 I 男 生産地 吉井

読
判
読
不
能

摘
要

子の一部か。
摘
要

瓦ー 1391 1 出土位|| I 6 号溝
挿図番号 l2-13 写真図版 101 

箆傷の可能性がある。

読
判
読
不
能

ヽ

5
、

瓦ー 14l1 1 出士位 1| C 区16 号溝
挿図番号 ] 2-17 写真図版 101 

類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 笠懸か

読
判
読
不
能

甜t

＋
か

読
判
読
不
能

、'•免努：え岱，9·i
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ヽ．．．合が·9:9 :•.. 9 ;、ゞー
<‘·’•.. 9, 9, 、 9,.-

｀ゞぶ· :'“.., 

読
判
読
不
能

摘＇文字の極一部分。

要
摘
要

箆傷の可能性がある。

瓦ー 142 /出土位置 I c 区 6 号溝

挿図番号| 13-6 |写真図版 I 101 

類 I 女 I 生産地 I 笠懸

至o主Jし

$ 菌
田

山田郡菌田郷をあらわす。郷名刻印。
摘
要

c 区 6 号溝

101 

• 

吉井

読
記
号
か

瓦 l441 1 出土位|| C 区16 号溝
挿図番号 12-4 写真図版 100 

縣 I 女 生産地 藤岡

読
判
読
不
能
（
古
か

贋互口畠｝と同一か。
刻印。

悶
ヘンが欠損か。

第501図文字瓦類 (2)
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瓦ー 145

挿図番号

ロ

瓦ー 146 出土位匿 C 区 6 号溝

挿図番号 13-4 写真図版 101 

類 女 生産地 吉井
三 11:1:::真|[&c:1::I

読
文
字
欠
失

読
判
読
不
能

・
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、

、
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‘
.

i
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『
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.̀f/ 

読
判
読
不
能

菌田の刻印文字を伴う格子叩き。

悶 1 勢多郡薗田郷をあらわす。 摘
要

箆傷か。

：：ー；：［ 1|口王］：~2
c 区 10号溝

102 

笠懸

瓦-150 出土位置 C 区12号溝

挿図番号 20-3 写真図版 103 

類 女 生産地秋間か藤岡

` ；・な・ぶと・9 •. •・ ・ ぶ

判
読
不
能

読
判
読
不
能

主
＂
～

1
-―
二
口

判
読
不
能

塁
正格子叩見内に刻まれている。

摘
要

瓦ー148に同じ。
摘
要

瓦ー 151

挿図番号

ロ

c区12号溝

103 

吉井
::;:」 2|万：真1二］：： 巳 2|王王ここ：

読
大
か

ヽ

読
判
読
不
能

摘
要

下の可能性もある。
摘
要

文字部分がハゼにより欠失している。

読
大

摘 1 指先きの乃至幅広の箆で浅く描かれて
要いる。

第502図文字瓦類 (3)
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瓦— 155 出土位置 c 区12号溝 瓦ー 156 出土位置 c 区12号溝

挿図番号 20-14 写真図版 103 挿図番号 20-11 写真図版 103 

読
大

類 女 生産地 吉井
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て—•,• •こ::'. ;•9: :. • : 

全素石

読
判
読
不
能

類 女

読
判
読
不
能

じ゚同こ
~' 

3
 

5
 

ー瓦
摘
要

文字の側面が箆傷。

悶
箆傷か。

悶

瓦— 157 出士位置 c 区 13号住居 瓦— |58 出士位置 c 区14号住居 瓦— |59 出土位置 c 区16号住居

挿図番号 39-5 写真図版 107 挿図番号 42-1 写真図版 107 挿図番号 48-3 写真図版 109 

類 女 笠懸 類 生産地

·,..ふ”

• ・ヽ.,,. • .. 

読
子

男 乗附

読
判
読
不
能

類 女 吉井

ヽ

7

十
カ

子の下に王を刻むが欠失している。

塁 塁
箆傷か文字の一部か不分明。

摘
要

瓦ー 160 出土位置 c 区］ 7号住居 c 区18号住居 瓦ー 162 出土位置 c 区］8号住居

挿図番号 51-8 写真図版 110 112 挿図番号 54-5 写真図版 111 

類 女 生産地 笠懸

箆傷か文字の一部か不分明。

塁

読
判
読
不
能

士
冗

ニ
―-
n

三
一
（
四
か
）

類 女 生産地 乗附か秋間

笠懸窯跡群産の箆描き文字には漢数字

塁 1 が多い。

読
子

：へ： ？ぶ←―：鼻，．・；： ; ; ；．;:;・と，．．．i; .. ：：ばぷ’
:, ; : :.. : •，応：翁·;. : : g ; : iii i!i :9: ;:: • 

塁＇
筆致が強い。

第503図 文字瓦類 (4)
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瓦ー 163

挿図番号

耐――男

摘
要

読
大
山

瓦ー 164

挿図番号

正

摘
要

瓦— |65 出土位置 c 区21号住居

挿図番号 66-2 写真図版 115 

類 女 生産地 笠懸

読

t 共百湯，~？＼
弓U主Iし

判 菌
二助士冗 「l
不
能

11 

` 

, 
; ` 

薗田の刻印を伴う格子叩き。瓦ー］42 と

塁 I 同じ。

瓦ー 166| 1 出土位|| C 区2]号住居
挿図番号 68-1 写真図版 116 

類 I 男 生産地

瓦ー 167 |出土位1| C 区 21号住居
68-3 写真図版 116 

生産地 笠懸

出土位置 I c 区22号住居
| 

116 

吉井

読 び亨忍疇睾．唸·.99'唸：認忍；;1 読

— 緊息馨忍麟；，；—
鸞誓奏::べ3;;.Jふ5:J岳；；トダ、 三[:、ぷさtミ繋：］＇］芦八
亭｀i心心卒翌へ＇忍‘釘全:_,9； で芯＼m喝桑··：宍．：勺'j碍tで:~z~J.~、｝＇、、 警§否J，9唸；こぎヽ、ジ'
霞苫露巖／疇 ⇔ごゾ／ユざ”
て：：；一｀‘,；r.］：疇＇辺辺認沢：£
‘t 

夏
大の一部か。 農 I :::。跡群の箆描き文字瓦には漢数字 11 悶 I 八は多胡郡矢田郷をあらわす。

瓦ー 169

挿図番号

ロ

c区22号住居

115 

読
文
字
欠
失

瓦— |70 出土位置 c 区23号住居

挿図番号 70-9 写真図版 117 

類 女 生産地 笠懸

瓦ー 171

挿図番号

記―;
120 

読
山

摘 1 ::0の文字を伴う格子叩き。瓦ー 145 と 1| 悶 I 瓦一142 と同じ。
要

摘
要

達筆である。

第504図文字瓦類 (5)
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第 1 節南側調査区

c 区26号住居

120 

吉井

瓦— |73

挿図番号

五「――女

読
判
読
不
能

出土位置 c 区28号住居

86-13 写真図版 122 

生産地 笠懸

口
勢

都ふ
訴、

瓦ー 1741 1 出土位11 | 号住居
挿図番号 91-1 写真図版 123 

女 生産地 吉井

勢は左文字。

塁 I 勢多郡の郡名文字瓦。

読
介
か

黒介乃至里介と判読出来る文字瓦の既

悶 I 出がある。

瓦— |751 1 出土位 1| c 区4|2号住居
挿図番号 101-9 写真図版 125 

瓦— |76| 1 出士位 11 | 3号住居
挿図番号 103-6 写真図版 126 

瓦— |77

挿図番号 1 116-5 

c 区49号住居
I 

130 

類 I 女 生産地 乗附 類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 吉井

士
冗

一
一1-
a

摘
要

読
判
読
不
能

‘‘;;S 
読
タ
タ

大多の刻印文字で大を欠失する。多胡

農 I 郡大家郷をあらわす。

瓦ー 1781 1 出士位 1| C 区4|9号住居
挿図番号 116-4 写真図版 130 

瓦ー 179| 1 出土位 1| C 区513号住居
挿図番号 123-4 写真図版 132 

c 区54号住居

133 

類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 吉井

: II ぶ、 判読
含ロ主Jし

卒
= =nr)―し' か
不

^ 本‘ー＇能

'~' 
.、·9:: 
.\ 、：;̀' :..'9. 9I •• 

` •· •:;々..

悶 I| 大の一部か。 11 摘要：十の筆致は瓦ー163 に類似する。

第505図文字瓦類 (6)
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第 4 章検出された遺構・遺物

c 区54号住居 瓦ー 182

134 

c 区55号住居

図版 1 137 

乗附

読

工
か

c 区55号住居

136 

藤岡

読
判
読
不
能

摘
要 悶

箆傷か。

c 区58号住居

141 

瓦ー 185

挿図番号

m-立
141 

生産地

' 9
,
.
 

,ｷ 慕
溶
ぽ
C
y
 

沢
迄
證
·
{

.
、
.
J
~

•q....` 

.. ｷ
 

..`?.t

”1 

•9 

... 

,. 

読
七

吉井

読
判
読
不
能

瓦ー 186

挿図番号

i「―女

ヽー・―-•一ー迄主
f芯玄?｀→ら’’`
Vク

141 

吉井

読
里
か
黒

成の一部か

日゜ II悶[ 
瓦ー 187 出土位置 c 区58号住居 瓦ー 188 出土位置 c 区65号住居 瓦ー 189

挿図番号 145-4 写真図版 141 挿図番号 153-7 写真図版 144 挿図番号 162-10 写真図版 146 

類 女 生産地 秋間 類 女 生産地 吉井 顆 女 生産地 吉井•藤岡

吾士 し向必：芯｀，讀ぶ‘；睾•：:
n冗 ；苓た＇ド，～ 込5•5 しヽ．、・；．~＇： ｷ •. ｷ 9 

・ぷ~： . ，． 9.¢令｀~ • '•• 9: 

判 邑髯ぽ、:.,-、'.99ざ';,;’; 
ニ士 ：と； r; ~' ，一：・・ • ̀  :g :’:::.: : 

祭 ｛乞だ翌P•こ；
能 芝こ巽、さ・＇―`ざ，亨奇

ヽ· : 9 ・・： • 9 •—` 

·9，・；；；ぶ出比
ゞく℃ 9. ｷ 

9, 9‘ 

読

<□ 1 能

読
判
読
不
能

塁
箆傷の可能性がある。

摘
要

園の刻印か。

悶
文字の一部。

第506図文字瓦類(7)
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第 1 節南側調査区

類

認

出土位置 I c 区71号住居

] 
吉井・藤岡

瓦— |911 1 出土位1| C 区7|1号住居
挿図番号 162-8 写真図版 146 

瓦192| 1 出土位 1| C 区7| 号住居
挿図番号 162-7 写真図版 146 

品
i

読
圏

顆 I 女 生産地 I 吉井•藤岡 I I 類 I 女 生産地 I 吉井•藤岡

読
判
読
不
能

読
判
読
不
能

摘
要 悶

箆傷か。 田・甲・里か。

塁

c 区72号住居
I 

148 

瓦ー 195| 1 出土位|| C 区716号住居
挿図番号 179-1 写真図版 152 

読
中
止

瓦— |96 l 出土位|| C 区7|7号住居
挿図番号 I 1s3-2 写真図版 153 

類 I 男 生産地 笠懸

読
佐

鼻ふでし＂
しt,全＄，1
＄玲メ

瓦— |94

挿図番号

類 1 男

読
大
か

顆 I 女 生産地 秋間

ーてさ妥•こ

判
読
不
能

悶
瓦ー182 と同一の筆致。

瓦ー 191 I 出土位置 I C 区77号住居

挿図番号 |184- 3 I 写真図版 1 153 

類 I 男 I 生産地 I 吉井

7 

成

摘 直線的な文字で小さい。

要

塁
箆傷の可能性がある。

摘
要

読
川
上

第507図文字瓦類（ 8)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

瓦ー 199 出土位置 c 区77号住居 瓦ー200 出土位置 c 区78号住居 c 区85号住居

挿図番号 185-3 写真図版 154 挿図番号 191-4 写真図版 156 写真図版 162 

類 女 生産地 吉井か

士
冗

t
-
—
二
ロ

一
八

:•，ヽヽ9． ．彎，：、 ヽ9 ．り :: :• と3’、•ご：一ヽ’ ・、し ， A ー、· •. 9_. ; • •• 

類 男 生産地 秋間

読
判
読
不
能

生産地 吉井

塁
八は田胡郡矢田郷をあらわす。

摘
要

読
子
文

瓦ー202 出土位置 c 区79号住居 c 区85号住居 瓦ー204 出士位置 c 区86号住居

挿図番号 197-4 写真図版 158 

類 女 生産地 吉井

主
＂
～

t

m
n
 

真

163 挿図番号 211-3 写真図版 164 

摘
要

瓦ー］75 と同じ筆致。

読
大

類 男 生産地 吉井

こ『9V • .J  ::9::.9’; ·マ
竺;:::·:.. -,ｷ.. sｷ, •ヽ．，．

. ｷｷ.o:._ .. ,,. 
. :9,.. ; •、 9, •,. • ;.'9,’’ 

•: • , : 9' ・ しと• ;』9 :、,’.: _: 
':.• `恙‘.9 iえ＇i: ；．甜？・
, 9’. : • • 9'• 9 9 • •'. •.,.,; ,̀ f’：るi四i:、;,',9 9 
ゞ伍•9 と ' 9o. しこ 9. ` t  : 、

，笞＇，J;迅‘i碍： ;,: : ; 
豆：・；，：ヽ::"•\·.,.'・•
::•1 :••さ：'::'ｷ.,ｷ':,,..,.' 
苓＆’•ら． 7.，｀｀ 一一ー よ←．
心．，•｀•和心：）·,:；•'・ベ',-

兒：：•i←ぷゞぷ·9べ'··
：グ＇‘ゞ窃．―ヽ‘•仝、 9•9 i
油索条＇，豆）・唸、f,;・~，．~•文：i. 9 :唸；ど．
ーな＇←9.·一一·¼.-0,"

•くゞも、学辛：こ

口

読
方

塁
瓦ー153に同じ。

塁
右拓本は印面側の拓本状態。

瓦ー205 出土位置 c 区89号住居 c 区96号住居 c 区96号住居

挿図番号 222-2 写真図版 166 169 

類 男 生産地 藤岡

八
田
甲
斐
女

呉
，
忍
·
·
ダ
，
f
‘

i
 .

.
 9
・
・9
.
,

り
¢
‘
.

、
,

.. f
ヽ
・r
9
9
.

ー
；
｀
＂
＇
、
夕

rり
．
．
匂‘r
;
r
.
1
.

9
 
... 
,
 .. 
,
9

、
[
•
•
ク
｀

...... 

‘i.9 

.. 

,,‘,'999. 

ヽ
＾
，..... 

、
ー
9
9

.

.

 

｢,'.. .. 

4
 ... ,.‘,., 

..... ,
 .. 5 .
.
 

た
2
.
.
.
 "
,
.
5

．
．
．
ヽ
．
ヽ
．
；
．
，

.. 
9
9
^
,
.
 

9, 
.. 
4, .
.
.
.
.
.
.
 
1
 
.
.
 

9. 

-
t
,
·
ヽ
·
·
`
,

.. ‘•”r.2, 

.. ,
"
夕
w

、
,
.
,
.. 
-.. i`'‘,.‘, 

...... ,.,̂
c.t,.. .. ,
.
9か
名
9
・

9

9

9

 

.

.

.

.

.
 

.
 

c̀
 ... 
'
 .
. ,‘,', 

.

.

.

.

 
9
9
 .
 

.
 

;
 

.. 
9
9
 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 
;
‘
ク

5]..9 

t,‘‘ 

.. ,i[ .. 
,
 
... J
 ..... 
.
 

ク
拉
．
苓
．
．
召
，
ぷ
｝

... 
"J. 

ヽ
7
5
マ
・
“
.
イ

r
^

ゴ9
9

ぃ.. 

ヽ
・
・
'
·

；
？

9
-

ご
・

C

.... ,
r
,t
'
ュ

9
.
,
”i

ヽ
‘
,

.. ←し
e... 

そ
：
；

9

．
"
.
』

.
 

... 
,:( .. ;
;
:
‘
，
ふ
苓
・
｀
｀
＇
；

9
 .
.
.
.
.
.
 ,
.
.
.
.
 .
.
.
.
.
 9

9

 

読
判
読
不
能

悶，氏か。 笠懸窯跡群の箆描き文字には漢数字が

悶 I 多い。

主
几

•——
-0 

塁＇
女は万呂の異体字。瓦ー364 と同じ。
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第 1 節南側調査区

瓦ー2081 1 出土位|| C 区916号住居
挿図番号 229-11 写真図版 168 

c 区97号住居

170 

類 I 女 生産地 吉井

読
文
城

読
日
か
目
か

摘＇成は筆順が違う。

要
摘
要

瓦ー210 I 出土位置| c 区99号住居

挿図番号 |238- 1 1 写真図版 I 171 

類 I 女 I 生産地 I 吉井

二面冗士

辛
口

多胡郡辛科郷をあらわす。
摘
要

瓦ー211 I 出土位置 I c 区 103号住居

挿図番号

` 
写真図版

瓦2|2 | 1 出土位1I C 区l|3号住居
挿図番号 259-4 写真図版 176 

瓦ー2|3| 1 出土位|| C 区］『4号住居
挿図番号 240-5 写真図版 172 

生産地 吉井 類 I 女 生産地 笠懸 類 女 生産地 吉井

読
千

読
山
岡

... 

........ 
~.‘ 

... ,
 .. 

., 

;̀
.;a ... '
 

ご
[
[
.
`

．
＂
．
唸

9
9生年

塁
’
．
店
詞

さ
ぇ
g
·
i
g

ベ.. 
鼻
召
、
さ
i
.. — 

和
ふ
告
紺
ヽ

·ir"”
igg"“— 

匹
筐
習
森

．
苫
塁
喜
．
．
．
一
[

,
.
,
"
ぶ
ぎ
．
．
｛

ふ
竺
必
苓

読
判
読
不
能

摘
要

塁 I 箆傷の可能性がある。 1| 塁 I 山は、多胡郡山字郷か。（旧片岡郡）

瓦ー214

~ 249-1 
類女

c区106号住居

173 

瓦ー215| 1 出土位 1I I 8号住居
挿図番号 219-3 写真図版 165 

瓦ー2|6| 1 出土位|| C 区l!8号住居
挿図番号 219-4 写真図版 165 

吉井 類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 笠懸

• ｀ー・ヽァ．·』. .` ；ぷ5 •...9.-. • ー：ｷ •: 9 亀

万

読
圏
。
万

悶 I ；；「こ：：悶言戸亦（山王廃寺）出土の 11 塁 I 女は万呂の異体字。

読
女

f
`
、
r｀
否
蒻

ミ
芸
這

5，
｛
言
髭

読
茂

塁
佐位郡美侶郷をあらわす。

第509図文字瓦類 (10)
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瓦ー217 出土位置 c 区115号住居 瓦ー218 c 区116号住居 c 区］ 16号住居

挿図番号 270-9 写真図版 179 挿図番号 181 

類 女 生産地 吉井•藤岡 女

ｩ
 

読
記
号
か

類

塁
瓦ー 143 と瓦ー392 と同ーか。

読
九

達筆である。

塁

瓦ー220 出土位置 c 区116号住居

挿図番号 272-12 写真図版 181 挿図番号

類 女 生産地 吉井

`11A'•9,"•

• 

.
,
‘
J
.
4
~
•i
9
"み
ツ
・

C
?
]
.. "~ 

.. 

t
:
5
.
.
"
.
.
,
.
i
“
ぶ
．
ア
、

... 
3:"., 

匹
．
＇
•
[
i
-
ジ
芯
こ

ぇ
ざ
・
・
巧
言
忌
5

.

.
 

V̀
.̀. 

応

”
‘
”
.
.
.
,
C
r

．
ク
，
）
し
．
＂
9
i
．
泊
；
よ

シ
『
．
」
・
，
9
•
V
,

i
i
咲
·
i
J
り
＇

今
ら
＿
．
‘
，
'
,
·
9

．
し
ぶ
＂
＂
．
＂9，a
.
`
dt

... 

ｷ
,
:
ｷ
,
A
 

9, .
.
.
 

`
 

`.‘ 

読
判
読
不
能

塁＇口里か黒。

瓦ー221

類

c 区 124号住居

182 

吉井

士
冗

—'"" 

c 区］ 28号住居

写真図版

佐位郡佐位郷をあらわす。

悶

175 

笠懸

読
佐

瓦ー223 c 区134号住居 瓦ー224 出土位置 c 区138号住居 瓦ー225 c 区142号住居

挿図番号 281-2 183 挿図番号 285-5 写真図版 184 挿図番号 288-3 185 

類 女 生産地 笠懸 類 女 生産地 吉井 類 男 笠懸

翌濾
沼む

読
判
読
不
能

摘
要

読
判
読
不
能

文字の一部と考えられる。

塁

読
判
読
不
能

第510図 文字瓦類（11)
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第 1 節南側調査区

瓦ー226 瓦ー228 出土位置 c 区148号住居

挿図番号 185 187 挿図番号 297-5 写真図版 187 

秤 女 吉井 類 女 生産地 吉井

ぶぷ' I 
きn主IL 含ロ主) L, 

子 佐
阿
か

古 11 釘

悶
2 文字か。

塁
佐位郡佐位郷をあらわす。

c 区］ 50号住居

187 

読
部

瓦ー230

挿図番号

` 
生産地

189 

吉井

読
判
読
不
能

摘
要

読
十

瓦ー232| 1 出土位|| C 区］号井戸
挿図番号 430-1 写真図版 234 

類 I 男 生産地 吉井

摘
要

読
牛
か

236 

瓦ー234

挿図番号 237 

吉井

読
生

類 女 吉井

読
十

第511図文字瓦類(12)
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236 

瓦ー237 I 出土位置 I C 区 4 号井戸

読
手
か

瓦ー236 出土位置 c 区 4 号井戸

挿図番号 433-10 写真図版 237 

類 女 生産地 吉井 三類 女 生産地

235 

吉井

読
判
読
不
能

摘
要

摘＇衣の一部か。

要

読
判
読
不
能

塁＇
左のはらいか子の一部。

瓦ー238 |出土位|| C 区 41 号井戸
433-3 写真図版 236 

瓦ー2391 1 出土位 1| C 区］号井戸
挿図番号 432-10 写真図版 236 

生産地 吉井 類 I 女 生産地

読
織
エ
か

. 

吉井

上の文字は織か、織は多胡郡織裳郷を

塁 I あらわす。

読
千

摘
要

摘
要

読
工

中央の横線は文字の一部ではなく割れ。

瓦ー241

挿図番号

記―;

c 区 4 号井戸

233 

瓦ー242 I 出土位置 I C 区 4 号井戸 瓦ー243 I 出土位置 I C 区 4 号井戸

挿，番号 1 433]1 1 写一真図版
類 女 生産地

236 

吉井 吉井

挿1 番号 1 433]7 1 写真図版
類 女 生産地

236 

吉井

読
夫

読
判
読
不
能

十
か

塁
箆傷か文字の一部か不分明。 摘＇記号の可能性もある。

要

第512図文字瓦類 (13)
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瓦ー244 I 出土位置 I C 区 4 号井戸

挿図番号 I 432~ 9 I 写真図版 236 

c 区 4 号井戸

235 

類 I 女 I 生産地 乗附

瓦ー245 出土位甜 C 区 4 号井戸

挿図番号 432-11 写真図版 236 

類 女 生産地 吉井 吉井

箆記号か。

塁

読
判
読
不
能

塁＇
記号の可能性もある。

読
判
読
不
能

疇
芦
〖
ふ
，
茫

T


で
五
心
・

・
ヤ
J
忍
｀
i
こ

｀
霊
[
r
`

—

桑
覧
亨
贔
這
浜
窒

蓋
さ
芯
詞

喜
箋
塁

.
‘
い
さ
忠
J
ふ
~
．

ヽ
ノ
"
i
認
~
•
さ

5:¥ 
ヘ＾
心
4
』

読
十
か

摘
要

箆記号か。

瓦ー2481 1 出土位|| C 区］号井戸
挿図番号 432-8 写真図版 236 

瓦ー2491 1 出土位 1| C 区 41 号井戸
挿図番号 432~14 写真図版 236 

読
判
読
不
能

類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 吉井

読
判
読
不
能

悶
文字の一部と考えられる。

読
判
読
不
能

瓦ー250 出土位置 c 区 4 号井戸

挿図番号 433-2 写真図版 236 

類 女 生産地 吉井

瓦251

挿図番号

面――女
236 

生産地 吉井

読
判
読
不
能

瓦ー252

挿図番号

五「―女

摘
要

読
判
読
不
能

し
乗附

含ロ主）し

判
そ-ロ士-）し

不
能

目＇指先か工具による傷の可能性がある。

第513図文字瓦類 (14)
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瓦ー253 出土位置 c 区 4 号井戸 瓦ー254 出土位置 c 区 4 号井戸 瓦ー255 出土位四 c 区 4 号井戸

挿図番号 434~ 6 写真図版 237 434-3 写真図版 237 237 

類 女 生産地 笠懸

-, -' ＾ず｛．．

｛苓：
3、"".•
`3一ヽ

読
勢

挿図番号

女 生産地 笠懸

読
文
字
欠
失

写真図版 , 

笠懇生産地

·• 
`4, 

と

必1.
..しy : 

• ｷ 
O 倉9 9.,. ヽ

~. 
9.-·.•’’ ．．ベ・

• とシ‘‘こ ~ユ

笞

＊
冗

1
-
t

-n 

田
か

塁
勢多郡をあらわす。 薗田の文字を伴う格子叩き。

贋 I 瓦ー142に同じ。 悶
山田郡をあらわす。

瓦ー256 出土位置 c 区 4 号井戸 瓦ー257 出土位置 c 区 4 号井戸 c 区 4 号井戸

挿図番号 434-5 写真図版 237 挿図番号 432-13 写真図版 236 237 

顆 女 生産地 吉井

読
圏

類 女 生産地 吉井

読
家
成

悶
金山瓦窯跡の既出例かある。

瓦ー259 出土位置 c 区 4 号井戸

挿図番号 434-2 写真図版 237 

類 女 生産地 乗附

読
判
読
不
能

石上朝臣家成か。

悶 I 多胡郡大領。

瓦ー260

挿図番号

類 女

c 区外（表土）

吉井

読
武
井
女

宿子と麿のカバネの重複がある。

士
冗

ー
＝
—
-
ロ

羊
神
人
宿
子
稲
麿

摘
要

箆傷とも思われる。

嬰
武は多胡郡武美郷をあらわす。女は万

悶 I 呂で牛万呂をあらわす。

第514図 文字瓦類（15)
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瓦26l 1 1 出士位 1 C 区外＇（表土）
挿図番号 483-1 写真図版

瓦ー2621 1 出土位|| C 区外＇（表土）
挿図番号 486-7 写真図版

瓦ー263

挿図番号

c 区外（表土）

類 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地

読
判
読
不
能 ”. -,.~--t uぇ

塁
箆傷の可能性かある。

摘
要

摘
要

箆傷の可能性かある。

瓦ー2641 1 出土位|| C 区外＇（表土）
挿図番号 485-2 写真図版

類 I 女 生産地 吉井

読
多
大

瓦ー265

挿図番号

ロ
読
判
読
不
能

瓦ー266I I 出土位|| C区外;9 -·C-7111 層）
挿図番号 485-7 写真図版

類 生産地 I 吉井•藤岡

読
判
読
不
能

゜
じ同と7

 
7
 

ー瓦
摘
要

摘
要

摘
要

大の一部か。

瓦ー267 I 出土位置 IC区外(41-C-9ITI 層） I I 瓦ー268 I 出土位置 IC区外(41-C ---0喀土内） I I 瓦ー269 I 出士位置 I C 区外（表土）

挿図番号 I 485-6 I 写真図版

類 女 生産地 笠懸

挿□番号 1 485-5 1 写真図版

類 女 生産地 吉井

挿，番号 1 486-9 1 写真図版

類 女 生産地 吉井

読読読
労知‘^

判 判囚□：；五塁・,,:、 判
二士 幸、~．~~、＝士·

眈 R}し 塁；： ~ ~ ：．：召王：＼ら：l_ I ~冗

孟 ←ダペベ汀雰 孟 ！，．、｀，：～•19・彎づ、：~~ I: 

摘箆傷の可能性がある。 1 |摘大の一部か。 1 |摘 I 文字の一部か漢数字の一。
要要要

第515図文字瓦類 (16)
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瓦ー270 1 出土位置 LE区外(41-C-O喀土内） I I 瓦ー27l I 出土位副 c 区外（表土）

挿『番号 1 483-6 1 写真1 図版
類 女 生産地 吉井

挿i番号 I 486]2 1 写真1図版
顆 女 生産地 吉井

瓦ー272

挿図番号

正 生産地 吉井

塁
箆傷か。

読
判
読
不
能

読

I¥ 

塁
八は多胡郡矢田郷をあらわす。

‘（：ご‘七7:'9.,..,
• <.·.'•.',』 9

ふ＇●:r---··., >
i., :. 、し—一ヽ，・一
•.• 1..,'9 9, 

.. •.9 1..'; :,,.,;:ｷ 

虞｀

夏
文字の一部と考えられる。

読
判
読
不
能

瓦ー273| 1 出土位「 1 9 C-15m層）
挿図番号 483~ 9 写真図版

瓦ー274 I 出土位置 I C区外（47-C-III 層） 11 瓦ー275 I 出土位置 I C 区外（西南）

挿図番号 I 482-10 I 写真図版 挿図番号 1 482 ー］ 1 I 写真図版

類 I 女 生産地 笠懸

ヽ
‘

'
 

読
判
読
不
能

類 I 女 I 生産地 I 類 女 生産地 秋間

読

必で
判
二=9~士)し

不
能

夏
箆傷か。

瓦ー276| 1 出土位|| C 区外＇（表土）
挿図番号 484-15 写真図版

塁
箆傷か。

類 1 女 I 生産地 笠懸

瓦ー277 出土位置 c 区外 (III 層）

挿図番号 486-8 写真図版

類 女 生産地 吉井

塁箆傷の可能性もある。 1 に 1 箆傷か文字の一部か不分明。 1 |悶 I 記号か。

乗附

読 読g’·ヽ窯弧喜．：＇；． 読
ぷ·’’`• ｷｷｷ. ·ゑ．克•·:．：．9:阿．．

判 判．、1.：、·.＼ぶ·,•:;`‘·:·-、9.:•.'.”::··::. 、9. 9 ／つ十

累ぶ、 読
能 し翌亨：：：●●、94：図．：、 孟

第516図文字瓦類 (17)
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瓦ー279 出土位置 C 区外(47-5III 層）

挿図番号 484~ 17 写真図版

額 女 生産地 吉井

瓦ー280 1 出土位置 I C 区外（57-8) | I 瓦ー2s1 I 出土位置 I C 区外（不明）

挿図番号 I 483-11 I 写真図版

類 I 女 I 生産地 吉井

挿，番号 I 484]11 1 写真図版
類 女 生産地 笠懸

読
判
読
不
能

読
判
読
不
能

謬匁牙

餅謬羹t1
均‘；芯泰ざ届が
沿図鎚髯さ·••かゞ哀 •9約、9
ダ、グん＇喰＇：｀芯ヅ極;,
ぶ’ャ ·99

読
判
読
不
能

悶
八の一部か。 文字の一部か。

摘
要

瓦282| 1 出土位 1| C 区り（不明）
挿図番号 483-7 写真図版

類 I 女 I 生産地 乗附

瓦ー283

挿図番号

` 
c 区外(3 号井戸NQ]6」 ：喜□□言-C-167 ク土）

類 女 生産地笠懸 吉井

読
判
読
不
能心

輩
・
・
謬
・
"
•
[

怠
・
宣
筐
）5

｀
岱
ふ
ぷ
｀

ご
しF
文
，
．
．
f
．

｀
鸞

読
判
読
不
能

読
判
読
不
能

塁
文字の極一部。 摘 1 アハ げ新挟字鏡」）

要禾か。 塁
文字の一部。

瓦ー285

挿図番号

五「―女

c 区外 (Ill 層）

読
大
か

瓦ー286| 1 出土位 1 C 区外1 （表土）
挿図番号 484-13 写真図版

類 I 女 生産地 吉井

読
判
読
不
能

摘
要

瓦ー154に同じ。

言
十か。

瓦287 ]出土位冨 c 区外（表土）

挿図番~ 483-171 写真図版 I
類 I 女 I 生産地 I 秋間

至n全／し. 

判

狛｛~韮ど，9し丘-ご函｀―・二•9`--長:,` 9直•: ̀ 
読
不
能

摘 文字の一部と考えられる。

要

第517図文字瓦類(18)
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瓦ー288 |出土位置 |c 区外（某石土坑）

挿図番号 |486- 6 I 写真図版 I

類 I 女 I 生産地 I 吉井

読

旦日）し
不
能

H か。
摘
要

瓦ー291 l 出土位副 c 区外（巣石士坑）

挿図番号 I 485—, 1 写真図版 I
委Ii I 女 I 生産地 I 吉井

読

判
＝—ロ＝『）··し̀  

不
能

マ凸一 .、

摘
毛か手か壬。

要

瓦ー289 1 出土位副 c 区外（県石土坑）

挿図番号 |480- 1 I 写真図版 1

類 I 男 l 生産地 l 吉井

弓n主)し

判
==n·* )—し, 

不
～り、こ 能

文字の一部。
摘
要

瓦ー292 |出土位置 |c 区外（集石土坑）

挿図番号 |481-21 I 写真図版 I

類 I 女 I 生産地 I 吉井•藤岡

きo主Jし

判
ニ=ロ,）士—し、

不
能

文字の一部か箆傷か不分明。
摘
要

瓦ー2901 1 出土位 ||C 区外 (1巣石土坑）

挿図番号

顆 I 男 笠懸

読
判
読
不
能

摘
要

箆傷か。

瓦ー293| 1 出土位|| 9 染石土坑）
挿図番号 479-16 写真図版

類 I 男 生産地 吉井

翫謬ぇ万～:•:•:a:．とぷ咤硲芦ミ：文、＼•99,9ぶヽし

・・区裟翠砕魯竺-
謬雰索空跨礎繋’.＇染·•. ·＇·91｀心ぷで、と.. 9 3·さぶ 9

.. •.，．．欠ふ．衿・さr.;K.;.'ら
．・．．．．．.. ど双·, • ←々‘、一吝．：，ヽ．

ゾ．1；•,'恐菱；···沢念
‘^“• •^9 
．~・＂／ア

読
判
読
不
能

摘
要

箆傷の可能性かある。

瓦ー294 I 出士位置 le 区外（艇石土坑） I I 瓦ー29s I 出土位置 I C 区外（瓦群）

挿：番号 1 480]10 1 写真1 図版
類 男 生産地 秋間

挿図番号 I 477-25 I 写真図版

瓦ー296| l 出士位|| c 区外（＇馨丘言）
挿図番号 477-8 写真図版

類 I 鐙 I 生産地 吉井 類'| 鐙 I 生産地 秋間

じ

読
大

啜
母
ぶ

.

.

,

C

I

 

.... 

\. 

•'.9•9. 
.. 

.. 

ょ
9
.
、... 

·
-
し

.. l‘ 

.. 

, .. 

ノ
．
ベ
・
A

竺
ハ
]
.
.
.

.

 

ど
3
.
9
'

ロ
・
丸
．

9

：
`
‘
.
.
.
、
ペ

J
S

・
・5
'力
＂
｝
、
・
・
・

5
.
.
.

、

7
.
‘；さ

喜
｀
、
寄
ミ
ニ
｀

｀
ツ
・
コ
・
；
か
睾
●
●

ぃ
バ
｛
~
零
尋
冥

＂
―
\
J
．
が
、
i
．
ゞ
t
．
ぷ”r
`

:̀ 
.. t
.
,
[
.
J
"
~
、
古
・
、

.

.

.
 

9
 .
.
.
.
.
.
 

、
ぎ
i
〉

ず
．
―
｛
i
}
.
』

,
"
.
9

済
4
立
・
・
・
ミ

.. 
9

竺

r
.
}
'

,
r
 

祗
笠

読
判
読
不
能 9,.”

ｻ 9..  

O‘, 

読
判
読
不
能

夏
文字の一部。

贋
赤色顔料附着。 箆傷の可能性か大きい。

塁
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c 区外（西南） 瓦ー299 出土位置 c 区外（表土）

判
読
不
能

読
判
読
不
能

挿図番号

類 女

483-8 写真図版

生産地 吉井

読
子

嬰
文字の一部。

塁
，箆傷か。

摘
要

瓦ー300 c 区外（表土） 瓦ー301 出土位置 c 区外（表土） 瓦ー302 出土位置 c区外(2 号竪穴遺構）

挿図番号 挿図番号 484-1 写真図版 挿図番号 482-6 写真図版

類 女 吉井 類 女 生産地 吉井 類 女 生産地 吉井

忍
尋
、
屯
竺
門
鶯
"
f

読
南

摘
要

読
判
読
不
能

c区外(49-C- 7 皿層）

．で．．．：9―-.

園

読
判
読
不
能

悶
既出例か多い。 刻印。左拓本は印面の状態。

塁

c区外(46-C-15ffi層）

生王・王王の可能性もある。

塁

読
羊
王
か

第519図 文字瓦類 (20)
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瓦ー306 出土位笥 IC区外(49-C-7lll 層） 瓦ー307 出土位沼 IC区外(49-C-7lll 層） 瓦ー308

挿図番号 483-3 写真図版

生産地 I
挿図番号 484-3 写真図版 挿図番号 484-2 

出土位四 I C区外(49-C-7[II 層）

写真図版

類 女 釆附 類 女 生産地 吉井 類 女 生産地 吉井

読

可

崎心忍：、：塁哨芯．＇、食：：’―、

読
十
か

読
判
読
不
能

摘
要

摘
要 夏

平か 2 文字が考えられる。

瓦ー309 出土位置 c 区外(45-C-Ol) 瓦ー310 出土位晋 c 区外 (lll 層） 瓦ー311 出土位囲 c 区外 (III 府）

挿図番号 485-12 写真図版 写真図版 挿図番号 480-2 写真図版

類 女 生産地 秋間

読
判
読
不
能

i
f

C
5
.
,
"
4
,
9
r
.
s
-
1
 

芯
1
r
,
-
.. i

.
 

‘
.
、
.
9

.

.

.

 

.
 
4
~メ
む
ゼ
し
~
・
’
... i
、.
5.
.

.

 ,

.

:

'

 

.

.

 

-
,
.
1
f
 

.. 
。
さ

生産地 吉井

読
大

類 男 生産地 吉井

読
武
か

塁＇文字は確実視される。 摘
要 夏

武は多胡郡武美郷か。

瓦ー312 c 区外（不明） 瓦ー313 出土位晋 c 区外（不明）

挿図番号

類 男 乗附か藤岡

百
―9.
.

 ~
.
>
.
と9

ら
｀
、
•
[
ふ
'
.
8姜
器
．
ヘ

ー

”
-
_
r
,
‘

苫

}
F
-
r

・
'

.. — ー
ず

`·.; 

i
 

読
判
読
不
能

挿図番号 483-12 写真図版

類 女 生産地 吉井

心： ?~..• : : •I 
;’: : : :; :. 

咄：：：．i今
. :• : ; 9 : : ; 1., 

§怒‘~L:・，謬
. ｷ • : r ...... ｷ 

ヽ・..,·::• 

読
十
か

吉井

読
判
読
不
能

悶
文字の一部。

夏
文字の一部。

塁
箆傷か。

第520図 文字瓦類 (2 1)
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第 1 節南側調査区

瓦ー31s I 出士位置 l c 区外（集石土坑） I I 瓦ー316

挿図番号 I 482-5 I 写真図版

類 I 女 生産地 吉井

挿図番号

` 
瓦317| i出土位|| C 区外（表土）
挿図番号 480-3 写真図版

類 I 男 生産地 吉井

氣
｝
｛
｛

読
タ
タ 判

読
不
能

判
読
不
能

塁
瓦ー 178に同じ。

雷
2 文字か、上位は十か。

悶
文字の一部。

瓦3181 1 出土位 1| C 区外1 （西南）
挿図番号 484-9 写真図版

瓦319| 1 出土位|| C 区外（不明）
挿図番号 482-9 写真図版 l

類 I 女 生産地 吉井

読
判
読
不
能

類 I 女 生産地

塁
，箆傷か。

摘
要

秋間

「女 生必地 井；
読

判
= 助冗
不
能

箆傷か。
摘
要

瓦ー321 I 出土位置 I C 区外 (1 号溝） I I 瓦ー322 I 出土位置 I C 区外(4 号溝 1 区） II 瓦ー323 I 出土位置 I C 区外(4号溝 1 区）

挿図番号 I 484-zo I 写真図版 挿図番号 I 484-12 I 写真図版 挿図番号 I 484-21 I 写真図版

類 I 女 生産地 笠懸

読
文
字
欠
失

顆 I 女 I 生産地 I 吉井

I 戸
女

I 
読

判
読
不
能

悶 文字か。

第521図文字瓦類 (22)

生産地 吉井

菌田の文字を伴う格子叩き。瓦ー］42

悶 I と同じ。

読
田
か
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第 4 章検出された遺構・遺物

c 区外 (V) 瓦ー325 出士位閻 C区外(V·B·C)

挿図番号 480-5 写真図版

吉井 I I 類 男 生産地 吉井

弓n主}し 至n主)し

千 判

か = 旬冗
不
能

摘
要 悶

，箆傷か。

瓦ー326 1 出土位置|c 区外 (V 表土）

挿図番号 |480- 9 I 写真図版 I

類 I 男 I 生産地 I 吉井

読

押
型
力‘

型上乃至型に粘土を乗せる以前のもの。
摘
要

:l : 41:_±□t|真］：］ （表土） 1 |挿:l:: 」:][「:::[]vBC)I I::;:·1 」：：：立1 ；；こ：（巣石土坑）
類 男 生産地 吉井 類 I 男 生産地 秋間 類 I 女 生産地 乗附

読
判
読
不
能

3
ｧ
,
}
 

、
t
~
p
.
い

、
た
l
`
`
·

·
卜
ゞ
＂
ぃ
芯
←

如
砥
翌
乏

竺
言
5
ぶ
f
f

t¢‘,3 

.. l
 

ぶ
笠
藍
屈

祝
唸
ぷ
屯

“
込
飼
認5

読
判
読
不
能

読
判
読
不
能

塁
文字の一部。

夏
文字の一部か。

塁
箆傷の可能性かある。

瓦ー330

~ 482-4 
類女

c区外(20号土坑） c区外(2 号土坑）
l | 

写真図版

吉井 吉井

読
長
女

瓦＿ 304 と同字か。

嬰 I 箪致が瓦ー300 と同じ。

読
十

第522図文字瓦類 (23)
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第 1 節南側調査区

読
判
読
不
能

悶
止の左文字か。

瓦336| 1 出士位:|C 区外 [2 号井戸）
挿図番号 484-8 写真図版

類 I 女 生産地 吉井

読
女
か

瓦ー334

挿図番号

面――女

瓦335I I 出土位 1I C 区外（不明）
挿図番号 485-13 写真図版

類 I 女 生産地 I 吉井•藤岡

大説 ．仇．名：灼，9：、忍ど恣どご長忍さ杞：：翠•，ざ｀｀：，・名9.¥翠］•忍•‘:、・・全.. ぷ唸 人＂克
ロ

塁 2 文す以上が考えられる，

IE 
瓦ー337

挿図番号 488-11 写真図版

類 女 生産地 乗附

至ロ主）し 百n主)し

記 山
号 為
か 口

。

言
万呂の異体字。

摘
要

瓦ー339 出土位置 C 区外(V • A トレ）

挿図番号 485-1 写真図版

可女 生産地 吉井

読
人

摘
要

摘
要

山は田胡郡山字郷をあらわす。
摘

口
瓦ー341 出土位置 C 区外（南東表土）

挿図番号 484-16 写真図版

類 女 生産地 笠懸

全P圭)し

判読
文 :‘ぶこ

＝=ロr＊）-し̀  

不
能

り愈疇翌，• 

箆傷の可能性がある。

悶

第523図文字瓦類 (24)
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瓦ー342 出土位罰 c 区外（不明） 瓦ー343 出土位置 c 区57号住居 出士位置 C区外(49-C-7m眉）

挿図番号 485-4 写真図版 挿図番号 ] 39-12 写真図版

類 女 生産地 吉井 翻 女 生産地 吉井 類 生産地 笠懸

ユ切士l: 読 読

判 塁 勢

己と.銅.,,,.＇.·•`• ゞ—：,←、fミへ.. •`心ー、只9.；ダぷ̀  ．:：心・豆s吋:9' , 

ニP=r士)-し̀  

不 不

溝能 能

悶＇文字の一部。女か。 摘
要

c 区外（船石下） 瓦ー346 出土位沼 瓦ー347 出土位置

写真図版 挿図番号 写真図版 挿図番号 写真図版

類 1 女 生産地 笠懸 類 女 生産地 類 女 生産地 吉井

まnJ生し 読 も袴‘’‘贅巧俎研9？'姿秤喜各プゞ唸I粒応弐漬如.. 苓叫ぐ窪芯f 
号ロ主Jし

菌 山 山
田 長

¥ ••, ご.. 99.·.,.•,.:; ;1, 

ヽ••• ` 

悶
瓦ー142 と同じ。

言
瓦ー338に同じ。

摘
要

B 区 1 号住居 B 区 1 号住居 B 区 1 号住居

192 

摘
要

士
冗

•me 

第524図文字瓦類 (25)
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第 1 節 南側調査区

瓦ー351 出土位置 B 区 1 号住居

挿図番号 317-1 写真図版 192 

B 区 1 号住居 瓦ー353 B 区 1 号住居

193 挿図番号 194 

類 男 生産地

゜
力ヽ

摘
要

吉井

読
判
読
不
能

摘
要

吉井

読
衣

箆傷の可能性がある。

塁

読
十

瓦ー354 出土位置 B 区 1 号住居 瓦ー355 B 区 1 号住居 瓦ー356 出土位置 B 区 1 号住居

挿図番号 313-4 写真図版 193 挿図番号 313-1 191 挿図番号 319-1 写真図版 194 

類 女 生産地 乗附 類 男 吉井 類 女 生産地 吉井

.... 9
、

L
9
.
9
.
p
.

•
9
、

.

.

.

.

 

9

.

 

J
 

そ
．
p
，•
T
'
,
9
q
.
.
.
9

..... 

ヽ
゜
·`
r
．
ヽ
＇
＇
：
~
、
．
，
‘
卜
．
＾
；
4
勺
．
．
．

9
・
｀
し
．

摘
要

読
代

摘
要

箪致は瓦ー 291 に同じ。

読
手

摘
要

読
乙

瓦ー357 B 区 2 号住居 瓦ー358 出土位置 B 区 2 号住居

挿図番号 197 挿図番号 325-3 写真図版 197 

顆 女 吉井 顆 女 生産地 吉井

読
十

読
八
島
呂
國

摘
要

八は多胡郡矢田郷をあらわす。 4 文字

悶が描かれている。国分寺既出例に島呂
部真分良がある。

瓦ー359 I 出土位置| B 区 8 号住居

挿図番号| 338-8 1 写真図版 I 201 

類 I 女 I 生産地 I 笠懸

読

土

摘 笠懸窯跡郡の箆描文字には漢数字が多

要い。

第525図 文字瓦類 (26)
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瓦ー360 出土位置 B 区 8 号住居 瓦ー361 出土位置 B 区］ 4号住居 B 区］ 4号住居

挿図番号 338-9 写真図版 201 挿図番号 355~ 4 写真図版 207 207 

類 女 生産地 秋間 類 女 生産地 吉井

読
大

塁’瓦ー 154に同じ。 悶＇瓦一193に同じ。

B 区］ 6号住居

生
＂
～

""n 

中
止

瓦ー364 出土位沼 B 区17号住居 瓦ー365 出土位笠 B 区20号住居

読
人

210 挿図番号 371-6 写真図版 213 挿図番号 377-11 写真図版 214 

類 吉井 類 女 生産地 吉井 顆 男 生産地 吉井

読
上

売''"" 

, 9.  • 9. 9 グ
• •••; • •“9 、'’・プム

r :. 9 ；，·ー1 し：• 9.  9 9..: ;; ,L :: ←'．：牙： ; ; ：ー：ょ
;: :9 : • ;、:.., •・：ぅ：．・‘・• ; i 

9 、:'‘.. '. : ;.. i ; :. -’·: ｧ 
ヽ·.,-.. 9 二· •, 9:'.. : a 
、＇，．•し·， :—. • • : ; : • ·',―・し、 • : 
..• 2. ·ー'.~;:・', ..• J 9.,.,.',’.., •\ 

; ：．：了i: • : : 9 ｷｷ,..¥ •• ¥, 
し●.,,.._、·_',,.•、., : -.. ` • : ~,.h: *... o : •、:.; 
·.:る． 9 :．心：，ぇ名 o• -.. 

八
田
甲
斐
女

.L 

士T
'

1
-
=
"
 

判
読
不
能

摘 1 女は万呂、既出例か多い。瓦ー207 と同

要じ。 塁
，箆傷か。

瓦ー366 B 区22号住居 瓦ー367 B 区22号住居 瓦ー368 出土位漑 B 区23号住居

挿図番号 383-4 216 

塁
箆傷の可能性もある。

読
判
読
不
能

挿図番号

摘
要

384 -1 217 挿図番号 386-1 写真図版

額 男 生産地 吉井 類

218 

女 吉井

読
足

吉井

読
判
読
不
能

第526図 文字瓦類 (27)
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第 1 節南側調査区

読
大

瓦3721 1 出土位 1 B 区319号住居
挿図番号 410-2 写真図版 224 

瓦ー370 出土位置 B 区38号住居

挿図番号 403-1 写真図版 221 

類 鐙か 生産地 吉井

瓦373| 1 出土位町 B 区49号住居

挿図番号 1 写真図版 l

読
木
木

瓦ー371 出土位骰 B 区38号住居

挿図番号 405-3 写真図版 222 

類 女 生産地 1 吉井

誓
文字の一部、一か。

読
判
読
不
能

B 区 1 号井戸
I 

248 

類 I 女 生産地 吉井 類 I 女 生産地 藤岡

瓦ー374

挿図番号

正 生産地 吉井

:11 判読
含口主／し

r、``．y、, 判
；；―日’士）--し" = 助冗

不 不
能 ' 能

悶
摘 箆傷か。

要

rｷ 
瓦ー375 出土位罰 B 区 1 号井戸 瓦ー376 出土位晋 B区外(I 号溝7ーローB}

挿図番号 451-2 写真図版 249 挿図番号 494-8 写真図版

穎 女 生産地 吉井 類 宇 生産地 笠懸 顆 吉井

吟・・瓦 ＇・・”'心． 9；:’·，. ·:寄，．：：

とこ~吐~,;f尋`•界西fぺ遅：i:恥．：｀，；全翠了し 詈縛公た．
読 舌U主Iし 読

生 + 判
か 二=ロ士e）—し, 

不
能

べ·(

目 生は壬生氏をあらわす。 | |塁記号の可能性がある。 月、目等の文字と思われる。

塁

第527図文字瓦類 (28)
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瓦378 | 1 出土位阿 |B 区外 1 (1 号溝）

挿図番号

額 男 笠懸

読
判
読
不
能

士
冗

1
-―
二
口

真
か

塁
箆傷か。

塁
箆傷か。

吉井

言存

記
号

，力‘

() 

瓦380 |出土位置| B 区外 (1 号溝）

挿図番号 |494 ー］ 0 |写真図版 I

類 I 男 I 生産地 I 藤岡

読

面

応
19 島・

刻印、金山瓦窯跡での既出例がある。
摘
要

瓦ー382 出士位骰 B 区外 (1 号溝）

挿図番号 496-15 写真図版

類 女 生産地 吉井

：咽':晶＇ごi
含n圭／し

真

瓦383| 1 出土位|| B 区外 1 (1 号溝）
挿図番号 495-8 写真図版

類 女 生産地 吉井

読

□
口

摘 1 左拓本は印面側の拓本。

要 塁＇
瓦ー］ 75 と同じ筆跡か。

夏
箆傷か。

瓦ー384 I 出土位副 B 区外 (1 号溝） I I 瓦ー385 I 出土位沼 I B 区外 (1 号溝） 11 瓦ー386 I 出土位置 I B 区外 (1 号溝）

挿図番号 I 495-1 I 写真図版 挿図番号 I 495 ー］ I I 写真図版 挿図番号 I 495-15 I 写真図版

類 男 生産地 吉井 類 I 女 生産地 吉井 顆 I 女 生産地 I 吉井•藤岡

売
口
守

"
"
n

ノ
'
、
·
’

読読

田コt←、 ,·,"c 人

摘
要

瓦ー339 と同じ筆致。

悶 11閏

第528図文字瓦類 (29)
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瓦ー387 出土位置 B 区外 (1 号溝）

挿図番号 495-9 写真図版

顆 女 生産地 吉井

瓦ー389

挿図番号

町 生産地 吉井か

読
判
読
不
能

r
 

ヽ

、
”
g
.
5
f
.
"

9

.

,

9

9

a

 

履
よ
ふr

乙
]

4’ 

読
判
読
不
能

ゞ

わ
評

'(‘¢~ 9ふ
＂
ぷ
，
~
t

;
`
4
.f
:
 

r·:`"‘, 
ガ
む
~f

 

読
判
読
不
能

摘
要

摘
要

゜

＂
ハ
い

立
口の字文

摘
要

瓦ー388 出土位置 B 区外 (1 号溝）

挿図番号 495-12 写真図版

類 女 生産地 吉井

瓦390 |出土位置| B 区外 (1 号溝）

挿図番号 |495-10| 写真図版 I
類 女 I 生産地 I 秋間か

読

判
吾n主iし
不

冑
能

摘
箆傷か。

要

出土位置 I B区外(1 号溝7ーローB) I I 瓦ー392 I 出土位置 I B区外(I 号油ーイーA)

生産地 笠懸

益
a

読
勢

勢多郡をあらわす。

塁 I 左の拓本は印面側の拓本。

吉井

、
/¢
史

読
記
号
か

瓦ー393 I 出土位置 I B 区外 (1 号溝） I I 瓦ー394 I 出土位置 I B 区外ば号溝） 11 瓦ー395

挿図番号 I 495-7 I 写真図版 挿図番号 I 496-11 I 写真図版

類 I 女 生産地 笠懸 類 I 女 生産地 吉井

挿図番号
l 

顆 1 女 生産地 I 吉井・藤岡

士
冗

ニ
＝
＂

か

読
判
読
不
能

読
織
か

塁
，箆傷か。

夏
文字の一部。 糸か。

塁 1 瓦ー238に同じ。
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瓦ー396 出土位置 I B 区外(B区 1 号溝） 瓦ー397 B区外(B区 1 号溝） 瓦ー546 出土位置 c区外(N-2_E)

挿図番号 496-1 写真図版 挿図番号

類 男 生産地 笠懸 類

読
大

女

読
十
か

挿図番号 486-5 写真図版

類 女 生産地
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5.. 
ぃ
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ぷ
杓
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笠懸

読
菌
田

摘
要

摘
要 夏

瓦ー142に同じ。

c区外(N-B_2) 瓦ー548 出土位置 c区外(N-B-2) 瓦ー549 出土位置 c 区外 (V-)

類

ゞ‘•;f"'
ヽ• 9 ‘~ 

＊
冗

-
1
_
-
E
-

判
読
不
能

挿図番号 485-11 写真図版

類 女 生産地 吉井

挿図番号 484-19 写真図版

類 女 生産地 笠懸

読
判
読
不
能 :. 9 ィ＇

、：可
ミ；

読
山
田

文字の一部か。

農 塁
金か。 山田郡をあらわしている。

塁

瓦550 |出土位置| c区外(N-B-2)

挿図番号 |486- 1 I 写真図版］
類 女 I 生産地 I 乗附

読

判
二＝•←士I一し' 

不
能

摘 箆傷と考えられる。

要

瓦ー551

挿図番号 486-3 

出土位置上国琶塁寺南門か中門

写真図版

類 女 生産地 笠懸

`-- ーア

焦こl

読
菌
田

出土位置 IC 区外僧寺金堂跡表採

写真図版

生産地 笠懸

図
読
佐
・
勢

, •
ン

`4~’ 

塁
瓦一142に同じ。 瓦ー196に同じ。

悶

第530図 文字瓦類 (31)
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瓦ー555 出土位置 C 区外(N-2-E) 瓦ー556 出土位置 C区外(V-4-B) 瓦ー559 出土位置 c区外(Ill-4-J P—表土）

489-1 写真図版 挿図番号 483~10 写真図版 挿図番号 481 ~ 19 写真図版

生産地 笠懸 類 1 女 生産地 吉井 類 男 生産地 乗附

読 I 読 号n圭)L, 

判 長
= 助冗 力‘

累 1 1 ，｀名~ゞ “:~ 9ーし｀ 均-、 不

令能

: 

笠懸窯跡群の箆描き文字には漢数字が多ピ
摘 し‘
要。

瓦ー560 出土位置 c 区外(C 区表土） 瓦ー561 出土位置 c 区外 瓦ー562 出士位置 B 区17号住居

挿図番号 483-16 写真図版 挿図番号 482-3 写真図版 挿図番号 372-1 写真図版

類 男 生産地 秋間 類 男 生産地 秋間 類 女 生産地 吉井

舌n)し 読 至nJ主l、

判 判 半
読 ニ=ロ士r）-し, ==nr* l-し' 

不 不 、；疇｀：，；‘.. し•• 孟能 能

悶＇
記号か、瓦ー56] と接合。

摘
要

瓦ー560 に同じ。

瓦569 | 1 出土位 11 9 9号住居
挿図番号 写真図版

瓦ー570| 1 出士位|| 9 C 区 III 層）
挿図番号 480-12 写真図版

類 女 生産地 笠懸 類 男 生産地 笠懸

読
井

読
判
読
不
能

摘
要

摘＇文字の一部。

要
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第 1 節南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章検出された遺構・遺物
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第 1 節南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章 検出された追構・遺物
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第 1 節 南側調査区
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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